


ライフデザイン学部　2013年度　行事予定

春学期 秋学期
４月１日 月 就学手続 ９月21日 土 秋学期授業開始
　　２日 火 オリエンテーション 　　23日 月 振替休日（授業実施）
　　３日 水 オリエンテーション
　　４日 木 オリエンテーション 10月14日 月 体育の日（授業実施）
　　５日 金 オリエンテーション
　　６日 土 入学式 11月１日 金 大学祭準備日（休講）
　　８日 月 春学期授業開始 　　２日 土 大学祭（休講）／哲学堂祭
　　30日 火 休講 　　３日 日 大学祭

　　４日 月 振替休日（授業実施）
５月１日 水 休講 　　10日 日 TOEICテスト（２・３・４年生受験必須）
　　２日 木 休講 　　23日 土 創立記念日・勤労感謝の日（授業実施）
　　６日 月 振替休日（授業実施）

12月21日 土 12月授業終了
６月４日 火 スポーツ大会（休講） 　　24日 火 転部・転科試験／冬季休暇開始
　　６日 木 学祖祭（授業実施）

１月４日 土 冬季休暇終了
７月30日 火 春学期授業終了 　　６日 月 授業再開
　　31日 水 補講・集中講義 　　21日 火 補講・集中講義

　　22日 水 補講・集中講義
８月１日 木 春学期定期試験／補講・集中講義 　　23日 木 補講・集中講義
　　２日 金 春学期定期試験／補講・集中講義 　　24日 金 秋学期授業終了
　　３日 土 春学期定期試験／補講・集中講義 　　25日 土 秋学期定期試験／補講・集中講義
　　５日 月 春学期定期試験／補講・集中講義 　　27日 月 秋学期定期試験／補講・集中講義
　　６日 火 春学期定期試験／補講・集中講義 　　28日 火 秋学期定期試験／補講・集中講義
　　７日 水 春学期定期試験／補講・集中講義 　　29日 水 秋学期定期試験／補講・集中講義
　　８日 木 夏季休暇開始 　　30日 木 秋学期定期試験／補講・集中講義
　　29日 木 卒業単位充足者発表（９月卒業生） 　　31日 金 秋学期定期試験／補講・集中講義

９月20日 金 成績発表・夏季休暇終了 ２月１日 土 春季休暇開始／入学試験（入構禁止）
卒業式（９月卒業生） 　　３日 月 TOEIC-Bridgeテスト（１年生受験必須）

　　25日 火 卒業単位充足者発表（４年生）

３月１日 土 成績発表（１～３年生）
　　23日 日 卒業式

創立記念日
　明治20年９月16日創立者井上円了が本郷区竜岡
町麟祥院内に、「私立哲学館」を創立し、大正８年
11月23日に現在の中野区松ヶ丘の哲学堂で東洋大
学創立記念式典を挙行、以後11月23日を創立記念
日として定めています。

学祖祭
　創立者井上円了の命日（６月６日）で、毎年蓮
華寺で行われます。

哲学堂祭
　四聖（釈迦、孔子、ソクラテス、カント）を祭
る行事で、毎年11月第１土曜日に哲学堂で行われ
ます。
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ライフデザイン学部統一英語力テスト
　東洋大学では国際化推進のための教育の一貫
として、TOEICテストを実施しています。こ
のテストは全学生受験必須となり、１年生は
４月と２月に１回ずつTOEIC-Bridgeテストを、
２～４年生は11月にTOEICテストを受験する
必要があります。
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　ライフデザイン学部で学ぶということ

ライフデザイン学部　学部長
医学博士　白石　弘巳

　皆さんが東洋大学ライフデザイン学部で学ぶことを希望していることは、生活支援、子ども支援、健
康やスポーツ、ものづくり・まちづくり、などと多岐にわたるでしょう。それぞれの領域は、多分今皆
さんが思っている以上に広がりと深さがあります。その結果、大学では、「選んで」「追求する」ことを
求められます。つまり誰かに言われてみんな一緒に行う「勉強」から、知りたいことに取り組み、運が
良ければ、あなたしか知らないことを発見するに至る「学問」の世界に向かって一歩踏み出すことを求
められるのです。皆さんは、これまでの「生徒」ではなく、まだ「研究者」でもないかもしれませんが、
少なくとも「学生」になったのです。「ライフデザイン学部」にはそれぞれの領域で皆さんの知識欲を
満足させてくれる教員がいます。是非、積極的に、貪欲に学んで下さい。
　ただ、「選ぶこと」と「追求すること」は誰でも、すぐにできる訳ではありません。常に日本の社会
で起きていることに注意を払い、世界の動きを見守って下さい。皆さんがこれから出て行く世の中の
ことを深く知ることが、皆さんの「選び」「追求する」力を育て、生きる意味を与えます。そして、自
分が何をすればいいのか決まらない場合は、迷わず授業に丁寧に取り組んで下さい。「この科目は自分
にとって何のためになるのか」と疑問を抱くようになった時も同様です。私の大学時代、「組織学」と
いう授業では来る日も来る日も顕微鏡をのぞいて何色もの色鉛筆で組織標本をスケッチさせられたり、
「解剖学」の授業では骨を触って、その小さな凹凸の名前やそこに何という筋肉がついていたかを覚え
させられたりしました。担当教授は「細かいことは忘れても良いが一度は覚えなさい。学んだことはい
つか必ず生きてくる。そう信じて一生懸命取り組みなさい」と言われました。正直言って、そのときは
「そんなものか」と半信半疑でしたが、今になって、それはとても貴重なアドバイスであったと思えま
す。
　もう一つ是非忘れないでほしいことがあります。それは皆さんがどの学科に属していようと、周囲の
人は皆さんを東洋大学のライフデザイン学部の学生と見ているということです。就職の面接ではしばし
ば「東洋大学はどんな大学か？」「ライフデザイン学部は何を学ぶ学部か？」などと質問されます。東
洋大学は、20�2年に創立�25周年を迎え、「伝統を未来に」を合い言葉に新たな一歩を踏み出しました。
ライフデザイン学部は東洋大学の中では９番目、今年９年目のまだ新しい学部です。皆さんが、志した
個々の専門領域を越えて、東洋大学を愛し、ライフデザイン学部に新たな歴史を付け加え、こうした質
問に胸を張って答えられるようになることを期待しています。　
　この要覧には、皆さんが４年間かけて学ぶライフデザイン学部の全ての授業科目について、その達成
目標、授業の方法、内容が掲載されています。また、キャリア支援や資格取得の道筋も丁寧にまとめら
れています。履修に当たって是非じっくり読み込み、授業に臨んで下さい。
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ライフデザイン学部の教育研究上の目的
　ライフデザイン学部は、QOL（Quality Of Life ＝生活の質）という考え方に基づき、自らの生命の
営みを含めた21世紀の生活＝ライフをどう描いていくかということであり、その術についての教育研究
を行うものである。
　超少子高齢化社会において、人々が成長発達の段階や多様な生活場面のなかで遭遇する生活の起伏や
負荷、危機、それらがもたらす生活上の困難や障害、さらにはそれらに対する支援の方法、人々の心身
の機能や健康の維持や促進、生活環境の整備や街づくり等、人びとの生活とそこに起因する諸問題を、
基礎となる関連諸科学を学際科学・複合科学として総合的に分析・理解し、構築したそれらの諸問題に
対応する独自の政策や技術のあり方を、理論と実践の両面から学生に修得させることを目的とする。
　さらに、従来の疾病、貧困、障害、密住等の問題の発見や、問題への事後的対応から一歩進めて、設
計科学という観点から、人類社会の維持発展という将来に向けて、取り組むべき研究課題を自ら積極的
に設定していくことで、問題発生の予防や、よりよい環境や状況の構築をしていくことのできる人材の
養成を目指す。
　これらを総合的に教育するために、学内外の実習の強化や、諸資格の取得を推進し、高度専門職を養
成することを学部の目標とする。

生活支援学科の教育研究上の目的
　現在、わが国が抱えている核家族化や少子高齢化などによる、子育てサポートの欠如や、虐待問題を
含む高齢者や障害者介護の困難、さらには、支援する側の専門職の質量の不足や、地域の支援力の低下
等の諸問題に真摯に立ち向かうことのできる人材の養成を、この学科はめざしている。
　これらの諸問題は、決して個別的に対応できるものではなく、制度・政策的諸研究分野と臨床的・技
術的諸研究分野との深い連携の下になされなければならない。
　これまで、多くの臨床的・技術的人材養成は、例えば保育や介護福祉のように短期大学等で為されて
きたが、その諸問題の背景にある制度・政策的さらには原理論的な課目の習得や調査研究や演習を重視
するわが学科の人材養成こそが、これから真に必要とされているといえよう。
　単に、社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士・保育士・幼稚園教諭等の各種資格取得を可能とす
るのみならず、それらの社会的意味と関連にも精通した実践的専門主体の養成こそが、わが学科のめざ
すものである。

健康スポーツ学科の教育研究上の目的
　高齢化の進む我が国では、高齢者やそれに続く年齢層の健康度を高めることが、社会的・経済的な負
担軽減につながるとともに、国民ひとりひとりの自己実現の可能性を拡げていくことになる。また、障
がい者が社会参加するためには、障がい者自身の健康や身体的機能の維持・向上がなされなければ、そ
の実現は困難となろう。そのためには人々の身体や身体活動に関する教育に加え、福祉に関する幅広い
教育を行なっていくことを通じて、健康の維持・増進の支援が出来る人材を育成する必要があると考え
る。
　上記のような今日的状況を踏まえ、健康スポーツ学科では、生活の質（Quality of Life）の向上のた
めに、身体活動やスポーツの機能的および社会・文化的側面に関する教育や研究の実践を理念とし、そ
れらの教育、研究を通して小児から高齢者、障がい者の健康の維持・増進の支援に寄与する人材の育成
を目的としている。

－�－



- 5 -

人間環境デザイン学科の教育研究上の目的
　１．人材の養成に関する目的
　当学科は、①建築、環境、まちづくり、②福祉機器、③日常生活用品・情報の３つのデザインコース
をもち、各分野に共通のデザイン基礎、３分野に係わる専門的かつ総合的な人間環境デザイン学を修得
し、変動する社会・企業の中核的デザイナー、デザインコーディネーターとして機能しうる人材を養成
する。
　２．学生に修得させるべき能力等教育目標
　建築、環境、住宅、生活動作補助機器、道具、日常生活の利便に供する製品デザイン、情報のデザイ
ン等各分野の共通かつ専門的デザイン科目を履修し、特に変容するデザイン理念の理解、デザイン演習
科目を通した実践的な企画力、表現力、マネージメント能力について総合的に教授する。
　３．その他教育研究上の目的
　学内での教育を基礎としながらも、可能な限り企業等学外での教育活動を通じて、理論と実践の統合、
デザインの市場性等多面的な角度からカリキュラムを構成する。また海外情報の習得に努め、日本の環
境デザイン界がおかれている状況を把握し、人間的、創造的、未来的志向をもつデザイン教育を推進す
る。
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本学は１年間を次の学期に分けます。
　春学期　４月１日から９月�0日まで
　秋学期　�0月１日から翌年の３月��日まで
※授業開始日・終了日や年間スケジュールは履修要覧表紙裏や学生ハンド
ブックの「年度行事予定」で確認してください。

　ライフデザイン学部はセメスタ制度
を採用しています。セメスタ制とは、
１年間を２つの学期（セメスタ）に分
け、４年間で８つのセメスタを段階的
に積み上げて卒業するシステムです。
セメスタ毎に授業や成績評価が完結す
ることによって授業効果を高め、学生
が集中して学ぶことができ、幅広い科
目選択が可能になります。

　授業科目には学修時間に応じた単位数が定められており、卒業要件等の
履修基準は修得すべき単位数によって規定されています（Ｐ25～「Ⅱ．カ
リキュラムについて」を参照）。
　１単位は、授業や自習をすべて含めた�0～�5時間の学修に対応してお
り、授業の占める時間は、講義・演習科目は�5時間、外国語科目は�0時間、
実験・実技・実習科目は�0～�5時間と設定されています。
　標準的な授業実施形態は、週１回１学期�5回授業が実施されます。授業
の講義時間はどの科目でも、90分です。

授業科目等 単位数 授業回数
（１学期）

学修時間

授業時間 予習復習
時間

講義・演習科目 １単位 �5回 �5時間 �0時間
外国語科目 １単位 �5回 �0時間 �5時間
実験・実技・実習科目 １単位 �5回 �0～�5時間 ０時間

　修業年限は４年（８セメスタ）、在学年限は通算して８年（�6セメスタ）
が限度になります。ただし、休学期間の年数は在学年数に算入しません。

　卒業要件（卒業に必要な単位数）を満たし、修業年限を経過した者には、
以下の学位が授与されます。

生活支援学科：学士（生活支援学）
健康スポーツ学科：学士（健康スポーツ学）
人間環境デザイン学科：学士（人間環境デザイン学）

１学年 第１セメスタ
第２セメスタ

２学年 第３セメスタ
第４セメスタ

３学年 第５セメスタ
第６セメスタ

４学年 第７セメスタ
第８セメスタ
卒業

１．学期

２．セメスタ制度

３．単位制

４．修業年限と在学年限

５．学士の学位授与

第１章
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　授業科目は、春学期又は秋学期のいずれかに開講され、授業は月曜日か
ら土曜日まで行われます。
　授業時間は次のとおりです。各授業は原則週に１回で、春学期・秋学期
各�5週行い、定められた曜日時限に行われます。年度初めに配布される
「授業時間割表」を参照してください。

時限 授業時間
１時限 ９：00　～　�0：�0
２時限 �0：�0　～　�2：�0
昼休み �2：�0　～　��：00
３時限 ��：00　～　��：�0
４時限 ��：�0　～　�6：�0
５時限 �6：20　～　�7：50

　教員のやむを得ない理由や大学の行事等により授業を休講することがあ
ります。担当教員より連絡を受け次第、電子掲示板および東洋大学学務シ
ステム「ToyoNet-G」（以降、ToyoNet-G）に掲示情報として配信します
ので、授業が始まる前に必ず確認してください。
　なお、電子掲示板およびToyoNet-G等に休講掲示がされていないにもか
かわらず、授業開始時刻から�0分経過しても担当教員が不在の場合は休講
になります。

⑴台風の接近等により交通機関の混乱が予想される場合および災害等によ
り交通機関が運行停止している場合の授業の取扱いについて
　　台風の接近等により交通機関の混乱が予想される場合および台風・地
震の災害等により交通機関が運行停止となった場合（人身事故等一般
的な運行停止を除く）の授業の取扱いについては、本学のホームペー
ジ・ToyoNet-Gにてお知らせしますので、大学の指示に従ってください。
ホームページはアクセスが集中し、つながりにくい場合がありますの
で、ToyoNet-Gも利用してください。
　　なお、授業中に交通機関の混乱等が予想される場合は、学内掲示、学
内緊急放送にてお知らせします。

⑵大規模地震の警戒宣言が発令された場合の授業の取扱いについて
　　大規模な地震の発生が予想され、警戒宣言が発令された場合の授業の
取扱いについても、本学のホームページ・ToyoNet-Gにてお知らせしま
すので、大学の指示に従ってください。授業中に警戒宣言が発令された
場合は、学内掲示、学内緊急放送にてお知らせします。
※学内で実施される講演会・講座等についても、上記措置に準ずるものと
します。

　次のような場合で、補講・集中講義を実施するときは、その内容を事前
に学内補講掲示板およびToyoNet-Gに掲示情報を配信しますので、登校し
た際に必ず確認してください。
　⑴授業が休講となったとき。
　⑵その他の理由で、特別に補講・集中講義を必要とするとき。

１．授業の開講時限・時
間帯

２．休講

３．緊急時の授業の取扱い

４．補講・集中講義
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　やむを得ない事由（病気、怪我、交通機関の遅れ、忌引）により、授業
を欠席した場合は次の授業時に担当教員へ直接申し出てください。連絡が
取れる場合は、なるべく事前に連絡してください。
　ただし、以下⑴～⑷の場合は、朝霞事務課教務担当窓口にて所定の手続
きを行ってください。

⑴正課の学外実習のために欠席する場合
　　正課の学外実習のために欠席する際は、朝霞事務課教務担当窓口にて
「学外実習に伴う欠席届」に必要事項を記入し、確認印を受けた後、欠
席届を担当教員へ提出してください（学外実習の実施日以前に提出する
必要があります）。ただし、欠席届の提出をもって、出席扱いになるわ
けではありません。
　　対象となる実習は下記の通りです。

　　

⎧･ ⎫
⎜･ ⎜
⎜･ ⎜
⎜･ ⎜
⎜･ ⎜
⎩･ ⎭

教育実習・養護実習、介護等体験、看護学実習、介護福祉実習、
保育実習、社会福祉援助技術現場実習、精神保健福祉援助技術実
習、健康産業施設等現場実習、生活支援学専門実習、精神保健福
祉専門実習、医療福祉専門実習、国際健康スポーツ交流

⑵介護福祉士コースおよび保育士養成課程の学生が、やむを得ない理由に
より欠席する場合
　　介護福祉士コースおよび保育士養成課程に所属する学生が、病気や怪
我、交通機関の遅れ、忌引などやむを得ない理由で欠席した場合は、欠
席した日時と理由がわかる証拠書類（医師の診断書や領収書等、遅延証
明書、会葬案内等）を持参の上、朝霞事務課教務担当窓口にて「欠席届」
に必要事項を記入して、確認印を受けた後、各自担当教員へ提出してく
ださい。ただし、欠席届の提出をもって、出席扱いになるわけではあり
ません。

⑶感染症により欠席する場合
　　麻疹やインフルエンザ等の感染症に罹患した場合、感染の拡大を防止
するため、大学への出席は停止となります。医師により登校可能と判断
されたのち、感染症治癒証明書を医務室に提出したうえで、担当教員に
申し出てください。詳細は本学のホームページ等で確認してください。
　※介護福祉士コースおよび保育士養成課程に所属する学生は、上記⑵の
欠席届の手続きを行ってください。

⑷長期間（３ヶ月以上）欠席する場合
　　病気や怪我・留学等の理由で、３ヶ月以上欠席する場合は、ライフデ
ザイン学部教授会の許可を得て、休学することができます（履修要覧Ｐ
208参照）。詳細は、朝霞事務課教務担当窓口に相談してください。

　教員への連絡・授業内容に対する質問等がある場合には、
⑴専任教員については、ToyoNet-Gの教員プロフィールに記載されている
連絡先を利用してください。
⑵他キャンパスの教員もしくは非常勤講師については、授業終了後20分後
までに講師控室にて直接連絡をするかToyoNet-Gの教員プロフィールに
記載されている連絡先を利用してください。
　朝霞事務課窓口や講師控室では教員の連絡先を教えることはできませ
ん。

５．欠席

６．教員との連絡
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　授業を受け、単位を修得するためには事前に授業科目の登録が必要にな
ります。これを「履修登録」といい、各学科の授業科目に沿って履修計画
を立て、授業科目の登録をしなければなりません。
　定められた期間に「履修登録」を怠ると、履修する科目の受講・受験が
できず、単位も修得できなくなるので注意してください。

⑴履修登録にあたっては、履修要覧、シラバス（ToyoNet-Gを参照）、授
業時間割表等を熟読のうえ、時間割を作成してください。
⑵教育課程表に示された配当学年に従って履修登録してください。配当学
年が自分の学年よりも下の科目は履修することができます。
⑶原則として、履修登録期間以降の訂正・削除は一切認めません。
⑷授業時間割及び講義内容等に変更があった場合は、学内掲示板に掲示し
ます。
⑸履修登録確認表は必ず出力して、確認してください。
⑹資格取得を希望する学生は、「Ⅲ．諸資格について」および「Ⅳ．教職
課程」で資格取得のための条件を確認してください。
⑺１セメスタで履修登録できるのは原則2�単位までとなります。
⑻同一科目を２つ以上履修することはできません。
⑼すでに一度単位を修得した科目を再度、履修登録することはできません。

履修関係書類配布：新入生　就学手続時
　　　　　　　　　在校生　進級手続時

『履修要覧』『履修登録のしおり』『授業時間割表』等の配布。

ガイダンス（新入生のみ）

新入生は新入生教育で履修登録のガイダンスがあります。
（２～４年生はガイダンスは行わないので、『ToyoNet-G利用ガイドブック』内の「履
修操作マニュアル」を参照すること）

時間割作成

『履修要覧』、『シラバス（ToyoNet-Gを参照）』、『履修登録のしおり』、『授業時間割
表』、前学期の「成績表」をもとに今学期履修する授業を決め、時間割を作成する。

履修登録

作成した時間割を履修登録（携帯電話・スマートフォンからは不可）。
履修登録期間内なら登録を何度でも変更可能（事前登録された科目を除く）。

履修登録確認表【保管用】の出力

各自の履修科目を証明する書類となるので、必ず出力し成績発表時まで大切に保管し
てください。

履 修 登 録 完 了

１．履修登録

　　履修登録は年２回行いま
す。

　［注意事項］

第３章　履修登録
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⑴履修登録した科目の単位を修得するためには、授業回数の３分の２以上
出席し、所定の試験に合格しなければなりません。
⑵試験には、平常試験と学期末に行う定期試験があります。科目によって
は、レポートまたは平常点によって評価する場合もあります。詳細は
ToyoNet-Gのシラバス照会にて確認してください。

　平常の授業期間に、科目担当教員によって随時行います。この場合の日
程等については授業時や掲示等で確認してください。

　春学期試験（７月～８月）および秋学期試験（１月～２月）を、全学的
に一定の試験期間を設けて行います。実施期間については、履修要覧表紙
裏や学生生活ハンドブックの「年度行事予定」で確認してください。

　試験実施の約２週間前に試験時間割表を掲示板およびToyoNet-Gで発表
します。
　試験時間割表には受験上の注意事項も記載されています。主な事項を記
しておきますので心得ておいてください。
①試験時間は90分間とします。試験開始後20分までに入室しないと受験資
格を失います。
②受験の際、学生証は写真の面を表にして机の上に提示してください。
万一、学生証を忘れたときは、事前に朝霞事務課教務担当窓口で「仮学
生証」の交付を受けてください。
③答案用紙には黒のペンまたはボールペンで学科・学年・学籍番号・氏名
を必ず記入してください。学籍番号は�0桁を記入してください。なお、
学籍番号・氏名のない答案は無効となります。
④試験会場への持込が許可されている物の学生間での貸し借りは不正行為
とみなします。
⑤試験会場では、携帯電話・PHS・電子機器（電子辞書・ポケットコン
ピュータ等）の電源を切り、机上に置くことも禁止します。
⑥試験に際し、許可されて使用できる六法全書は、次の指定されたものに
限ります。
　岩波書店「基本六法」・「セレクト六法」　有斐閣「六法全書」・「小六法」・
「ポケット六法」　法曹会「司法試験用六法」　三省堂「新六法」・「デイ
リー六法」　第一法規「新司法試験用六法」
⑦天災・病気・その他やむを得ないと認められる理由によって定期試験を
受けることができなかった場合は、すみやかに定期試験本部（講師控
室）へ証拠となる書類（医師の診断書、遅延証明書、会葬案内等）を添
えて届け出て、指示を受けてください。
⑧科目によっては、平常授業時間帯に試験が行われる場合もあります。こ
の場合の日程等については授業時や掲示等で確認してください。

　不正行為（本学の規則に反する行為、または学生の本分に反する行為）
を試験において行った場合は、学則第57条に則り処分されます。
１．処分の種類
　　処分は譴責、停学、無期停学とする。

１．試験

　［平常試験］

　［定期試験］

　［受験上の注意］

　［不正行為］

第４章
試験・レポート
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２．処分とその対象となる不正行為
　⑴譴責の対象となる行為
　　①持ち込みが認められているものの貸借。
　　②他人の答案の覗き見、答案を故意に他人に見せまたはそれを見る行

為。
　　③試験監督者もしくは監督補助者からの注意を無視した行為。
　　④その他、前各号の一つに準ずる行為。
　⑵停学１ヶ月の対象となる行為
　　①解答用紙を交換する行為。
　　②許可されていないもの（カンニングペーパーおよびそれに類するも

の）の持ち込み。
　　③書き込みを許可されていない持ち込み許可教材、机上、手掌等へ書

き込みをしての受験、または、これに類似する行為。
　　④試験監督者または監督補助者からの注意に対する暴言。
　　⑤その他、前各号の一つに準ずる行為。
　⑶無期停学の対象となる行為
　　①替玉受験。
　　②在学中における再度の不正行為。
　　③試験監督者または監督補助者からの注意に対する暴力行為。
　　④その他、極めて悪質な行為。
３．処分に伴う措置
　⑴処分の種別にかかわらず、不正行為のあった試験科目の単位は、当該
年度（学期）において認定しない。また、上記「２．⑵」および「２．
⑶」の停学の対象となる行為については、当該年度（学期）の試験期
間において実施される全ての試験科目の単位を認定しない。

　⑵停学期間は当該学部で処分を決定した日（教授会開催日）の翌日から
算定する。

　⑶決定した処分内容については、不正行為者が所属する学部の学部長
が、本人及び保証人と面接の上、通達する。

　⑷停学期間中は、不正行為者に対してその所属学部が教育的指導を行
う。

　⑸「譴責の対象となる行為①および②」、「停学１ヶ月の対象となる行為
①」、「無期停学の対象となる行為①」の不正行為は、その当事者すべ
てが上記⑴～⑷の措置の対象となる。

４．不服申立て
　　不正行為の指摘を受けた学生は、不服申立てをすることができる。
　　（なお、上記不正行為に関する事項については改訂される場合もある）

　卒業再試験の取り扱いは下記のとおりである。
　⑴受験資格
　　以下の全ての条件を満たす場合、受験資格を有する。
　　①卒業を希望する４年次（８セメスタ以上）である。
　　②卒業要件に対して、不足単位数が３科目６単位以内である。
　⑵対象科目
　　卒業再試験の対象となる科目は以下の全てに該当する科目とする。
　　①卒業当該学期に履修登録を行っている科目
　　②卒業単位充足者発表時に「Ｄ」評価を得た科目
　　③担当教員が卒業再試験を実施する科目

２．卒業再試験
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　⑶対象除外科目
　　①演習、実習、実験、実技、ゼミナール関係科目
　　②卒業研究、卒業論文、卒業製作
　　③教職科目のうち、教職に関する科目
　　④不正行為等により無効となった科目
　　⑤通常の評価において「Ｅ」または「＊（評価対象外）」と判定され

た科目
　　⑥シラバス・授業等において卒業再試験を実施しない旨を記載・発表

している科目
　　⑦科目の性質上、担当教員・学部長が協議し、卒業再試験にふさわし

くないと判断した科目。ただし、その科目については履修登録以前
に卒業再試験を実施しないことを明示した科目とする。

　⑷受験手続
　　卒業当該学期の卒業単位充足者発表時において定められた時間内に面
接を受け、所定の手続きを行うこと。
　　①再試験手続きを行わなかった場合は、自動的に受験する権利を失

う。
　　②受験しようとする者は、卒業再試験対象科目であり、かつ卒業再試

験を行う科目の中から、卒業に不足する単位数分の科目数のみ受験
することができる。

　　③代理人による手続きは認めない。
　⑸受験料
　　卒業再試験受験料は以下の通りとする。
　　１科目5,000円
　⑹卒業再試験の評価
　　卒業再試験の評価は以下の通りとする。
　　①成績評価基準は、定期試験で実施した基準と同等とする。
　　②卒業再試験の結果、合格した科目の成績評価の上限は「Ｃ」評価と

なる。
　　③卒業再試験の結果、不合格が１科目でもあった場合は原級となり、

全ての受験科目の成績評価は卒業再試験受験以前の「Ｄ」評価とな
る。

　レポート提出方法、日時、提出先を授業時および掲示板で確認してくだ
さい。
※朝霞事務課教務担当窓口では、レポート郵送先・教員の連絡先の照会に
応じることはできません。

３．レポート
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⑴単位の認定は出席・試験またはレポートなどによって査定されます。
⑵履修登録した科目についてのみ成績評価されます。

　成績の表示は次の通りです。
【東洋大学成績評価基準】

合
否
成績
表示 点数 基　　準

合
格

Ｓ １００～９０ 到達目標を充分に達成し、極めて優秀な成果
を収めている。

Ａ ８９～８０ 到達目標を充分に達成している。

Ｂ ７９～７０ 到達目標を達成している。

Ｃ ６９～６０ 到達目標を最低限達成している。

不
合
格

Ｄ ５９～４０ 到達目標を達成していない項目がある。

Ｅ ３９以下 到達目標の項目の全てまたはほとんどを達成
していない。

＊ 評価対象外 出席・試験・レポート提出等の評価要件を欠格。

※評価対象外とは、授業期間を通じ出席不良、または不受験・レポート未
提出のため成績評価の判断ができないものを指します。

⑴学期毎に成績を通知します。成績発表の日程については履修要覧表紙裏
や学生生活ハンドブックの「年度行事予定」、掲示等で確認してください。
⑵成績表は定められた期間内であればToyoNet-Gにて出力が可能です。
⑶履修登録し、受講・受験したにもかかわらず、成績表に評価がない場合
は、「成績表」と「履修登録確認表」を持参のうえ、成績調査期間内に
朝霞事務課教務担当窓口で確認してください。
⑷年２回、保証人へ成績表を送付します。

⑴成績発表後、次の①～③に該当する科目については成績調査を行い、成
績評価を確認することができます。
　①履修登録をしたが、成績評価の記載がない科目
　②履修登録をしていなかったが、成績評価が記載されている科目
　③履修登録し、シラバスにある成績評価基準を満たしているが、成績評
価が間違っていると思われる十分な理由がある場合に、科目担当教員
に成績評価に間違いがないか、確認を求めたい科目。

　　※③の場合については成績の再考を求めるものではないので、十分に
注意すること。

⑵成績調査の申請および確認方法については掲示板およびToyoNet-G等で
確認してください。

　各学年終了時の成績の結果により、専任教員による指導を行う場合があ
ります。

１．単位の認定

２．成績の評価

　［成績の通知］

　［成績調査］

　［学習指導］

第５章　成績評価
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　20��年度入学生より、ＧＰＡ（Grade･Point･Average）制度を導入しま
す。
　ＧＰＡとは、授業科目ごとの成績に対して、�.0～0.0のグレード・ポイ
ントを付与し、この１単位あたりの平均を算出したもので、学生の学習到
達度をはかる指標として、国内外の大学で広く使われています。

　GPA=

（Ｓの修得単位数×�.0）＋（Ａの修得単位数×�.0）＋（Ｂの修得単位数×2.0）＋（Ｃの修得単位数×�.0）
＋（Ｄの修得単位数×0.0）＋（Ｅの修得単位数×0.0）＋（＊の修得単位数×0.0）

総履修登録単位数

　※対象とする科目は、卒業要件の科目とし、卒業要件以外の資格科目・
自由科目は対象となりません。

　※対象とする評価は、「Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，＊」とし、認定の評
価「Ｔ」は対象となりません。

　※再履修で評価を受けた成績については、最新の成績が反映されます。
　※ＧＰＡは計算結果の小数点第３位を四捨五入し、小数点第２位までを
表示します。

　　ＧＰＡは、「成績表」に、直近と累積の値が記載され、海外留学の際
の学力指標や、学内奨学金の採用基準となる他、成績優秀者の表彰
や、学内の学習指導に利用されることがあります。

　履修科目の取り消しを希望する場合は、定められた期間に朝霞事務課教
務担当窓口で手続きしてください。
　なお、履修科目の追加・変更はできません。

３．ＧＰＡ制度
　　（2013年度入学生のみ）

　［ＧＰＡの算出方法］

　［履修取消について］
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　大学からの通知・連絡などは、すべて掲示により行います。必ず掲示板
を確認してください（ToyoNet-Gを検索して確認することもできますが、
すべての掲示がWeb･上で確認できるわけではありません）。
※大学への問い合わせはすべて窓口で受付けます。電話およびメールによ
る授業・休講・試験などに関する問い合わせには一切応じません。

窓口等 場所 取扱時間（月～金） 取扱時間（土）

朝霞事務課

教務

研究管理棟１階

９：�0～��：00
��：00～�8：00

９：�0～�2：�5総務 ９：�0～��：00
��：00～�7：00

学生生活 ９：�0～��：00
��：00～�8：00

図 書 館 カ ウ ン タ ー 図書館２階 ９：00～�9：�5 ９：00～�5：�5
医 務 室 講義棟１階 ９：�0～�7：�5 ９：�0～�2：�5

学 生 相 談 室 大学院・研究棟２階 ９：�0～��：00
��：00～�6：�0 ９：�0～�2：�5

証 明 書 発 行 機 研究管理棟１階朝霞事務課前 ９：00～�8：00 ９：00～��：00
Ｐ Ｃ 教 室 情報実習棟２階 ホームページ・掲示を参照
キ ャ リ ア 支 援 室 研究管理棟１階 ホームページ・掲示を参照
※夏季休暇・大学祭期間中・冬季休暇・春季休暇は、受付時間等が変更となる場
合があります。掲示・ホームページで確認してください。

掲 示 内 容 掲 示 場 所

教
務
関
係

休講 講 義 棟 １ 階 電 子 掲 示 板

補講 講 義 棟 １ 階 補 講 掲 示 板

教室変更・授業時間割 講義棟２階講209教室前掲示板

試験・レポート・成績・学籍・
学生呼出・資格

中 央 掲 示 板

総
務
関
係

納付金

大学公示

学
生
生
活
関
係

学生呼出・拾得物・奨学金・
イベント情報・学生相談室・
医務室・セミナーハウス・
キャリア形成支援・就職活動支援

キャリア形成支援・就職活動支援・
ボランティア募集 研 究 管 理 棟 １ 階 掲 示 板

１．朝霞事務課窓口取扱
いおよび掲示板につ
いて

　［窓口等取扱時間］

　［掲示板］

第６章　その他
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カ
リ
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ュ
ラ
ム

Ⅱ．カリキュラムについて

2012年度入学生（1年生）：桃色ページ
2011年度入学生（2年生）：黄色ページ
2010年度入学生（3年生）：緑色ページ
2009年度入学生（4年生）：水色ページ

※入学年度ごとにカリキュラムが異なりますので、注意してください。

20��年度入学生（�年生）：水色ページ
20�2年度入学生（2年生）：桃色ページ
20��年度入学生（�年生）：黄色ページ
20�0年度入学生（�年生）：緑色ページ

カ
リ
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生活支援学科　生活支援学専攻

専攻主任の挨拶

生活支援学専攻主任
菊池 義昭

　　　いよいよ20��年度の新学期が始まります。新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。昨年
在校生の皆さんに、「入学前に生活支援学専攻の名称と教育内容についてのイメージが一致したか」
等のアンケートを実施しましたところ、理解しにくかったとの意見がありましたので、これから本
書等を使って履修科目を選択し、時間割を作成する新入生の皆さんに、生活支援学専攻の教育方針
を少し説明してみます。

　　　生活支援学専攻では、大学教育を通して社会福祉分野の高度な専門家（職）を養成し、社会に貢
献する人材の育成を目指しています。社会福祉の分野で社会に貢献していく最も有力な方法は、介
護福祉士、社会福祉士、精神保健福祉士の資格を持って活動することであると理解し、４年間の教
育を通してこれらの資格の基本となる講義や実習が学べるカリキュラムを編成しています。

　　　日本は、現在少子高齢社会となり、これに長引く経済不況と一昨年の東日本大震災での甚大な被
害が加わり、多くの人々が多様な日常生活上の困難に直面しています。このような生活困難に直面
する一人ひとりの当事者に寄り添いながら、一緒に考え、生きる勇気と希望を持っていただけるよ
うな支援方法を、大学での教育を通じて学んでもらいたいと考えています。

　　　特に、介護福祉士を目指す学生には、これからさらに増加する高齢者等が、地域社会で生活して
いける支援方法や、施設で生活する高齢者等にはより家庭に近い暮らしとなるような介護を理解し
ていただきたいと考えています。社会福祉士を目指す学生には、虐待を受けた児童、障碍を持つ人
たち、高齢者の方々という当事者やその家族等への相談援助の方法や、施設での支援について学ん
でいただき、ソーシャルワーカーの役割などを理解していただきたいと考えています。同時に、一
般病院で働く医療ソーシャルワーカーの仕事についても学んでいただきたいと考えています。

　　　そして、精神保健福祉士を目指す学生には、これまで社会福祉の支援が届かなかった精神障害者
の人たちが、地域社会の中で生活できるための各種の相談支援を理解していただきたいと考えてい
ます。

　　　最後に、これから始まる４年間の大学生活は、長いようで短いです。また、人生の中で大学時代
の４年間を考えてみると、その人の人生の中で最も輝いていた、最も印象深い４年間であったと、
多くの先輩が述べています。その意味でも、早目に自分の将来の目標を見定め、それに向かって全
力投球できるような有意義な４年間になることを期待します。
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生活支援学科　子ども支援学専攻

専攻主任の挨拶

子ども支援学専攻主任
小林 英義

　　　生活支援学科（Department･of･Human･Care･and･Support）は、2009年４月から「生活支援学
専攻（Human･Care･and･Support･Course）」と「子ども支援学専攻（Social･Work･and･Child･care･
Course）」の２専攻体制となり、本年度５年目を迎えます。

　　　「子どもの笑顔と幸せな育ちを守ること」、これはいつの時代においても、それは大人たちに託さ
れている大切な課題です。とりわけ、東日本大震災（20��年３月��日）による大きな災害や事故を
体験した今、私たちは子どもたちの幸せを守ることを真剣に考え、行動していかなければなりませ
ん。

　　　子ども支援学専攻では、直面するそのような社会的課題に、保育・幼児教育の視点から、どう
取り組んでいくのかを学び、その実践力を高めます。そのため保育、教育、福祉に関する専門知
識をはじめ、子どもの心のケアや子育て家庭への支援など、子どものソーシャルワーカー（Social･
Worker）としての援助方法を習得します。

　　　専門科目には、保育士や幼稚園教諭養成のための実践的なカリキュラムが充実しています。ま
た、社会福祉領域の科目を教育課程表に設置していますので、社会福祉士（国家試験）の受験資格
取得も可能です。さらに、レクリエーションや子どもの健康管理、遊具や障害児への支援機器な
ど、保育・幼児教育に関する、幅広く多様な知識を学ぶことができます。

　　　総務省の調べ（20�2年�0月）では、全国の子どもの数（�5歳未満）が過去最低を更新しました。
総人口１億2779万９千人のうち子どもが占める割合は�7年連続で低下し、過去最低の��.�％となり
ました。このような状況下、将来、保育士や幼稚園教諭として、また少子化社会への対応を迫られ
ている地方自治体や企業・団体などの職員として、子どもの成長と幸せを支援できる人材の養成を
目指し、４年間じっくり学びます。

　　　しかし、何よりも大切なのは、技術や国家資格取得だけではなく、幅広い教養や豊かな人間性を
備えた質の高い専門能力を身に付けていくことだと思います。子どもの心を理解し、大人と信頼を
持って向き合い、地域社会から求められる課題を積極的に解決できる「子ども支援」の専門職を育
成したいと思います。

　　　大学での学びは、一つの同じゴールを目指すようには設計されていません。教員から与えられた
幅広い知識や学びのきっかけをヒントに、学生が自分に必要なことを自分で学んでいくことが求め
られます（「MY･CAREER･NOTE」）。まさに「大学での学びを自分でデザインする」です。

　　　健康に留意して充実した学生生活を送ることを祈念します。
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健康スポーツ学科

学科主任の挨拶

健康スポーツ学科主任
杉田 記代子

　　　日本においてのみならず、世界中すべての人にとり健康は掛け替えのない貴重なものであること
は言うまでもない。実際に20�0年の健康意識調査結果１）によれば一番大切にしたいものは「健康」
であった事からもいかに日本国民が健康を大切にしているかも伺える。また現代社会において健康
維持と健康増進は日本国民の最大の関心事であり、より良い生活を送るために必要なこととされ
る。そして、多くの人は、健康には食生活習慣や運動習慣が大切なことも認識しているが、平成2�
年度厚生労働省の調査２）によれば実際に運動習慣があるものは�2％（男女平均）であり、まだまだ
一般社会人において運動やスポーツが身近なものとはなっていないのが現状である。このようなこ
とから、健康づくりをサポートする人材を育成することは時代および社会的ニーズに十分に答える
ものであり社会貢献に繋がる。特に運動やスポーツ領域のサポートは子どもから高齢者と幅広い年
齢ごとの特性を知り、それぞれの人の心身の状態やニーズを理解し適切な実践サポートが必要とさ
れる。あるいは様々なコミュニティーやグループ、各種施設における健康づくりの企画やマネージ
メントは幅広い視点からの総合的管理能力が必要とされる。

　　　そこで「健康スポーツ学科」は、現代人の生活の質（Quality･of･ life）の向上を目指し、身体活
動やスポーツおよび社会・文化的側面から健康づくりに貢献出来る人材を育成することを理念とし、
具体的には身体構造や機能を自然科学的側面から理論的に探求する科目や身体活動やスポーツの意
義、およびこれらの健康に果たす役割、また人文・社会的関わりを科学的に捉え探求する科目、さ
らにはこれらの知識を実践し技量を高める実技や実習科目が開講されており、理論と実践を有機的
に連動させて様々な健康づくりに関わるニーズに答えられるような人材が育成されるよう教育環境
を整えている。

　　　この学科に入学した学生諸君は、このポリシーを十分理解してこの学科で幅広い教養と知識を身
に付け真の健康とは何か、スポーツの持つ真の意味は何かを常に学んでもらいたい。この学びが
「万物の原理を探る」ことになり、本学の精神「諸学の基礎は哲学にあり」に通じるのもとなる。
将来どのような分野に進むにしろ、健康づくりに貢献出来る人材となるべく自律と自立をもって学
生生活を有意義なものとなることを期待する。

　　〔出典〕
　　１）かんぽ生命健康づくり、健康意識調査結果（対象：全国��00人）
　　２）厚生労働省　国民健康・栄養調査2�年報告書
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人間環境デザイン学科

学科主任の挨拶

人間環境デザイン学科主任
繁成 剛

　　　４月から東洋大学の学生として晴れがましい気分で大学生活を始める新入生のみなさん、そして
２年、３年、４年と進級される皆さんも新学期は新たな出発となり、フレッシュな気分でこの履修
要覧を開いたことでしょう。

　　　人間環境デザイン学科は全国の大学の中でも特色のあるカリキュラムを組んでいます。それは人
が豊かな生活を送っていけるように、身の回りの生活環境から街づくりまで、幅広い領域を対象と
したデザイン全般を学んでもらうためです。１年生には新カリキュラムが適用されることになりま
すが、人間環境デザイン基礎演習では建築・都市、プロダクト、利用者中心という領域で、デザイ
ンの基礎となる知識と技術を習得してもらいます。２年生はこれまで通り総合デザイン演習で環境
デザイン、プロダクトデザイン、生活支援デザインの各領域でより実践的なテーマで課題に取り組
んでいきます。３年生は今の３コースに別れて、専門的なデザイン演習が待ち構えています。４年
生は卒業研究と卒業制作を提出するために、�5名の教員の研究室に所属されて、１年間にわたり自
分の決めた研究テーマに取り組んでいきます。これらの演習は当学科の核となっている必修科目
で、卒業するためには避けて通れない関門です。

　　　あまりに課題が多いと溜息が出るかもしれませんが、幅広くデザインを学び、技術を習得し、創
造力を磨き上げるチャンスだと思って取り組んで下さい。難しい課題をやり終えた時の達成感は何
物にも代え難い充実した気持ちになることでしょう。たとえ自分の作品に対する教員の評価が低く
ても、精一杯やったことの方が、これからのそれぞれの人生にとって貴重な糧となっているはずで
す。諦めずに自分の能力を信じて、こつこつと毎日努力することを惜しまないようにしましょう。

　　　もし履修や進路に関してわからないこと、悩んでいることがあれば、気兼ねなく教員に相談して
ください。私たちはみな、学生たちの成長と無事に卒業して、社会で活躍することを心から願って
いますので、どなたも気さくに対応してくださるはずです。皆さんのこれからの活躍と人間的な成
長を楽しみにしています。
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１．生活支援学科　生活支援学専攻　教育課程表（2013年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

基
盤
教
育
⒃

共
通
教
養
科
目
⑿

哲学・思想 哲学⑵
美術一般⑵

井上円了と東洋大学Ａ⑵
音楽一般⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵ 人間と宗教⑵

自然・環境・生命
生命と倫理⑵
生活と環境⑵
危機管理と救急法⑵

生死の社会学⑵
生活と栄養⑵

数学⑵
ジェンダー論⑵

物理⑵
世代論⑵

日本と世界の
文化・歴史

英米の文化とことば⑵
文化人類学（2）
口頭表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵

ドイツの文化とことば⑵
児童文学⑵
文化論⑵

フランスの文化とことば⑵
国語表現法⑵
文章読解⑵

中国の文化とことば⑵
韓国の文化とことば⑵
レポート・論文のまとめ方⑵

現代・社会
社会学⑵
経済学⑵
生活と住居⑵
家族の社会学⑵

心理学⑵
経営学⑵
まちづくり⑵
生活と家族⑵

法学⑵
基礎会計学⑵
地域研究法⑵

日本国憲法⑵
学校と地域（学校安全を含む）⑵
人権と生活⑵

総合
総合Ⅰ⑵
全学総合ⅠＡ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅱ⑵
全学総合ⅡＡ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

総合Ⅲ⑵ 総合ⅣＡ⑵
総合ⅣＢ⑵

文化間
コミュニ
ケーション
⑷

必修
⑷

英語ⅠＡ⑴
英語ⅠＢ⑴

英語ⅡＡ⑴
英語ⅡＢ⑴

選択
英語ⅢＡ⑴
英語ⅢＢ⑴
韓国語Ⅰ⑴
韓国語Ⅱ⑴

ドイツ語Ⅰ⑴
ドイツ語Ⅱ⑴
TOEICⅠＡ⑴
TOEICⅠＢ⑴

フランス語Ⅰ⑴
フランス語Ⅱ⑴
TOEICⅡＡ⑴
TOEICⅡＢ⑴

中国語Ⅰ⑴
中国語Ⅱ⑴

スポーツと健康 スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

社会人基礎科目 社会人基礎力入門講義⑵･
キャリアデベロップメント論⑵

企業家論⑵
企業のしくみ⑵

公務員論⑵
社会貢献活動入門⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目
Special･Course･in･Advanced･TOEFL･Ⅰ⑵ Special･Course･in･Advanced･TOEFL･Ⅱ⑵

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学Ⅰ⑵
ライフデザイン学Ⅱ⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目から選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
⒅

生活支援学演習ⅠＡ⑵
生活支援学演習ⅠＢ⑵
社会福祉の基礎⑵
専門職論⑵
実習の基礎⑵

生活支援学演習ⅢＡ⑵
生活支援学演習ⅢＢ⑵

生活支援学演習ⅣＡ⑵
生活支援学演習ⅣＢ⑵

選択科目
�

生活支援学演習ⅡA⑵
生活支援学演習ⅡB⑵
社会調査の基礎⑵

卒業論文⑷

社会福祉学原論Ⅰ⑵
社会福祉学原論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵
医学一般⑵
社会福祉発達史⑵

社会福祉援助技術論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅰ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅱ⑵
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ⑴
介護福祉援助技術の基礎⑵
福祉レクリエーション⑵

社会福祉援助技術論Ⅳ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅳ⑵
社会福祉援助技術現場実習⑷
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ⑴
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ⑴

社会福祉援助技術演習Ⅴ⑵
生活支援学専門実習Ａ⑵
生活支援学専門実習Ｂ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵
福祉サービス運営論⑵
権利擁護論⑵
低所得者福祉論⑵
更生保護論⑵

地域福祉論Ⅰ⑵
地域福祉論Ⅱ⑵
社会福祉運営論⑵
就労支援論⑵
社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

精神保健Ⅰ⑵
精神保健Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術総論⑵

精神医学Ⅰ⑵
精神医学Ⅱ⑵
精神保健福祉論Ⅰ⑵
精神保健福祉論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅰ⑴

精神保健福祉援助技術実習⑷
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅱ⑴
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅲ⑴
精神科リハビリテーション学Ⅰ⑵
精神科リハビリテーション学Ⅱ⑵
精神保健福祉論Ⅲ⑵

精神保健福祉専門実習Ａ⑵
精神保健福祉専門実習Ｂ⑵

医療福祉総論⑵ 医療ソーシャルワーク論⑵
医療福祉演習Ⅰ⑵
医療福祉演習Ⅱ⑵

医療福祉専門実習Ａ⑵
医療福祉専門実習Ｂ⑵

子どもの権利論⑵
国際文化事情A⑵

子どもと文学⑵
国際文化事情Ｂ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵
生活支援学特別講義Ａ⑵ 生活支援学特別講義Ｂ⑵

介護福祉士コース科目

介護福祉援助概論Ⅰ⑵
介護福祉援助概論Ⅱ⑵

介護福祉援助概論Ⅲ⑵ 介護福祉援助概論Ⅳ⑵
介護福祉援助概論Ⅴ⑵

介護福祉援助概論Ⅵ⑵

生活支援技術Ⅰ⑴
生活支援技術Ⅱ⑴

生活支援技術Ⅲ⑴
生活支援技術Ⅳ⑴
生活支援技術Ⅴ⑴
生活支援技術Ⅵ⑴
介護コミュニケーション技術Ⅰ⑵
介護コミュニケーション技術Ⅱ⑵

生活支援技術Ⅶ⑴
生活支援技術Ⅷ⑴
生活支援技術Ⅸ⑴
生活支援技術Ⅹ⑴
医療的ケアⅠ⑵
医療的ケアⅡ⑵

医療的ケアⅢ⑵

介護過程Ⅰ⑴ 介護過程Ⅱ⑴ 介護過程Ⅲ⑴ 介護過程Ⅳ（�）
介護総合演習Ⅰ⑴ 介護総合演習Ⅱ⑴

介護総合演習Ⅲ⑴
介護総合演習Ⅳ⑴ 介護福祉専門実習⑵

介護福祉実習Ⅰ⑵ 介護福祉実習Ⅱ⑶ 介護福祉実習Ⅲ⑶ 介護福祉実習Ⅳ⑵
発達と老化の理解⑵
障害の理解⑵

認知症の理解Ⅰ⑵
認知症の理解Ⅱ⑵

こころとからだのしくみⅠ⑵
こころとからだのしくみⅡ⑵

こころとからだのしくみⅢ⑵
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２．卒業要件
　　４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

基
盤
教
育

共通教養科目

哲学・思想

�2
自然・環境・生命

日本と世界の文化・歴史
現代・社会
総合

文化間コミュニケーション �
スポーツと健康
社会人基礎科目
留学支援科目
小計 �6

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目 必修科目 �8
選択科目 �8

小計 7�
中計 90

上記をすべて含んで、�2�単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
　⑴必修科目
　　①�8単位すべてを修得しなければなりません。
　　②生活支援学演習は、１年次は入学時に分野を問わずクラス分けがされています。２年次以降につ

いては別途説明会を行う予定です。

　⑵選択科目
　　①�8単位以上を修得しなければなりません。
　　②科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡ

を、Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、
やむを得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の
履修が可能かどうか確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載され
ている科目についてはこの限りではありません。

　　③卒業論文は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。
　　④「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術実習」はそれぞれ履修するための条

件があります。Ｐ�27～「Ⅲ．諸資格について」を参照してください。
　　⑤介護福祉士コース科目は、介護福祉士コースに所属する学生のみ履修することができます。

　⑶介護福祉士コースの履修単位
　　「介護福祉士コース」の学生は、コース確定後履修登録の上限を通常の2�単位に加えて、４単位を
余分に履修することができます。

　⑷生活支援学科生活支援学専攻　学外実習スケジュール
　　Ｐ�8を確認してください。
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４．学部共通科目の履修方法
　⑴必修科目
　　①８単位すべてを修得しなければなりません。
　　②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され

たクラスの授業を履修してください。

　⑵選択科目
　　単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って･
履修してください。

　　ただし演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に人数調整をする場合･
があります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

健康スポーツ学概論⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
レクリエーション実習⑴

生涯スポーツ論⑵

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
東洋の健康文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習⑵
バイオメカニクス演習⑴
西洋の健康文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
アジアのスポーツ文化⑵
小児・思春期病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
子ども健康スポーツ論⑵
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習⑴

健康スポーツ産業論⑵　　免疫と薬理⑵　　エアロビクス実習Ｂ⑴　ボランティア活動⑵
国際健康スポーツ交流⑵　　フィットネス概論⑵　　スポーツとコミュニケーション⑵
スポーツ応急処置演習⑵

リハビリテーション論⑵　健康管理学⑵　スポーツマネージメント⑵
測定評価⑵　舞踏の文化論⑵　公衆衛生学Ⅱ⑵
エアロビクス指導法演習⑴　運動傷害と予防⑵　トレーニング基礎論⑵
アクアビクス指導法演習⑴　トレーニングプログラミング論⑵

労働衛生Ⅰ⑵　　労働安全衛生法Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵　　労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵　　インターンシップ⑵
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〈人間環境デザイン学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

人間工学⑵ マーケティング⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
道具の歴史⑵

福祉住環境コーディネート論Ａ⑵
福祉住環境コーディネート論Ｂ⑵
情報メディアデザイン⑵
安全工学⑵　医療福祉建築計画⑵
リハビリテーション工学⑵　情報デザインⅠ⑵

５．基盤教育
　⑴共通教養科目
　　�2単位以上を修得しなければなりません。

　⑵文化間コミュニケーション
　　１年次に「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」を、２年次に「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」を修得しなければなりま
せん。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修してください。

　⑶スポーツと健康
　　①単位数の指定は特にありません。
　　②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
　　　科目の後ろに記載されているⅠ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
　⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

　　ただし、他学部他学科開放として指定された科目（学内留学プログラム〈SCINE（Study･Courses･
In･English）〉）については４年間で上限�2単位まで卒業要件として認められます。詳細は「時間割
表」および別途配付される資料等で確認してください。

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ�88・�89を参照）で、･
自分の所属する学科・専攻の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得して･
も、卒業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目と･
して履修登録することができます。
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７．履修モデル及び就職先

社会福祉の学習 医療福祉の学習 精神保健福祉の学習 介護福祉の学習

国家・地方公務員
大学院・研究所

卒業論文
生活支援学演習Ⅳ
（ゼミナール）

生活支援学演習Ⅲ
（ゼミナール）

生活支援学演習Ⅱ
（ゼミナール）
社会調査の基礎
研究の基礎
専門応用英語

生活支援学演習Ⅰ
（ゼミナール）
ライフデザイン学入門
生涯発達論
専門基礎英語
情報リテラシー

社会福祉施設
医療機関
社会福祉協議会
精神保健福祉関係施設

社会福祉、医療福祉、
介護福祉関連の
民間企業

卒業後

の進路

４　

年　

次

３　

年　

次

２　

年　

次

１　

年　

次

高齢者福祉論、障害者福祉論

社会福祉の基礎、社会福祉学原論
専門職論、実習の基礎、社会福祉援助技術論

医学一般

社会福祉援助技術演習
生活支援学専門実習

社会福祉援助技術演習
医療福祉専門実習

精神保健福祉専門実習 介護福祉援助概論
生活支援技術
介護過程
介護福祉実習
医療的ケアⅢ

介護福祉援助概論
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護福祉実習
社会保障論
発達と老化の理解
医療的ケアⅠ
医療的ケアⅡ

介護福祉援助概論
介護コミュニケーション技術
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護福祉実習
認知症の理解
障害の理解

精神科リハビリテーション学
精神保健福祉援助技術実習
精神保健福祉援助技術実習指導
社会福祉運営論
社会保障論
地域福祉論

精神医学
精神保健福祉論
精神保健福祉援助技術各論
精神保健福祉援助技術演習
精神保健福祉援助技術実習指導
低所得者福祉論
権利擁護論

医療ソーシャルワーク論
医療福祉演習
社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習
社会福祉援助技術現場実習指導
社会福祉運営論
就労支援論
社会保障論
地域福祉論

医療福祉総論
社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習指導
更生保護論
低所得者福祉論
権利擁護論
福祉サービス運営論
介護福祉援助技術の基礎
福祉レクリエーション

社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習
社会福祉援助技術現場実習指導
社会福祉運営論
就労支援論
社会保障論
地域福祉論

社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習指導
更生保護論
低所得者福祉論
権利擁護論
福祉サービス運営論
介護福祉援助技術の基礎
福祉レクリエーション

介護福祉援助概論
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護福祉実習
こころとからだのしくみ

精神保健児童福祉論
社会福祉発達史

児童福祉論
社会福祉発達史

生活支援技術

生活支援技術

生活支援技術

生活支援技術

英語Ⅱ

ライフデザイン学
英語Ⅰ
情報リテラシー
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８
．
生
活
支
援
学
科
生
活
支
援
学
専
攻
　
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
20
12
年
度
入
学
生
用
）

各
資
格
に
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
学
外
実
習
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
以
下
に
資
格
別
の
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
記
載
し
て
お
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
に
は
、
必
要
な
手
続
き
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
参
加
条
件
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
履
修
要
覧
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
、
掲
示
等
を
よ
く
確
認
し
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
関
連
法
令
改
正
等
の
理
由
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

備
考

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
援
助
技
術

現
場
実
習

６
～
11
月
の
う
ち
計
24
日
間

精
神
保
健
福
祉
士

精
神
保
健
福
祉
援
助

技
術
実
習
（
※
１
）

６
～
11
月
の
う
ち
計
28
日
間

介
護
福
祉
士

介
護
福
祉

実
習
Ⅰ

11
月

の
う
ち
計
12
日

介
護
福
祉

実
習
Ⅱ

11
月

連
続
18
日
間

介
護
福
祉

実
習
Ⅲ

５
月

連
続
18
日
間

介
護
福
祉

実
習
Ⅳ

５
月

連
続
12
日
間

高
等
学
校
教
諭

（
福
祉
）

教
育
実
習
Ⅱ

５
～
７
月

２
週
間

（
※
１
）　
社
会
福
祉
士
と
精
神
保
健
福
祉
士
の
両
方
の
取
得
を
希
望
す
る
学
生
は
、
精
神
保
健
福
祉
援
助
技
術
実
習
を
４
年
次
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
20
13
年
度
入
学
生
用
）
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１．生活支援学科　子ども支援学専攻　教育課程表（2013年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

基
盤
教
育
⒃

共
通
教
養
科
目
⑿

哲学・思想 哲学⑵
美術一般⑵

井上円了と東洋大学Ａ⑵
音楽一般⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵ 人間と宗教⑵

自然・環境・生命
生命と倫理⑵
生活と環境⑵
危機管理と救急法⑵

生死の社会学⑵
生活と栄養⑵

数学⑵
ジェンダー論⑵

物理⑵
世代論⑵

日本と世界の
文化・歴史

英米の文化とことば⑵
文化人類学⑵
口頭表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵

ドイツの文化とことば⑵
児童文学⑵
文化論⑵

フランスの文化とことば⑵
国語表現法⑵
文章読解⑵

中国の文化とことば⑵
韓国の文化とことば⑵
レポート・論文のまとめ方⑵

現代・社会
社会学⑵
経済学⑵
生活と住居⑵
家族の社会学⑵

心理学⑵
経営学⑵
まちづくり⑵
生活と家族⑵

法学⑵
基礎会計学⑵
地域研究法⑵

日本国憲法⑵
学校と地域(学校安全を含む)⑵
人権と生活⑵

総合
総合Ⅰ⑵
全学総合ⅠＡ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅱ⑵
全学総合ⅡＡ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

総合Ⅲ⑵ 総合ⅣＡ⑵
総合ⅣＢ⑵

文化間
コミュニ
ケーション
⑷

必修
⑷

英語ⅠＡ⑴
英語ⅠＢ⑴

英語ⅡＡ⑴
英語ⅡＢ⑴

選択
英語ⅢＡ⑴･
英語ⅢＢ⑴
韓国語Ⅰ⑴
韓国語Ⅱ⑴

ドイツ語Ⅰ⑴
ドイツ語Ⅱ⑴
TOEICⅠＡ⑴
TOEICⅠＢ⑴

フランス語Ⅰ⑴
フランス語Ⅱ⑴
TOEICⅡＡ⑴
TOEICⅡＢ⑴

中国語Ⅰ⑴
中国語Ⅱ⑴

スポーツと健康 スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

社会人基礎科目 社会人基礎力入門講義⑵
キャリアデベロップメント論⑵

企業家論⑵
企業のしくみ⑵

公務員論⑵
社会貢献活動入門⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目
Special･Course･in･Advanced･TOEFL･Ⅰ⑵ Special･Course･in･Advanced･TOEFL･Ⅱ⑵

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学Ⅰ⑵
ライフデザイン学Ⅱ⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目から選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
⒅

社会福祉の基礎⑵
実習の基礎⑵
子ども支援学演習ⅠＡ⑵
子ども支援学演習ⅠＢ⑵

子ども支援学演習Ⅱ⑵ 子ども支援学演習ⅢＡ⑵
子ども支援学演習ⅢＢ⑵

子ども支援学演習Ⅳ⑵
保育実践演習（2）

選択科目
�

卒業論文⑷
保育原理Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵
社会福祉学原論Ⅰ⑵
教職概論⑵

社会福祉援助技術演習Ⅰ⑵
子どもの保健Ⅰ⑵
子どもの保健Ⅱ⑵
子どもの保健Ⅲ⑴
子どもの食と栄養（実習含む）⑵
社会的養護内容⑴
乳児保育Ⅰ⑴
乳児保育Ⅱ⑴
保育実習ⅠA（施設）⑵
保育実習指導ⅠA（施設）⑴

障害児保育Ⅰ⑴
障害児保育Ⅱ⑴
保育実習ⅠB（保育所）⑵
保育実習指導ⅠB（保育所）⑴
幼児理解と保育カウンセリング⑵

保育原理Ⅱ⑵
乳児の生活とあそび⑵
保育相談支援⑴
保育実習Ⅱ（保育所）⑵
保育実習Ⅲ（施設）⑵
保育実習指導Ⅱ（保育所）⑴
保育実習指導Ⅲ（施設）⑴

社会的養護⑵ 家庭支援論⑵
幼児教育論Ⅰ⑵
幼児教育論Ⅱ⑵

幼児教育方法（情報機器の活用を含む）⑵ 教育実習Ⅲ（事前事後の指導を含む）⑸
教職実践演習（幼稚園）⑵

教育法規⑵
幼児教育基礎論Ⅰ⑵
幼児教育基礎論Ⅱ⑵
保育表現技術（造形）⑴
保育表現技術Ⅰ（音楽）⑴
保育表現技術Ⅰ（体育）⑴

発達心理学⑵
教育心理学⑴
保育表現技術（言語）⑴
保育表現技術Ⅱ（音楽）⑴
保育表現技術Ⅱ（体育）⑴
保育内容演習（ことば）⑴
保育内容演習（環境）⑴
保育内容演習（人間関係）⑴

保育内容総論⑴
保育指導法⑵
保育教育課程論⑵

保育内容演習（健康）⑴
保育内容演習（音楽表現）⑴
保育内容演習（造形表現）⑴
保育内容演習（身体表現）⑴

音楽あそびの実践⑵
体育あそびの実践⑵
造形あそびの実践⑵

社会福祉学原論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
医学一般⑵
社会福祉発達史⑵
専門職論⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅱ⑵
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ⑴
介護福祉援助技術の基礎⑵
福祉レクリエーション⑵
医療福祉総論⑵

社会福祉援助技術論Ⅳ⑵

社会福祉援助技術演習Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅳ⑵
社会福祉援助技術現場実習⑷
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ⑴
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ⑴

社会福祉援助技術演習Ⅴ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵
福祉サービス運営論⑵
権利擁護論⑵
低所得者福祉論⑵
更生保護論⑵

地域福祉論Ⅰ⑵
地域福祉論Ⅱ⑵
社会福祉運営論⑵
就労支援論⑵
社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵
子育て支援実践⑵

子どもの権利論⑵
子どもと文学⑵

国際文化事情Ａ⑵
国際文化事情Ｂ⑵

子
ど
も
支
援
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２．卒業要件
　　４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

基
盤
教
育

共通教養科目

哲学・思想

�2
自然・環境・生命

日本と世界の文化・歴史
現代・社会
総合

文化間コミュニケーション �
スポーツと健康
社会人基礎科目
留学支援科目
小計 �6

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目 必修科目 �8
選択科目 �6

小計 72
中計 88

上記をすべて含んで、�2�単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
　⑴必修科目
　　①�8単位すべてを修得しなければなりません。
　　②子ども支援学演習は、１年次は入学時に分野を問わずクラス分けがされています。２年次以降に

ついては別途説明会を行う予定です。

　⑵選択科目
　　①�6単位以上を修得しなければなりません。
　　②科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡ

を、Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、
やむを得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の
履修が可能かどうか確認してから履修登録してください。

　　③卒業論文は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。
　　④「社会福祉援助技術現場実習」及び「保育実習ⅠA（施設）」「保育実習ⅠB（保育所）」「保育実

習Ⅱ（保育所）」「保育実習Ⅲ（施設）」はそれぞれ履修するための条件があります。Ｐ�27～「Ⅲ．
諸資格について」を参照してください。

　⑶生活支援学科子ども支援学専攻　学外実習スケジュール
　　Ｐ��を確認してください。

子
ど
も
支
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４．学部共通科目の履修方法
　⑴必修科目
　　①８単位すべてを修得しなければなりません。
　　②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され

たクラスの授業を履修してください。

　⑵選択科目
　　単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って･
履修してください。

　　ただし演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に人数調整をする場合･
があります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

健康スポーツ学概論⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
レクリエーション実習⑴

生涯スポーツ論⑵

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
東洋の健康文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習⑵
バイオメカニクス演習⑴
西洋の健康文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
アジアのスポーツ文化⑵
小児・思春期病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
子ども健康スポーツ論⑵
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習⑴

健康スポーツ産業論⑵　　免疫と薬理⑵　　エアロビクス実習Ｂ⑴　ボランティア活動⑵
国際健康スポーツ交流⑵　　フィットネス概論⑵　　スポーツとコミュニケーション⑵
スポーツ応急処置演習⑵

リハビリテーション論⑵　健康管理学⑵　スポーツマネージメント⑵
測定評価⑵　舞踏の文化論⑵　公衆衛生学Ⅱ⑵
エアロビクス指導法演習⑴　運動傷害と予防⑵　トレーニング基礎論⑵
アクアビクス指導法演習⑴　トレーニングプログラミング論⑵

労働衛生Ⅰ⑵　　労働安全衛生法Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵　　労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵　　インターンシップ⑵

子
ど
も
支
援
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〈人間環境デザイン学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

人間工学⑵ マーケティング⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
道具の歴史⑵

福祉住環境コーディネート論Ａ⑵
福祉住環境コーディネート論Ｂ⑵
情報メディアデザイン⑵
安全工学⑵　医療福祉建築計画⑵
リハビリテーション工学⑵　情報デザインⅠ⑵

５．基盤教育
　⑴共通教養科目
　　�2単位以上を修得しなければなりません。

　⑵文化間コミュニケーション
　　１年次に「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」を、２年次に「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」を修得しなければなりま
せん。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修してください。

　⑶スポーツと健康
　　①単位数の指定は特にありません。
　　②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
　　　Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
　⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

　　ただし、他学部他学科開放として指定された科目（学内留学プログラム〈SCINE（Study･Courses･
In･English）〉）については４年間で上限�2単位まで卒業要件として認められます。詳細は「時間割
表」および別途配付される資料等で確認してください。

子
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子
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７
．
生
活
支
援
学
科
子
ど
も
支
援
学
専
攻
　
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
20
12
年
度
入
学
生
用
）

各
資
格
に
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
学
外
実
習
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
以
下
に
資
格
別
の
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
記
載
し
て
お
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
に
は
、
必
要
な
手
続
き
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
参
加
条
件
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
履
修
要
覧
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
、
掲
示
等
を
よ
く
確
認
し
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
関
連
法
令
改
正
等
の
理
由
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

備
考

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
援
助
技
術

現
場
実
習

６
～
11
月
の
う
ち
計
24
日
間

保
育
士

保
育
実
習
Ⅰ
Ａ

（
施
設
）

２
・
３
月

12
日
間

保
育
実
習
Ⅰ
Ｂ

（
保
育
所
）

８
・
９
月

12
日
間

保育
実習

Ⅱ（
保育

所）
保
育
実
習
Ⅲ（
施
設
）

８
・
９
月

12
日
間

保
育
実
習
Ⅱ
（
保
育

所
）
及
び
保
育
実
習

Ⅲ
（
施
設
）
は
ど
ち

ら
か
を
選
択

幼
稚
園
教
諭

教
育
実
習
Ⅲ

５
～
７
月

４
週
間

保
育
所
見
学

（
保
育
所
）

８・
９
月（
１
日
）

（
20
13
年
度
入
学
生
用
）
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１．健康スポーツ学科　教育課程表（2013年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

基
盤
教
育
�

共
通
教
養
科
目
⑿

哲学・思想 哲学⑵
美術一般⑵

井上円了と東洋大学Ａ⑵
音楽一般⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵ 人間と宗教⑵

自然・環境・生命
生命と倫理⑵
生活と環境⑵
危機管理と救急法⑵

生死の社会学⑵
生活と栄養⑵

数学⑵
ジェンダー論⑵

物理⑵
世代論⑵

日本と世界の
文化・歴史

英米の文化とことば⑵
文化人類学⑵
口頭表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵

ドイツの文化とことば⑵
児童文学⑵
文化論⑵

フランスの文化とことば⑵
国語表現法⑵
文章読解⑵

中国の文化とことば⑵
韓国の文化とことば⑵
レポート・論文のまとめ方⑵

現代・社会
社会学⑵
経済学⑵
生活と住居⑵
家族の社会学⑵

心理学⑵
経営学⑵
まちづくり⑵
生活と家族⑵

法学⑵
基礎会計学⑵
地域研究法⑵

日本国憲法⑵
学校と地域（学校安全を含む）⑵
人権と生活⑵

総合
総合Ⅰ⑵
全学総合ⅠＡ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅱ⑵
全学総合ⅡＡ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

総合Ⅲ⑵ 総合ⅣＡ⑵
総合ⅣＢ⑵

文化間
コミュニ
ケーション
⑻

必修
⑻

英語ⅠＡ⑴
英語ⅠＢ⑴
英語ⅠＣ⑴
英語ⅠＤ⑴

英語ⅡＡ⑴
英語ⅡＢ⑴
英語ⅡＣ⑴
英語ⅡＤ⑴

選択
英語ⅢＡ⑴･
英語ⅢＢ⑴
韓国語Ⅰ⑴
韓国語Ⅱ⑴

ドイツ語Ⅰ⑴
ドイツ語Ⅱ⑴
TOEICⅠＡ⑴
TOEICⅠＢ⑴

フランス語Ⅰ⑴
フランス語Ⅱ⑴
TOEICⅡＡ⑴
TOEICⅡＢ⑴

中国語Ⅰ⑴
中国語Ⅱ⑴

スポーツと健康
⑵

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

社会人基礎科目 社会人基礎力入門講義⑵･
キャリアデベロップメント論⑵

企業家論⑵
企業のしくみ⑵

公務員論⑵
社会貢献活動入門⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目
Special･Course･in･Advanced･TOEFL･Ⅰ⑵ Special･Course･in･Advanced･TOEFL･Ⅱ⑵

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学Ⅰ⑵
ライフデザイン学Ⅱ⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目から選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
�

健康スポーツ学基礎演習Ⅰ⑵ 健康スポーツ学基礎演習Ⅱ⑵ 健康スポーツ学演習ⅠA⑵
健康スポーツ学演習ⅠＢ⑵

健康スポーツ学演習ⅡＡ⑵
健康スポーツ学演習ⅡＢ⑵

健康スポーツ学概論⑵
健康科学概論⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
生理・生化学Ⅰ⑵
生理・生化学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
レクリエーション実習⑴

生涯スポーツ論⑵
健康社会と福祉⑵

選択必修科目Ａ
⑷

健康心理学⑵
健康教育学⑵
健康社会学⑵

解剖学実習⑴
生理・生化学実習⑴
運動生理学実習⑴
公衆衛生学実習⑴
フィールドワーク実習⑴

選択必修科目Ｂ
⑴

フィットネス実習⑴
レクリエーショナルスポーツ実習⑴

ゴルフ実習⑴
エスニックスポーツ実習⑴

スノースポーツ実習⑴
野外活動実習⑴

選択科目
�

卒業論文⑷

トレーニング科学コース
機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵

トレーニングプログラミング演習⑵
バイオメカニクス演習⑴

コミュニティスポーツコース

スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
東洋の健康文化⑵

西洋の健康文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵

スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
アジアのスポーツ文化⑵

子ども健康科学コース

発育・発達・加齢論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴

小児・思春期病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴

音楽リズム指導法演習⑴
子ども健康スポーツ論⑵

ユニバーサルスポーツコース 高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵

高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴

高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習⑴

健康スポーツ産業論⑵
医学一般⑵
スポーツ応急処置演習⑵

免疫と薬理⑵
国際健康スポーツ交流⑵
国際文化事情A⑵

エアロビクス実習Ｂ⑴
フィットネス概論⑵
国際文化事情B⑵

ボランティア活動⑵
スポーツとコミュニケーション⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴

健康管理学⑵
舞踏の文化論⑵
運動傷害と予防⑵
トレーニングプログラミング論⑵

スポーツマネージメント⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵
トレーニング基礎論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働基準法⑵

労働安全衛生法Ⅰ⑵
労働安全衛生法Ⅱ⑵
インターンシップ⑵
健康産業施設等現場実習⑴

教職科目

運動学（運動方法学を含む）⑵
養護概説⑵
看護学Ⅰ⑵
看護学Ⅱ⑵
看護学Ⅲ⑵

スポーツ実習・指導法（水泳）⑴
スポーツ実習・指導法（ダンス）⑴
スポーツ実習・指導法（柔道）⑴
スポーツ実習・指導法（剣道）⑴
スポーツ実習・指導法（サッカー）⑴
スポーツ実習・指導法（バレーボール）⑴
スポーツ実習・指導法（バスケットボール）⑴
スポーツ実習・指導法（テニス）⑴
スポーツ実習・指導法（バドミントン）⑴

スポーツ実習・指導法（陸上）⑴
スポーツ実習・指導法（器械運動）⑴
看護学実習⑵

⎫
⎬
⎭
１科目選択必修

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

２科目選択必修

⎫
⎬
⎭
１科目選択必修
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２．卒業要件
　　４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

基
盤
教
育

共通教養科目

哲学・思想

�2
自然・環境・生命

日本と世界の文化・歴史
現代・社会
総合

文化間コミュニケーション 8
スポーツと健康 2
社会人基礎科目
留学支援科目
小計 22

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目

必修科目 �8
選択必修科目Ａ �
選択必修科目Ｂ �
選択科目 �0

小計 8�
中計 �0�

上記をすべて含んで、�2�単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
　⑴必修科目
　　①�8単位すべてを修得しなければなりません。
　　②「エアロビクス実習Ａ」「レクリエーション実習」「健康スポーツ学演習」のクラス分けについて

は、別途ガイダンスにて周知します。

　⑵選択必修科目
　　①１年次に「健康心理学」「健康教育学」「健康社会学」の３科目のうち、１科目を選択し、履修・

修得しなければなりません。
　　②２年次に「解剖学実習」「生理・生化学実習」「運動生理学実習」「公衆衛生学実習」「フィールド

ワーク実習」の５科目のうち、２科目を選択し、履修・修得しなければなりません。科目の選択
方法は、別途ガイダンスにて周知します。

　　③１～３年次に「フィットネス実習」「ゴルフ実習」「レクリエーショナルスポーツ実習」「スノー
スポーツ実習」「エスニックスポーツ実習」「野外活動実習」の６科目のうち、１科目を選択し、
履修・修得しなければなりません。なお履修科目により、別途に費用が発生します。

　⑶選択科目
　　①�0単位以上修得しなければなりません。
　　②２年次からのコースについては、別途ガイダンスにて説明します。
　　③「健康産業施設等現場実習」については、健康運動指導士の資格の取得を希望する学生を対象と

していますので、それ以外の学生は履修を制限する場合があります。
　　④「卒業論文」は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。

　※演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があ
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ります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。
※科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡを、
Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、やむを
得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の履修が可
能かどうかを確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載されている科
目についてはこの限りではありません。

４．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目
①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され
たクラスの授業を履修してください。

⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。
ただし「社会福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」「社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ」「精神保健福祉援助技術実
習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「精神保健福祉援助技術実習」については、社会福祉士及び精神保健福祉士の
受験資格を得るためのガイダンスにすべて出席し、その後の登録・手続等をすべて不備なく行って
いることが条件になります。

〈生活支援学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

社会福祉の基礎⑵
専門職論⑵
社会福祉学原論Ⅰ⑵
社会福祉学原論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵
精神保健Ⅰ⑵
精神保健Ⅱ⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅰ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅱ⑵
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ⑴
介護福祉援助技術の基礎⑵
医療福祉総論⑵
精神医学Ⅰ⑵
精神医学Ⅱ⑵
精神保健福祉論Ⅰ⑵
精神保健福祉論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅰ⑴

社会福祉援助技術論Ⅳ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅳ⑵
社会福祉援助技術現場実習⑷
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ⑴
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ⑴
精神保健福祉援助技術実習⑷
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅱ⑴
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅲ⑴
精神科リハビリテーション学Ⅰ⑵
精神科リハビリテーション学Ⅱ⑵
医療ソーシャルワーク論⑵

社会福祉援助技術演習Ⅴ⑵

高齢者福祉論⑵
福祉サービス運営論⑵
権利擁護論⑵
低所得者福祉論⑵
更生保護論⑵

地域福祉論Ⅰ⑵
地域福祉論Ⅱ⑵
社会福祉運営論⑵
就労支援論⑵
社会保障論Ⅱ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵

ります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。
　※科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡを、
Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、やむを
得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の履修が可
能かどうかを確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載されている科
目についてはこの限りではありません。

４．学部共通科目の履修方法
　⑴必修科目
　　①８単位すべてを修得しなければなりません。
　　②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され

たクラスの授業を履修してください。

　⑵選択科目
　　単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って･
履修してください。

　　ただし「社会福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」「社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ」「精神保健福祉援助技術実･
習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「精神保健福祉援助技術実習」については、社会福祉士及び精神保健福祉士の･
受験資格を得るためのガイダンスにすべて出席し、その後の登録・手続等をすべて不備なく行って･
いることが条件になります。
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〈人間環境デザイン学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

人間工学⑵ コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
道具の歴史⑵

福祉住環境コーディネート論⑵
情報メディアデザイン⑵
安全工学⑵　医療福祉建築計画⑵
リハビリテーション工学⑵　情報デザインⅠ⑵

５．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①２単位を修得しなければなりません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
またスポーツ健康科学実技は、できる限り、Ａ・Ｂ各１単位以上を履修してください。
科目の後ろに記載されているⅠ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」で、自分の所属する学科
の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒業単位として計算す
ることはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目として履修登録することがで
きます。

５．基盤教育
　⑴共通教養科目
　　�2単位以上を修得しなければなりません。

　⑵文化間コミュニケーション
　　１年次に「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅠＣ」「英語ⅠＤ」を、２年次に「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」
「英語ⅡＣ」「英語ⅡＤ」を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定され
たクラスの授業を履修してください。

　⑶スポーツと健康
　　①２単位を修得しなければなりません。
　　②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
　　　またスポーツ健康科学実技は、できる限り、Ａ・Ｂ各１単位以上を履修してください。
　　　科目の後ろに記載されているⅠ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
　⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

　　ただし、他学部他学科開放として指定された科目（学内留学プログラム〈SCINE（Study･Courses･
In･English）〉）については４年間で上限�2単位まで卒業要件として認められます。詳細は「時間割
表」および別途配付される資料等で確認してください。

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ�90～�99を参照）で、
自分の所属する学科の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒
業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目として履
修登録することができます。
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７．履修モデル及び就職先

スポーツ関連業務、国家・地方公務員、健康管理関連業務

健康スポーツ学演習ⅡA／ⅡB

選択科目（共通科目）

学部共通科目（必修科目）

選択科目（共通科目）

健康スポーツ学基礎演習Ⅰ	 健康社会学
健康スポーツ学概論	 解剖学Ⅰ／Ⅱ
健康科学概論	 公衆衛生学Ⅰ
生理・生化学Ⅰ／Ⅱ
エアロビクス実習Ａ

４
年
次

	 健康スポーツ学演習ⅠA／ⅠB
	 生涯スポーツ論	 健康社会と福祉

選択科目（共通科目）

	 健康スポーツ学基礎演習Ⅱ	 コーチング概論
	 運動生理学Ⅰ／Ⅱ	 レクリエーション実習

トレーニング科学コース コミュニティスポーツコース 子ども健康科学コース ユニバーサルスポーツコース
機能解剖学Ⅰ／Ⅱ
スポーツ医学
トレーニング実習

スポーツ社会学
スポーツ人類学
スポーツ史Ⅰ／Ⅱ
東洋の健康文化

発育・発達・加齢論
レクリエーション論
小児保健（含学校保健）
運動あそび指導法演習

高齢者健康スポーツ論
障害者スポーツ論

２
年
次

選択科目（共通科目）

応用解剖学
スポーツと栄養
運動処方（含運動負荷試験）
スポーツ心理学
トレーニングプログラミング演習
バイオメカニクス演習

西洋の健康文化
ヨーロッパのスポーツ文化
健康政策と行政
地域スポーツクラブ論
スポーツ政策論
身体文化論
アジアのスポーツ文化

小児・思春期病態生理学
いのちの教育
子どもレクリエーション実習
音楽リズム指導法演習
子ども健康スポーツ論

高齢者・障害者と家族
高齢者・障害者レクリエーション演習
高齢者健康スポーツ指導法演習
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ

３
年
次

１
年
次

就
職
先
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１．人間環境デザイン学科　教育課程表（2013年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

基
盤
教
育
⒅

共
通
教
養
科
目
⑿

哲学・思想 哲学⑵
美術一般⑵

井上円了と東洋大学A⑵
音楽一般⑵

井上円了と東洋大学B⑵ 人間と宗教⑵

自然・環境・生命
生命と倫理⑵
生活と環境⑵
危機管理と救急法⑵

生死の社会学⑵
生活と栄養⑵

数学⑵
ジェンダー論⑵

物理⑵
世代論⑵

日本と世界の
文化･歴史

英米の文化とことば⑵
文化人類学⑵
口頭表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵

ドイツの文化とことば⑵
児童文学⑵
文化論⑵

フランスの文化とことば⑵
国語表現法⑵
文章読解⑵

中国の文化とことば⑵
韓国の文化とことば⑵
レポート・論文のまとめ方⑵

現代・社会
社会学⑵
経済学⑵
生活と住居⑵
家族の社会学⑵

心理学⑵
経営学⑵
まちづくり⑵
生活と家族⑵

法学⑵
基礎会計学⑵
地域研究法⑵

日本国憲法⑵
学校と地域（学校安全を含む）⑵
人権と生活⑵

総合
総合Ⅰ⑵
全学総合ⅠＡ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅱ⑵
全学総合ⅡＡ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

総合Ⅲ⑵ 総合ⅣＡ⑵
総合ⅣＢ⑵

文化間
コミュニ
ケーション
⑹

必修
⑹

英語ⅠＡ⑴
英語ⅠＢ⑴
英語ⅠＣ⑴
英語ⅠＤ⑴

英語ⅡＡ⑴
英語ⅡＢ⑴

選択
英語ⅢＡ⑴
英語ⅢＢ⑴
韓国語Ⅰ⑴
韓国語Ⅱ⑴

ドイツ語Ⅰ⑴
ドイツ語Ⅱ⑴
TOEICⅠＡ⑴
TOEICⅠＢ⑴

フランス語Ⅰ⑴
フランス語Ⅱ⑴
TOEICⅡＡ⑴
TOEICⅡＢ⑴

中国語Ⅰ⑴
中国語Ⅱ⑴

スポーツと健康 スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

社会人基礎科目 社会人基礎力入門講義⑵
キャリアデベロップメント論⑵

企業家論⑵
企業のしくみ⑵

公務員論⑵
社会貢献活動入門⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目
Special･Course･in･Advanced･TOEFL･Ⅰ⑵ Special･Course･in･Advanced･TOEFL･Ⅱ⑵

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学Ⅰ⑵
ライフデザイン学Ⅱ⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目から選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
⒁

人間環境デザイン基礎演習Ⅰ⑵
人間環境デザイン基礎演習Ⅱ⑵
人間環境デザイン学概論⑵
ユニバーサルデザイン概論⑵

人間環境デザイン基礎演習Ⅲ⑶
人間環境デザイン総合演習⑶

コース別必修科目
⑽

空間デザインコース
空間デザイン演習ⅠＡ⑶
空間デザイン演習ⅠＢ⑶

空間デザイン演習ⅡＡ⑵
空間デザイン演習ⅡＢ⑵

生活環境デザインコース
生活環境デザイン演習ⅠＡ⑶
生活環境デザイン演習ⅠＢ⑶

生活環境デザイン演習ⅡＡ⑵
生活環境デザイン演習ⅡＢ⑵

プロダクトデザインコース
プロダクトデザイン演習ⅠＡ⑶
プロダクトデザイン演習ⅠＢ⑶

プロダクトデザイン演習ⅡＡ⑵
プロダクトデザイン演習ⅡＢ⑵

選択必修科目
⑵

卒業研究⑵
卒業制作⑵

選択科目
�

ユニバーサルデザイン各論A⑵
人間工学⑵
ＣＡＤ演習Ⅰ⑵
建築歴史意匠Ａ⑵
プロダクトデザイン基礎⑵
発達と障害⑵
生活支援デザイン概論⑵
材料・素材一般⑵
建築生産⑵
色彩論⑵

マーケティング⑵
ＣＡＤ演習Ⅱ⑵
住民参加⑵
住居計画⑵
建築・都市法規⑵
建築歴史意匠B⑵
生活空間計画⑵
コンピュータ・グラフィックス⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
生活支援機器デザイン概論⑵
構造力学（2）
都市・まちのデザイン⑵
道具の歴史⑵
デザイン工学基礎⑵
デザイン工学応用⑵
ユニバーサルデザイン各論B⑵
ヒューマンインターフェース⑵･
インテリアデザイン⑵
環境計画⑵
デザイン思考法⑵

認知科学⑵
デザイン特別講義⑵
インターンシップＡ⑵
インターンシップＢ⑵
インターンシップＣ⑵

ランドスケープデザイン⑵
安全工学⑵　
調査分析のデザイン⑵
ユニバーサルデザイン各論Ｃ⑵
情報メディアデザイン⑵

空間デザインコース系科目
建築空間構成論⑵
設備計画⑵　
構法計画⑵
構法計画演習A⑴
構法計画演習B⑴

建築設計論⑵
材料力学⑵　
木造住宅設計論⑵
都市計画論⑵

生活環境デザインコース系科目
生活支援機器デザイン各論⑵
医療福祉建築計画⑵　･
支援技術とデザイン（2）

リハビリテーション工学⑵
福祉住環境コーディネート論Ａ⑵
福祉住環境コーディネート論Ｂ⑵

プロダクトデザインコース系科目
情報デザインⅠ⑵
情報デザインⅡ⑵
グラフィックデザイン論⑵
表現演習⑵

プロダクトデザインⅠ⑵
プロダクトデザインⅡ⑵
メカトロニクス・デザイン⑵

国際文化事情A⑵ 国際文化事情Ｂ⑵

教職科目 職業指導Ⅰ⑵
職業指導Ⅱ⑵

⎫
⎬
⎭
１科目選択必修

デ
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２．卒業要件
　　４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

基
盤
教
育

共通教養科目

哲学・思想

�2
自然・環境・生命

日本と世界の文化・歴史
現代・社会
総合

文化間コミュニケーション 6
スポーツと健康
社会人基礎科目
留学支援科目
小計 �8

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目

必修科目 ��
コース別必修科目 �0
選択必修科目 2
選択科目 ��

小計 77
中計 95

上記をすべて含んで、�2�単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
　⑴必修科目
　　��単位すべてを修得しなければなりません。

　⑵選択必修科目・選択科目
　　①選択必修科目として、４年次８セメスタに「卒業研究」と「卒業制作」のどちらか２単位を履修

しなければなりません（両方を修得することはできません）。履修方法については、３年次に別
途掲示します。

　　②選択科目は��単位以上を修得しなければなりません。
　　③コース別必修科目として、３・４年次に所属するコースの科目について�0単位を修得しなければ

なりません。他コースの科目は、演習を除き、「学科専門科目」の「選択科目」として履修する
ことができます。

　　④４年次の選択必修科目・コース別必修科目は、次頁の条件を満たしていないと、履修することが
できません。従って条件を満たせなかった段階で、卒業も延期になりますので注意してくださ
い。

人
間
環
境
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　　〈４年次の選択必修・コース別必修科目の履修条件〉
対象科目 時期 条件

・「空間デザイン演習ⅡＡ」
・「生活環境デザイン演習ⅡＡ」
・「プロダクトデザイン演習ⅡＡ」

３年６セメスタ
終了時まで

下記１）と２）の両方の条件を満たすこと。
１）１・２年次の必修科目で「ライフデザ
イン学Ⅰ」「ライフデザイン学Ⅱ」「情
報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」
「人間環境デザイン学概論」「ユニバー
サルデザイン概論」「人間環境デザイ
ン基礎演習Ⅰ」「人間環境デザイン基
礎演習Ⅱ」「人間環境デザイン基礎演
習Ⅲ」「人間環境デザイン総合演習」
の�0科目をすべて修得していること。

２）卒業要件の科目を�00単位以上修得し
ていること。

・「空間デザイン演習ⅡＢ」

４年７セメスタ
終了時まで

「空間デザイン演習ⅡＡ」を修得している
こと。

・「生活環境デザイン演習ⅡＢ」 「生活環境デザイン演習ⅡＡ」を修得して
いること。

・「プロダクトデザイン演習ⅡＢ」 「プロダクトデザイン演習ⅡＡ」を修得し
ていること。

・「卒業研究」
・「卒業制作」

「空間デザイン演習ⅡＡ」「生活環境デザイ
ン演習ⅡＡ」「プロダクトデザイン演習Ⅱ
Ａ」のいずれかを修得していること。

４．３・４年次コース分けと各コースの特徴について
　　人間環境デザイン学科では、より高度な知識・技術の修得を目指した専門教育・職業人養成を行う
ために、３・４年次は「空間デザインコース」「生活環境デザインコース」「プロダクトデザインコー
ス」の３つのコースに分かれて教育を行います。コース分けは本人希望を原則としますが、各コー
スの定数を超える場合は成績を加味してコース分けを行います。各コースの定数及びコース分けの
ガイダンスについては２年次の秋学期を予定しています。

　　各コースの内容は下記のとおりです。

　⑴空間デザインコース
　　人間環境としての空間を如何に計画しデザインしていくかについて、都市と建築、まちづくりと設
計、新築と改修といった多様な視点から学びます。

　⑵生活環境デザインコース
　　乳幼児から高齢者まで、人の暮らしを支える生活環境はどうあるべきかについて、まち、住まい、
道具、遊具、福祉用具などのデザイン、それらを活用するシステムについて学びます。

　⑶プロダクトデザインコース
　　あらゆる人々が平等に豊かに暮らしていける環境を実現するため、「モノ」だけでなく「モノゴト」
の観点から、製品・サービス・情報・メカトロニクスのデザインまで幅広く学びます。

５．学部共通科目の履修方法
　⑴必修科目
　　①８単位すべてを修得しなければなりません。
　　②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされていますので、指定

されたクラスの授業を履修してください。
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　⑵選択科目
　　単位数の指定は特にありません。以下の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って･
履修してください。

〈生活支援学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

社会福祉の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵

社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵

運動生理学Ⅱ⑵
運動生理学Ⅰ⑵

生涯スポーツ論⑵

スポーツ社会学⑵
発育・発達・加齢論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵

健康スポーツ産業論⑵ 医学一般⑵
リハビリテーション論⑵

６．基盤教育
　⑴共通教養科目
　　�2単位以上を修得しなければなりません。

　⑵文化間コミュニケーション
　　１年次に「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅠＣ」「英語ⅠＤ」を、２年次に「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

　⑶スポーツと健康
　　①単位数の指定は特にありません。
　　②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
　　　Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

７．その他の科目
　⑴他学科の科目で、「５．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

　　ただし、他学部他学科開放として指定された科目（学内留学プログラム〈SCINE（Study･Courses･
In･English）〉）については４年間で上限�2単位まで卒業要件として認められます。詳細は「時間割
表」および別途配付される資料等で確認してください。

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ200～20�を参照）で、
自分の所属する学科の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒
業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目として履
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卒業後の進路・資格
１・２級建築士
建築家　まちづくりコンサルタント
インテリアデザイナー
設計事務所　住宅メーカー
建設会社
研究　教育　行政　など

福祉用具デザイナー
福祉住環境コーディネーター
医療機器デザイナー
メーカー（医療・福祉・住宅機器など）
研究　教育　行政
２級建築士　など

プロダクトデザイナー
ヒューマンインターフェースデザイナー
／	Web	デザイナー　デザイン事務所
メーカー（家電・家具・自動車・
玩具・医療機器・精密機器など）
教育　行政　２級建築士など

４年次
空間デザイン演習ⅡＡ／ⅡＢ
卒業制作・研究　　　　　　

生活環境デザイン演習ⅡＡ／ⅡＢ
卒業制作・研究　　　　　　　　

プロダクトデザイン演習ⅡＡ／ⅡＢ
卒業制作・研究　　　　　　　　　

空間デザイン演習ⅠＡ／ⅠＢ 生活環境デザイン演習ⅠＡ／ⅠＢ プロダクトデザイン演習ⅠＡ／ⅠＢ

２年次

１年次

３年次／４年次の選択科目
建築空間構成論　設備計画
構法計画　構法計画演習Ａ／Ｂ
建築設計論　材料力学
木造住宅設計論
都市計画論

生活支援機器デザイン各論
医療福祉建築計画
支援技術とデザイン
リハビリテーション工学
福祉住環境コーディネート論Ａ／Ｂ

情報デザインⅠ／Ⅱ
グラフィックデザイン論
表現演習
プロダクトデザインⅠ／Ⅱ
メカトロニクス・デザイン

■空間デザインコース ■生活環境デザインコース ■プロダクトデザインコース

３年次／４年次の選択科目
認知科学　安全工学　ユニバーサルデザイン各論Ｃ　情報メディアデザイン

人間環境デザイン基礎演習Ⅲ　人間環境デザイン総合演習

マーケティング　CAD演習Ⅱ　住民参加　住居計画　建築・都市法規　建築歴史意匠Ｂ　生活空間計画
コンピュータ・グラフィックス　産業とプロダクトデザイン　生活支援機器デザイン概論　構造力学
都市・まちのデザイン　道具の歴史　デザイン工学基礎　デザイン工学応用　ユニバーサル各論Ｂ
ヒューマンインターフェース　インテリアデザイン　環境計画　デザイン思考法

人間環境デザイン学概論　人間環境デザイン基礎演習Ⅰ／Ⅱ　ユニバーサルデザイン概論
情報リテラシーⅠ／Ⅱ　ライフデザイン学Ⅰ／Ⅱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ユニバーサルデザイン各論Ａ　人間工学　CAD	演習Ⅰ　建築歴史意匠Ａ　プロダクトデザイン基礎
発達と障害　生活支援デザイン概論　材料・素材一般　建築生産　色彩論

修登録することができます。
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１．生活支援学科　生活支援学専攻　教育課程表（2012年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

合
計

（124）

一
般
教
養
的
科
目
⒃

人
間
探
究
分
野
⑿

読解と表現
国語表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵
児童文学⑵

文章読解⑵
英米の文化とことば⑵
美術一般⑵

口頭表現法⑵
ドイツの文化とことば⑵
音楽一般⑵

レポート・論文のまとめ方⑵
フランスの文化とことば⑵

人間と生活の
理解

哲学⑵
文化論⑵
生活と住居⑵

文化人類学⑵
心理学⑵
ハウジング⑵

生命と倫理⑵
生活と環境⑵
生活と栄養⑵

人間と宗教⑵
人権と生活⑵

社会と自然の
理解

社会学⑵　
家族の社会学⑵
数学⑵

ジェンダー論⑵　
生活と家族⑵
物理⑵

世代論⑵
日本国憲法⑵

生死の社会学⑵
法学⑵

経営と管理の
知識

経済学⑵
まちづくり⑵

経営学⑵
地域研究法⑵

基礎会計学⑵
危機管理と救急法⑵

学校と地域（学校安全を含む）⑵

総合
総合Ⅰ⑵
総合ⅣＡ⑵
全学総合ⅠＡ⑵

総合Ⅱ⑵
総合ⅣＢ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅲ⑵
井上円了と東洋大学Ａ⑵
全学総合ⅡＡ⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

文化間コ
ミュニケ
ーション

分野

必修科目
⑷

専門基礎英語Ⅰ⑴
専門基礎英語Ⅱ⑴

専門応用英語Ⅰ⑴
専門応用英語Ⅱ⑴

選択科目
英語Ⅰ⑴　
英語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＡ⑴

中国語Ⅰ⑴　
中国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＢ⑴

韓国語Ⅰ⑴　
韓国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅡＡ⑴ TOEIC ⅡＢ⑴

スポーツ健康分野 スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷　Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学入門⑵
生涯発達論⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目の中で選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
�

生活支援学演習ⅠＡ⑵
生活支援学演習ⅠＢ⑵
社会福祉の基礎⑵
専門職論⑵
実習の基礎⑵

生活支援学演習ⅡＡ⑵
生活支援学演習ⅡＢ⑵

生活支援学演習ⅢＡ⑵
生活支援学演習ⅢＢ⑵

生活支援学演習ⅣＡ⑵
生活支援学演習ⅣＢ⑵

選
択
科
目
�

共
通
科
目

社会調査の基礎⑵
研究の基礎⑵

卒業論文⑷

社会福祉学原論Ⅰ⑵
社会福祉学原論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵
医学一般⑵
社会福祉発達史⑵

社会福祉援助技術論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅰ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅱ⑵
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ⑴
介護福祉援助技術の基礎⑵
福祉レクリエーション⑵

社会福祉援助技術論Ⅳ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅳ⑵
社会福祉援助技術現場実習⑷
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ⑴
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ⑴

社会福祉援助技術演習Ⅴ⑵
生活支援学専門実習Ａ⑵
生活支援学専門実習Ｂ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵
福祉サービス運営論⑵
権利擁護論⑵
低所得者福祉論⑵
更生保護論⑵

地域福祉論Ⅰ⑵
地域福祉論Ⅱ⑵
社会福祉運営論⑵
就労支援論⑵
社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

精神保健Ⅰ⑵
精神保健Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術総論⑵

精神医学Ⅰ⑵
精神医学Ⅱ⑵
精神保健福祉論Ⅰ⑵
精神保健福祉論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅰ⑴

精神保健福祉援助技術実習⑷
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅱ⑴
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅲ⑴
精神科リハビリテーション学Ⅰ⑵
精神科リハビリテーション学Ⅱ⑵
精神保健福祉論Ⅲ⑵

精神保健福祉専門実習Ａ⑵
精神保健福祉専門実習Ｂ⑵

医療福祉総論⑵ 医療ソーシャルワーク論⑵
医療福祉演習Ⅰ⑵
医療福祉演習Ⅱ⑵

医療福祉専門実習Ａ⑵
医療福祉専門実習Ｂ⑵

生活支援学特別講義Ａ⑵ 生活支援学特別講義Ｂ⑵
子どもの権利論⑵ 子どもと文学⑵ 児童福祉論Ⅱ⑵

介
護
福
祉
士
コ
ー
ス
科
目

介護福祉援助概論Ⅰ⑵
介護福祉援助概論Ⅱ⑵

介護福祉援助概論Ⅲ⑵ 介護福祉援助概論Ⅳ⑵
介護福祉援助概論Ⅴ⑵

介護福祉援助概論Ⅵ⑵

生活支援技術Ⅰ⑴
生活支援技術Ⅱ⑴

生活支援技術Ⅲ⑴
生活支援技術Ⅳ⑴
生活支援技術Ⅴ⑴
生活支援技術Ⅵ⑴
介護コミュニケーション技術Ⅰ⑵
介護コミュニケーション技術Ⅱ⑵

生活支援技術Ⅶ⑴
生活支援技術Ⅷ⑴
医療的ケアⅠ⑵
医療的ケアⅡ⑵

生活支援技術Ⅸ⑴
生活支援技術Ⅹ⑴
医療的ケアⅢ⑵

介護過程Ⅰ⑴ 介護過程Ⅱ⑴ 介護過程Ⅲ⑴ 介護過程Ⅳ⑴
介護総合演習Ⅰ⑴ 介護総合演習Ⅱ⑴

介護総合演習Ⅲ⑴
介護総合演習Ⅳ⑴

介護福祉実習Ⅰ⑵ 介護福祉実習Ⅱ⑶ 介護福祉実習Ⅲ⑶ 介護福祉実習Ⅳ⑵
発達と老化の理解⑵
障害の理解⑵

認知症の理解Ⅰ⑵
認知症の理解Ⅱ⑵

こころとからだのしくみⅠ⑵
こころとからだのしくみⅡ⑵

こころとからだのしくみⅢ⑵
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２．卒業要件
４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

一
般
教
養
的
科
目

人間探究分野

読解と表現

12
人間と生活の理解
社会と自然の理解
経営と管理の知識

総合
文化間コミュニケーション分野 4

スポーツ健康分野
留学支援科目
小計 16

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目 必修科目 22
選択科目 46

小計 76
中計 92

上記をすべて含んで、124単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
⑴必修科目
①22単位すべてを修得しなければなりません。
②生活支援学演習は、１年次は入学時に分野を問わずクラス分けがされています。２年次以降につ
いては別途説明会を行う予定です。

⑵選択科目
①46単位以上を修得しなければなりません。
②科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡ
を、Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、
やむを得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の
履修が可能かどうか確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載され
ている科目についてはこの限りではありません。
③卒業論文は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。
④「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術実習」はそれぞれ履修するための条
件があります。Ｐ124・125・128・129「Ⅲ．諸資格について」を参照してください。
⑤介護福祉士コース科目は、介護福祉士コースに所属する学生のみ履修することができます。

⑶介護福祉士コースの履修単位
「介護福祉士コース」の学生は、コース確定後履修登録の上限を通常の24単位に加えて、４単位を
余分に履修することができます。

⑷生活支援学科生活支援学専攻　学外実習スケジュール
Ｐ32を確認してください。

Ｐ�27～「Ⅲ．諸資格について」を参照してください。

Ｐ62を確認してください。
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４．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目
①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され
たクラスの授業を履修してください。

⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。
ただし演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に人数調整をする場合
があります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴
健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
免疫と薬理⑵

スポーツ救急法演習⑵
運動傷害と予防⑵
エアロビクス実習Ｂ⑴

フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵

スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵

エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴
健康管理学⑵

スポーツマネージメント⑵
舞踏の文化論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働安全衛生法Ⅰ⑵

労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年
健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴
健康科学概論⑵

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴
健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
免疫と薬理⑵

スポーツ救急法演習⑵
運動傷害と予防⑵
エアロビクス実習Ｂ⑴

フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵

スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵

エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴
健康管理学⑵

スポーツマネージメント⑵
舞踏の文化論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働安全衛生法Ⅰ⑵

労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵
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〈人間環境デザイン学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

人間工学⑵ コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
道具の歴史⑵

福祉住環境コーディネート論⑵
情報メディアデザイン⑵
安全工学⑵　医療福祉建築計画⑵
リハビリテーション工学⑵　情報デザインⅠ⑵

５．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①単位数の指定は特にありません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
科目の後ろに記載されているⅠ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ182・183を参照）で、
自分の所属する学科・専攻の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得して
も、卒業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目と
して履修登録することができます。

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ�88・�89を参照）で、
自分の所属する学科・専攻の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得して
も、卒業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目と
して履修登録することができます。
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７．履修モデル及び就職先

社会福祉の学習 医療福祉の学習 精神保健福祉の学習 介護福祉の学習

国家・地方公務員
大学院・研究所

卒業論文
生活支援学演習Ⅳ
（ゼミナール）

生活支援学演習Ⅲ
（ゼミナール）

生活支援学演習Ⅱ
（ゼミナール）
社会調査の基礎
研究の基礎
専門応用英語

生活支援学演習Ⅰ
（ゼミナール）
ライフデザイン学入門
生涯発達論
専門基礎英語
情報リテラシー

社会福祉施設
医療機関
社会福祉協議会
精神保健福祉関係施設

社会福祉、医療福祉、
介護福祉関連の
民間企業

卒業後

の進路

４　

年　

次

３　

年　

次

２　

年　

次

１　

年　

次

高齢者福祉論、障害者福祉論

社会福祉の基礎、社会福祉学原論
専門職論、実習の基礎、社会福祉援助技術論

医学一般

社会福祉援助技術演習
生活支援学専門実習

社会福祉援助技術演習
医療福祉専門実習

精神保健福祉専門実習 介護福祉援助概論
生活支援技術
介護過程
介護福祉実習
医療的ケアⅢ

介護福祉援助概論
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護福祉実習
社会保障論
発達と老化の理解
医療的ケアⅠ
医療的ケアⅡ

介護福祉援助概論
介護コミュニケーション技術
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護福祉実習
認知症の理解
障害の理解

精神科リハビリテーション学
精神保健福祉援助技術実習
精神保健福祉援助技術実習指導
社会福祉運営論
社会保障論
地域福祉論

精神医学
精神保健福祉論
精神保健福祉援助技術各論
精神保健福祉援助技術演習
精神保健福祉援助技術実習指導
低所得者福祉論
権利擁護論

医療ソーシャルワーク論
医療福祉演習
社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習
社会福祉援助技術現場実習指導
社会福祉運営論
就労支援論
社会保障論
地域福祉論

医療福祉総論
社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習指導
更生保護論
低所得者福祉論
権利擁護論
福祉サービス運営論
介護福祉援助技術の基礎
福祉レクリエーション

社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習
社会福祉援助技術現場実習指導
社会福祉運営論
就労支援論
社会保障論
地域福祉論

社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習指導
更生保護論
低所得者福祉論
権利擁護論
福祉サービス運営論
介護福祉援助技術の基礎
福祉レクリエーション

介護福祉援助概論
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護福祉実習
こころとからだのしくみ

精神保健児童福祉論
社会福祉発達史

児童福祉論
社会福祉発達史
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８
．
生
活
支
援
学
科
生
活
支
援
学
専
攻
　
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
20
12
年
度
入
学
生
用
）

各
資
格
に
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
学
外
実
習
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
以
下
に
資
格
別
の
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
記
載
し
て
お
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
に
は
、
必
要
な
手
続
き
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
参
加
条
件
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
履
修
要
覧
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
、
掲
示
等
を
よ
く
確
認
し
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
関
連
法
令
改
正
等
の
理
由
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

備
考

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
援
助
技
術

現
場
実
習

６
～
11
月
の
う
ち
計
24
日
間

精
神
保
健
福
祉
士

精
神
保
健
福
祉
援
助

技
術
実
習
（
※
１
）

６
～
11
月
の
う
ち
計
28
日
間

介
護
福
祉
士

介
護
福
祉

実
習
Ⅰ

11
月

の
う
ち
計
12
日

介
護
福
祉

実
習
Ⅱ

11
月

連
続
18
日
間

介
護
福
祉

実
習
Ⅲ

５
月

連
続
18
日
間

介
護
福
祉

実
習
Ⅳ

５
月

連
続
12
日
間

高
等
学
校
教
諭

（
福
祉
）

教
育
実
習
Ⅱ

５
～
７
月

２
週
間

（
※
１
）　
社
会
福
祉
士
と
精
神
保
健
福
祉
士
の
両
方
の
取
得
を
希
望
す
る
学
生
は
、
精
神
保
健
福
祉
援
助
技
術
実
習
を
４
年
次
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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１．生活支援学科　子ども支援学専攻　教育課程表（2012年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

合
計

（124）

一
般
教
養
的
科
目
⒃

人
間
探
究
分
野
⑿

読解と表現
国語表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵
児童文学⑵

文章読解⑵
英米の文化とことば⑵
美術一般⑵

口頭表現法⑵
ドイツの文化とことば⑵
音楽一般⑵

レポート・論文のまとめ方⑵
フランスの文化とことば⑵

人間と生活の
理解

哲学⑵
文化論⑵
生活と住居⑵

文化人類学⑵
心理学⑵
ハウジング⑵

生命と倫理⑵
生活と環境⑵
生活と栄養⑵

人間と宗教⑵
人権と生活⑵

社会と自然の
理解

社会学⑵　
家族の社会学⑵
数学⑵

ジェンダー論⑵　
生活と家族⑵
物理⑵

世代論⑵
日本国憲法⑵

生死の社会学⑵
法学⑵

経営と管理の
知識

経済学⑵
まちづくり⑵

経営学⑵
地域研究法⑵

基礎会計学⑵
危機管理と救急法⑵

学校と地域（学校安全を含む）⑵

総合
総合Ⅰ⑵
総合ⅣＡ⑵
全学総合ⅠＡ⑵

総合Ⅱ⑵
総合ⅣＢ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅲ⑵
井上円了と東洋大学Ａ⑵
全学総合ⅡＡ⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

文化間コ
ミュニケ
ーション

分野

必修科目
⑷

専門基礎英語Ⅰ⑴
専門基礎英語Ⅱ⑴

専門応用英語Ⅰ⑴
専門応用英語Ⅱ⑴

選択科目
英語Ⅰ⑴　
英語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＡ⑴

中国語Ⅰ⑴　
中国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＢ⑴

韓国語Ⅰ⑴　
韓国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅡＡ⑴ TOEIC ⅡＢ⑴

スポーツ健康分野 スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷　Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学入門⑵
生涯発達論⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目の中で選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
⒅

子ども支援学演習ⅠＡ⑵
子ども支援学演習ⅠＢ⑵
社会福祉の基礎⑵
実習の基礎⑵

子ども支援学演習Ⅱ⑵ 子ども支援学演習ⅢＡ⑵
子ども支援学演習ⅢＢ⑵

子ども支援学演習Ⅳ⑵
保育実践演習⑵

選択科目
�

卒業論文⑷
保育原理Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵
社会福祉学原論Ⅰ⑵
教職概論⑵

社会福祉援助技術演習Ⅰ⑵
子どもの保健Ⅰ⑵
子どもの保健Ⅱ⑵
子どもの保健Ⅲ⑴
子どもの食と栄養（実習含む）⑵
社会的養護内容⑴
乳児保育Ⅰ⑴
乳児保育Ⅱ⑴
保育実習ⅠＡ（施設）⑵
保育実習指導ⅠＡ（施設）⑴

障害児保育Ⅰ⑴
障害児保育Ⅱ⑴
保育実習ⅠＢ（保育所）⑵
保育実習指導ⅠＢ（保育所）⑴
幼児理解と保育カウンセリング⑵

保育原理Ⅱ⑵
乳児の生活とあそび⑵
保育相談支援⑴
保育実習Ⅱ（保育所）⑵
保育実習Ⅲ（施設）⑵
保育実習指導Ⅱ（保育所）⑴
保育実習指導Ⅲ（施設）⑴

社会的養護⑵ 家庭支援論⑵
幼児教育論Ⅰ⑵
幼児教育論Ⅱ⑵

幼児教育方法（情報機器の活用を含む）⑵ 教育実習Ⅲ（事前・事後指導を含む）⑸
教職実践演習（幼稚園）⑵

教育法規⑵
幼児教育基礎論Ⅰ⑵
幼児教育基礎論Ⅱ⑵
保育表現技術（造形）⑴
保育表現技術Ⅰ（音楽）⑴
保育表現技術Ⅰ（体育）⑴

発達心理学⑵
教育心理学⑴
保育表現技術（言語）⑴
保育表現技術Ⅱ（音楽）⑴
保育表現技術Ⅱ（体育）⑴
保育内容演習（ことば）⑴
保育内容演習（環境）⑴
保育内容演習（健康）⑴
保育内容演習（人間関係）⑴

保育指導法⑵
保育教育課程論⑵

保育内容総論⑴
保育内容演習（音楽表現）⑴
保育内容演習（造形表現）⑴
保育内容演習（身体表現）⑴

音楽あそびの実践⑵
体育あそびの実践⑵
造形あそびの実践⑵

社会福祉学原論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
医学一般⑵
社会福祉発達史⑵
専門職論⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅱ⑵
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ⑴
介護福祉援助技術の基礎⑵
福祉レクリエーション⑵
医療福祉総論⑵

社会福祉援助技術論Ⅳ⑵

社会福祉援助技術演習Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅳ⑵
社会福祉援助技術現場実習⑷
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ⑴
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ⑴

社会福祉援助技術演習Ⅴ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵
福祉サービス運営論⑵
権利擁護論⑵
低所得者福祉論⑵
更生保護論⑵

地域福祉論Ⅰ⑵
地域福祉論Ⅱ⑵
社会福祉運営論⑵
就労支援論⑵
社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

子どもの権利論⑵ 児童福祉論Ⅱ⑵
子育て支援実践⑵ 子どもと文学⑵
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２．卒業要件
４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

一
般
教
養
的
科
目

人間探究分野

読解と表現

12
人間と生活の理解
社会と自然の理解
経営と管理の知識

総合
文化間コミュニケーション分野 4

スポーツ健康分野
留学支援科目
小計 16

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目 必修科目 18
選択科目 46

小計 72
中計 88

上記をすべて含んで、124単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
⑴必修科目
①18単位すべてを修得しなければなりません。
②子ども支援学演習は、１年次は入学時に分野を問わずクラス分けがされています。２年次以降に
ついては別途説明会を行う予定です。

⑵選択科目
①46単位以上を修得しなければなりません。
②科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡ
を、Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、
やむを得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の
履修が可能かどうか確認してから履修登録してください。
③卒業論文は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。
④「保育実習ⅠA（施設）」「保育実習ⅠB（保育所）」「保育実習Ⅱ（保育所）」「保育実習Ⅲ（施設）」
はそれぞれ履修するための条件があります。Ｐ136～139「Ⅲ．諸資格について」を参照してくだ
さい。

⑶生活支援学科子ども支援学専攻　学外実習スケジュール
Ｐ37を確認してください。

　　④「社会福祉援助技術現場実習」及び、「保育実習ⅠA（施設）」「保育実習ⅠB（保育所）」「保育実
習Ⅱ（保育所）」「保育実習Ⅲ（施設）」はそれぞれ履修するための条件があります。Ｐ�27～「Ⅲ．
諸資格について」を参照してください。

　⑶生活支援学科子ども支援学専攻　学外実習スケジュール
　　Ｐ67を確認してください。
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４．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目
①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され
たクラスの授業を履修してください。

⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。
ただし演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に人数調整をする場合
があります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴
健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
免疫と薬理⑵

スポーツ救急法演習⑵
運動傷害と予防⑵
エアロビクス実習Ｂ⑴

フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵

スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵

エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴
健康管理学⑵

スポーツマネージメント⑵
舞踏の文化論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働安全衛生法Ⅰ⑵

労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年
健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴
健康科学概論⑵

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴
健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
免疫と薬理⑵

スポーツ救急法演習⑵
運動傷害と予防⑵
エアロビクス実習Ｂ⑴

フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵

スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵

エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴
健康管理学⑵

スポーツマネージメント⑵
舞踏の文化論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働安全衛生法Ⅰ⑵

労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵
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〈人間環境デザイン学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

人間工学⑵
道具の歴史⑵

コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
道具の歴史⑵

福祉住環境コーディネート論⑵
情報メディアデザイン⑵
安全工学⑵　医療福祉建築計画⑵
リハビリテーション工学⑵　情報デザインⅠ⑵

５．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①単位数の指定は特にありません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。
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７
．
生
活
支
援
学
科
子
ど
も
支
援
学
専
攻
　
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
20
12
年
度
入
学
生
用
）

各
資
格
に
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
学
外
実
習
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
以
下
に
資
格
別
の
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
記
載
し
て
お
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
に
は
、
必
要
な
手
続
き
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
参
加
条
件
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
履
修
要
覧
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
、
掲
示
等
を
よ
く
確
認
し
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
関
連
法
令
改
正
等
の
理
由
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

備
考

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
援
助
技
術

現
場
実
習

６
～
11
月
の
う
ち
計
24
日
間

保
育
士

保
育
実
習
Ⅰ
Ａ

（
施
設
）

２
・
３
月

12
日
間

保
育
実
習
Ⅰ
Ｂ

（
保
育
所
）

８
・
９
月

12
日
間

保育
実習

Ⅱ（
保育

所）
保
育
実
習
Ⅲ（
施
設
）

８
・
９
月

12
日
間

保
育
実
習
Ⅱ
（
保
育

所
）
及
び
保
育
実
習

Ⅲ
（
施
設
）
は
ど
ち

ら
か
を
選
択

幼
稚
園
教
諭

教
育
実
習
Ⅲ

５
～
７
月

４
週
間

保
育
所
見
学

（
保
育
所
）

８・
９
月（
１
日
）
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１．健康スポーツ学科　教育課程表（2012年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

合
計

（124）

一
般
教
養
的
科
目
⒅

人
間
探
究
分
野
⑿

読解と表現
国語表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵
児童文学⑵

文章読解⑵
英米の文化とことば⑵
美術一般⑵

口頭表現法⑵
ドイツの文化とことば⑵
音楽一般⑵

レポート・論文のまとめ方⑵
フランスの文化とことば⑵

人間と生活の
理解

哲学⑵
文化論⑵
生活と住居⑵

文化人類学⑵
心理学⑵
ハウジング⑵

生命と倫理⑵
生活と環境⑵
生活と栄養⑵

人間と宗教⑵
人権と生活⑵

社会と自然の
理解

社会学⑵　
家族の社会学⑵
数学⑵

ジェンダー論⑵　
生活と家族⑵
物理⑵

世代論⑵
日本国憲法⑵

生死の社会学⑵
法学⑵

経営と管理の
知識

経済学⑵
まちづくり⑵

経営学⑵
地域研究法⑵

基礎会計学⑵
危機管理と救急法⑵

学校と地域（学校安全を含む）⑵

総合
総合Ⅰ⑵
総合ⅣＡ⑵
全学総合ⅠＡ⑵

総合Ⅱ⑵
総合ⅣＢ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅲ⑵
井上円了と東洋大学Ａ⑵
全学総合ⅡＡ⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

文化間コミ
ュニケーシ
ョン分野

必修科目
⑷

専門基礎英語Ⅰ⑴
専門基礎英語Ⅱ⑴

専門応用英語Ⅰ⑴
専門応用英語Ⅱ⑴

選択科目
英語Ⅰ⑴　
英語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＡ⑴

中国語Ⅰ⑴　
中国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＢ⑴

韓国語Ⅰ⑴　
韓国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅡＡ⑴ TOEIC ⅡＢ⑴

スポーツ健康分野
⑵

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷　Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学入門⑵
生涯発達論⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科解放科目の中から選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
�

健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
健康科学概論⑵
解剖学Ⅰ⑵　解剖学Ⅱ⑵
生理・生化学Ⅰ⑵
生理・生化学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴
健康社会と福祉⑵

健康スポーツ学演習ⅠＡ⑵
健康スポーツ学演習ⅠＢ⑵

健康スポーツ学演習ⅡＡ⑵
健康スポーツ学演習ⅡＢ⑵

選択必修科目
⑸

健康心理学⑵
健康教育学⑵
健康社会学⑵　

１科目選択必修
解剖学実習⑴
生理生化学実習⑴
運動生理学実習⑴ ２科目
公衆衛生学実習⑴ 選択必修
フィールドワーク実習⑴　

水泳実習⑴　ゴルフ実習⑴　ダンス実習⑴　
スノースポーツ実習⑴　体力づくり運動実習⑴　野外活動実習⑴　 １科目選択必修

選択科目
�

コ
ー
ス
別
履
修
科
目

トレーニング科学コース

機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴

コミュニティスポーツコース

スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵

健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵

子ども健康科学コース

発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴

発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴

ユニバーサルスポーツコース

発育・発達・加齢論⑵
障害者福祉論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

社会保障論Ⅰ⑵
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

共
通
科
目

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
スポーツ救急法演習⑵
医学一般⑵
ボランティア実習⑴
フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵
スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

免疫と薬理⑵
運動傷害と予防⑵

エアロビクス実習Ｂ⑴

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵
エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴

健康管理学⑵
舞踏の文化論⑵

スポーツマネージメント⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働基準法⑵
インターンシップ実習⑴

労働安全衛生法Ⅰ⑵
労働安全衛生法Ⅱ⑵
健康産業施設等現場実習⑴
卒業論文⑷

教職科目

運動学（運動方法学を含む）⑵
看護学Ⅰ⑵
看護学Ⅱ⑵
看護学Ⅲ⑵
養護概説⑵

スポーツ実習・指導法（サッカー）⑴
スポーツ実習・指導法（バレーボール）⑴
スポーツ実習・指導法（テニス）⑴
スポーツ実習・指導法（バドミントン）⑴
スポーツ実習・指導法（剣道）⑴

スポーツ実習・指導法（陸上）⑴
スポーツ実習・指導法（器械運動）⑴
看護学実習⑵

生理生化学Ⅰ⑵
生理生化学Ⅱ⑵
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２．卒業要件
４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

一
般
教
養
的
科
目

人間探究分野

読解と表現

12
人間と生活の理解
社会と自然の理解
経営と管理の知識

総合
文化間コミュニケーション分野 4

スポーツ健康分野 2
留学支援科目
小計 18

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目

必修科目 36
選択必修科目 5
選択科目 30
小計 74

小計 90
中計 108

上記をすべて含んで、124単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
⑴必修科目
①36単位すべてを修得しなければなりません。
②「エアロビクス実習Ａ」「レクリエーション実習」「健康スポーツ学演習」のクラス分けについて
は、別途ガイダンスにて周知します。

⑵選択必修科目
①１年次に「健康心理学」「健康教育学」「健康社会学」の３科目のうち、１科目を選択し、履修・
修得しなければなりません。
②２年次に「解剖学実習」「生理生化学実習」「運動生理学実習」「公衆衛生学実習」「フィールドワ
ーク実習」の５科目のうち、２科目を選択し、履修・修得しなければなりません。科目の選択方
法は、別途ガイダンスにて周知します。
③１～３年次に「水泳実習」「ゴルフ実習」「ダンス実習」「スノースポーツ実習」「体力づくり運動
実習」「野外活動実習」の６科目のうち、１科目を選択し、履修・修得しなければなりません。
なお履修科目により、別途に費用が発生します。

⑶選択科目
①２年次からのコースについては、別途ガイダンスにて説明します。
②「看護学実習」を履修するためには、「看護学Ⅰ」「看護学Ⅱ」「看護学Ⅲ」を事前に修得してい
る必要があります。
③「健康産業施設等現場実習」については、健康運動実践指導者又は健康運動指導士の資格の取得
を希望する学生を対象としていますので、それ以外の学生は履修を制限する場合があります。
④「卒業論文」は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。

※演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があ

　⑶選択科目
　　①�0単位以上修得しなければなりません。
　　②２年次からのコースについては、別途ガイダンスにて説明します。
　　③「健康産業施設等現場実習」については、健康運動指導士の資格の取得を希望する学生を対象と

していますので、それ以外の学生は履修を制限する場合があります。
　　④「卒業論文」は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。

　※演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があ
ります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。
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ります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。
※科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡを、
Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、やむを
得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の履修が可
能かどうかを確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載されている科
目についてはこの限りではありません。

４．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目
①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され
たクラスの授業を履修してください。

⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。
ただし「社会福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」「社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ」「精神保健福祉援助技術実
習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「精神保健福祉援助技術実習」については、社会福祉士及び精神保健福祉士の
受験資格を得るためのガイダンスにすべて出席し、その後の登録・手続等をすべて不備なく行って
いることが条件になります。

〈生活支援学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

社会福祉の基礎⑵
専門職論⑵
社会福祉学原論Ⅰ⑵
社会福祉学原論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵
精神保健Ⅰ⑵
精神保健Ⅱ⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅰ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅱ⑵
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ⑴
介護福祉援助技術の基礎⑵
医療福祉総論⑵
精神医学Ⅰ⑵
精神医学Ⅱ⑵
精神保健福祉論Ⅰ⑵
精神保健福祉論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅰ⑴

社会福祉援助技術論Ⅳ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅳ⑵
社会福祉援助技術現場実習⑷
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ⑴
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ⑴
精神保健福祉援助技術実習⑷
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅱ⑴
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅲ⑴
精神科リハビリテーション学Ⅰ⑵
精神科リハビリテーション学Ⅱ⑵
医療ソーシャルワーク論⑵

社会福祉援助技術演習Ⅴ⑵

高齢者福祉論⑵
福祉サービス運営論⑵
権利擁護論⑵
低所得者福祉論⑵
更生保護論⑵

地域福祉論Ⅰ⑵
地域福祉論Ⅱ⑵
社会福祉運営論⑵
就労支援論⑵
社会保障論Ⅱ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵

　※科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡを、
Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、やむを
得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の履修が可
能かどうかを確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載されている科
目についてはこの限りではありません。

４．学部共通科目の履修方法
　⑴必修科目
　　①８単位すべてを修得しなければなりません。
　　②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され

たクラスの授業を履修してください。

　⑵選択科目
　　単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。

　　ただし「社会福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」「社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ」「精神保健福祉援助技術実
習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「精神保健福祉援助技術実習」については、社会福祉士及び精神保健福祉士の
受験資格を得るためのガイダンスにすべて出席し、その後の登録・手続等をすべて不備なく行って
いることが条件になります。
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〈人間環境デザイン学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

人間工学⑵ コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
道具の歴史⑵

福祉住環境コーディネート論⑵
情報メディアデザイン⑵
安全工学⑵　医療福祉建築計画⑵
リハビリテーション工学⑵　情報デザインⅠ⑵

５．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①２単位を修得しなければなりません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
またスポーツ健康科学実技は、できる限り、Ａ・Ｂ各１単位以上を履修してください。
科目の後ろに記載されているⅠ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」で、自分の所属する学科
の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒業単位として計算す
ることはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目として履修登録することがで
きます。

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ�90～�99を参照）で、
自分の所属する学科の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒
業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目として履
修登録することができます。
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７．履修モデル及び就職先

１
年
次

健康スポーツ学概論Ⅰ・Ⅱ 解剖学Ⅰ・Ⅱ
健康科学概論 公衆衛生学Ⅰ
生理・生化学Ⅰ・Ⅱ 健康教育学
エアロビクス実習Ａ 健康心理学
健康社会学 

学部共通科目（必修科目）

選択科目（共通科目）

４
年
次 選択科目（共通科目）

健康スポーツ学演習ⅡＡ・ⅡＢ

３
年
次

健康スポーツ学演習ⅠＡ・ⅠＢ

選択科目（共通科目）

応用解剖学
スポーツと栄養
運動処方（含運動負荷試験）
スポーツ心理学
トレーニングプログラミング演習Ⅱ

発達病態生理学
いのちの教育
子どもレクリエーション実習
音楽リズム指導法演習

社会保障論Ⅰ
高齢者・障害者と家族
高齢者・障害者レクリエーション演習
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ

健康文化論Ａ・Ｂ
健康政策と行政
地域スポーツクラブ論
スポーツ政策論
身体文化論

２
年
次

運動生理学Ⅰ・Ⅱ 生涯スポーツ論
コーチング概論 健康社会と福祉
レクリエーション実習 

選択科目（共通科目）

スポーツ関連業務、国家・地方公務員、スポーツ関連業務、健康管理関連業務
就
職
先

トレーニング科学コース

機能解剖学Ⅰ・Ⅱ
スポーツ医学
トレーニング実習
トレーニングプログラミング演習Ⅰ
バイオメカニクス演習

発育・発達・加齢論
子ども健康スポーツ論
レクリエーション論
小児保健（含学校保健）
運動あそび指導法演習

発育・発達・加齢論
障害者福祉論
高齢者健康スポーツ論
障害者スポーツ論
レクリエーション論
高齢者健康スポーツ指導法演習
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ

スポーツ社会学
スポーツ人類学
スポーツ史Ⅰ・Ⅱ
アジアのスポーツ文化
ヨーロッパのスポーツ文化

コミュニティスポーツコース 子ども健康科学コース ユニバーサルスポーツコース

スポーツ関連業務、国家・地方公務員、健康管理関連業務

健康スポーツ学概論Ⅰ／Ⅱ	 解剖学Ⅰ／Ⅱ
健康科学概論	 公衆衛生学Ⅰ
生理生化学Ⅰ／Ⅱ	 健康教育学
エアロビクス実習Ａ	 健康心理学
健康社会学	

健康スポーツ学演習ⅡA／ⅡB

健康スポーツ学演習ⅠA／ⅠB

	 運動生理学Ⅰ／Ⅱ	 生涯スポーツ論
	 コーチング概論	 健康社会と福祉
	 レクリエーション実習

健康文化論A／B

機能解剖学Ⅰ／Ⅱ

スポーツ史Ⅰ／Ⅱ

健
康
ス
ポ
ー
ツ

－72－



- 43 -

デ
ザ
イ
ン

人
間
環
境

１．人間環境デザイン学科　教育課程表（2012年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

合
計
（124）

一
般
教
養
的
科
目
⒃

人
間
探
究
分
野
⑿

読解と表現
国語表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵
児童文学⑵

文章読解⑵
英米の文化とことば⑵
美術一般⑵

口頭表現法⑵
ドイツの文化とことば⑵
音楽一般⑵

レポート・論文のまとめ方⑵
フランスの文化とことば⑵

人間と生活の
理解

哲学⑵
文化論⑵
生活と住居⑵

文化人類学⑵
心理学⑵
ハウジング⑵

生命と倫理⑵
生活と環境⑵
生活と栄養⑵

人間と宗教⑵
人権と生活⑵

社会と自然の
理解

社会学⑵
家族の社会学⑵
数学⑵

ジェンダー論⑵
生活と家族⑵
物理⑵

世代論⑵
日本国憲法⑵

生死の社会学⑵
法学⑵

経営と管理の
知識

経済学⑵
まちづくり⑵

経営学⑵
地域研究法⑵

基礎会計学⑵
危機管理と救急法⑵

学校と地域（学校安全を含む）⑵

総合
総合Ⅰ⑵
総合ⅣＡ⑵
全学総合ⅠＡ⑵

総合Ⅱ⑵
総合ⅣＢ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅲ⑵
井上円了と東洋大学Ａ⑵
全学総合ⅡＡ⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

文化間コ
ミュニケ
ーション

分野

必修科目
⑷

専門基礎英語Ⅰ⑴
専門基礎英語Ⅱ⑴

専門応用英語Ⅰ⑴
専門応用英語Ⅱ⑴

選択科目
英語Ⅰ⑴
英語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＡ⑴

中国語Ⅰ⑴
中国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＢ⑴

韓国語Ⅰ⑴
韓国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅡＡ⑴ TOEIC ⅡＢ⑴

スポーツ健康分野 スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷　Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学入門⑵
生涯発達論⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目の中で選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
⒁

人間環境デザイン学概論⑵
ユニバーサルデザイン概論⑵
デザイン基礎Ⅰ⑵
デザイン基礎Ⅱ⑵

総合デザインⅠ⑶
総合デザインⅡ⑶

選択必修科目
⑵

卒業研究⑵
卒業制作⑵

（上記２科目のうち、１科目２単位修得）

選択科目
�

ユニバーサルデザイン各論⑵
人間工学⑵
調査・分析法⑵
CAD 演習Ⅰ⑵
建築歴史意匠Ａ⑵
プロダクトデザイン基礎⑵
発達と障害⑵
生活支援デザイン概論⑵
材料・素材一般⑵
建築生産⑵

コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
CAD 演習Ⅱ⑵
住民参加⑵
住居計画⑵
建築・都市法規⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
生活空間計画⑵
コンピュータ・グラフィックス⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
生活支援機器デザイン概論⑵
構造力学⑵
都市の計画・デザイン⑵
道具の歴史⑵
デザイン工学基礎⑵
デザイン工学応用⑵
環境計画⑵

学科共通科目
福祉住環境コーディネート論⑵
認知科学⑵
ヒューマンインターフェース⑵
ユニバーサルデザイン特別講義⑵
情報メディアデザイン⑵
インターンシップＡ⑵
インターンシップＢ⑵

表現演習⑵
ランドスケープデザイン⑵
まちづくり計画⑵
安全工学⑵

インターンシップＣ⑵

環境デザインコース系科目
建築空間構成論⑵
設備計画⑵
構法計画⑵
構法計画演習⑴

医療福祉建築計画⑵
建築設計論⑵
材料力学⑵

生活支援デザインコース系科目
生活支援機器デザイン各論⑵
生活支援ロボット工学⑵

リハビリテーション工学⑵
情報支援デザイン⑵

プロダクトデザインコース系科目
情報デザインⅠ⑵
情報デザインⅡ⑵
グラフィックデザイン論⑵

プロダクトデザインⅠ⑵
プロダクトデザインⅡ⑵

環境デザインコース⑺

必修科目
⑺

環境デザイン演習ⅠＡ⑶ 環境デザイン演習ⅡＡ⑵
環境デザイン演習ⅡＢ⑵

選択科目 環境デザイン演習ⅠＢ⑶

生活支援デザインコース⑺

必修科目
⑺

生活支援デザイン演習ⅠＡ⑶ 生活支援デザイン演習ⅡＡ⑵
生活支援デザイン演習ⅡＢ⑵

選択科目 生活支援デザイン演習ⅠＢ⑶

プロダクトデザインコース⑺
必修科目

⑺
プロダクトデザイン演習ⅠＡ⑶ プロダクトデザイン演習ⅡＡ⑵

プロダクトデザイン演習ⅡＢ⑵
選択科目 プロダクトデザイン演習ⅠＢ⑶

教職科目（卒業単位外） 職業指導Ⅰ⑵
職業指導Ⅱ⑵
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２．卒業要件
４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

一
般
教
養
的
科
目

人間探究分野

読解と表現

12
人間と生活の理解
社会と自然の理解
経営と管理の知識

総合
文化間コミュニケーション分野 4

スポーツ健康分野
留学支援科目
小計 16

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目
必修科目 14
選択必修科目 2
選択科目 53

小計 77
中計 93

上記をすべて含んで、124単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
⑴必修科目
14単位すべてを修得しなければなりません。

⑵選択必修科目・選択科目
①選択必修科目として、４年次８セメスタに「卒業研究」と「卒業制作」のどちらか２単位を履修
しなければなりません（両方を修得することはできません）。履修方法については、３年次に別
途掲示します。
②選択科目は53単位以上を修得しなければなりません。
③３・４年次の選択科目は、所属するコースの科目について７単位以上を修得しなければなりませ
ん。他コースの科目は、演習を除き、「学科専門科目」の「選択科目」として履修することがで
きます。
④４年次の選択必修科目・コース必修科目は、次頁の条件を満たしていないと、履修することがで
きません。従って条件を満たせなかった段階で、卒業も延期になりますので注意してください。
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対象科目 時期 条件

・「環境デザイン演習ⅡＡ」
・「生活支援デザイン演習ⅡＡ」
・「プロダクトデザイン演習ⅡＡ」

３年６セメスタ
終了時まで

下記１）と２）の両方の条件を満たすこと。
１） １・２年次の必修科目で「ライフデザ

イン学入門」「生涯発達論」「情報リテ
ラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」「人間
環境デザイン学概論」「ユニバーサル
デザイン概論」「デザイン基礎Ⅰ」「デ
ザイン基礎Ⅱ」「総合デザインⅠ」「総
合デザインⅡ」の10科目をすべて修得
していること。

２） 卒業要件の科目を100単位以上修得し
ていること。

・「環境デザイン演習ⅡＢ」

４年７セメスタ
終了時まで

「環境デザイン演習ⅡＡ」を修得している
こと。

・「生活支援デザイン演習ⅡＢ」 「生活支援デザイン演習ⅡＡ」を修得して
いること。

・「プロダクトデザイン演習ⅡＢ」 「プロダクトデザイン演習ⅡＡ」を修得し
ていること。

・「卒業研究」
・「卒業制作」

「環境デザイン演習ⅡＡ」「生活支援デザ
イン演習ⅡＡ」「プロダクトデザイン演習
ⅡＡ」のいずれかを修得していること。

４．３・４年次コース分けと各コースの特徴について
人間環境デザイン学科では、より高度な知識・技術の修得を目指した専門教育・職業人養成を行う
ために、３・４年次は「環境デザインコース」「生活支援デザインコース」「プロダクトデザインコ
ース」の３つのコースに分かれて教育を行います。コース分けは本人希望を原則としますが、各コ
ースの定数を超える場合は成績を加味してコース分けを行います。各コースの定数及びコース分け
のガイダンスについては２年次の秋学期を予定しています。
各コースの内容は下記のとおりです。

⑴環境デザインコース
誰もが安心して暮らせる住宅、持続性と魅力ある建築物、都市計画やまちづくりなどのハードとソ
フトの計画とデザインを学びます。

⑵生活支援デザインコース
利用者個々のニーズに適合する福祉用具、移動・介護支援機器などのデザインや道具と環境の効果
的適合方法、福祉施設環境の計画・デザイン、及び視覚、聴覚情報支援システムなどを学びます。

⑶プロダクトデザインコース
誰もが使いやすい製品、道具や家具及び情報インターフェースなどの開発技術とデザイン手法を学
びます。

５．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目

①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされていますので、指定

されたクラスの授業を履修してください。

〈４年次の選択必修・コース別必修科目の履修条件〉
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⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。以下の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。

〈生活支援学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

社会福祉の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵

社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
スポーツ社会学⑵
発育・発達・加齢論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵

健康スポーツ産業論⑵ 医学一般⑵
リハビリテーション論⑵

６．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①単位数の指定は特にありません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

７．その他の科目
⑴他学科の科目で、「５．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」で、自分の所属する学科
の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒業単位として計算す
ることはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目として履修登録することがで
きます。
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⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。以下の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。

〈生活支援学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

社会福祉の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵

社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
スポーツ社会学⑵
発育・発達・加齢論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵

健康スポーツ産業論⑵ 医学一般⑵
リハビリテーション論⑵

６．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①単位数の指定は特にありません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

７．その他の科目
⑴他学科の科目で、「５．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」で、自分の所属する学科
の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒業単位として計算す
ることはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目として履修登録することがで
きます。

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵

運動生理学Ⅱ⑵
運動生理学Ⅰ⑵
スポーツ社会学⑵
発育・発達・加齢論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
生涯スポーツ論⑵

健康スポーツ産業論⑵ 医学一般⑵
リハビリテーション論⑵

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ200～20�を参照）で、
自分の所属する学科の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒
業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目として履
修登録することができます。
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８．履修モデル及び就職先

卒業後の進路・資格

４年次

２年次

１年次

３年次／４年次の選択科目

３年次／４年次の選択科目

総合デザインⅠ／Ⅱ

■環境デザインコース ■生活支援デザインコース ■プロダクトデザインコース

１・２級建築士
建築家　まちづくりコンサルタント
インテリアデザイナー
設計事務所　住宅メーカー
建設会社
研究　教育　行政　など

環境デザイン演習ⅡＡ／Ｂ
卒業制作・研究

環境デザイン演習ⅠＡ／Ｂ
構造力学

建築空間構成論　構法計画
建築設計論　構法計画演習
設備計画　材料力学
医療福祉建築計画
ランドスケープデザイン

まちづくり計画　情報メディアデザイン　認知科学　ユニバーサルデザイン特別講義
福祉住環境コーディネート論　ヒューマンインターフェース　安全工学　表現演習

都市の計画・デザイン　建築歴史意匠Ｂ　生活空間計画　建築・都市法規　住居計画　
CAD演習Ⅱ　産業とプロダクトデザイン　コンピュータ・グラフィックス　住民参加　
マーケティング　コミュニケーション技術論　道具の歴史

人間環境デザイン学概論　デザイン基礎Ⅰ／Ⅱ　ユニバーサルデザイン概論
情報リテラシーⅠ／Ⅱ　ライフデザイン学入門　生涯発達論

建築歴史意匠Ａ　プロダクトデザイン基礎　CAD演習Ⅰ　ユニバーサルデザイン各論
人間工学　調査・分析法　生活支援デザイン概論

情報支援デザイン
生活支援ロボット工学
生活支援機器デザイン各論
リハビリテーション工学

情報デザインⅠ／Ⅱ
プロダクトデザインⅠ／Ⅱ
グラフィックデザイン論

生活支援デザイン演習ⅡＡ／Ｂ
卒業制作・研究

生活支援デザイン演習ⅠＡ／Ｂ

プロダクトデザイン演習ⅡＡ／Ｂ
卒業制作・研究

プロダクトデザイン演習ⅠＡ／Ｂ

福祉用具デザイナー
福祉住環境コーディネーター
医療機器デザイナー
メーカー（医療・福祉・住宅機器など）
研究　教育　行政
２級建築士　など

プロダクトデザイナー
ヒューマンインターフェースデザイナー
／Web デザイナー　デザイン事務所
メーカー（家電・家具・自動車・
玩具・医療機器・精密機器など）
教育　行政　２級建築士など

環境デザイン演習ⅡＡ／ⅡＢ
卒業制作・研究　　　　　　

生活支援デザイン演習ⅡＡ／ⅡＢ
卒業制作・研究　　　　　　　　

プロダクトデザイン演習ⅡＡ／ⅡＢ
卒業制作・研究　　　　　　　　　

環境デザイン演習ⅠＡ／ⅠＢ
構造力学　　　　　　　　　 生活支援デザイン演習ⅠＡ／ⅠＢ プロダクトデザイン演習ⅠＡ／ⅠＢ
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１．生活支援学科　生活支援学専攻　教育課程表（2011年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

合
計

（124）

一
般
教
養
的
科
目
⒃

人
間
探
究
分
野
⑿

読解と表現
国語表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵
児童文学⑵

文章読解⑵
英米の文化とことば⑵
美術一般⑵

口頭表現法⑵
ドイツの文化とことば⑵
音楽一般⑵

レポート・論文のまとめ方⑵
フランスの文化とことば⑵

人間と生活の
理解

哲学⑵
文化論⑵
生活と住居⑵

文化人類学⑵
心理学⑵
ハウジング⑵

生命と倫理⑵
生活と環境⑵
生活と栄養⑵

人間と宗教⑵
人権と生活⑵

社会と自然の
理解

社会学⑵　
家族の社会学⑵
数学⑵

ジェンダー論⑵　
生活と家族⑵
物理⑵

世代論⑵
日本国憲法⑵

生死の社会学⑵
法学⑵

経営と管理の
知識

経済学⑵
まちづくり⑵

経営学⑵
地域研究法⑵

基礎会計学⑵
危機管理と救急法⑵

学校と地域（学校安全を含む）⑵

総合
総合Ⅰ⑵
総合ⅣＡ⑵
全学総合ⅠＡ⑵

総合Ⅱ⑵
総合ⅣＢ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅲ⑵
井上円了と東洋大学Ａ⑵
全学総合ⅡＡ⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

文化間コ
ミュニケ
ーション

分野

必修科目
⑷

専門基礎英語Ⅰ⑴
専門基礎英語Ⅱ⑴

専門応用英語Ⅰ⑴
専門応用英語Ⅱ⑴

選択科目
英語Ⅰ⑴　
英語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＡ⑴

中国語Ⅰ⑴　
中国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＢ⑴

韓国語Ⅰ⑴　
韓国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅡＡ⑴ TOEIC ⅡＢ⑴

スポーツ健康分野 スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷　Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学入門⑵
生涯発達論⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目の中で選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
�

生活支援学演習ⅠＡ⑵
生活支援学演習ⅠＢ⑵
社会福祉の基礎⑵
専門職論⑵
実習の基礎⑵

生活支援学演習ⅡＡ⑵
生活支援学演習ⅡＢ⑵

生活支援学演習ⅢＡ⑵
生活支援学演習ⅢＢ⑵

生活支援学演習ⅣＡ⑵
生活支援学演習ⅣＢ⑵

選
択
科
目
�

共
通
科
目

社会調査の基礎⑵
研究の基礎⑵

卒業論文⑷

社会福祉学原論Ⅰ⑵
社会福祉学原論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵
医学一般⑵
社会福祉発達史⑵

社会福祉援助技術論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅰ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅱ⑵
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ⑴
介護福祉援助技術の基礎⑵
福祉レクリエーション⑵

社会福祉援助技術論Ⅳ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅳ⑵
社会福祉援助技術現場実習⑷
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ⑴
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ⑴

社会福祉援助技術演習Ⅴ⑵
生活支援学専門実習Ａ⑵
生活支援学専門実習Ｂ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵
福祉サービス運営論⑵
権利擁護論⑵
低所得者福祉論⑵
更生保護論⑵

地域福祉論Ⅰ⑵
地域福祉論Ⅱ⑵
社会福祉運営論⑵
就労支援論⑵
社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

精神保健Ⅰ⑵
精神保健Ⅱ⑵

精神医学Ⅰ⑵
精神医学Ⅱ⑵
精神保健福祉論Ⅰ⑵
精神保健福祉論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅰ⑴

精神保健福祉援助技術実習⑷
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅱ⑴
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅲ⑴
精神科リハビリテーション学Ⅰ⑵
精神科リハビリテーション学Ⅱ⑵

精神保健福祉専門実習Ａ⑵
精神保健福祉専門実習Ｂ⑵

医療福祉総論⑵ 医療ソーシャルワーク論⑵
医療福祉演習Ⅰ⑵
医療福祉演習Ⅱ⑵

医療福祉専門実習Ａ⑵
医療福祉専門実習Ｂ⑵

生活支援学特別講義Ａ⑵ 生活支援学特別講義Ｂ⑵
子どもの権利論⑵ 子どもと文学⑵ 児童福祉論Ⅱ⑵

介
護
福
祉
士
コ
ー
ス
科
目

介護福祉援助概論Ⅰ⑵
介護福祉援助概論Ⅱ⑵

介護福祉援助概論Ⅲ⑵ 介護福祉援助概論Ⅳ⑵
介護福祉援助概論Ⅴ⑵

介護福祉援助概論Ⅵ⑵

生活支援技術Ⅰ⑴
生活支援技術Ⅱ⑴

生活支援技術Ⅲ⑴
生活支援技術Ⅳ⑴
生活支援技術Ⅴ⑴
生活支援技術Ⅵ⑴
介護コミュニケーション技術Ⅰ⑵
介護コミュニケーション技術Ⅱ⑵

生活支援技術Ⅶ⑴
生活支援技術Ⅷ⑴

生活支援技術Ⅸ⑴
生活支援技術Ⅹ⑴

介護過程Ⅰ⑴ 介護過程Ⅱ⑴ 介護過程Ⅲ⑴ 介護過程Ⅳ⑴
介護総合演習Ⅰ⑴ 介護総合演習Ⅱ⑴

介護総合演習Ⅲ⑴
介護総合演習Ⅳ⑴

介護福祉実習Ⅰ⑵ 介護福祉実習Ⅱ⑶ 介護福祉実習Ⅲ⑶ 介護福祉実習Ⅳ⑵
発達と老化の理解⑵
障害の理解⑵

認知症の理解Ⅰ⑵
認知症の理解Ⅱ⑵

こころとからだのしくみⅠ⑵
こころとからだのしくみⅡ⑵

こころとからだのしくみⅢ⑵

生
活
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２．卒業要件
４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

一
般
教
養
的
科
目

人間探究分野

読解と表現

12
人間と生活の理解
社会と自然の理解
経営と管理の知識

総合
文化間コミュニケーション分野 4

スポーツ健康分野
留学支援科目
小計 16

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目 必修科目 22
選択科目 46

小計 76
中計 92

上記をすべて含んで、124単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
⑴必修科目
①22単位すべてを修得しなければなりません。
②生活支援学演習は、１年次は入学時に分野を問わずクラス分けがされています。２年次以降につ
いては別途説明会を行う予定です。

⑵選択科目
①46単位以上を修得しなければなりません。
②科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡ
を、Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、
やむを得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の
履修が可能かどうか確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載され
ている科目についてはこの限りではありません。
③卒業論文は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。
④「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術実習」はそれぞれ履修するための条
件があります。Ｐ124・125・128・130「Ⅲ．諸資格について」を参照してください。
⑤介護福祉士コース科目は、介護福祉士コースに所属する学生のみ履修することができます。

⑶介護福祉士コースの履修単位
「介護福祉士コース」の学生は、コース確定後履修登録の上限を通常の24単位に加えて、４単位を
余分に履修することができます。

⑷生活支援学科生活支援学専攻　学外実習スケジュール
Ｐ56を確認してください。

　⑵選択科目
　　①�6単位以上を修得しなければなりません。
　　②科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡ

を、Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、･
やむを得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の
履修が可能かどうか確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載され
ている科目についてはこの限りではありません。

　　③卒業論文は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。
　　④「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術実習」はそれぞれ履修するための条

件があります。Ｐ�27～「Ⅲ．諸資格について」を参照してください。
　　⑤介護福祉士コース科目は、介護福祉士コースに所属する学生のみ履修することができます。

　⑶介護福祉士コースの履修単位
　　「介護福祉士コース」の学生は、コース確定後履修登録の上限を通常の2�単位に加えて、４単位を
余分に履修することができます。

　⑷生活支援学科生活支援学専攻　学外実習スケジュール
　　Ｐ86を確認してください。
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４．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目
①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され
たクラスの授業を履修してください。

⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。
ただし演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に人数調整をする場合
があります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴
健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
免疫と薬理⑵

スポーツ救急法演習⑵
運動傷害と予防⑵
エアロビクス実習Ｂ⑴

フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵

スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵

エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴
健康管理学⑵

スポーツマネージメント⑵
舞踏の文化論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働安全衛生法Ⅰ⑵

労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年
健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴
健康科学概論⑵

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴
健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
免疫と薬理⑵

スポーツ救急法演習⑵
運動傷害と予防⑵
エアロビクス実習Ｂ⑴

フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵

スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵

エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴
健康管理学⑵

スポーツマネージメント⑵
舞踏の文化論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働安全衛生法Ⅰ⑵

労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵
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〈人間環境デザイン学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

人間工学⑵ コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
道具の歴史⑵

福祉住環境コーディネート論⑵
情報メディアデザイン⑵
安全工学⑵　医療福祉建築計画⑵
リハビリテーション工学⑵　情報デザインⅠ⑵

５．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①単位数の指定は特にありません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
科目の後ろに記載されているⅠ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ182・183を参照）で、
自分の所属する学科・専攻の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得して
も、卒業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目と
して履修登録することができます。

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ�88・�89を参照）で、
自分の所属する学科・専攻の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得して
も、卒業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目と
して履修登録することができます。

生
活
支
援

－8�－



- 55 -

生
活
支
援

７．履修モデル及び就職先

社会福祉の学習 医療福祉の学習 精神保健福祉の学習 介護福祉の学習

国家・地方公務員
大学院・研究所

卒業論文
生活支援学演習Ⅳ
（ゼミナール）

生活支援学演習Ⅲ
（ゼミナール）

生活支援学演習Ⅱ
（ゼミナール）
社会調査の基礎
研究の基礎
専門応用英語

生活支援学演習Ⅰ
（ゼミナール）
ライフデザイン学入門
生涯発達論
専門基礎英語
情報リテラシー

社会福祉施設
医療機関
社会福祉協議会
精神保健福祉関係施設

社会福祉、医療福祉、
介護福祉関連の
民間企業

卒業後

の進路

４　

年　

次

３　

年　

次

２　

年　

次

１　

年　

次

高齢者福祉論、障害者福祉論

社会福祉の基礎、社会福祉学原論
専門職論、実習の基礎、社会福祉援助技術論

医学一般

社会福祉援助技術演習
生活支援学専門実習

社会福祉援助技術演習
医療福祉専門実習

精神保健福祉専門実習 介護福祉援助概論
生活支援技術
介護過程
介護福祉実習

介護福祉援助概論
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護福祉実習
社会保障論
発達と老化の理解

介護福祉援助概論
介護コミュニケーション技術
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護福祉実習
認知症の理解
障害の理解

精神科リハビリテーション学
精神保健福祉援助技術実習
精神保健福祉援助技術実習指導
社会福祉運営論
社会保障論
地域福祉論

精神医学
精神保健福祉論
精神保健福祉援助技術各論
精神保健福祉援助技術演習
精神保健福祉援助技術実習指導
低所得者福祉論
権利擁護論

医療ソーシャルワーク論
医療福祉演習
社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習
社会福祉援助技術現場実習指導
社会福祉運営論
就労支援論
社会保障論
地域福祉論

医療福祉総論
社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習指導
更生保護論
低所得者福祉論
権利擁護論
福祉サービス運営論
介護福祉援助技術の基礎
福祉レクリエーション

社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習
社会福祉援助技術現場実習指導
社会福祉運営論
就労支援論
社会保障論
地域福祉論

社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習指導
更生保護論
低所得者福祉論
権利擁護論
福祉サービス運営論
介護福祉援助技術の基礎
福祉レクリエーション

介護福祉援助概論
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護福祉実習
こころとからだのしくみ

精神保健児童福祉論
社会福祉発達史

児童福祉論
社会福祉発達史
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８
．
生
活
支
援
学
科
生
活
支
援
学
専
攻
　
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
20
11
年
度
入
学
生
用
）

各
資
格
に
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
学
外
実
習
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
以
下
に
資
格
別
の
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
記
載
し
て
お
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
に
は
、
必
要
な
手
続
き
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
参
加
条
件
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
履
修
要
覧
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
、
掲
示
等
を
よ
く
確
認
し
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
関
連
法
令
改
正
等
の
理
由
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

備
考

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
援
助
技
術

現
場
実
習

６
～
11
月
の
う
ち
計
24
日
間

精
神
保
健
福
祉
士

精
神
保
健
福
祉
援
助

技
術
実
習
（
※
１
）

６
～
11
月
の
う
ち
計
24
日
間

介
護
福
祉
士

介
護
福
祉

実
習
Ⅰ

11
月

の
う
ち
計
12
日

介
護
福
祉

実
習
Ⅱ

11
月

連
続
18
日
間

介
護
福
祉

実
習
Ⅲ

５
月

連
続
18
日
間

介
護
福
祉

実
習
Ⅳ

５
月

連
続
12
日
間

高
等
学
校
教
諭

（
福
祉
）

教
育
実
習
Ⅱ

５
～
７
月

２
週
間

（
※
１
）　
社
会
福
祉
士
と
精
神
保
健
福
祉
士
の
両
方
の
取
得
を
希
望
す
る
学
生
は
、
精
神
保
健
福
祉
援
助
技
術
実
習
を
４
年
次
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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１．生活支援学科　子ども支援学専攻　教育課程表（2011年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

合
計

（124）

一
般
教
養
的
科
目
⒃

人
間
探
究
分
野
⑿

読解と表現
国語表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵
児童文学⑵

文章読解⑵
英米の文化とことば⑵
美術一般⑵

口頭表現法⑵
ドイツの文化とことば⑵
音楽一般⑵

レポート・論文のまとめ方⑵
フランスの文化とことば⑵

人間と生活の
理解

哲学⑵
文化論⑵
生活と住居⑵

文化人類学⑵
心理学⑵
ハウジング⑵

生命と倫理⑵
生活と環境⑵
生活と栄養⑵

人間と宗教⑵
人権と生活⑵

社会と自然の
理解

社会学⑵　
家族の社会学⑵
数学⑵

ジェンダー論⑵　
生活と家族⑵
物理⑵

世代論⑵
日本国憲法⑵

生死の社会学⑵
法学⑵

経営と管理の
知識

経済学⑵
まちづくり⑵

経営学⑵
地域研究法⑵

基礎会計学⑵
危機管理と救急法⑵

学校と地域（学校安全を含む）⑵

総合
総合Ⅰ⑵
総合ⅣＡ⑵
全学総合ⅠＡ⑵

総合Ⅱ⑵
総合ⅣＢ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅲ⑵
井上円了と東洋大学Ａ⑵
全学総合ⅡＡ⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

文化間コ
ミュニケ
ーション

分野

必修科目
⑷

専門基礎英語Ⅰ⑴
専門基礎英語Ⅱ⑴

専門応用英語Ⅰ⑴
専門応用英語Ⅱ⑴

選択科目
英語Ⅰ⑴　
英語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＡ⑴

中国語Ⅰ⑴　
中国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＢ⑴

韓国語Ⅰ⑴　
韓国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅡＡ⑴ TOEIC ⅡＢ⑴

スポーツ健康分野 スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷　Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学入門⑵
生涯発達論⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目の中で選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
⒅

子ども支援学演習ⅠＡ⑵
子ども支援学演習ⅠＢ⑵
社会福祉の基礎⑵
実習の基礎⑵

子ども支援学演習Ⅱ⑵ 子ども支援学演習ⅢＡ⑵
子ども支援学演習ⅢＢ⑵

子ども支援学演習Ⅳ⑵
保育実践演習⑵

選択科目
�

卒業論文⑷
保育原理Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵
社会福祉学原論Ⅰ⑵
教職概論⑵

社会福祉援助技術演習Ⅰ⑵
子どもの保健Ⅰ⑵
子どもの保健Ⅱ⑵
子どもの保健Ⅲ⑴
子どもの食と栄養（実習含む）⑵
社会的養護内容⑴
乳児保育Ⅰ⑴
乳児保育Ⅱ⑴
保育実習ⅠＡ（施設）⑵
保育実習指導ⅠＡ（施設）⑴

障害児保育Ⅰ⑴
障害児保育Ⅱ⑴
保育実習ⅠＢ（保育所）⑵
保育実習指導ⅠＢ（保育所）⑴
幼児理解と保育カウンセリング⑵

保育原理Ⅱ⑵
乳児の生活とあそび⑵
保育相談支援⑴
保育実習Ⅱ（保育所）⑵
保育実習Ⅲ（施設）⑵
保育実習指導Ⅱ（保育所）⑴
保育実習指導Ⅲ（施設）⑴

社会的養護⑵ 家庭支援論⑵
幼児教育論Ⅰ⑵
幼児教育論Ⅱ⑵

幼児教育方法（情報機器の活用を含む）⑵ 教育実習Ⅲ（事前・事後指導を含む）⑸
教職実践演習（幼稚園）⑵

教育法規⑵
幼児教育基礎論Ⅰ⑵
幼児教育基礎論Ⅱ⑵
保育表現技術（造形）⑴
保育表現技術Ⅰ（音楽）⑴
保育表現技術Ⅰ（体育）⑴

発達心理学⑵
教育心理学⑴
保育表現技術（言語）⑴
保育表現技術Ⅱ（音楽）⑴
保育表現技術Ⅱ（体育）⑴
保育内容演習（ことば）⑴
保育内容演習（環境）⑴
保育内容演習（健康）⑴
保育内容演習（人間関係）⑴

保育指導法⑵
保育教育課程論⑵

保育内容総論⑴
保育内容演習（音楽表現）⑴
保育内容演習（造形表現）⑴
保育内容演習（身体表現）⑴

音楽あそびの実践⑵
体育あそびの実践⑵
造形あそびの実践⑵

社会福祉学原論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
医学一般⑵
社会福祉発達史⑵
専門職論⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅱ⑵
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ⑴
介護福祉援助技術の基礎⑵
福祉レクリエーション⑵
医療福祉総論⑵

社会福祉援助技術論Ⅳ⑵

社会福祉援助技術演習Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅳ⑵
社会福祉援助技術現場実習⑷
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ⑴
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ⑴

社会福祉援助技術演習Ⅴ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵
福祉サービス運営論⑵
権利擁護論⑵
低所得者福祉論⑵
更生保護論⑵

地域福祉論Ⅰ⑵
地域福祉論Ⅱ⑵
社会福祉運営論⑵
就労支援論⑵
社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

子どもの権利論⑵ 児童福祉論Ⅱ⑵
子育て支援実践⑵ 子どもと文学⑵
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２．卒業要件
４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

一
般
教
養
的
科
目

人間探究分野

読解と表現

12
人間と生活の理解
社会と自然の理解
経営と管理の知識

総合
文化間コミュニケーション分野 4

スポーツ健康分野
留学支援科目
小計 16

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目 必修科目 18
選択科目 46

小計 72
中計 88

上記をすべて含んで、124単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
⑴必修科目
①18単位すべてを修得しなければなりません。
②子ども支援学演習は、１年次は入学時に分野を問わずクラス分けがされています。２年次以降に
ついては別途説明会を行う予定です。

⑵選択科目
①46単位以上を修得しなければなりません。
②科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡ
を、Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、
やむを得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の
履修が可能かどうか確認してから履修登録してください。
③卒業論文は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。
④「保育実習ⅠA（施設）」「保育実習ⅠB（保育所）」「保育実習Ⅱ（保育所）」「保育実習Ⅲ（施設）」
はそれぞれ履修するための条件があります。Ｐ136～139「Ⅲ．諸資格について」を参照してくだ
さい。

⑶生活支援学科子ども支援学専攻　学外実習スケジュール
Ｐ61を確認してください。

　　④「社会福祉援助技術現場実習」および「保育実習ⅠA（施設）」「保育実習ⅠB（保育所）」「保育
実習Ⅱ（保育所）」「保育実習Ⅲ（施設）」はそれぞれ履修するための条件があります。Ｐ�27～「Ⅲ．
諸資格について」を参照してください。

　⑶生活支援学科子ども支援学専攻　学外実習スケジュール
　　Ｐ9�を確認してください。
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４．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目
①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され
たクラスの授業を履修してください。

⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。
ただし演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に人数調整をする場合
があります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴
健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
免疫と薬理⑵

スポーツ救急法演習⑵
運動傷害と予防⑵
エアロビクス実習Ｂ⑴

フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵

スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵

エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴
健康管理学⑵

スポーツマネージメント⑵
舞踏の文化論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働安全衛生法Ⅰ⑵

労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年
健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴
健康科学概論⑵

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴
健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
免疫と薬理⑵

スポーツ救急法演習⑵
運動傷害と予防⑵
エアロビクス実習Ｂ⑴

フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵

スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵

エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴
健康管理学⑵

スポーツマネージメント⑵
舞踏の文化論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働安全衛生法Ⅰ⑵

労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵
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〈人間環境デザイン学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

人間工学⑵
道具の歴史⑵

コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
道具の歴史⑵

福祉住環境コーディネート論⑵
情報メディアデザイン⑵
安全工学⑵　医療福祉建築計画⑵
リハビリテーション工学⑵　情報デザインⅠ⑵

５．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①単位数の指定は特にありません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。
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７
．
生
活
支
援
学
科
子
ど
も
支
援
学
専
攻
　
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
20
11
年
度
入
学
生
用
）

各
資
格
に
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
学
外
実
習
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
以
下
に
資
格
別
の
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
記
載
し
て
お
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
に
は
、
必
要
な
手
続
き
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
参
加
条
件
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
履
修
要
覧
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
、
掲
示
等
を
よ
く
確
認
し
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
関
連
法
令
改
正
等
の
理
由
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

備
考

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
援
助
技
術

現
場
実
習

６
～
11
月
の
う
ち
計
24
日
間

保
育
士

保
育
実
習
Ⅰ
Ａ

（
施
設
）

２
・
３
月

12
日
間

保
育
実
習
Ⅰ
Ｂ

（
保
育
所
）

８
・
９
月

12
日
間

保育
実習

Ⅱ（
保育

所）
保
育
実
習
Ⅲ（
施
設
）

８
・
９
月

12
日
間

保
育
実
習
Ⅱ
（
保
育

所
）
及
び
保
育
実
習

Ⅲ
（
施
設
）
は
ど
ち

ら
か
を
選
択

幼
稚
園
教
諭

教
育
実
習
Ⅲ

５
～
７
月

４
週
間

保
育
所
見
学

（
保
育
所
）

８・
９
月（
１
日
）

子
ど
も
支
援
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１．健康スポーツ学科　教育課程表（2011年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

合
計

（124）

一
般
教
養
的
科
目
⒅

人
間
探
究
分
野
⑿

読解と表現
国語表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵
児童文学⑵

文章読解⑵
英米の文化とことば⑵
美術一般⑵

口頭表現法⑵
ドイツの文化とことば⑵
音楽一般⑵

レポート・論文のまとめ方⑵
フランスの文化とことば⑵

人間と生活の
理解

哲学⑵
文化論⑵
生活と住居⑵

文化人類学⑵
心理学⑵
ハウジング⑵

生命と倫理⑵
生活と環境⑵
生活と栄養⑵

人間と宗教⑵
人権と生活⑵

社会と自然の
理解

社会学⑵　
家族の社会学⑵
数学⑵

ジェンダー論⑵　
生活と家族⑵
物理⑵

世代論⑵
日本国憲法⑵

生死の社会学⑵
法学⑵

経営と管理の
知識

経済学⑵
まちづくり⑵

経営学⑵
地域研究法⑵

基礎会計学⑵
危機管理と救急法⑵

学校と地域（学校安全を含む）⑵

総合
総合Ⅰ⑵
総合ⅣＡ⑵
全学総合ⅠＡ⑵

総合Ⅱ⑵
総合ⅣＢ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅲ⑵
井上円了と東洋大学Ａ⑵
全学総合ⅡＡ⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

文化間コミ
ュニケーシ
ョン分野

必修科目
⑷

専門基礎英語Ⅰ⑴
専門基礎英語Ⅱ⑴

専門応用英語Ⅰ⑴
専門応用英語Ⅱ⑴

選択科目
英語Ⅰ⑴　
英語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＡ⑴

中国語Ⅰ⑴　
中国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＢ⑴

韓国語Ⅰ⑴　
韓国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅡＡ⑴ TOEIC ⅡＢ⑴

スポーツ健康分野
⑵

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷　Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学入門⑵
生涯発達論⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科解放科目の中から選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
�

健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
健康科学概論⑵
解剖学Ⅰ⑵　解剖学Ⅱ⑵
生理・生化学Ⅰ⑵
生理・生化学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴
健康社会と福祉⑵

健康スポーツ学演習ⅠＡ⑵
健康スポーツ学演習ⅠＢ⑵

健康スポーツ学演習ⅡＡ⑵
健康スポーツ学演習ⅡＢ⑵

選択必修科目
⑸

健康心理学⑵
健康教育学⑵
健康社会学⑵　

１科目選択必修
解剖学実習⑴
生理生化学実習⑴
運動生理学実習⑴ ２科目
公衆衛生学実習⑴ 選択必修
フィールドワーク実習⑴　

水泳実習⑴　ゴルフ実習⑴　ダンス実習⑴　
スノースポーツ実習⑴　体力づくり運動実習⑴　野外活動実習⑴　 １科目選択必修

選択科目
�

コ
ー
ス
別
履
修
科
目

トレーニング科学コース

機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴

コミュニティスポーツコース

スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵

健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵

子ども健康科学コース

発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴

発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴

ユニバーサルスポーツコース

発育・発達・加齢論⑵
障害者福祉論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

社会保障論Ⅰ⑵
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

共
通
科
目

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
スポーツ救急法演習⑵
医学一般⑵
ボランティア実習⑴
フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵
スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

免疫と薬理⑵
運動傷害と予防⑵

エアロビクス実習Ｂ⑴

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵
エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴

健康管理学⑵
舞踏の文化論⑵

スポーツマネージメント⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働基準法⑵
インターンシップ実習⑴

労働安全衛生法Ⅰ⑵
労働安全衛生法Ⅱ⑵
健康産業施設等現場実習⑴
卒業論文⑷

教職科目

運動学（運動方法学を含む）⑵
看護学Ⅰ⑵
看護学Ⅱ⑵
看護学Ⅲ⑵
養護概説⑵

スポーツ実習・指導法（サッカー）⑴
スポーツ実習・指導法（バレーボール）⑴
スポーツ実習・指導法（テニス）⑴
スポーツ実習・指導法（バドミントン）⑴
スポーツ実習・指導法（剣道）⑴

スポーツ実習・指導法（陸上）⑴
スポーツ実習・指導法（器械運動）⑴
看護学実習⑵

生理生化学Ⅰ⑵
生理生化学Ⅱ⑵
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２．卒業要件
４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

一
般
教
養
的
科
目

人間探究分野

読解と表現

12
人間と生活の理解
社会と自然の理解
経営と管理の知識

総合
文化間コミュニケーション分野 4

スポーツ健康分野 2
留学支援科目
小計 18

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目

必修科目 36
選択必修科目 5
選択科目 30
小計 74

小計 90
中計 108

上記をすべて含んで、124単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
⑴必修科目
①36単位すべてを修得しなければなりません。
②「エアロビクス実習Ａ」「レクリエーション実習」「健康スポーツ学演習」のクラス分けについて
は、別途ガイダンスにて周知します。

⑵選択必修科目
①１年次に「健康心理学」「健康教育学」「健康社会学」の３科目のうち、１科目を選択し、履修・
修得しなければなりません。
②２年次に「解剖学実習」「生理生化学実習」「運動生理学実習」「公衆衛生学実習」「フィールドワ
ーク実習」の５科目のうち、２科目を選択し、履修・修得しなければなりません。科目の選択方
法は、別途ガイダンスにて周知します。
③１～３年次に「水泳実習」「ゴルフ実習」「ダンス実習」「スノースポーツ実習」「体力づくり運動
実習」「野外活動実習」の６科目のうち、１科目を選択し、履修・修得しなければなりません。
なお履修科目により、別途に費用が発生します。

⑶選択科目
①２年次からのコースについては、別途ガイダンスにて説明します。
②「看護学実習」を履修するためには、「看護学Ⅰ」「看護学Ⅱ」「看護学Ⅲ」を事前に修得してい
る必要があります。
③「健康産業施設等現場実習」については、健康運動実践指導者又は健康運動指導士の資格の取得
を希望する学生を対象としていますので、それ以外の学生は履修を制限する場合があります。
④「卒業論文」は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。

※演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があ

　⑶選択科目
　　①�0単位以上修得しなければなりません。
　　②２年次からのコースについては、別途ガイダンスにて説明します。
　　③「健康産業施設等現場実習」については、健康運動指導士の資格の取得を希望する学生を対象と

していますので、それ以外の学生は履修を制限する場合があります。
　　④「卒業論文」は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。

　※演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があ
ります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。
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ります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。
※科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡを、
Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、やむを
得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の履修が可
能かどうかを確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載されている科
目についてはこの限りではありません。

４．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目
①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され
たクラスの授業を履修してください。

⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。
ただし「社会福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」「社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ」「精神保健福祉援助技術実
習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「精神保健福祉援助技術実習」については、社会福祉士及び精神保健福祉士の
受験資格を得るためのガイダンスにすべて出席し、その後の登録・手続等をすべて不備なく行って
いることが条件になります。

〈生活支援学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

社会福祉の基礎⑵
専門職論⑵
社会福祉学原論Ⅰ⑵
社会福祉学原論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵
精神保健Ⅰ⑵
精神保健Ⅱ⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅰ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅱ⑵
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ⑴
介護福祉援助技術の基礎⑵
医療福祉総論⑵
精神医学Ⅰ⑵
精神医学Ⅱ⑵
精神保健福祉論Ⅰ⑵
精神保健福祉論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅰ⑴

社会福祉援助技術論Ⅳ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅳ⑵
社会福祉援助技術現場実習⑷
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ⑴
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ⑴
精神保健福祉援助技術実習⑷
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅱ⑴
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅲ⑴
精神科リハビリテーション学Ⅰ⑵
精神科リハビリテーション学Ⅱ⑵
医療ソーシャルワーク論⑵

社会福祉援助技術演習Ⅴ⑵

高齢者福祉論⑵
福祉サービス運営論⑵
権利擁護論⑵
低所得者福祉論⑵
更生保護論⑵

地域福祉論Ⅰ⑵
地域福祉論Ⅱ⑵
社会福祉運営論⑵
就労支援論⑵
社会保障論Ⅱ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵

　※科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡを、
Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、やむを
得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の履修が可
能かどうかを確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載されている科
目についてはこの限りではありません。

４．学部共通科目の履修方法
　⑴必修科目
　　①８単位すべてを修得しなければなりません。
　　②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され

たクラスの授業を履修してください。

　⑵選択科目
　　単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。

　　ただし「社会福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」「社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ」「精神保健福祉援助技術実
習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「精神保健福祉援助技術実習」については、社会福祉士及び精神保健福祉士の
受験資格を得るためのガイダンスにすべて出席し、その後の登録・手続等をすべて不備なく行って
いることが条件になります。
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〈人間環境デザイン学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

人間工学⑵ コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
道具の歴史⑵

福祉住環境コーディネート論⑵
情報メディアデザイン⑵
安全工学⑵　医療福祉建築計画⑵
リハビリテーション工学⑵　情報デザインⅠ⑵

５．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①２単位を修得しなければなりません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
またスポーツ健康科学実技は、できる限り、Ａ・Ｂ各１単位以上を履修してください。
科目の後ろに記載されているⅠ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」で、自分の所属する学科
の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒業単位として計算す
ることはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目として履修登録することがで
きます。

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ�90～�99を参照）で、
自分の所属する学科の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒
業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目として履
修登録することができます。
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７．履修モデル及び就職先

１
年
次

健康スポーツ学概論Ⅰ・Ⅱ 解剖学Ⅰ・Ⅱ
健康科学概論 公衆衛生学Ⅰ
生理・生化学Ⅰ・Ⅱ 健康教育学
エアロビクス実習Ａ 健康心理学
健康社会学 

学部共通科目（必修科目）

選択科目（共通科目）

４
年
次 選択科目（共通科目）

健康スポーツ学演習ⅡＡ・ⅡＢ

３
年
次

健康スポーツ学演習ⅠＡ・ⅠＢ

選択科目（共通科目）

応用解剖学
スポーツと栄養
運動処方（含運動負荷試験）
スポーツ心理学
トレーニングプログラミング演習Ⅱ

発達病態生理学
いのちの教育
子どもレクリエーション実習
音楽リズム指導法演習

社会保障論Ⅰ
高齢者・障害者と家族
高齢者・障害者レクリエーション演習
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ

健康文化論Ａ・Ｂ
健康政策と行政
地域スポーツクラブ論
スポーツ政策論
身体文化論

２
年
次

運動生理学Ⅰ・Ⅱ 生涯スポーツ論
コーチング概論 健康社会と福祉
レクリエーション実習 

選択科目（共通科目）

スポーツ関連業務、国家・地方公務員、スポーツ関連業務、健康管理関連業務
就
職
先

トレーニング科学コース

機能解剖学Ⅰ・Ⅱ
スポーツ医学
トレーニング実習
トレーニングプログラミング演習Ⅰ
バイオメカニクス演習

発育・発達・加齢論
子ども健康スポーツ論
レクリエーション論
小児保健（含学校保健）
運動あそび指導法演習

発育・発達・加齢論
障害者福祉論
高齢者健康スポーツ論
障害者スポーツ論
レクリエーション論
高齢者健康スポーツ指導法演習
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ

スポーツ社会学
スポーツ人類学
スポーツ史Ⅰ・Ⅱ
アジアのスポーツ文化
ヨーロッパのスポーツ文化

コミュニティスポーツコース 子ども健康科学コース ユニバーサルスポーツコース

スポーツ関連業務、国家・地方公務員、健康管理関連業務

健康スポーツ学概論Ⅰ・Ⅱ	 解剖学Ⅰ・Ⅱ
健康科学概論	 公衆衛生学Ⅰ
生理生化学Ⅰ・Ⅱ	 健康教育学
エアロビクス実習Ａ	 健康心理学
健康社会学	

健康スポーツ学概論Ⅰ／Ⅱ	 解剖学Ⅰ／Ⅱ
健康科学概論	 公衆衛生学Ⅰ
生理生化学Ⅰ／Ⅱ	 健康教育学
エアロビクス実習Ａ	 健康心理学
健康社会学	

健康スポーツ学演習ⅡA／ⅡB

健康スポーツ学演習ⅠA／ⅠB

	 運動生理学Ⅰ／Ⅱ	 生涯スポーツ論
	 コーチング概論	 健康社会と福祉
	 レクリエーション実習

健康文化論A／B

機能解剖学Ⅰ／Ⅱ

スポーツ史Ⅰ／Ⅱ
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１．人間環境デザイン学科　教育課程表（2011年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

合
計
（124）

一
般
教
養
的
科
目
⒃

人
間
探
究
分
野
⑿

読解と表現
国語表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵
児童文学⑵

文章読解⑵
英米の文化とことば⑵
美術一般⑵

口頭表現法⑵
ドイツの文化とことば⑵
音楽一般⑵

レポート・論文のまとめ方⑵
フランスの文化とことば⑵

人間と生活の
理解

哲学⑵
文化論⑵
生活と住居⑵

文化人類学⑵
心理学⑵
ハウジング⑵

生命と倫理⑵
生活と環境⑵
生活と栄養⑵

人間と宗教⑵
人権と生活⑵

社会と自然の
理解

社会学⑵
家族の社会学⑵
数学⑵

ジェンダー論⑵
生活と家族⑵
物理⑵

世代論⑵
日本国憲法⑵

生死の社会学⑵
法学⑵

経営と管理の
知識

経済学⑵
まちづくり⑵

経営学⑵
地域研究法⑵

基礎会計学⑵
危機管理と救急法⑵

学校と地域（学校安全を含む）⑵

総合
総合Ⅰ⑵
総合ⅣＡ⑵
全学総合ⅠＡ⑵

総合Ⅱ⑵
総合ⅣＢ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅲ⑵
井上円了と東洋大学Ａ⑵
全学総合ⅡＡ⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

文化間コ
ミュニケ
ーション

分野

必修科目
⑷

専門基礎英語Ⅰ⑴
専門基礎英語Ⅱ⑴

専門応用英語Ⅰ⑴
専門応用英語Ⅱ⑴

選択科目
英語Ⅰ⑴
英語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＡ⑴

中国語Ⅰ⑴
中国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＢ⑴

韓国語Ⅰ⑴
韓国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅡＡ⑴ TOEIC ⅡＢ⑴

スポーツ健康分野 スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷　Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学入門⑵
生涯発達論⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目の中で選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
⒁

人間環境デザイン学概論⑵
ユニバーサルデザイン概論⑵
デザイン基礎Ⅰ⑵
デザイン基礎Ⅱ⑵

総合デザインⅠ⑶
総合デザインⅡ⑶

選択必修科目
⑵

卒業研究⑵
卒業制作⑵

（上記２科目のうち、１科目２単位修得）

選択科目
�

ユニバーサルデザイン各論⑵
人間工学⑵
調査・分析法⑵
CAD 演習Ⅰ⑵
建築歴史意匠Ａ⑵
プロダクトデザイン基礎⑵
発達と障害⑵
生活支援デザイン概論⑵
材料・素材一般⑵
建築生産⑵

コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
CAD 演習Ⅱ⑵
住民参加⑵
住居計画⑵
建築・都市法規⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
生活空間計画⑵
コンピュータ・グラフィックス⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
生活支援機器デザイン概論⑵
構造力学⑵
都市の計画・デザイン⑵
道具の歴史⑵
デザイン工学基礎⑵
デザイン工学応用⑵
環境計画⑵

学科共通科目
福祉住環境コーディネート論⑵
認知科学⑵
ヒューマンインターフェース⑵
ユニバーサルデザイン特別講義⑵
情報メディアデザイン⑵
インターンシップＡ⑵
インターンシップＢ⑵

表現演習⑵
ランドスケープデザイン⑵
まちづくり計画⑵
安全工学⑵

インターンシップＣ⑵

環境デザインコース系科目
建築空間構成論⑵
設備計画⑵
構法計画⑵
構法計画演習⑴

医療福祉建築計画⑵
建築設計論⑵
材料力学⑵

生活支援デザインコース系科目
生活支援機器デザイン各論⑵
生活支援ロボット工学⑵

リハビリテーション工学⑵
情報支援デザイン⑵

プロダクトデザインコース系科目
情報デザインⅠ⑵
情報デザインⅡ⑵
グラフィックデザイン論⑵

プロダクトデザインⅠ⑵
プロダクトデザインⅡ⑵

環境デザインコース⑺

必修科目
⑺

環境デザイン演習ⅠＡ⑶ 環境デザイン演習ⅡＡ⑵
環境デザイン演習ⅡＢ⑵

選択科目 環境デザイン演習ⅠＢ⑶

生活支援デザインコース⑺

必修科目
⑺

生活支援デザイン演習ⅠＡ⑶ 生活支援デザイン演習ⅡＡ⑵
生活支援デザイン演習ⅡＢ⑵

選択科目 生活支援デザイン演習ⅠＢ⑶

プロダクトデザインコース⑺
必修科目

⑺
プロダクトデザイン演習ⅠＡ⑶ プロダクトデザイン演習ⅡＡ⑵

プロダクトデザイン演習ⅡＢ⑵
選択科目 プロダクトデザイン演習ⅠＢ⑶

教職科目（卒業単位外） 職業指導Ⅰ⑵
職業指導Ⅱ⑵
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２．卒業要件
４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

一
般
教
養
的
科
目

人間探究分野

読解と表現

12
人間と生活の理解
社会と自然の理解
経営と管理の知識

総合
文化間コミュニケーション分野 4

スポーツ健康分野
留学支援科目
小計 16

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目
必修科目 14
選択必修科目 2
選択科目 53

小計 77
中計 93

上記をすべて含んで、124単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
⑴必修科目
14単位すべてを修得しなければなりません。

⑵選択必修科目・選択科目
①選択必修科目として、４年次８セメスタに「卒業研究」と「卒業制作」のどちらか２単位を履修
しなければなりません（両方を修得することはできません）。履修方法については、３年次に別
途掲示します。
②選択科目は53単位以上を修得しなければなりません。
③３・４年次の選択科目は、所属するコースの科目について７単位以上を修得しなければなりませ
ん。他コースの科目は、演習を除き、「学科専門科目」の「選択科目」として履修することがで
きます。
④４年次の選択必修科目・コース必修科目は、次頁の条件を満たしていないと、履修することがで
きません。従って条件を満たせなかった段階で、卒業も延期になりますので注意してください。
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対象科目 時期 条件

・「環境デザイン演習ⅡＡ」
・「生活支援デザイン演習ⅡＡ」
・「プロダクトデザイン演習ⅡＡ」

３年６セメスタ
終了時まで

下記１）と２）の両方の条件を満たすこと。
１） １・２年次の必修科目で「ライフデザ

イン学入門」「生涯発達論」「情報リテ
ラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」「人間
環境デザイン学概論」「ユニバーサル
デザイン概論」「デザイン基礎Ⅰ」「デ
ザイン基礎Ⅱ」「総合デザインⅠ」「総
合デザインⅡ」の10科目をすべて修得
していること。

２） 卒業要件の科目を100単位以上修得し
ていること。

・「環境デザイン演習ⅡＢ」

４年７セメスタ
終了時まで

「環境デザイン演習ⅡＡ」を修得している
こと。

・「生活支援デザイン演習ⅡＢ」 「生活支援デザイン演習ⅡＡ」を修得して
いること。

・「プロダクトデザイン演習ⅡＢ」 「プロダクトデザイン演習ⅡＡ」を修得し
ていること。

・「卒業研究」
・「卒業制作」

「環境デザイン演習ⅡＡ」「生活支援デザ
イン演習ⅡＡ」「プロダクトデザイン演習
ⅡＡ」のいずれかを修得していること。

４．３・４年次コース分けと各コースの特徴について
人間環境デザイン学科では、より高度な知識・技術の修得を目指した専門教育・職業人養成を行う
ために、３・４年次は「環境デザインコース」「生活支援デザインコース」「プロダクトデザインコ
ース」の３つのコースに分かれて教育を行います。コース分けは本人希望を原則としますが、各コ
ースの定数を超える場合は成績を加味してコース分けを行います。各コースの定数及びコース分け
のガイダンスについては２年次の秋学期を予定しています。
各コースの内容は下記のとおりです。

⑴環境デザインコース
誰もが安心して暮らせる住宅、持続性と魅力ある建築物、都市計画やまちづくりなどのハードとソ
フトの計画とデザインを学びます。

⑵生活支援デザインコース
利用者個々のニーズに適合する福祉用具、移動・介護支援機器などのデザインや道具と環境の効果
的適合方法、福祉施設環境の計画・デザイン、及び視覚、聴覚情報支援システムなどを学びます。

⑶プロダクトデザインコース
誰もが使いやすい製品、道具や家具及び情報インターフェースなどの開発技術とデザイン手法を学
びます。

５．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目

①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされていますので、指定

されたクラスの授業を履修してください。

〈４年次の選択必修・コース別必修科目の履修条件〉
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⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。以下の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。

〈生活支援学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

社会福祉の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵

社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
スポーツ社会学⑵
発育・発達・加齢論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵

健康スポーツ産業論⑵ 医学一般⑵
リハビリテーション論⑵

６．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①単位数の指定は特にありません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

７．その他の科目
⑴他学科の科目で、「５．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」で、自分の所属する学科
の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒業単位として計算す
ることはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目として履修登録することがで
きます。
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⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。以下の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。

〈生活支援学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

社会福祉の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵

社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
スポーツ社会学⑵
発育・発達・加齢論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵

健康スポーツ産業論⑵ 医学一般⑵
リハビリテーション論⑵

６．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①単位数の指定は特にありません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

７．その他の科目
⑴他学科の科目で、「５．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」で、自分の所属する学科
の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒業単位として計算す
ることはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目として履修登録することがで
きます。

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵

運動生理学Ⅱ⑵
運動生理学Ⅰ⑵
スポーツ社会学⑵
発育・発達・加齢論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
生涯スポーツ論⑵

健康スポーツ産業論⑵ 医学一般⑵
リハビリテーション論⑵

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ200～20�を参照）で、
自分の所属する学科の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒
業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目として履
修登録することができます。
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８．履修モデル及び就職先

卒業後の進路・資格

４年次

２年次

１年次

３年次／４年次の選択科目

３年次／４年次の選択科目

総合デザインⅠ／Ⅱ

■環境デザインコース ■生活支援デザインコース ■プロダクトデザインコース

１・２級建築士
建築家　まちづくりコンサルタント
インテリアデザイナー
設計事務所　住宅メーカー
建設会社
研究　教育　行政　など

環境デザイン演習ⅡＡ／Ｂ
卒業制作・研究

環境デザイン演習ⅠＡ／Ｂ
構造力学

建築空間構成論　構法計画
建築設計論　構法計画演習
設備計画　材料力学
医療福祉建築計画
ランドスケープデザイン

まちづくり計画　情報メディアデザイン　認知科学　ユニバーサルデザイン特別講義
福祉住環境コーディネート論　ヒューマンインターフェース　安全工学　表現演習

都市の計画・デザイン　建築歴史意匠Ｂ　生活空間計画　建築・都市法規　住居計画　
CAD演習Ⅱ　産業とプロダクトデザイン　コンピュータ・グラフィックス　住民参加　
マーケティング　コミュニケーション技術論　道具の歴史

人間環境デザイン学概論　デザイン基礎Ⅰ／Ⅱ　ユニバーサルデザイン概論
情報リテラシーⅠ／Ⅱ　ライフデザイン学入門　生涯発達論

建築歴史意匠Ａ　プロダクトデザイン基礎　CAD演習Ⅰ　ユニバーサルデザイン各論
人間工学　調査・分析法　生活支援デザイン概論

情報支援デザイン
生活支援ロボット工学
生活支援機器デザイン各論
リハビリテーション工学

情報デザインⅠ／Ⅱ
プロダクトデザインⅠ／Ⅱ
グラフィックデザイン論

生活支援デザイン演習ⅡＡ／Ｂ
卒業制作・研究

生活支援デザイン演習ⅠＡ／Ｂ

プロダクトデザイン演習ⅡＡ／Ｂ
卒業制作・研究

プロダクトデザイン演習ⅠＡ／Ｂ

福祉用具デザイナー
福祉住環境コーディネーター
医療機器デザイナー
メーカー（医療・福祉・住宅機器など）
研究　教育　行政
２級建築士　など

プロダクトデザイナー
ヒューマンインターフェースデザイナー
／Web デザイナー　デザイン事務所
メーカー（家電・家具・自動車・
玩具・医療機器・精密機器など）
教育　行政　２級建築士など

環境デザイン演習ⅡＡ／ⅡＢ
卒業制作・研究　　　　　　

生活支援デザイン演習ⅡＡ／ⅡＢ
卒業制作・研究　　　　　　　　

プロダクトデザイン演習ⅡＡ／ⅡＢ
卒業制作・研究　　　　　　　　　

環境デザイン演習ⅠＡ／ⅠＢ
構造力学　　　　　　　　　 生活支援デザイン演習ⅠＡ／ⅠＢ プロダクトデザイン演習ⅠＡ／ⅠＢ
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１．生活支援学科　生活支援学専攻　教育課程表（2010年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

合
計

（124）

一
般
教
養
的
科
目
⒃

人
間
探
究
分
野
⑿

読解と表現
国語表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵
児童文学⑵

文章読解⑵
英米の文化とことば⑵
美術一般⑵

口頭表現法⑵
ドイツの文化とことば⑵
音楽一般⑵

レポート・論文のまとめ方⑵
フランスの文化とことば⑵

人間と生活の
理解

哲学⑵
文化論⑵
生活と住居⑵

文化人類学⑵
心理学⑵
ハウジング⑵

生命と倫理⑵
生活と環境⑵
生活と栄養⑵

人間と宗教⑵
人権と生活⑵

社会と自然の
理解

社会学⑵　
家族の社会学⑵
数学⑵

ジェンダー論⑵　
生活と家族⑵
物理⑵

世代論⑵
日本国憲法⑵

生死の社会学⑵
法学⑵

経営と管理の
知識

経済学⑵
まちづくり⑵

経営学⑵
地域研究法⑵

基礎会計学⑵
危機管理と救急法⑵

学校と地域（学校安全を含む）⑵

総合
総合Ⅰ⑵
総合ⅣＡ⑵
全学総合ⅠＡ⑵

総合Ⅱ⑵
総合ⅣＢ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅲ⑵
井上円了と東洋大学Ａ⑵
全学総合ⅡＡ⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

文化間コ
ミュニケ
ーション

分野

必修科目
⑷

専門基礎英語Ⅰ⑴
専門基礎英語Ⅱ⑴

専門応用英語Ⅰ⑴
専門応用英語Ⅱ⑴

選択科目
英語Ⅰ⑴　
英語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＡ⑴

中国語Ⅰ⑴　
中国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＢ⑴

韓国語Ⅰ⑴　
韓国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅡＡ⑴ TOEIC ⅡＢ⑴

スポーツ健康分野 スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷　Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学入門⑵
生涯発達論⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目の中で選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
�

生活支援学演習ⅠＡ⑵
生活支援学演習ⅠＢ⑵
社会福祉の基礎⑵
専門職論⑵
実習の基礎⑵

生活支援学演習ⅡＡ⑵
生活支援学演習ⅡＢ⑵

生活支援学演習ⅢＡ⑵
生活支援学演習ⅢＢ⑵

生活支援学演習ⅣＡ⑵
生活支援学演習ⅣＢ⑵

選
択
科
目
�

共
通
科
目

社会調査の基礎⑵
研究の基礎⑵

卒業論文⑷

社会福祉学原論Ⅰ⑵
社会福祉学原論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵
医学一般⑵
社会福祉発達史⑵

社会福祉援助技術論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅰ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅱ⑵
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ⑴
介護福祉援助技術の基礎⑵
福祉レクリエーション⑵

社会福祉援助技術論Ⅳ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅳ⑵
社会福祉援助技術現場実習⑷
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ⑴
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ⑴

社会福祉援助技術演習Ⅴ⑵
生活支援学専門実習Ａ⑵
生活支援学専門実習Ｂ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵
福祉サービス運営論⑵
権利擁護論⑵
低所得者福祉論⑵
更生保護論⑵

地域福祉論Ⅰ⑵
地域福祉論Ⅱ⑵
社会福祉運営論⑵
就労支援論⑵
社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

精神保健Ⅰ⑵
精神保健Ⅱ⑵

精神医学Ⅰ⑵
精神医学Ⅱ⑵
精神保健福祉論Ⅰ⑵
精神保健福祉論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅰ⑴

精神保健福祉援助技術実習⑷
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅱ⑴
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅲ⑴
精神科リハビリテーション学Ⅰ⑵
精神科リハビリテーション学Ⅱ⑵

精神保健福祉専門実習Ａ⑵
精神保健福祉専門実習Ｂ⑵

医療福祉総論⑵ 医療ソーシャルワーク論⑵
医療福祉演習Ⅰ⑵
医療福祉演習Ⅱ⑵

医療福祉専門実習Ａ⑵
医療福祉専門実習Ｂ⑵

生活支援学特別講義Ａ⑵ 生活支援学特別講義Ｂ⑵
子どもの権利論⑵ 子どもと文学⑵ 児童福祉論Ⅱ⑵

介
護
福
祉
士
コ
ー
ス
科
目

介護福祉援助概論Ⅰ⑵
介護福祉援助概論Ⅱ⑵

介護福祉援助概論Ⅲ⑵ 介護福祉援助概論Ⅳ⑵
介護福祉援助概論Ⅴ⑵

介護福祉援助概論Ⅵ⑵

生活支援技術Ⅰ⑴
生活支援技術Ⅱ⑴

生活支援技術Ⅲ⑴
生活支援技術Ⅳ⑴
生活支援技術Ⅴ⑴
生活支援技術Ⅵ⑴
介護コミュニケーション技術Ⅰ⑵
介護コミュニケーション技術Ⅱ⑵

生活支援技術Ⅶ⑴
生活支援技術Ⅷ⑴

生活支援技術Ⅸ⑴
生活支援技術Ⅹ⑴

介護過程Ⅰ⑴ 介護過程Ⅱ⑴ 介護過程Ⅲ⑴ 介護過程Ⅳ⑴
介護総合演習Ⅰ⑴ 介護総合演習Ⅱ⑴

介護総合演習Ⅲ⑴
介護総合演習Ⅳ⑴

介護福祉実習Ⅰ⑵ 介護福祉実習Ⅱ⑶ 介護福祉実習Ⅲ⑶ 介護福祉実習Ⅳ⑵
発達と老化の理解⑵
障害の理解⑵

認知症の理解Ⅰ⑵
認知症の理解Ⅱ⑵

こころとからだのしくみⅠ⑵
こころとからだのしくみⅡ⑵

こころとからだのしくみⅢ⑵
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２．卒業要件
４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

一
般
教
養
的
科
目

人間探究分野

読解と表現

12
人間と生活の理解
社会と自然の理解
経営と管理の知識

総合
文化間コミュニケーション分野 4

スポーツ健康分野
留学支援科目
小計 16

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目 必修科目 22
選択科目 46

小計 76
中計 92

上記をすべて含んで、124単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
⑴必修科目
①22単位すべてを修得しなければなりません。
②生活支援学演習は、１年次は入学時に分野を問わずクラス分けがされています。２年次以降につ
いては別途説明会を行う予定です。

⑵選択科目
①46単位以上を修得しなければなりません。
②科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡ
を、Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、
やむを得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の
履修が可能かどうか確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載され
ている科目についてはこの限りではありません。
③卒業論文は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。
④「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術実習」はそれぞれ履修するための条
件があります。Ｐ124・126・128・130「Ⅲ．諸資格について」を参照してください。
⑤介護福祉士コース科目は、介護福祉士コースに所属する学生のみ履修することができます。

⑶介護福祉士コースの履修単位
「介護福祉士コース」の学生は、コース確認後履修登録の上限を通常の24単位に加えて、４単位を
余分に履修することができます。

⑷生活支援学科生活支援学専攻　学外実習スケジュール
Ｐ80を確認してください。

　　④「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術実習」はそれぞれ履修するための条
件があります。Ｐ�27～「Ⅲ．諸資格について」を参照してください。

　　⑤介護福祉士コース科目は、介護福祉士コースに所属する学生のみ履修することができます。

　⑶介護福祉士コースの履修単位
　　「介護福祉士コース」の学生は、コース確認後履修登録の上限を通常の2�単位に加えて、４単位を
余分に履修することができます。

　⑷生活支援学科生活支援学専攻　学外実習スケジュール
　　Ｐ��0を確認してください。
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４．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目
①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され
たクラスの授業を履修してください。

⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。
ただし演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に人数調整をする場合
があります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴
健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
免疫と薬理⑵

スポーツ救急法演習⑵
運動傷害と予防⑵
エアロビクス実習Ｂ⑴

フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵

スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵

エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴
健康管理学⑵

スポーツマネージメント⑵
舞踏の文化論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働安全衛生法Ⅰ⑵

労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年
健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴
健康科学概論⑵

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴
健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
免疫と薬理⑵

スポーツ救急法演習⑵
運動傷害と予防⑵
エアロビクス実習Ｂ⑴

フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵

スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵

エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴
健康管理学⑵

スポーツマネージメント⑵
舞踏の文化論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働安全衛生法Ⅰ⑵

労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵

生
活
支
援

－�07－



- 78 -

生
活
支
援

〈人間環境デザイン学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

人間工学⑵ コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
道具の歴史⑵

福祉住環境コーディネート論⑵
情報メディアデザイン⑵
安全工学⑵　医療福祉建築計画⑵
リハビリテーション工学⑵　情報デザインⅠ⑵

５．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①単位数の指定は特にありません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
科目の後ろに記載されているⅠ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（P182・183を参照）で、
自分の所属する学科・専攻の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得して
も、卒業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目と
して履修登録することができます。

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（P�88・�89を参照）で、
自分の所属する学科・専攻の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得して
も、卒業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目と
して履修登録することができます。
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７．履修モデル及び就職先

社会福祉の学習 医療福祉の学習 精神保健福祉の学習 介護福祉の学習

国家・地方公務員
大学院・研究所

卒業論文
生活支援学演習Ⅳ
（ゼミナール）

生活支援学演習Ⅲ
（ゼミナール）

生活支援学演習Ⅱ
（ゼミナール）
社会調査の基礎
研究の基礎
専門応用英語

生活支援学演習Ⅰ
（ゼミナール）
ライフデザイン学入門
生涯発達論
専門基礎英語
情報リテラシー

社会福祉施設
医療機関
社会福祉協議会
精神保健福祉関係施設

社会福祉、医療福祉、
介護福祉関連の
民間企業

卒業後

の進路

４　

年　

次

３　

年　

次

２　

年　

次

１　

年　

次

高齢者福祉論、障害者福祉論

社会福祉の基礎、社会福祉学原論
専門職論、実習の基礎、社会福祉援助技術論

医学一般

社会福祉援助技術演習
生活支援学専門実習

社会福祉援助技術演習
医療福祉専門実習

精神保健福祉専門実習 介護福祉援助概論
生活支援技術
介護過程
介護福祉実習

介護福祉援助概論
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護福祉実習
社会保障論
発達と老化の理解

介護福祉援助概論
介護コミュニケーション技術
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護福祉実習
認知症の理解
障害の理解

精神科リハビリテーション学
精神保健福祉援助技術実習
精神保健福祉援助技術実習指導
社会福祉運営論
社会保障論
地域福祉論

精神医学
精神保健福祉論
精神保健福祉援助技術各論
精神保健福祉援助技術演習
精神保健福祉援助技術実習指導
低所得者福祉論
権利擁護論

医療ソーシャルワーク論
医療福祉演習
社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習
社会福祉援助技術現場実習指導
社会福祉運営論
就労支援論
社会保障論
地域福祉論

医療福祉総論
社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習指導
更生保護論
低所得者福祉論
権利擁護論
福祉サービス運営論
介護福祉援助技術の基礎
福祉レクリエーション

社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習
社会福祉援助技術現場実習指導
社会福祉運営論
就労支援論
社会保障論
地域福祉論

社会福祉援助技術論
社会福祉援助技術演習
社会福祉援助技術現場実習指導
更生保護論
低所得者福祉論
権利擁護論
福祉サービス運営論
介護福祉援助技術の基礎
福祉レクリエーション

介護福祉援助概論
生活支援技術
介護過程
介護総合演習
介護福祉実習
こころとからだのしくみ

精神保健児童福祉論
社会福祉発達史

児童福祉論
社会福祉発達史
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８
．
生
活
支
援
学
科
生
活
支
援
学
専
攻
　
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
20
10
年
度
入
学
生
用
）

各
資
格
に
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
学
外
実
習
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
以
下
に
資
格
別
の
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
記
載
し
て
お
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
に
は
、
必
要
な
手
続
き
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
参
加
条
件
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
履
修
要
覧
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
、
掲
示
等
を
よ
く
確
認
し
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
関
連
法
令
改
正
等
の
理
由
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

備
考

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
援
助
技
術

現
場
実
習

６
～
11
月
の
う
ち
計
24
日
間

精
神
保
健
福
祉
士

精
神
保
健
福
祉
援
助

技
術
実
習
（
※
１
）

６
～
11
月
の
う
ち
計
24
日
間

介
護
福
祉
士

介
護
福
祉

実
習
Ⅰ

11
月

の
う
ち
計
12
日

介
護
福
祉

実
習
Ⅱ

11
月

連
続
18
日
間

介
護
福
祉

実
習
Ⅲ

５
月

連
続
18
日
間

介
護
福
祉

実
習
Ⅳ

５
月

連
続
12
日
間

高
等
学
校
教
諭

（
福
祉
）

教
育
実
習
Ⅱ

５
～
７
月

２
週
間

（
※
１
）　
社
会
福
祉
士
と
精
神
保
健
福
祉
士
の
両
方
の
取
得
を
希
望
す
る
学
生
は
、
精
神
保
健
福
祉
援
助
技
術
実
習
を
４
年
次
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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１．生活支援学科　子ども支援学専攻　教育課程表（2010年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

合
計

（124）

一
般
教
養
的
科
目
⒃

人
間
探
究
分
野
⑿

読解と表現
国語表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵
児童文学⑵

文章読解⑵
英米の文化とことば⑵
美術一般⑵

口頭表現法⑵
ドイツの文化とことば⑵
音楽一般⑵

レポート・論文のまとめ方⑵
フランスの文化とことば⑵

人間と生活の
理解

哲学⑵
文化論⑵
生活と住居⑵

文化人類学⑵
心理学⑵
ハウジング⑵

生命と倫理⑵
生活と環境⑵
生活と栄養⑵

人間と宗教⑵
人権と生活⑵

社会と自然の
理解

社会学⑵　
家族の社会学⑵
数学⑵

ジェンダー論⑵　
生活と家族⑵
物理⑵

世代論⑵
日本国憲法⑵

生死の社会学⑵
法学⑵

経営と管理の
知識

経済学⑵
まちづくり⑵

経営学⑵
地域研究法⑵

基礎会計学⑵
危機管理と救急法⑵

学校と地域（学校安全を含む）⑵

総合
総合Ⅰ⑵
総合ⅣＡ⑵
全学総合ⅠＡ⑵

総合Ⅱ⑵
総合ⅣＢ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅲ⑵
井上円了と東洋大学Ａ⑵
全学総合ⅡＡ⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

文化間コ
ミュニケ
ーション

分野

必修科目
⑷

専門基礎英語Ⅰ⑴
専門基礎英語Ⅱ⑴

専門応用英語Ⅰ⑴
専門応用英語Ⅱ⑴

選択科目
英語Ⅰ⑴　
英語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＡ⑴

中国語Ⅰ⑴　
中国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＢ⑴

韓国語Ⅰ⑴　
韓国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅡＡ⑴ TOEIC ⅡＢ⑴

スポーツ健康分野 スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷　Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学入門⑵
生涯発達論⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目の中で選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
�

子ども支援学演習ⅠＡ⑵
子ども支援学演習ⅠＢ⑵
社会福祉の基礎⑵
専門職論⑵
実習の基礎⑵

子ども支援学演習ⅡＡ⑵
子ども支援学演習ⅡＢ⑵

子ども支援学演習ⅢＡ⑵
子ども支援学演習ⅢＢ⑵

子ども支援学演習ⅣＡ⑵
子ども支援学演習ⅣＢ⑵

選択科目
�

卒業論文⑷
保育原理ⅠＡ⑵
保育原理ⅠＢ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵
社会福祉学原論Ⅰ⑵
精神保健Ⅰ⑵

社会福祉援助技術演習Ⅰ⑵
小児保健Ⅰ⑵
小児保健Ⅱ⑵
小児保健実習⑴
小児栄養（実習を含む）⑵
養護内容⑴
乳児保育Ⅰ⑴
乳児保育Ⅱ⑴
保育実習Ⅰ⑸

障害児保育⑴
保育実習Ⅱ⑶
保育実習Ⅲ⑶

保育原理Ⅱ⑵
乳児保育Ⅲ⑴

養護原理⑵ 家族援助論⑵
教職概論⑵ 幼児教育論Ⅰ⑵

幼児教育論Ⅱ⑵
障害児支援論⑵

幼児教育方法（情報機器の活用を含む）⑵
保育臨床相談⑵

教育実習Ⅲ（事前事後の指導を含む）⑸
保育カウンセリング演習⑵

教育基礎論Ⅰ⑵
教育基礎論Ⅱ⑵
基礎技能（造形Ⅰ）⑴
基礎技能（音楽Ⅰ）⑴
基礎技能（体育Ⅰ）⑴

発達心理学⑵
教育心理学⑵
基礎技能（造形Ⅱ）⑴
基礎技能（音楽Ⅱ）⑴
基礎技能（体育Ⅱ）⑴
保育内容の指導・研究（ことば）⑴
保育内容の指導・研究（環境）⑴
保育内容の指導・研究（健康）⑴
保育内容の指導・研究（人間関係）⑴

保育指導法Ⅰ⑵
保育指導法Ⅱ⑵

保育内容の指導・研究（総論）⑴
保育内容の指導・研究（音楽表現）⑴
保育内容の指導・研究（造形表現）⑴
保育内容の指導・研究（身体表現）⑴
レクリエーション援助技術⑵
心理発達支援論⑵

音楽援助技術⑵
体育援助技術⑵

社会福祉学原論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
医学一般⑵
精神保健Ⅱ⑵
社会福祉発達史⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅱ⑵
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ⑴
介護福祉援助技術の基礎⑵
福祉レクリエーション⑵
医療福祉総論⑵

社会福祉援助技術論Ⅳ⑵

社会福祉援助技術演習Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅳ⑵
社会福祉援助技術現場実習⑷
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ⑴
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ⑴

社会福祉援助技術演習Ⅴ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵
福祉サービス運営論⑵
権利擁護論⑵
低所得者福祉論⑵
更生保護論⑵

地域福祉論Ⅰ⑵
地域福祉論Ⅱ⑵
社会福祉運営論⑵
就労支援論⑵
社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

子どもの権利論⑵ 児童福祉論Ⅱ⑵ 子ども・家族ケア論⑵
子育て支援実践⑵ 子どもと文学⑵ 発達と老化の理解⑵ 障害の理解⑵

子
ど
も
支
援
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２．卒業要件
４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

一
般
教
養
的
科
目

人間探究分野

読解と表現

12
人間と生活の理解
社会と自然の理解
経営と管理の知識

総合
文化間コミュニケーション分野 4

スポーツ健康分野
留学支援科目
小計 16

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目 必修科目 22
選択科目 46

小計 76
中計 92

上記をすべて含んで、124単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
⑴必修科目
①22単位すべてを修得しなければなりません。
②子ども支援学演習は、１年次は入学時に分野を問わずクラス分けがされています。２年次以降に
ついては別途説明会を行う予定です。

⑵選択科目
①46単位以上を修得しなければなりません。
②科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡ
を、Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、
やむを得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の
履修が可能かどうか確認してから履修登録してください。
③卒業論文は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。
④「保育実習Ⅰ」「保育実習Ⅱ」「保育実習Ⅲ」はそれぞれ履修するための条件があります。Ｐ140
～143「Ⅲ．諸資格について」を参照してください。

⑶生活支援学科子ども支援学専攻　学外実習スケジュール
Ｐ85を確認してください。

　　④「社会福祉援助技術現場実習」および「保育実習Ⅰ」「保育実習Ⅱ」「保育実習Ⅲ」はそれぞれ履
修するための条件があります。Ｐ�27～「Ⅲ．諸資格について」を参照してください。

　⑶生活支援学科子ども支援学専攻　学外実習スケジュール
　　Ｐ��5を確認してください。
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４．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目
①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され
たクラスの授業を履修してください。

⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。
ただし演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に人数調整をする場合
があります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴
健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
免疫と薬理⑵

スポーツ救急法演習⑵
運動傷害と予防⑵
エアロビクス実習Ｂ⑴

フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵

スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵

エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴
健康管理学⑵

スポーツマネージメント⑵
舞踏の文化論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働安全衛生法Ⅰ⑵

労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年
健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴
健康科学概論⑵

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴

健康教育学⑵ 機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴
スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵
発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴
健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵
発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
免疫と薬理⑵

スポーツ救急法演習⑵
運動傷害と予防⑵
エアロビクス実習Ｂ⑴

フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵

スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵

エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴
健康管理学⑵

スポーツマネージメント⑵
舞踏の文化論⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働安全衛生法Ⅰ⑵

労働安全衛生法Ⅱ⑵
労働基準法⑵
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〈人間環境デザイン学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

人間工学⑵
道具の歴史⑵

コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
道具の歴史⑵

福祉住環境コーディネート論⑵
情報メディアデザイン⑵
安全工学⑵　医療福祉建築計画⑵
リハビリテーション工学⑵　情報デザインⅠ⑵

５．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①単位数の指定は特にありません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ180・181を参照）で、
自分の所属する学科・専攻の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得して
も、卒業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目と
して履修登録することができます。

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（P�86・�87を参照）で、
自分の所属する学科・専攻の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得して
も、卒業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目と
して履修登録することができます。
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７
．
生
活
支
援
学
科
子
ど
も
支
援
学
専
攻
　
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
20
10
年
度
入
学
生
用
）

各
資
格
に
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
学
外
実
習
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
以
下
に
資
格
別
の
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
記
載
し
て
お
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
に
は
、
必
要
な
手
続
き
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
参
加
条
件
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
履
修
要
覧
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
、
掲
示
等
を
よ
く
確
認
し
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
外
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
関
連
法
令
改
正
等
の
理
由
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

備
考

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
援
助
技
術

現
場
実
習

６
～
11
月
の
う
ち
計
24
日
間

保
育
士

保
育
実
習

（
施
設
）

２
・
３
月

12
日
間

保
育
実
習

（
保
育
所
）

８
・
９
月

12
日
間

保
育
実
習
Ⅱ

保
育
実
習
Ⅲ

８
・
９
月

12
日
間

保
育
実
習
Ⅱ
及

び
保
育
実
習
Ⅲ

は
ど
ち
ら
か
を

選
択

幼
稚
園
教
諭

教
育
実
習
Ⅲ

５
～
７
月

４
週
間

保
育
実
習
Ⅰ

保
育
実
習
Ⅰ
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１．健康スポーツ学科　教育課程表（2010年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

合
計

（124）

一
般
教
養
的
科
目
⒅

人
間
探
究
分
野
⑿

読解と表現
国語表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵
児童文学⑵

文章読解⑵
英米の文化とことば⑵
美術一般⑵

口頭表現法⑵
ドイツの文化とことば⑵
音楽一般⑵

レポート・論文のまとめ方⑵
フランスの文化とことば⑵

人間と生活の
理解

哲学⑵
文化論⑵
生活と住居⑵

文化人類学⑵
心理学⑵
ハウジング⑵

生命と倫理⑵
生活と環境⑵
生活と栄養⑵

人間と宗教⑵
人権と生活⑵

社会と自然の
理解

社会学⑵　
家族の社会学⑵
数学⑵

ジェンダー論⑵　
生活と家族⑵
物理⑵

世代論⑵
日本国憲法⑵

生死の社会学⑵
法学⑵

経営と管理の
知識

経済学⑵
まちづくり⑵

経営学⑵
地域研究法⑵

基礎会計学⑵
危機管理と救急法⑵

学校と地域（学校安全を含む）⑵

総合
総合Ⅰ⑵
総合ⅣＡ⑵
全学総合ⅠＡ⑵

総合Ⅱ⑵
総合ⅣＢ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅲ⑵
井上円了と東洋大学Ａ⑵
全学総合ⅡＡ⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

文化間コミ
ュニケーシ
ョン分野

必修科目
⑷

専門基礎英語Ⅰ⑴
専門基礎英語Ⅱ⑴

専門応用英語Ⅰ⑴
専門応用英語Ⅱ⑴

選択科目
英語Ⅰ⑴　
英語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＡ⑴

中国語Ⅰ⑴　
中国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＢ⑴

韓国語Ⅰ⑴　
韓国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅡＡ⑴ TOEIC ⅡＢ⑴

スポーツ健康分野
⑵

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷　Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学入門⑵
生涯発達論⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科解放科目の中から選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
�

健康スポーツ学概論Ⅰ⑵
健康スポーツ学概論Ⅱ⑵
健康科学概論⑵
解剖学Ⅰ⑵　解剖学Ⅱ⑵
生理・生化学Ⅰ⑵
生理・生化学Ⅱ⑵
公衆衛生学Ⅰ⑵
エアロビクス実習Ａ⑴

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
コーチング概論⑵
生涯スポーツ論⑵
レクリエーション実習⑴
健康社会と福祉⑵

健康スポーツ学演習ⅠＡ⑵
健康スポーツ学演習ⅠＢ⑵

健康スポーツ学演習ⅡＡ⑵
健康スポーツ学演習ⅡＢ⑵

選択必修科目
⑸

健康心理学⑵
健康教育学⑵
健康社会学⑵　

１科目選択必修
解剖学実習⑴
生理生化学実習⑴
運動生理学実習⑴ ２科目
公衆衛生学実習⑴ 選択必修
フィールドワーク実習⑴　

水泳実習⑴　ゴルフ実習⑴　ダンス実習⑴　
スノースポーツ実習⑴　体力づくり運動実習⑴　野外活動実習⑴　 １科目選択必修

選択科目
�

コ
ー
ス
別
履
修
科
目

トレーニング科学コース

機能解剖学Ⅰ⑵
機能解剖学Ⅱ⑵
スポーツ医学⑵
トレーニング実習⑴
トレーニングプログラミング演習Ⅰ⑴
バイオメカニクス演習⑴

応用解剖学⑵
スポーツと栄養⑵
運動処方（含運動負荷試験）⑵
スポーツ心理学⑵
トレーニングプログラミング演習Ⅱ⑴

コミュニティスポーツコース

スポーツ社会学⑵
スポーツ人類学⑵
スポーツ史Ⅰ⑵
スポーツ史Ⅱ⑵
アジアのスポーツ文化⑵
ヨーロッパのスポーツ文化⑵

健康文化論Ａ⑵
健康文化論Ｂ⑵
健康政策と行政⑵
地域スポーツクラブ論⑵
スポーツ政策論⑵
身体文化論⑵

子ども健康科学コース

発育・発達・加齢論⑵
子ども健康スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
小児保健（含学校保健）⑵
運動あそび指導法演習⑴

発達病態生理学⑵
いのちの教育⑵
子どもレクリエーション実習⑴
音楽リズム指導法演習⑴

ユニバーサルスポーツコース

発育・発達・加齢論⑵
障害者福祉論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
レクリエーション論⑵
高齢者健康スポーツ指導法演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ⑴

社会保障論Ⅰ⑵
高齢者・障害者と家族⑵
高齢者・障害者レクリエーション演習⑴
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ⑴

共
通
科
目

健康スポーツ産業論⑵
国際健康スポーツ交流⑵
スポーツ救急法演習⑵
医学一般⑵
ボランティア実習⑴
フィットネス概論⑵
トレーニング基礎論⑵
スポーツとコミュニケーションＡ⑵
スポーツとコミュニケーションＢ⑵

免疫と薬理⑵
運動傷害と予防⑵

エアロビクス実習Ｂ⑴

リハビリテーション論⑵
測定評価⑵
公衆衛生学Ⅱ⑵
エアロビクス指導法演習⑴
アクアビクス指導法演習⑴

健康管理学⑵
舞踏の文化論⑵

スポーツマネージメント⑵

労働衛生Ⅰ⑵
労働衛生Ⅱ⑵
労働基準法⑵
インターンシップ実習⑴

労働安全衛生法Ⅰ⑵
労働安全衛生法Ⅱ⑵
健康産業施設等現場実習⑴
卒業論文⑷

教職科目

運動学（運動方法学を含む）⑵
看護学Ⅰ⑵
看護学Ⅱ⑵
看護学Ⅲ⑵
養護概説⑵

スポーツ実習・指導法（サッカー）⑴
スポーツ実習・指導法（バレーボール）⑴
スポーツ実習・指導法（テニス）⑴
スポーツ実習・指導法（バドミントン）⑴
スポーツ実習・指導法（剣道）⑴

スポーツ実習・指導法（陸上）⑴
スポーツ実習・指導法（器械運動）⑴
看護学実習⑵

生理生化学Ⅰ⑵
生理生化学Ⅱ⑵
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２．卒業要件
４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

一
般
教
養
的
科
目

人間探究分野

読解と表現

12
人間と生活の理解
社会と自然の理解
経営と管理の知識

総合
文化間コミュニケーション分野 4

スポーツ健康分野 2
留学支援科目
小計 18

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目

必修科目 36
選択必修科目 5
選択科目 30
小計 74

小計 90
中計 108

上記をすべて含んで、124単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
⑴必修科目
①36単位すべてを修得しなければなりません。
②「エアロビクス実習Ａ」「レクリエーション実習」「健康スポーツ学演習」のクラス分けについて
は、別途ガイダンスにて周知します。

⑵選択必修科目
①１年次に「健康心理学」「健康教育学」「健康社会学」の３科目のうち、１科目を選択し、履修・
修得しなければなりません。
②２年次に「解剖学実習」「生理生化学実習」「運動生理学実習」「公衆衛生学実習」「フィールドワ
ーク実習」の５科目のうち、２科目を選択し、履修・修得しなければなりません。科目の選択方
法は、別途ガイダンスにて周知します。
③１～３年次に「水泳実習」「ゴルフ実習」「ダンス実習」「スノースポーツ実習」「体力づくり運動
実習」「野外活動実習」の６科目のうち、１科目を選択し、履修・修得しなければなりません。
なお履修科目により、別途に費用が発生します。

⑶選択科目
①２年次からのコースについては、別途ガイダンスにて説明します。
②「看護学実習」を履修するためには、「看護学Ⅰ」「看護学Ⅱ」「看護学Ⅲ」を事前に修得してい
る必要があります。
③「健康産業施設等現場実習」については、健康運動実践指導者又は健康運動指導士の資格の取得
を希望する学生を対象としていますので、それ以外の学生は履修を制限する場合があります。
④「卒業論文」は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。

※演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があ

　⑶選択科目
　　①�0単位以上修得しなければなりません。
　　②２年次からのコースについては、別途ガイダンスにて説明します。
　　③「健康産業施設等現場実習」については、健康運動指導士の資格の取得を希望する学生を対象と

していますので、それ以外の学生は履修を制限する場合があります。
　　④「卒業論文」は８セメスタ以降に履修できます。提出時期・方法については別途掲示します。

　※演習・実習科目については、授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があ
ります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。
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ります。詳細は各学期はじめに配布される「履修登録のしおり」を確認してください。
※科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡを、
Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、やむを
得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の履修が可
能かどうかを確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載されている科
目についてはこの限りではありません。

４．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目
①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され
たクラスの授業を履修してください。

⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。
ただし「社会福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」「社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ」「精神保健福祉援助技術実
習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「精神保健福祉援助技術実習」については、社会福祉士及び精神保健福祉士の
受験資格を得るためのガイダンスにすべて出席し、その後の登録・手続等をすべて不備なく行って
いることが条件になります。

〈生活支援学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

社会福祉の基礎⑵
専門職論⑵
社会福祉学原論Ⅰ⑵
社会福祉学原論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵
精神保健Ⅰ⑵
精神保健Ⅱ⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵
社会福祉援助技術論Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅰ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅱ⑵
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ⑴
介護福祉援助技術の基礎⑵
医療福祉総論⑵
精神医学Ⅰ⑵
精神医学Ⅱ⑵
精神保健福祉論Ⅰ⑵
精神保健福祉論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術各論Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅰ⑵
精神保健福祉援助技術演習Ⅱ⑵
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅰ⑴

社会福祉援助技術論Ⅳ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅲ⑵
社会福祉援助技術演習Ⅳ⑵
社会福祉援助技術現場実習⑷
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ⑴
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ⑴
精神保健福祉援助技術実習⑷
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅱ⑴
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅲ⑴
精神科リハビリテーション学Ⅰ⑵
精神科リハビリテーション学Ⅱ⑵
医療ソーシャルワーク論⑵

社会福祉援助技術演習Ⅴ⑵

高齢者福祉論⑵
福祉サービス運営論⑵
権利擁護論⑵
低所得者福祉論⑵
更生保護論⑵

地域福祉論Ⅰ⑵
地域福祉論Ⅱ⑵
社会福祉運営論⑵
就労支援論⑵
社会保障論Ⅱ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵

　※科目の後ろにⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと記載されている科目については、原則としてⅠを修得した後にⅡを、
Ⅱを修得した後にⅢを、というように順を追って履修してください。個人的理由によって、やむを
得ず途中からの履修を希望する場合には、必ず１回目の授業で担当教員に相談し、授業の履修が可
能かどうかを確認してから履修登録してください。なお、科目の後ろにＡ・Ｂと記載されている科
目についてはこの限りではありません。

４．学部共通科目の履修方法
　⑴必修科目
　　①８単位すべてを修得しなければなりません。
　　②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされています。指定され

たクラスの授業を履修してください。

　⑵選択科目
　　単位数の指定は特にありません。下記の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。

　　ただし「社会福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」「社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
「社会福祉援助技術現場実習」及び「精神保健福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ」「精神保健福祉援助技術実
習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「精神保健福祉援助技術実習」については、社会福祉士及び精神保健福祉士の
受験資格を得るためのガイダンスにすべて出席し、その後の登録・手続等をすべて不備なく行って
いることが条件になります。
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〈人間環境デザイン学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

人間工学⑵ コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
道具の歴史⑵

福祉住環境コーディネート論⑵
情報メディアデザイン⑵
安全工学⑵　医療福祉建築計画⑵
リハビリテーション工学⑵　情報デザインⅠ⑵

５．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①２単位を修得しなければなりません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
またスポーツ健康科学実技は、できる限り、Ａ・Ｂ各１単位以上を履修してください。
科目の後ろに記載されているⅠ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

６．その他の科目
⑴他学科の科目で、「４．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」で、自分の所属する学科
の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒業単位として計算す
ることはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目として履修登録することがで
きます。

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ�90～�99を参照）で、
自分の所属する学科の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒
業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目として履
修登録することができます。
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７．履修モデル及び就職先

１
年
次

健康スポーツ学概論Ⅰ・Ⅱ 解剖学Ⅰ・Ⅱ
健康科学概論 公衆衛生学Ⅰ
生理・生化学Ⅰ・Ⅱ 健康教育学
エアロビクス実習Ａ 健康心理学
健康社会学 

学部共通科目（必修科目）

選択科目（共通科目）

４
年
次 選択科目（共通科目）

健康スポーツ学演習ⅡＡ・Ｂ

３
年
次

健康スポーツ学演習ⅠＡ・Ｂ

選択科目（共通科目）

応用解剖学
スポーツと栄養
運動処方（含運動負荷試験）
スポーツ心理学
トレーニングプログラミング演習Ⅱ

発達病態生理学
いのちの教育
子どもレクリエーション実習
音楽リズム指導法演習

社会保障論Ⅰ
高齢者・障害者と家族
高齢者・障害者レクリエーション演習
障害者スポーツ指導法演習Ⅱ

健康文化論Ａ・Ｂ
健康政策と行政
地域スポーツクラブ論
スポーツ政策論
身体文化論

２
年
次

運動生理学Ⅰ・Ⅱ 生涯スポーツ論
コーチング概論 健康社会と福祉
レクリエーション実習 

選択科目（共通科目）

スポーツ関連業務、国家・地方公務員、スポーツ関連業務、健康管理関連業務
就
職
先

トレーニング科学コース

機能解剖学Ⅰ・Ⅱ
スポーツ医学
トレーニング実習
トレーニングプログラミング演習Ⅰ
バイオメカニクス演習

発育・発達・加齢論
子ども健康スポーツ論
レクリエーション論
小児保健（含学校保健）
運動あそび指導法演習

発育・発達・加齢論
障害者福祉論
高齢者健康スポーツ論
障害者スポーツ論
レクリエーション論
高齢者健康スポーツ指導法演習
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ

スポーツ社会学
スポーツ人類学
スポーツ史Ⅰ・Ⅱ
アジアのスポーツ文化
ヨーロッパのスポーツ文化

コミュニティスポーツコース 子ども健康科学コース ユニバーサルスポーツコース

スポーツ関連業務、国家・地方公務員、健康管理関連業務

健康スポーツ学概論Ⅰ・Ⅱ	 解剖学Ⅰ・Ⅱ
健康科学概論	 公衆衛生学Ⅰ
生理生化学Ⅰ・Ⅱ	 健康教育学
エアロビクス実習Ａ	 健康心理学
健康社会学	

健康スポーツ学概論Ⅰ・Ⅱ	 解剖学Ⅰ・Ⅱ
健康科学概論	 公衆衛生学Ⅰ
生理生化学Ⅰ・Ⅱ	 健康教育学
エアロビクス実習Ａ	 健康心理学
健康社会学	

健康スポーツ学概論Ⅰ／Ⅱ	 解剖学Ⅰ／Ⅱ
健康科学概論	 公衆衛生学Ⅰ
生理生化学Ⅰ／Ⅱ	 健康教育学
エアロビクス実習Ａ	 健康心理学
健康社会学	

健康スポーツ学演習ⅡA／ⅡB

健康スポーツ学演習ⅠA／ⅠB

	 運動生理学Ⅰ／Ⅱ	 生涯スポーツ論
	 コーチング概論	 健康社会と福祉
	 レクリエーション実習

健康文化論A／B

機能解剖学Ⅰ／Ⅱ

スポーツ史Ⅰ／Ⅱ
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１．人間環境デザイン学科　教育課程表（2010年度入学生用）
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

合
計
（124）

一
般
教
養
的
科
目
⒃

人
間
探
究
分
野
⑿

読解と表現
国語表現法⑵
プレゼンテーション技法⑵
児童文学⑵

文章読解⑵
英米の文化とことば⑵
美術一般⑵

口頭表現法⑵
ドイツの文化とことば⑵
音楽一般⑵

レポート・論文のまとめ方⑵
フランスの文化とことば⑵

人間と生活の
理解

哲学⑵
文化論⑵
生活と住居⑵

文化人類学⑵
心理学⑵
ハウジング⑵

生命と倫理⑵
生活と環境⑵
生活と栄養⑵

人間と宗教⑵
人権と生活⑵

社会と自然の
理解

社会学⑵
家族の社会学⑵
数学⑵

ジェンダー論⑵
生活と家族⑵
物理⑵

世代論⑵
日本国憲法⑵

生死の社会学⑵
法学⑵

経営と管理の
知識

経済学⑵
まちづくり⑵

経営学⑵
地域研究法⑵

基礎会計学⑵
危機管理と救急法⑵

学校と地域（学校安全を含む）⑵

総合
総合Ⅰ⑵
総合ⅣＡ⑵
全学総合ⅠＡ⑵

総合Ⅱ⑵
総合ⅣＢ⑵
全学総合ⅠＢ⑵

総合Ⅲ⑵
井上円了と東洋大学Ａ⑵
全学総合ⅡＡ⑵

井上円了と東洋大学Ｂ⑵
全学総合ⅡＢ⑵

文化間コ
ミュニケ
ーション

分野

必修科目
⑷

専門基礎英語Ⅰ⑴
専門基礎英語Ⅱ⑴

専門応用英語Ⅰ⑴
専門応用英語Ⅱ⑴

選択科目
英語Ⅰ⑴
英語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＡ⑴

中国語Ⅰ⑴
中国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅠＢ⑴

韓国語Ⅰ⑴
韓国語Ⅱ⑴
TOEIC ⅡＡ⑴ TOEIC ⅡＢ⑴

スポーツ健康分野 スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴

スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴

留
学
支
援
科
目

英語特別教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷　Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

専
門
科
目
�

学
部
共
通
科
目
⑻

必修科目
⑻

ライフデザイン学入門⑵
生涯発達論⑵
情報リテラシーⅠ⑵
情報リテラシーⅡ⑵

選択科目 他学科開放科目の中で選択

学
科
専
門
科
目
�

必修科目
⒁

人間環境デザイン学概論⑵
ユニバーサルデザイン概論⑵
デザイン基礎Ⅰ⑵
デザイン基礎Ⅱ⑵

総合デザインⅠ⑶
総合デザインⅡ⑶

選択必修科目
⑵

卒業研究⑵
卒業制作⑵

（上記２科目のうち、１科目２単位修得）

選択科目
�

ユニバーサルデザイン各論⑵
人間工学⑵
調査・分析法⑵
CAD 演習Ⅰ⑵
建築歴史意匠Ａ⑵
プロダクトデザイン基礎⑵
発達と障害⑵
生活支援デザイン概論⑵
材料・素材一般⑵
建築生産⑵

コミュニケーション技術論⑵
マーケティング⑵
CAD 演習Ⅱ⑵
住民参加⑵
住居計画⑵
建築・都市法規⑵
建築歴史意匠Ｂ⑵
生活空間計画⑵
コンピュータ・グラフィックス⑵
産業とプロダクトデザイン⑵
生活支援機器デザイン概論⑵
構造力学⑵
都市の計画・デザイン⑵
道具の歴史⑵
デザイン工学基礎⑵
デザイン工学応用⑵
環境計画⑵

学科共通科目
福祉住環境コーディネート論⑵
認知科学⑵
ヒューマンインターフェース⑵
ユニバーサルデザイン特別講義⑵
情報メディアデザイン⑵
インターンシップＡ⑵
インターンシップＢ⑵

表現演習⑵
ランドスケープデザイン⑵
まちづくり計画⑵
安全工学⑵

インターンシップＣ⑵

環境デザインコース系科目
建築空間構成論⑵
設備計画⑵
構法計画⑵
構法計画演習⑴

医療福祉建築計画⑵
建築設計論⑵
材料力学⑵

生活支援デザインコース系科目
生活支援機器デザイン各論⑵
生活支援ロボット工学⑵

リハビリテーション工学⑵
情報支援デザイン⑵

プロダクトデザインコース系科目
情報デザインⅠ⑵
情報デザインⅡ⑵
グラフィックデザイン論⑵

プロダクトデザインⅠ⑵
プロダクトデザインⅡ⑵

環境デザインコース⑺

必修科目
⑺

環境デザイン演習ⅠＡ⑶ 環境デザイン演習ⅡＡ⑵
環境デザイン演習ⅡＢ⑵

選択科目 環境デザイン演習ⅠＢ⑶

生活支援デザインコース⑺

必修科目
⑺

生活支援デザイン演習ⅠＡ⑶ 生活支援デザイン演習ⅡＡ⑵
生活支援デザイン演習ⅡＢ⑵

選択科目 生活支援デザイン演習ⅠＢ⑶

プロダクトデザインコース⑺
必修科目

⑺
プロダクトデザイン演習ⅠＡ⑶ プロダクトデザイン演習ⅡＡ⑵

プロダクトデザイン演習ⅡＢ⑵
選択科目 プロダクトデザイン演習ⅠＢ⑶

教職科目（卒業単位外） 職業指導Ⅰ⑵
職業指導Ⅱ⑵
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２．卒業要件
４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができます。下
記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。

授業科目区分 最低修得単位数

一
般
教
養
的
科
目

人間探究分野

読解と表現

12
人間と生活の理解
社会と自然の理解
経営と管理の知識

総合
文化間コミュニケーション分野 4

スポーツ健康分野
留学支援科目
小計 16

専
門
科
目

学部共通科目 必修科目 8
選択科目

学科専門科目
必修科目 14
選択必修科目 2
選択科目 53

小計 77
中計 93

上記をすべて含んで、124単位以上修得

３．学科専門科目の履修方法
⑴必修科目
14単位すべてを修得しなければなりません。

⑵選択必修科目・選択科目
①選択必修科目として、４年次８セメスタに「卒業研究」と「卒業制作」のどちらか２単位を履修
しなければなりません（両方を修得することはできません）。履修方法については、３年次に別
途掲示します。
②選択科目は53単位以上を修得しなければなりません。
③３・４年次の選択科目は、所属するコースの科目について７単位以上を修得しなければなりませ
ん。他コースの科目は、演習を除き、「学科専門科目」の「選択科目」として履修することがで
きます。
④４年次の選択必修科目・コース必修科目は、次頁の条件を満たしていないと、履修することがで
きません。従って条件を満たせなかった段階で、卒業も延期になりますので注意してください。
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対象科目 時期 条件

・「環境デザイン演習ⅡＡ」
・「生活支援デザイン演習ⅡＡ」
・「プロダクトデザイン演習ⅡＡ」

３年６セメスタ
終了時まで

下記１）と２）の両方の条件を満たすこと。
１） １・２年次の必修科目で「ライフデザ

イン学入門」「生涯発達論」「情報リテ
ラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」「人間
環境デザイン学概論」「ユニバーサル
デザイン概論」「デザイン基礎Ⅰ」「デ
ザイン基礎Ⅱ」「総合デザインⅠ」「総
合デザインⅡ」の10科目をすべて修得
していること。

２） 卒業要件の科目を100単位以上修得し
ていること。

・「環境デザイン演習ⅡＢ」

４年７セメスタ
終了時まで

「環境デザイン演習ⅡＡ」を修得している
こと。

・「生活支援デザイン演習ⅡＢ」 「生活支援デザイン演習ⅡＡ」を修得して
いること。

・「プロダクトデザイン演習ⅡＢ」 「プロダクトデザイン演習ⅡＡ」を修得し
ていること。

・「卒業研究」
・「卒業制作」

「環境デザイン演習ⅡＡ」「生活支援デザ
イン演習ⅡＡ」「プロダクトデザイン演習
ⅡＡ」のいずれかを修得していること。

４．３・４年次コース分けと各コースの特徴について
人間環境デザイン学科では、より高度な知識・技術の修得を目指した専門教育・職業人養成を行う
ために、３・４年次は「環境デザインコース」「生活支援デザインコース」「プロダクトデザインコ
ース」の３つのコースに分かれて教育を行います。コース分けは本人希望を原則としますが、各コ
ースの定数を超える場合は成績を加味してコース分けを行います。各コースの定数及びコース分け
のガイダンスについては２年次の秋学期を予定しています。
各コースの内容は下記のとおりです。

⑴環境デザインコース
誰もが安心して暮らせる住宅、持続性と魅力ある建築物、都市計画やまちづくりなどのハードとソ
フトの計画とデザインを学びます。

⑵生活支援デザインコース
利用者個々のニーズに適合する福祉用具、移動・介護支援機器などのデザインや道具と環境の効果
的適合方法、福祉施設環境の計画・デザイン、及び視覚、聴覚情報支援システムなどを学びます。

⑶プロダクトデザインコース
誰もが使いやすい製品、道具や家具及び情報インターフェースなどの開発技術とデザイン手法を学
びます。

５．学部共通科目の履修方法
⑴必修科目

①８単位すべてを修得しなければなりません。
②「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」はあらかじめクラス分けがされていますので、指定

されたクラスの授業を履修してください。

〈４年次の選択必修・コース別必修科目の履修条件〉
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⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。以下の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。

〈生活支援学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

社会福祉の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵

社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
スポーツ社会学⑵
発育・発達・加齢論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵

健康スポーツ産業論⑵ 医学一般⑵
リハビリテーション論⑵

６．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①単位数の指定は特にありません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

７．その他の科目
⑴他学科の科目で、「５．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」で、自分の所属する学科
の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒業単位として計算す
ることはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目として履修登録することがで
きます。
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⑵選択科目
単位数の指定は特にありません。以下の他学科の開放科目の中で、各自の履修計画や興味に沿って
履修してください。

〈生活支援学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

社会福祉の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅰ⑵
児童福祉論Ⅰ⑵

社会調査の基礎⑵
社会福祉援助技術論Ⅱ⑵

高齢者福祉論⑵
障害者福祉論⑵

社会保障論Ⅰ⑵
社会保障論Ⅱ⑵

児童福祉論Ⅱ⑵

〈健康スポーツ学科開放科目〉
第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年

解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵

運動生理学Ⅰ⑵
運動生理学Ⅱ⑵
スポーツ社会学⑵
発育・発達・加齢論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵

健康スポーツ産業論⑵ 医学一般⑵
リハビリテーション論⑵

６．一般教養的科目
⑴人間探究分野
12単位以上を修得しなければなりません。

⑵文化間コミュニケーション分野
１年次に「専門基礎英語Ⅰ」「専門基礎英語Ⅱ」を、２年次に「専門応用英語Ⅰ」「専門応用英語Ⅱ」
を修得しなければなりません。クラス分けがされていますので、指定されたクラスの授業を履修し
てください。

⑶スポーツ健康分野
①単位数の指定は特にありません。
②授業の適切な運営のため、履修登録の際に、人数調整をする場合があります。
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及びＡ・Ｂの順を追って履修する必要はありません。

７．その他の科目
⑴他学科の科目で、「５．学部共通科目の履修方法」の「⑵選択科目」に記載されていない科目につ
いては、原則として、履修することも単位を修得することもできません。

⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」で、自分の所属する学科
の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒業単位として計算す
ることはできませんが、１セメスタの履修登録の上限24単位外の科目として履修登録することがで
きます。

第　１　学　年 第　２　学　年 第　３　学　年 第　４　学　年
解剖学Ⅰ⑵
解剖学Ⅱ⑵

運動生理学Ⅱ⑵
運動生理学Ⅰ⑵
スポーツ社会学⑵
発育・発達・加齢論⑵
高齢者健康スポーツ論⑵
障害者スポーツ論⑵
生涯スポーツ論⑵

健康スポーツ産業論⑵ 医学一般⑵
リハビリテーション論⑵

　⑵教育職員免許状取得のための「教職に関する科目」「教科に関する科目」（Ｐ200～20�を参照）で、
自分の所属する学科の教育課程表にない科目は、教職の専門科目となります。単位修得しても、卒
業単位として計算することはできませんが、１セメスタの履修登録の上限2�単位外の科目として履
修登録することができます。
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８．履修モデル及び就職先

卒業後の進路・資格

４年次

２年次

１年次

３年次／４年次の選択科目

３年次／４年次の選択科目

総合デザインⅠ／Ⅱ

■環境デザインコース ■生活支援デザインコース ■プロダクトデザインコース

人間環境デザイン学科／履修モデル

１・２級建築士
建築家　まちづくりコンサルタント
インテリアデザイナー
設計事務所　住宅メーカー
建設会社
研究　教育　行政　など

環境デザイン演習ⅡＡ／Ｂ
卒業制作・研究

環境デザイン演習ⅠＡ／Ｂ
構造・材料力学

建築空間構成論　構法計画
建築設計論
環境・設備計画　材料力学
医療福祉建築計画
ランドスケープデザイン

まちづくり計画　情報メディアデザイン　認知科学　ユニバーサルデザイン特別講義
福祉住環境コーディネート論　ヒューマンインターフェース　安全工学　表現演習

都市の計画・デザイン　建築歴史意匠Ｂ　生活空間計画　建築・都市法規　住居計画　
CAD演習Ⅱ　産業とプロダクトデザイン　コンピュータ・グラフィックス　住民参加　
マーケティング　コミュニケーション技術論　道具の歴史

人間環境デザイン学概論　デザイン基礎Ⅰ／Ⅱ　ユニバーサルデザイン概論
情報リテラシーⅠ／Ⅱ　ライフデザイン学入門　生涯発達論

建築歴史意匠Ａ　プロダクトデザイン基礎　CAD演習Ⅰ　ユニバーサルデザイン各論
人間工学　調査・分析法　生活支援デザイン概論

情報支援デザイン
生活支援ロボット工学
生活支援機器デザイン各論
リハビリテーション工学

情報デザインⅠ／Ⅱ
プロダクトデザインⅠ／Ⅱ
グラフィックデザイン論

生活支援デザイン演習ⅡＡ／Ｂ
卒業制作・研究

生活支援デザイン演習ⅠＡ／Ｂ

プロダクトデザイン演習ⅡＡ／Ｂ
卒業制作・研究

プロダクトデザイン演習ⅠＡ／Ｂ

福祉用具デザイナー
福祉住環境コーディネーター
医療機器デザイナー
メーカー（医療・福祉・住宅機器など）
研究　教育　行政
２級建築士　など

プロダクトデザイナー
ヒューマンインターフェースデザイナー
／Web デザイナー　デザイン事務所
メーカー（家電・家具・自動車・
玩具・医療機器・精密機器など）
教育　行政　２級建築士など

環境デザイン演習ⅡＡ／ⅡＢ
卒業制作・研究　　　　　　

生活支援デザイン演習ⅡＡ／ⅡＢ
卒業制作・研究　　　　　　　　

プロダクトデザイン演習ⅡＡ／ⅡＢ
卒業制作・研究　　　　　　　　　

環境デザイン演習ⅠＡ／ⅠＢ
構造力学　　　　　　　　　 生活支援デザイン演習ⅠＡ／ⅠＢ プロダクトデザイン演習ⅠＡ／ⅠＢ
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生活支援学科
生活支援学専攻

生活支援学科
子ども支援学専攻

健康スポーツ
学科

人間環境デザイン
学科 備考 ページ

社会福祉士 受験資格取得 受験資格取得 受験資格取得 － Ｐ��0

精神保健福祉士 受験資格取得 － 受験資格取得 － Ｐ���

介護福祉士※１
資格取得 － － － 20�0～20��年度入学生

Ｐ��8
受験資格取得 － － － 20�2年度以降入学生

保育士 － 資格取得 － － Ｐ���

A.D.I. 受験資格取得 受験資格取得 受験資格取得 － Ｐ�52

健康運動指導士 － － 受験資格取得 － Ｐ�5�

健康運動実践指導者 受験資格取得 受験資格取得 受験資格取得 － Ｐ�58

障害者スポーツ指導者 資格取得 資格取得 資格取得 － Ｐ�60

レクリエーション・
インストラクター 資格取得 資格取得 資格取得 － Ｐ�62

第一種衛生管理者 － － 資格取得 － Ｐ�6�

公認スポーツ指導者 － － 受験資格取得 － Ｐ�66

一級建築士 － － － 受験資格取得

Ｐ�68二級建築士 － － － 受験資格取得

木造建築士 － － － 受験資格取得

社会福祉主事 任用資格取得 任用資格取得 任用資格取得 任用資格取得 Ｐ�7�

※１　生活支援学科生活支援学専攻介護福祉士コース所属学生のみ取得可能（Ｐ��8参照）

Ⅲ．諸資格について

　ライフデザイン学部では、下記の表に記載されている資格を取得（または資格の受験資格を取得）す
ることができます。資格の取得に関しては資格登録（※）、所定の手続、指定された科目の単位修得等、
条件を満たすことが必須です。法改正により入学年度によって資格取得方法が異なるので、この履修要
覧をよく確認してください。また、必要な科目の履修については、科目履修が可能な学年で、早めに履
修してください。不明な点は朝霞事務課教務担当窓口に相談してください。
※資格取得希望者は、履修登録期間中にToyoNet-Gにて資格登録が必須です。詳細は学期初めに配布さ
れる「履修登録のしおり」で確認してください。
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１．社会福祉士（生活支援学科・健康スポーツ学科）

　　現在、わが国では、少子化と高齢化が急速に進んでいます。介護を必要とする高齢者や障害者のケ
ア、生活に関わる相談、子育てに関わる相談、児童虐待などの人権問題に関わる相談などに対応で
きる人材の必要性が高まっています。このような社会的な要請に対応して、�987年「社会福祉士及
び介護福祉士法」により、問題解決の必要性に応じて相談、助言、指導のできる専門職である社会
福祉士が国家資格として定められました。

　⑴業務
　　社会福祉士は、身体上もしくは精神上の障害のある人や、環境上の理由により日常生活を営む上で
支障のある人を対象に、社会福祉に関する専門的な知識と技術をもって相談に応じ、助言や指導、
支援を行うことが法律（社会福祉士及び介護福祉士法）で定められています。

　⑵資格
　　社会福祉士の資格は、国家試験に合格し、所定の登録をすることによって得られます。国家試験を
受験するためには、国家試験受験資格を取得しなければなりません。本学では、次頁⑷社会福祉士
指定科目を修得し、かつ、卒業見込みとなった場合、受験資格を得ることができます。

　　―社会福祉士国家試験について―
　　社会福祉士国家試験は、毎年１回、１月下旬の日曜日に実施され、３月に合格者発表が行われま
す。

　　試験科目は、社会福祉士国家試験の独自科目である「社会調査の基礎」、「相談援助の基盤と専門
職」、「相談援助の理論と方法」、「福祉サービスの組織と経営」、「高齢者に対する支援と介護保険制
度」、「児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度」、「就労支援サービス」、「更生保護制度」、
および精神保健福祉士国家試験と共通科目である「障害者に対する支援と障害者自立支援制度」、
「人体の構造と機能及び疾病」、「心理学理論と心理的支援」、「社会理論と社会システム」、「現代社
会と福祉」、「地域福祉の理論と方法」、「福祉行財政と福祉計画」、「社会保障」、「低所得者に対する
支援と生活保護制度」、「保健医療サービス」、「権利擁護と成年後見制度」です。

　⑶科目履修スケジュール
　　①１年次９月下旬：社会福祉士受験資格取得希望登録票の提出
　　　社会福祉士の資格取得を希望する者は、「社会福祉士受験資格取得希望登録票」を実習指導室に

提出し、登録する必要があります。この登録により、「社会福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ」のクラス
分けを行います。また、登録を行わないと３年次「社会福祉援助技術現場実習」を履修できませ
ん。「社会福祉援助技術現場実習」は、社会福祉士国家試験の受験資格要件の１つで、社会福祉
施設・機関において、�80時間（2�日）以上の現場実習を行います。

　　②２年次：実習配属先の決定
　　　※なお、教育職員免許状を取得する場合、実習先は介護系施設に限定されます。
　　③３年次：社会福祉援助技術現場実習の実施
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指定科目 本学開講科目
実習参加条件科目
2年次春学期まで

5科目
配当学年 単位数

人体の構造と機能及び疾病
心理学理論と心理的支援
社会理論と社会システム

医学一般 １年 ２
心理学･　　※１科目選択 １～４年 ２
社会学 １～４年 ２

現代社会と福祉 社会福祉学原論Ⅰ 必 １年 ２
社会福祉学原論Ⅱ １年 ２

社会調査の基礎 社会調査の基礎 ２年 ２

相談援助の基盤と専門職 社会福祉の基礎 １年 ２
専門職論 必 １年 ２

相談援助の理論と方法

社会福祉援助技術論Ⅰ 必 １年 ２
社会福祉援助技術論Ⅱ 必 ２年 ２
社会福祉援助技術論Ⅲ ２年 ２
社会福祉援助技術論Ⅳ ３年 ２

地域福祉の理論と方法 地域福祉論Ⅰ ２・３年 ２
地域福祉論Ⅱ ２・３年 ２

福祉行財政と福祉計画 社会福祉運営論 ２・３年 ２
福祉サービスの組織と経営 福祉サービス運営論 ２・３年 ２

社会保障 社会保障論Ⅰ ２・３年 ２
社会保障論Ⅱ ２・３年 ２

高齢者に対する支援と介護保険制度 高齢者福祉論 ２・３年 ２
介護福祉援助技術の基礎 （必）※１ ２年 ２

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者福祉論 ２・３年 ２
児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 児童福祉論Ⅰ １年 ２
低所得者に対する支援と生活保護制度 低所得者福祉論 ２・３年 ２
保健医療サービス 医療福祉総論 ２年 ２
就労支援サービス
権利擁護と成年後見制度
更生保護制度

就労支援論 ２・３年 ２
権利擁護論　･※１科目選択 ２・３年 ２
更生保護論 ２・３年 ２

相談援助演習

社会福祉援助技術演習Ⅰ 必 ２年 ２
社会福祉援助技術演習Ⅱ ２年 ２
社会福祉援助技術演習Ⅲ ３年 ２
社会福祉援助技術演習Ⅳ ３年 ２
社会福祉援助技術演習Ⅴ ４年 ２

相談援助実習指導
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ ２年 １
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ ３年 １
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ ３年 １

相談援助実習 社会福祉援助技術現場実習 ３年 ４
本学における必要単位数合計 6�

※１　介護福祉援助技術の基礎は20��年度入学生のみ実習参加条件科目の必要科目となります。

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

　⑷－１　社会福祉士指定科目
　　下記の本学開講科目すべてを修得済みまたは履修中でなければ、社会福祉士の受験資格は得られま
せん。入学年度ごとに指定科目や実習参加条件が異なります。

　　〈実習参加条件〉
　　　３年次に社会福祉援助技術現場実習を履修するには、下記の条件を満たさなければなりません。
　　●社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ（２年次秋学期開講）を２年次秋学期終了までに修得している

こと。
　　●社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ（２年次秋学期開講）の履修条件として、２年次春学期終了ま

でに下表「実習参加条件科目」の必要科目５科目（20��年度入学生は６科目）をすべて修得して
いること。

　　※20��年度以降入学生は、社会福祉援助技術現場実習を４年次に履修することはできません。

2011年度以降入学生用

（20��年度以降入学生）
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（20�0年度入学生）

2010年度入学生用

指定科目 本学開講科目

実習参加条件科目
2年次秋学期まで 配当学年 単位数（ア）（イ）（ウ）（エ）

�0科目 �科目 �科目 �科目
人体の構造と機能及び疾病
心理学理論と心理的支援
社会理論と社会システム

医学一般 選必 １年 ２
心理学　　※１科目選択 選必 １～４年 ２
社会学 選必 １～４年 ２

現代社会と福祉 社会福祉学原論Ⅰ 必 １年 ２
社会福祉学原論Ⅱ １年 ２

社会調査の基礎 社会調査の基礎 ２年 ２

相談援助の基盤と専門職 社会福祉の基礎 １年 ２
専門職論 必 １年 ２

相談援助の理論と方法

社会福祉援助技術論Ⅰ 必 １年 ２
社会福祉援助技術論Ⅱ 必 ２年 ２
社会福祉援助技術論Ⅲ 必 ２年 ２
社会福祉援助技術論Ⅳ ３年 ２

地域福祉の理論と方法 地域福祉論Ⅰ 選必 ２・３年 ２
地域福祉論Ⅱ 選必 ２・３年 ２

福祉行財政と福祉計画 社会福祉運営論 選必 ２・３年 ２
福祉サービスの組織と経営 福祉サービス運営論 選必 ２・３年 ２

社会保障 社会保障論Ⅰ 選必 ２・３年 ２
社会保障論Ⅱ 選必 ２・３年 ２

高齢者に対する支援と介護保険制度 高齢者福祉論 選必 ２・３年 ２
介護福祉援助技術の基礎 必 ２年 ２

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者福祉論 選必 ２・３年 ２
児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 児童福祉論Ⅰ 選必 １年 ２
低所得者に対する支援と生活保護制度 低所得者福祉論 選必 ２・３年 ２
保健医療サービス 医療福祉総論 選必 ２年 ２
就労支援サービス
権利擁護と成年後見制度
更生保護制度

就労支援論 選必 ２・３年 ２
権利擁護論･･※１科目選択 選必 ２・３年 ２
更生保護論 選必 ２・３年 ２

相談援助演習

社会福祉援助技術演習Ⅰ 必 ２年 ２
社会福祉援助技術演習Ⅱ 必 ２年 ２
社会福祉援助技術演習Ⅲ ３年 ２
社会福祉援助技術演習Ⅳ ３年 ２
社会福祉援助技術演習Ⅴ ４年 ２

相談援助実習指導
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 必 ２年 １
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ ３年 １
社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ ３年 １

相談援助実習 社会福祉援助技術現場実習 ３年 ４
－ 実習の基礎　※� 必 １年 ２

本学における必要単位数合計 65
※�　実習の基礎は、社会福祉士の指定科目外となりますが、実習参加条件のため、修得が必要です。

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

　⑷－２　社会福祉士指定科目
　　下記の本学開講科目すべてを修得済みまたは履修中でなければ、社会福祉士の受験資格は得られま
せん。入学年度ごとに指定科目や実習参加条件が異なります。

　　〈実習参加条件〉
　　　３年次に社会福祉援助技術現場実習を履修するには、下記の条件を満たさなければなりません。
　　●２年次秋学期終了までに下表「実習参加条件科目（ア）～（エ）」の必要科目をすべて修得して

いること。
　　※やむを得ない事情により２年次終了時に「実習参加条件科目（ア）～（エ）」の科目を修得でき

なかった学生は、事情を確認の上、４年次の実習を許可する場合があります。その場合は、２年
次終了時に実習担当教員に相談してください。
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　⑸社会福祉士受験資格取得スケジュール

　　下記のスケジュールはあくまでも予定であり、日程が前後することがあります。詳細は掲示や授業
時の指示に従ってください。

＜４年次＞
国家試験受験申込（９月下旬～�0月上旬）９月下旬

１月下旬 社会福祉士国家試験受験

３月 社会福祉士国家試験合格者発表

＜１年次＞
諸資格ガイダンス（概要説明）４月上旬

第１回資格ガイダンス（希望登録について）９月下旬

社会福祉士受験資格取得希望登録票提出（実習指導室へ）�0月初旬

＜３年次＞
実習配属施設発表（２年次３月上旬～３年次４月）４月上旬

社会福祉援助技術現場実習（�80時間）実施（８月～�2月のうち2�日間）８月上旬

４月中旬 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ開始

実習報告会開催２月上旬

９月下旬 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ開始

＜２年次＞
第２回資格ガイダンス（実習参加条件確認等）４月上旬

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ　履修可能者発表・辞退受付９月下旬

施設見学会等学外実習指導プログラム実施�0月下旬

実習施設希望票提出１月中旬

実習報告会参加２月上旬
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２．精神保健福祉士（生活支援学科生活支援学専攻・健康スポーツ学科）

　　高ストレス社会といわれる現代において、こころの健康に関する関心が高まっています。特に、わ
が国では欧米諸国に比べ、精神疾患に罹患し、生活に困難を抱えた人々に対する社会復帰や社会参
加の取り組みが著しく立ち遅れた状況が続いてきました。こうした状況を改革するための関係法整
備の一環として、�997年「精神保健福祉士法」により従来精神科ソーシャルワーカー（Psychiatric･
Social･Worker･ :･PSW）という名称で知られてきた精神保健福祉領域のソーシャルワーカーの国家
資格として精神保健福祉士が誕生しました。精神保健福祉士は、精神障害者が直面する生活問題や
社会問題の解決に向けた援助や、社会参加に向けた支援活動を行う専門職として、多方面での活躍
が期待されています。

　⑴業務
　　精神保健福祉士の業務として、精神科医療機関や保健所、その他行政機関、精神保健福祉施設など
で、社会復帰に関する相談、･助言、指導、日常生活への適応訓練、その他の援助を行うことが、法
律（精神保健福祉士法）で定められています。

　⑵資格
　　精神保健福祉士の資格は、国家試験に合格し、所定の登録をすることによって得られます。国家試･
験を受験するためには、国家試験受験資格を取得しなければなりません。本学では、次頁⑷精神保･
健福祉士指定科目を修得し、かつ、卒業見込みとなった場合に受験資格を得ることができます。

　　―精神保健福祉士国家試験について―
　　精神保健福祉士国家試験は、毎年１回、１月下旬の土曜日と日曜日に実施され、３月に合格者発表
が行われます。

　　試験科目は、精神保健福祉士の独自科目である「精神疾患とその治療」、「精神保健の課題と支援」、
「精神保健福祉相談援助の基盤」、「精神保健福祉の理論と相談援助の展開」、「精神保健福祉士に関
する制度とサービス」、「精神障害者の生活支援システム」、および社会福祉士国家試験と共通科目
である「障害者に対する支援と障害者自立支援制度」、「人体の構造と機能及び疾病」、「心理学理論
と心理的支援」、「社会理論と社会システム」、「現代社会と福祉」、「地域福祉の理論と方法」、「福祉
行財政と福祉計画」、「社会保障」、「低所得者に対する支援と生活保護制度」、「保健医療サービス」、
「権利擁護と成年後見制度」です。

　⑶科目履修スケジュール
　　①１年次９月下旬～�0月上旬：精神保健福祉士受験資格取得希望登録票の提出
　　　精神保健福祉士の資格取得を希望する者は、「精神保健福祉士受験資格取得希望登録票」を実習

指導室に提出し、登録する必要があります。登録を行わないと「精神保健福祉援助技術実習」を
履修できません。「精神保健福祉援助技術実習」は、精神保健福祉士国家試験の受験資格要件の
１つで、原則として３年次（社会福祉の受験資格取得も希望する者は４年次）に、精神科病院、
保健所、精神保健福祉施設等において、現場実習（※）を行います。

　　②２年次：実習配属先の決定
　　③３年次：精神保健福祉援助技術実習（※）の実施
　　　　（※）実習日数は法改正により、入学年度によって異なります。
　　　　　　20��年度以前入学生　→　2�日
　　　　　　20�2年度以降入学生　→　28日
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（20�2年度以降入学生）

2012年度以降入学生用

指定科目 本学開講科目

実習参加条件科目
2年次秋学期まで※１ 配当学年 単位数（ア） （イ） （ウ）
�2科目 �科目 6科目

人体の構造と機能及び疾病
心理学理論と心理的支援
社会理論と社会システム

医学一般 選必 １年 ２
心理学　　※１科目選択 選必 １～４年 ２
社会学 選必 １～４年 ２

現代社会と福祉 社会福祉学原論Ⅰ 必 １年 ２
社会福祉学原論Ⅱ 必 １年 ２

地域福祉の理論と方法 地域福祉論Ⅰ 選必 ２・３年 ２
地域福祉論Ⅱ 選必 ２・３年 ２

社会保障 社会保障論Ⅰ 選必 ２・３年 ２
社会保障論Ⅱ 選必 ２・３年 ２

低所得者に対する支援と生活保護制度 低所得者福祉論 選必 ２・３年 ２
福祉行財政と福祉計画 社会福祉運営論 ２・３年 ２
保健医療サービス 医療福祉総論 選必 ２年 ２
権利擁護と成年後見制度 権利擁護論 ２・３年 ２
障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者福祉論 選必 ２・３年 ２

精神疾患とその治療 精神医学Ⅰ 必 ２年 ２
精神医学Ⅱ 選必 ２年 ２

精神保健の課題と支援 精神保健Ⅰ 必 １年 ２
精神保健Ⅱ 必 １年 ２

精神保健福祉相談援助の基盤（基礎）社会福祉援助技術論Ⅰ 必 １年 ２
精神保健福祉相談援助の基盤（専門）精神保健福祉援助技術総論 必 １年 ２

精神保健福祉の理論と相談援助の展開

精神保健福祉援助技術各論Ⅰ 必 ２年 ２
精神保健福祉援助技術各論Ⅱ 選必 ２年 ２
精神科リハビリテーション学Ⅰ ３年 ２
精神科リハビリテーション学Ⅱ ３年 ２

精神保健福祉に関する制度とサービス 精神保健福祉論Ⅰ 必 ２年 ２
精神保健福祉論Ⅱ 選必 ２年 ２

精神障害者の生活支援システム 精神保健福祉論Ⅲ ３年 ２
精神保健福祉援助演習（基礎）社会福祉援助技術演習Ⅰ 必 ２年 ２

精神保健福祉援助演習（専門）精神保健福祉援助技術演習Ⅰ 必 ２年 ２
精神保健福祉援助技術演習Ⅱ 選必 ２年 ２

精神保健福祉援助実習指導
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅰ ２年 １
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅱ ２年 １
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅲ ３年 １

精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助技術実習 ３年 ４
－ 専門職論　※� 必 １年 ２

本学における必要単位数合計 65
※１　専門職論は、精神保健福祉士の指定科目外となりますが、実習参加条件のため、修得が必要です。

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

　⑷－１　精神保健福祉士指定科目
　　下記の本学開講科目すべてを修得済みまたは履修中でなければ、精神保健福祉士の受験資格は得ら
れません。入学年度ごとに指定科目や実習参加条件が異なります。

　　〈実習参加条件〉
　　　３年次に精神保健福祉援助技術実習を履修するには、下記の条件を満たさなければなりません。
　　●精神保健福祉援助技術実習（３年次春学期開講）の履修条件として、２年次秋学期終了までに下

表「実習参加条件科目（ア）～（ウ）」の必要科目をすべて修得していること。
　　　なお、（イ）は３科目の中から１科目、（ウ）は��科目の中から６科目、選択必修となります。
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指定科目 本学開講科目

実習参加条件科目
2年次秋学期まで 配当学年 単位数（ア） （イ） （ウ）

9科目 �科目 �科目
人体の構造と機能及び疾病
心理学理論と心理的支援
社会理論と社会システム

医学一般 選必 １年 ２
心理学　　※１科目選択 選必 １～４年 ２
社会学 選必 １～４年 ２

現代社会と福祉 社会福祉学原論Ⅰ 必 １年 ２
社会福祉学原論Ⅱ 必 １年 ２

地域福祉の理論と方法 地域福祉論Ⅰ 選必 ２・３年 ２
地域福祉論Ⅱ 選必 ２・３年 ２

福祉行財政と福祉計画 社会福祉運営論 ２・３年 ２

社会保障 社会保障論Ⅰ 選必 ２・３年 ２
社会保障論Ⅱ 選必 ２・３年 ２

低所得者に対する支援と生活保護制度 低所得者福祉論 選必 ２・３年 ２
保健医療サービス 医療福祉総論 ２年 ２
権利擁護と成年後見制度 権利擁護論 ２・３年 ２

精神医学 精神医学Ⅰ 選必 ２年 ２
精神医学Ⅱ 選必 ２年 ２

精神保健 精神保健Ⅰ 必 １年 ２
精神保健Ⅱ 必 １年 ２

精神科リハビリテーション学 精神科リハビリテーション学Ⅰ ３年 ２
精神科リハビリテーション学Ⅱ ３年 ２

精神保健福祉論
精神保健福祉論Ⅰ 選必 ２年 ２
精神保健福祉論Ⅱ 選必 ２年 ２
障害者福祉論 選必 ２・３年 ２

精神保健福祉援助技術総論 社会福祉援助技術論Ⅰ 必 １年 ２
社会福祉援助技術論Ⅱ ２年 ２

精神保健福祉援助技術各論 精神保健福祉援助技術各論Ⅰ 必 ２年 ２
精神保健福祉援助技術各論Ⅱ 必 ２年 ２

精神保健福祉援助演習 精神保健福祉援助技術演習Ⅰ ２年 ２
精神保健福祉援助技術演習Ⅱ ２年 ２

精神保健福祉援助実習

精神保健福祉援助技術実習 ３年 ４
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅰ ２年 １
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅱ ３年 １
精神保健福祉援助技術実習指導Ⅲ ３年 １

－ 実習の基礎　※�
（20�0年度入学生のみ） 必 １年 ２

－ 専門職論　※� 必 １年 ２
本学における必要単位数合計 （　）内は20��年度入学生※２ 6�（6�）

※１　実習の基礎・専門職論は、精神保健福祉士の指定科目外となりますが、実習参加条件のため、修得が
必要です。

※２　入学年度により必要単位数が異なります。

2010～2011年度入学生用

（20�0～20��年度入学生）

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

　⑷－２　精神保健福祉士指定科目
　　下記の本学開講科目すべてを修得済みまたは履修中でなければ、精神保健福祉士の受験資格は得ら
れません。入学年度ごとに指定科目や実習参加条件が異なります。

　　〈実習参加条件〉
　　　３年次に精神保健福祉援助技術実習を履修するには、下記の条件を満たさなければなりません。
　　●精神保健福祉援助技術実習（３年次春学期開講）の履修条件として、２年次秋学期終了までに下

表実習参加条件科目（ア）～（ウ）」の必要科目をすべて修得していること。
　　　なお、（イ）は３科目の中から１科目、（ウ）は�0科目の中から４科目、選択必修となります。
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　⑸精神保健福祉士受験資格取得スケジュール

　　下記のスケジュールはあくまでも予定であり、日程が前後することがあります。詳細は掲示や授業
時の指示に従ってください。

＜３年次＞
第３回資格ガイダンス／精神保健福祉援助技術実習指導Ⅱ履修４月上旬

資格ガイダンス／精神保健福祉援助技術実習指導Ⅲ履修９月下旬

７月中旬 精神保健福祉援助技術現場実習実施（７月～��月）※社福希望者は４年次に実施

＜２年次＞
第２回資格ガイダンス４月上旬

第５回事前学習会４月中旬

資格ガイダンス／精神保健福祉援助技術実習指導Ⅰ履修※社福希望者は３年次に履修９月下旬

実習先配属面接指導（予定）１月下旬

実習の参加予定者発表３月上旬

＜４年次＞
第４回資格ガイダンス／国家試験対策スタート４月上旬

９月下旬 国家試験受験申込（９月下旬～�0月上旬）

８月上旬 精神保健福祉援助技術実習実施（７月～��月予定）※社福希望者のみ
（社福希望者は３年次：実習指導Ⅰ、４年次：実習指導Ⅱ・実習指導Ⅲの履修が必要です。）

１月下旬 精神保健福祉士国家試験受験

３月 精神保健福祉士国家試験合格者発表

＜１年次＞
諸資格ガイダンス（概要説明）４月上旬

第１回資格ガイダンス９月下旬

精神保健福祉士受験資格取得希望登録票提出�0月上旬

事前学習会（第１～４回）（�0月～３月予定）�0月中旬～

個人連絡票提出・締切２月上旬

春休み施設見学（～３月）２月中旬
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３．介護福祉士（生活支援学科生活支援学専攻　※介護福祉士コース所属学生のみ）

　　介護福祉士は、名称独占の国家資格です。�987年５月「社会福祉士及び介護福祉士法」制定、�988
年４月施行によって誕生しました。介護福祉士とは、「身体上又は精神上の障害があることにより
日常生活を営むのに支障がある者につき、心身の状況に応じた介護（喀痰吸引その他のその者が日
常生活を営むのに必要な行為であって医師の指示の下に行われるもの（厚生労働省令で定めるもの
に限る：以下略））を行い、並びにその者及びその介護者に対して介護に関する指導を行うことを
業とする者」（社会福祉士及び介護福祉士法）をいいます。

　⑴はじめに
　　本学では、「総合職としての介護福祉士（介護総合職）」の育成をめざしています。１対１援助だけ
ではなく、家族を含むチームでの支援、利用者に適した福祉用具のアドバイスや住みやすい生活環
境を整えられる介護福祉士が求められています。利用者のできることを発見し、できないことを援
助し、背景要因を読み解く知識で、利用者に合わせた個別介護を組み立てる「考える力」が必要に
なります。

　　本学の介護福祉士コースの特徴は、１年次から４年次まで毎年積み上げていく介護福祉実習です。
小規模多機能・デイサービス・グループホーム・高齢者施設・障害者施設・訪問介護などの多様な
実習施設で実習を行います。学生の受け持ち事例の学内カンファレンスを行い、ケアプランを作成
し、書いて実践する教育を重視しています。卒業５年後の活躍する人物像としては、①介護現場の
リーダー、②介護関連企業での企画提案、③ケアマネジャー、④介護福祉学の教員や研究者をめざ
した大学院進学など、社会が必要としている領域です。

　⑵資格
　　法改正により、入学年度によって国家試験取得方法が異なります。
　　（20�2年度以降入学生）
　　ライフデザイン学部生活支援学科生活支援学専攻介護福祉士コースに所属し、指定された科目の単
位を修得して、卒業した者は介護福祉士国家試験の受験資格を取得できます。その上で、国家試験
を受験し、合格することで国家資格が取得できます。なお、合格後に、厚生労働大臣の定める資格
登録の手続きを行う必要があります。

　　（20��年度以前入学生）
　　ライフデザイン学部生活支援学科生活支援学専攻介護福祉士コースに所属し、指定された科目の単
位を修得して、卒業した者は介護福祉士国家資格を取得できます。なお、厚生労働大臣の定める資
格の登録手続きを行う必要があります。

　⑶所属
　　①介護福祉士コースについて
　　　これまで介護福祉士は短期大学・専門学校などの２年課程で多く養成されてきました。しかし、

本学では４年課程で介護福祉士を養成します。この背景には、今、自立支援や個人の権利の尊重
など社会福祉の基礎的な理念をベースとした介護福祉援助を展開できる介護福祉士が必要とされ
ているためです。また、介護福祉援助も高齢者や障害者の特別な疾患に合わせた専門性が要求さ
れる時代になりました。それらの要望に応えるために本学では４年課程で介護福祉士を養成して
います。したがって、本学介護福祉士コースでは社会福祉の理念や技術を基礎にした専門分野の
一部としての介護福祉士の養成を目指しています。社会福祉実践現場で利用者の生活や権利を最
後まで守るという強い意識を持ち続ける介護福祉士の養成を目指しています。
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　　②コース選択時の注意事項
　　　介護福祉士コース履修学生はライフデザイン学部生活支援学科としての卒業要件（�2�単位）を

満たすだけではなく、介護福祉士養成課程の資格要件の科目も併せて履修が必要です。そのた
め、通常の卒業単位より�0単位以上多くの科目を履修し、また学外実習も、介護実習だけでも
�50時間以上実施することになります。

　　　社会福祉士と精神保健福祉士の両方の受験資格を取得することを希望している学生が、介護福祉
士コースに所属して介護福祉士の受験資格取得を目指すことは、時間割編成上きわめて困難で
す。複数の資格取得を希望する場合、十分検討してください。

　　　介護福祉士は福祉現場の最前線で直接利用者と関わります。人と接すること、人を援助すること
に情熱と使命が必要な仕事でもあります。将来、このような職場で働きたいという学生がコース
を選択することを望みます。

　　　介護福祉士コース履修者の決定は毎年入学初年度に行われます。入学初年度以降はコースの履修
が認められないので、十分に考慮してコースを選択してください。

　　③コース選抜方法
　　　１年次に、下記の条件を満たしていることを前提として学内で選抜を行います。詳細は４月の入

学時に行われる説明会にて確認してください。

　　　１．新入生ガイダンス時の介護福祉士コース説明会への参加
　　　２．介護福祉士相談会への参加
　　　３．介護福祉士コース希望登録票の提出
　　　４．面接による選考
　　　５．コース選抜結果発表

　　　選抜にあたっては、上記の内容及び学業の状況を総合的に評価し、専任教員による判定会議で行
うものとします。

　　　対象となるのは生活支援学科生活支援学専攻の１年生のみとし、その他の学生は選抜対象にはな
りません。

　　④履修上の注意
　　　「介護福祉士コース」の学生は、コース確定後は、履修登録単位数の上限（１セメスタあたり）

が28単位（通常の2�単位に４単位を加算できる）となります。
　　　また、介護福祉実習Ⅰ～Ⅳは、それぞれ別途履修するための条件があります。
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諸
資
格

⑷介護福祉実習
介護福祉士国家試験の受験資格を取得するためには、１年次から４年次まで、社会福祉施設におけ
る450時間以上の実習が必要になります。科目の履修にあたっては、下記の条件を満たすことが前
提となっています。

科目名 時期 日数 履修条件
介護福祉実習Ⅰ １年次秋学期 12日間 なし
介護福祉実習Ⅱ ２年次秋学期 18日間 介護福祉実習Ⅰを修得していること
介護福祉実習Ⅲ ３年次春学期 18日間 介護福祉実習Ⅱを修得していること
介護福祉実習Ⅳ ４年次春学期 12日間 介護福祉実習Ⅲを修得していること

⑸介護福祉士指定科目
介護福祉士の国家資格もしくは国家試験受験資格を取得するためには、下記の①②の科目をすべて
修得しなければなりません。

①下記の科目16単位をすべて修得しなければなりません。

科目区分 科目名 教育内容 左に対応して開設
されている教科目 配当学年 単位数

人間と社会

人間の理解

人間の尊厳と自立 社会福祉学原論Ⅰ １学年 ２

人間関係と
コミュニケーション 生活支援学演習ⅠＢ １学年 ２

社会の理解

社会の理解
社会福祉の基礎 １学年 ２

社会福祉学原論Ⅱ １学年 ２

その他

社会学 １～４学年 ２

心理学 １～４学年 ２

社会保障論Ⅰ ２・３学年 ２

社会保障論Ⅱ ２・３学年 ２

本学における必要単位数合計 16

介
護　

福
祉
士

科目区分 科目名 教育内容 左に対応して開設
されている教科目 配当学年 単位数

人間と社会

人間の理解

人間の尊厳と自立 社会福祉学原論Ⅰ １年 ２

人間関係と
コミュニケーション 生活支援学演習ⅠＢ １年 ２

社会の理解

社会の理解
社会福祉の基礎 １年 ２

社会福祉学原論Ⅱ １年 ２

その他

社会学 １～４年 ２

心理学 １～４年 ２

社会保障論Ⅰ ２・３年 ２

社会保障論Ⅱ ２・３年 ２

本学における必要単位数合計 �6

　⑷介護福祉実習
　　（20�2・20��年度入学生）
　　介護福祉士国家試験の受験資格を取得するためには、１年次から４年次まで、社会福祉施設・事業
所における�50時間以上の実習が必要になります。科目の履修にあたっては、下記の履修条件を満
たさなければなりません。

　　（20�0・20��年度入学生）
　　介護福祉士国家資格を取得するためには、１年次から４年次まで、社会福祉施設・事業所における
�50時間以上の実習が必要になります。科目の履修にあたっては、下記の履修条件を満たさなけれ
ばなりません。

　⑸介護福祉士指定科目
　　（20�2・20��年度入学生）
　　介護福祉士国家試験の受験資格を取得するためには、①②の条件をすべて満たさなければなりませ
ん。

　　（20�0・20��年度入学生）
　　介護福祉士国家資格を取得するためには、①②の条件をすべて満たさなければなりません。

　　①下記の科目�6単位をすべて修得しなければなりません。
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科目区分 教育内容 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

介　護

介護の基本

介護福祉援助概論Ⅰ １年 ２
介護福祉援助概論Ⅱ １年 ２
介護福祉援助概論Ⅲ ２年 ２
介護福祉援助概論Ⅳ ３年 ２
介護福祉援助概論Ⅴ ３年 ２
介護福祉援助概論Ⅵ ４年 ２

コミュニケーション
技術

介護コミュニケーション技術Ⅰ ２年 ２
介護コミュニケーション技術Ⅱ ２年 ２

生活支援技術

生活支援技術Ⅰ １年 １
生活支援技術Ⅱ １年 １
生活支援技術Ⅲ ２年 １
生活支援技術Ⅳ ２年 １
生活支援技術Ⅴ ２年 １
生活支援技術Ⅵ ２年 １
生活支援技術Ⅶ ３年 １
生活支援技術Ⅷ ３年 １
生活支援技術Ⅸ ４年 １
生活支援技術Ⅹ ４年 １

介護過程

実習の基礎 １年 ２
介護過程Ⅰ １年 １
介護過程Ⅱ ２年 １
介護過程Ⅲ ３年 １
介護過程Ⅳ ４年 １

介護総合演習

介護総合演習Ⅰ １年 １
介護総合演習Ⅱ ２年 １
介護総合演習Ⅲ ２年 １
介護総合演習Ⅳ ３年 １

介護実習

介護福祉実習Ⅰ １年 ２
介護福祉実習Ⅱ ２年 ３
介護福祉実習Ⅲ ３年 ３
介護福祉実習Ⅳ ４年 ２

こころと
からだの
しくみ

発達と老化の理解 高齢者福祉論 ２・３年 ２
発達と老化の理解 １～４年 ２

認知症の理解 認知症の理解Ⅰ １～４年 ２
認知症の理解Ⅱ １～４年 ２

障害の理解 障害者福祉論 ２・３年 ２
障害の理解 １～４年 ２

こころとからだの
しくみ

こころとからだのしくみⅠ １～４年 ２
こころとからだのしくみⅡ １～４年 ２
こころとからだのしくみⅢ １～４年 ２
医学一般 １年 ２

医療的
ケア 医療的ケア

医療的ケアⅠ ３年 ２ 20�2・20��年度
入学生のみ医療的ケアⅡ ３年 ２

医療的ケアⅢ ４年 ２

本学における必要単位数合計※
66 20�0・20��年度

入学生用

72 20�2・20��年度
入学生用

※　入学年度により必要単位数が異なります。

　　②下記の科目をすべて修得しなければなりません。
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　⑹介護福祉士スケジュール

　　下記のスケジュールはあくまでも予定であり、日程が前後することがあります。詳細は掲示や授業
時の指示に従ってください。

＜１年次＞
介護福祉士コース説明会４月上旬

介護福祉士コース選抜（相談会・コース希望登録票提出・面接）４月中旬

介護総合演習Ⅰ：介護福祉実習Ⅰ実習事前指導

介護過程Ⅰ：介護福祉実習Ⅰの実習前・実習中・事後指導９月下旬

介護福祉実習Ⅰ：�0月中に２日間+��月中に�0日間（合計�2日間）�0～��月

実習報告会�2月

＜２年次＞
介護総合演習Ⅱ：介護福祉実習Ⅱの実習事前指導４月上旬

介護福祉実習Ⅱ：�8日間��～�2月

実習報告会�2月

９月下旬 介護過程Ⅱ：介護福祉実習Ⅱの実習前・実習中・事後指導
介護総合演習Ⅲ：介護福祉実習Ⅲの実習事前指導

＜４年次＞
介護過程Ⅳ：介護福祉実習Ⅳの実習前・実習中・事後指導４月下旬

９月下旬（予定） 介護福祉士国家試験受験申し込み（20�2・20��年度入学生）

�2月 実習報告会

１月（予定） 介護福祉士国家試験受験（20�2・20��年度入学生）

介護福祉実習Ⅳ：�2日間５～６月

３月（予定） 介護福祉士国家試験合格者発表（20�2・20��年度入学生）

＜３年次＞
介護過程Ⅲ：介護福祉実習Ⅲの実習前・実習中・事後指導４月上旬

介護総合演習Ⅳ：介護福祉実習Ⅳの実習事前指導９月下旬

５～６月 介護福祉実習Ⅲ：�8日間

卒業時共通試験（20�0・20��年度入学生）２月第３水曜日

�2月 実習報告会
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４．保育士（生活支援学科子ども支援学専攻）

　　保育士は、児童福祉施設において児童の保育に従事するものとされてきました。
　　しかし、少子化や核家族化の進行、女性の社会進出の本格化、就業形態の多様化、地域の子育て機
能の低下など、近年の児童を取りまく家庭や地域の環境は、著しく変化しています。これに伴い、
専門性が高く、かつ、多様なサービスに対応することのできる資質の高い保育士が求められるよう
になりました。

　　地域の子育て支援の中核を担う専門職としての保育士の重要性を踏まえて、200�年、保育士資格は
法定化され、保育士でない者が保育士の名称を使用することはできなくなりました。また、守秘義
務や信用失墜行為の禁止などの規定が盛り込まれました。保育士が働く児童福祉施設は、０歳から
�8歳までの児童を扱い、その種類も多岐にわたります。

　　保育士資格を取得するためには、厚生労働大臣の指定する保育士養成施設で指定の単位を修得し卒
業すること、あるいは保育士試験に合格することが必要です。生活支援学科子ども支援学専攻は、
保育士養成施設として、厚生労働省から指定されています。保育士資格を取得した後に、登録する
ことによってはじめて保育士の名称を用いて働くことができます。

　⑴業務
　　保育士は、専門的知識及び技術をもって、児童の保育及びその保護者に対する保育に関する指導を
行う専門職として法律（児童福祉法）で定められています。保育士の業務は、子どもの「保育」と、
「児童の保護者に対する指導」すなわち「保育指導」の２つということになります。保育指導は、
保育所をはじめとする児童福祉施設内の子どもの保護者だけでなく、保育所に通っていない地域社
会の子どもの保護者への指導等も含まれます。

　⑵資格
　　ライフデザイン学部生活支援学科子ども支援学専攻に所属し、児童福祉法施行規則により指定され
た必修科目、選択必修科目、一般教養科目の単位を修得して卒業した者は、保育士資格を取得でき
ます。保育士となるには、次に掲げるそれぞれの資格要件を有する者が、都道府県の備える保育士
登録簿に氏名、生年月日その他厚生労働省令で定める事項の登録をしなければなりません。

　　登録の申請は、申請書に戸籍抄本、住民票、申請手数料�,200円（平成2�年度現在）を添えて、都
道府県に提出します。登録が完了すると、卒業後に保育士証が交付されます。
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資
格

2011年度以降入学生用

⑶保育実習
保育実習は、児童福祉法施行規則により指定された必修科目、選択必修科目の中に含まれています。
修得した教科全体の知識、技能を基礎とし、これらを総合的に実践する応用能力を養うため、児童
に対する理解を通じて保育の理論と実践の関係について習熟することが目的です。
保育士国家資格取得のためには、２年次に12日間（保育実習ⅠA（施設））、３年次に12日間（保育
実習ⅠB（保育所））、４年次に12日間（保育実習Ⅱ（保育所）と保育実習Ⅲ（施設）のどちらか選択）
の実習が必要になります。科目の履修にあたっては、下記の条件を満たすことが前提となっていま
す。なお、学外実習スケジュールは関連法令改正等の理由により変更となる場合があります。

科目名 実習先 時期 日数 履修条件

保育実習ⅠA（施設） 児童福祉施設等 ２年次春季休暇 12日間 保育原理Ⅰの単位を修得
済みであること。保育実習ⅠB（保育所） 保育所 ３年次夏季休暇 12日間

選択
（どちらか
を選択）

保育実習Ⅱ
（保育所） 保育所 ４年次夏季休暇 12日間

保育実習ⅠA（施設）・
保育実習ⅠB（保育所）、
保育実習指導Ⅰ A（施
設）・保育実習指導Ⅰ B
（保育所）の単位を修得
済であること。

保育実習Ⅲ
（施設）

児童厚生施設又は知
的障害児通園施設そ
の他社会福祉関係諸
法令の規定に基づき
設置されている施
設、児童福祉施設等

４年次夏季休暇 12日間
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諸
資
格

2009～2010年度入学生用

⑶保育実習
保育実習は、児童福祉法施行規則により指定された必修科目、選択必修科目の中に含まれています。
修得した教科全体の知識、技能を基礎とし、これらを総合的に実践する応用能力を養うため、児童
に対する理解を通じて保育の理論と実践の関係について習熟することが目的です。
保育士国家資格取得のためには、２年次に12日間（保育実習Ⅰ［施設実習］）、３年次に12日間（保
育実習Ⅰ［保育所実習］）、４年次に12日間（保育実習Ⅱ［保育所実習］と保育実習Ⅲ［施設実習］
のどちらか選択）の実習が必要になります。科目の履修にあたっては、下記の条件を満たすことが
前提となっています。なお、学外実習スケジュールは関連法令改正等の理由により変更となる場合
があります。

科目名 実習先 時期 日数 履修条件

保育実習Ⅰ
児童福祉施設等 ２年次春季休暇 12日間 保育原理ⅠＡ、保育原理ⅠＢ

の単位を修得済みであること。保育所 ３年次夏季休暇 12日間

選択
（どちらか
を選択）

保育実習Ⅱ 保育所 ４年次夏季休暇 12日間

保育実習Ⅰの単位を修得
済であること。保育実習Ⅲ

児童厚生施設又は知
的障害児通園施設そ
の他社会福祉関係諸
法令の規定に基づき
設置されている施
設、児童福祉施設等

４年次夏季休暇 12日間
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格
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　⑶保育実習
　　保育実習は、児童福祉法施行規則により指定された必修科目、選択必修科目の中に含まれています。
修得した教科全体の知識、技能を基礎とし、これらを総合的に実践する応用能力を養うため、児童
に対する理解を通じて保育の理論と実践の関係について習熟することが目的です。

　　保育士国家資格取得のためには、２年次に�2日間（保育実習（施設））、３年次に�2日間（保育実
習（保育所））、４年次に�2日間（保育実習（保育所）と保育実習（施設）のどちらか選択）の実習
が必要になります。科目の履修にあたっては、下記の条件（法改正のため入学年度により異なりま
す）を満たさなければなりません。なお、学外実習スケジュールは関連法令改正等の理由により変
更となる場合があります。

　　（20�0年度入学生用）

　　（20��年度以降入学生用）
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⑷保育士指定科目
保育士資格を取得するためには、下記の①②③の条件をすべて満たさなければなりません。

①必修科目
下記別表第１の科目56単位をすべて修得しなければなりません。

（別表第１）
省令 本学開講科目

系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数

保育の本質・
目的に関する
科目

社会福祉 社会福祉学原論Ⅰ １学年 ２
相談援助 社会福祉援助技術演習Ⅰ ２学年 ２
児童家庭福祉 児童福祉論Ⅰ １学年 ２
保育原理 保育原理Ⅰ １学年 ２
社会的養護 社会的養護 １・２学年 ２
教育原理 幼児教育基礎論Ⅰ １学年 ２
保育者論 教職概論 １学年 ２

保育の対象の
理解に関する
科目

保育の心理学Ⅰ 発達心理学 ２学年 ２
保育の心理学Ⅱ 教育心理学 ２学年 １

子どもの保健Ⅰ 子どもの保健Ⅰ ２学年 ２
子どもの保健Ⅱ ２学年 ２

子どもの保健Ⅱ 子どもの保健Ⅲ ２学年 １
子どもの食と栄養 子どもの食と栄養（実習含む） ２学年 ２
家庭支援論 家庭支援論 １・２学年 ２

保育の内容・
方法に関する
科目

保育課程論 保育教育課程論 ３学年 ２

保育内容演習

保育内容演習（ことば） ２学年 １
保育内容演習（環境） ２学年 １
保育内容演習（健康） ２学年 １
保育内容演習（人間関係） ２学年 １
保育内容演習（音楽表現） ３学年 １
保育内容演習（造形表現） ３学年 １
保育内容演習（身体表現） ３学年 １

保育内容総論 保育内容総論 ３学年 １

乳児保育 乳児保育Ⅰ ２学年 １
乳児保育Ⅱ ２学年 １

障害児保育 障害児保育Ⅰ ３学年 １
障害児保育Ⅱ ３学年 １

社会的養護内容 社会的養護内容 ２学年 １
保育相談支援 保育相談支援 ４学年 １

保育の表現技術 保育の表現技術

保育表現技術（造形） １学年 １
保育表現技術（言語） ２学年 １
保育表現技術Ⅰ（音楽） １学年 １
保育表現技術Ⅱ（音楽） ２学年 １
保育表現技術Ⅰ（体育） １学年 １
保育表現技術Ⅱ（体育） ２学年 １

保育実習
保育実習Ⅰ 保育実習ⅠA（施設） ２学年 ２

保育実習ⅠB（保育所） ３学年 ２

保育実習指導Ⅰ 保育実習指導ⅠA（施設） ２学年 １
保育実習指導ⅠB（保育所） ３学年 １

総合演習 保育実践演習 保育実践演習 ４学年 ２
本学における必要単位数合計 56

保
育
士

　⑷保育士指定科目

2011年度以降入学生用

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数

保育の本質・
目的に関する
科目

社会福祉 社会福祉学原論Ⅰ １年 ２
相談援助 社会福祉援助技術演習Ⅰ ２年 ２
児童家庭福祉 児童福祉論Ⅰ １年 ２
保育原理 保育原理Ⅰ １年 ２
社会的養護 社会的養護 １・２年 ２
教育原理 幼児教育基礎論Ⅰ １年 ２
保育者論 教職概論 １年 ２

保育の対象の
理解に関する
科目

保育の心理学Ⅰ 発達心理学 ２年 ２
保育の心理学Ⅱ 教育心理学 ２年 １

子どもの保健Ⅰ 子どもの保健Ⅰ ２年 ２
子どもの保健Ⅱ ２年 ２

子どもの保健Ⅱ 子どもの保健Ⅲ ２年 １
子どもの食と栄養 子どもの食と栄養（実習含む） ２年 ２
家庭支援論 家庭支援論 １・２年 ２

保育の内容・
方法に関する
科目

保育課程論 保育教育課程論 ３年 ２

保育内容演習

保育内容演習（ことば） ２年 １
保育内容演習（環境） ２年 １
保育内容演習（健康） ２／３年※１ １
保育内容演習（人間関係） ２年 １
保育内容演習（音楽表現） ３年 １
保育内容演習（造形表現） ３年 １
保育内容演習（身体表現） ３年 １

保育内容総論 保育内容総論 ３年 １

乳児保育 乳児保育Ⅰ ２年 １
乳児保育Ⅱ ２年 １

障害児保育 障害児保育Ⅰ ３年 １
障害児保育Ⅱ ３年 １

社会的養護内容 社会的養護内容 ２年 １
保育相談支援 保育相談支援 ４年 １

保育の表現技術 保育の表現技術

保育表現技術（造形） １年 １
保育表現技術（言語） ２年 １
保育表現技術Ⅰ（音楽） １年 １
保育表現技術Ⅱ（音楽） ２年 １
保育表現技術Ⅰ（体育） １年 １
保育表現技術Ⅱ（体育） ２年 １

保育実習
保育実習Ⅰ 保育実習ⅠA（施設） ２年 ２

保育実習ⅠB（保育所） ３年 ２

保育実習指導Ⅰ 保育実習指導ⅠA（施設） ２年 １
保育実習指導ⅠB（保育所） ３年 １

総合演習 保育実践演習 保育実践演習 ４年 ２
本学における必要単位数合計 56

※１　「20��・20�2年度入学生用／20��年度入学生用」となります。

諸
資
格

社
会　

福
祉
士
精
神
保
健

福
祉
士
介
護　

福
祉
士
保
育
士
Ａ
．Ｄ
．Ｉ
．健
康
運
動

指
導
士
実
践　

指
導
者
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
第
一
種

衛
生
管
理
公
認　

ス
ポ
ー
ツ
建
築
士

社
会
福
祉

主
事　

－��6－



- 139 -

諸
資
格

2011年度以降入学生用

②選択科目
下記別表第２から、「保育実習」３単位を含み、９単位を修得しなければなりません。
（別表第２　選択必修科目）

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

保育の本質・目的に関する科目

幼児教育基礎論Ⅱ １学年 ２
児童福祉論Ⅱ １～４学年 ２
保育原理Ⅱ ４学年 ２
子どもの権利論 １～４学年 ２

保育の対象の理解に関する科目 － － －

保育の内容・方法に関する科目

保育指導法 ３学年 ２
乳児の生活とあそび ４学年 ２
幼児理解と保育カウンセリング ３学年 ２
子育て支援実践 １～４学年 ２

保育の表現技術
音楽あそびの実践 ４学年 ２
体育あそびの実践 ４学年 ２
造形あそびの実践 ４学年 ２

保育実習
※ 保育実習Ⅱ 保育実習Ⅱ（保育所） ４学年 ２

※�どちらか
選択必修

保育実習指導Ⅱ 保育実習指導Ⅱ（保育所） ４学年 １

※ 保育実習Ⅲ 保育実習Ⅲ（施設） ４学年 ２
保育実習指導Ⅲ 保育実習指導Ⅲ（施設） ４学年 １
本学における必要単位数合計 ９

③一般教養的科目
別表第１、別表第２の他に、下記の表に従って単位を修得しなければなりません。

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

教養科目

外国語、体育以外の科目

児童文学 １～４学年 ２

左の科目から
６単位必修

文章読解 １～４学年 ２
国語表現法 １～４学年 ２
口頭表現法 １～４学年 ２
レポート・論文のまとめ方 １～４学年 ２
音楽一般 １～４学年 ２
美術一般 １～４学年 ２
哲学 １～４学年 ２
世代論 １～４学年 ２
心理学 １～４学年 ２
日本国憲法 １～４学年 ２
社会学 １～４学年 ２
学校と地域（学校安全を含む） １～４学年 ２

外国語

専門基礎英語Ⅰ １学年 １
左の科目から
２単位必修

専門基礎英語Ⅱ １学年 １
専門応用英語Ⅰ ２学年 １
専門応用英語Ⅱ ２学年 １

体育に関する実技

スポーツ健康科学実技ⅠＡ １～４学年 １

左の科目から
１単位必修

スポーツ健康科学実技ⅠＢ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＡ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＢ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＡ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＢ １～４学年 １

体育に関する講義
危機管理と救急法 １～４学年 ２ 左の科目から

２単位必修健康教育学※１ １学年 ２
生涯スポーツ論※１ ２学年 ２

本学における必要単位数合計 11
※１　健康教育学・生涯スポーツ論は健康スポーツ学科開放科目となります。
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②選択科目
下記別表第２から、「保育実習」３単位を含み、９単位を修得しなければなりません。
（別表第２　選択必修科目）

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

保育の本質・目的に関する科目

幼児教育基礎論Ⅱ １学年 ２
児童福祉論Ⅱ １～４学年 ２
保育原理Ⅱ ４学年 ２
子どもの権利論 １～４学年 ２

保育の対象の理解に関する科目 － － －

保育の内容・方法に関する科目

保育指導法 ３学年 ２
乳児の生活とあそび ４学年 ２
幼児理解と保育カウンセリング ３学年 ２
子育て支援実践 １～４学年 ２

保育の表現技術
音楽あそびの実践 ４学年 ２
体育あそびの実践 ４学年 ２
造形あそびの実践 ４学年 ２

保育実習
※ 保育実習Ⅱ 保育実習Ⅱ（保育所） ４学年 ２

※�どちらか
選択必修

保育実習指導Ⅱ 保育実習指導Ⅱ（保育所） ４学年 １

※ 保育実習Ⅲ 保育実習Ⅲ（施設） ４学年 ２
保育実習指導Ⅲ 保育実習指導Ⅲ（施設） ４学年 １
本学における必要単位数合計 ９

③一般教養的科目
別表第１、別表第２の他に、下記の表に従って単位を修得しなければなりません。

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

教養科目

外国語、体育以外の科目

児童文学 １～４学年 ２

左の科目から
６単位必修

文章読解 １～４学年 ２
国語表現法 １～４学年 ２
口頭表現法 １～４学年 ２
レポート・論文のまとめ方 １～４学年 ２
音楽一般 １～４学年 ２
美術一般 １～４学年 ２
哲学 １～４学年 ２
世代論 １～４学年 ２
心理学 １～４学年 ２
日本国憲法 １～４学年 ２
社会学 １～４学年 ２
学校と地域（学校安全を含む） １～４学年 ２

外国語

専門基礎英語Ⅰ １学年 １
左の科目から
２単位必修

専門基礎英語Ⅱ １学年 １
専門応用英語Ⅰ ２学年 １
専門応用英語Ⅱ ２学年 １

体育に関する実技

スポーツ健康科学実技ⅠＡ １～４学年 １

左の科目から
１単位必修

スポーツ健康科学実技ⅠＢ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＡ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＢ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＡ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＢ １～４学年 １

体育に関する講義
危機管理と救急法 １～４学年 ２ 左の科目から

２単位必修健康教育学※１ １学年 ２
生涯スポーツ論※１ ２学年 ２

本学における必要単位数合計 11
※１　健康教育学・生涯スポーツ論は健康スポーツ学科開放科目となります。
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②選択科目
下記別表第２から、「保育実習」３単位を含み、９単位を修得しなければなりません。
（別表第２　選択必修科目）

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

保育の本質・目的に関する科目

幼児教育基礎論Ⅱ １学年 ２
児童福祉論Ⅱ １～４学年 ２
保育原理Ⅱ ４学年 ２
子どもの権利論 １～４学年 ２

保育の対象の理解に関する科目 － － －

保育の内容・方法に関する科目

保育指導法 ３学年 ２
乳児の生活とあそび ４学年 ２
幼児理解と保育カウンセリング ３学年 ２
子育て支援実践 １～４学年 ２

保育の表現技術
音楽あそびの実践 ４学年 ２
体育あそびの実践 ４学年 ２
造形あそびの実践 ４学年 ２

保育実習
※ 保育実習Ⅱ 保育実習Ⅱ（保育所） ４学年 ２

※�どちらか
選択必修

保育実習指導Ⅱ 保育実習指導Ⅱ（保育所） ４学年 １

※ 保育実習Ⅲ 保育実習Ⅲ（施設） ４学年 ２
保育実習指導Ⅲ 保育実習指導Ⅲ（施設） ４学年 １
本学における必要単位数合計 ９

③一般教養的科目
別表第１、別表第２の他に、下記の表に従って単位を修得しなければなりません。

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

教養科目

外国語、体育以外の科目

児童文学 １～４学年 ２

左の科目から
６単位必修

文章読解 １～４学年 ２
国語表現法 １～４学年 ２
口頭表現法 １～４学年 ２
レポート・論文のまとめ方 １～４学年 ２
音楽一般 １～４学年 ２
美術一般 １～４学年 ２
哲学 １～４学年 ２
世代論 １～４学年 ２
心理学 １～４学年 ２
日本国憲法 １～４学年 ２
社会学 １～４学年 ２
学校と地域（学校安全を含む） １～４学年 ２

外国語

専門基礎英語Ⅰ １学年 １
左の科目から
２単位必修

専門基礎英語Ⅱ １学年 １
専門応用英語Ⅰ ２学年 １
専門応用英語Ⅱ ２学年 １

体育に関する実技

スポーツ健康科学実技ⅠＡ １～４学年 １

左の科目から
１単位必修

スポーツ健康科学実技ⅠＢ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＡ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＢ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＡ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＢ １～４学年 １

体育に関する講義
危機管理と救急法 １～４学年 ２ 左の科目から

２単位必修健康教育学※１ １学年 ２
生涯スポーツ論※１ ２学年 ２

本学における必要単位数合計 11
※１　健康教育学・生涯スポーツ論は健康スポーツ学科開放科目となります。
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2011年度以降入学生用

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

保育の本質・目的に関する科目
幼児教育基礎論Ⅱ １年 ２
児童福祉論Ⅱ １～４年 ２
保育原理Ⅱ ４年 ２
子どもの権利論 １～４年 ２

保育の対象の理解に関する科目 － － －

保育の内容・方法に関する科目
保育指導法 ３年 ２
乳児の生活とあそび ４年 ２
幼児理解と保育カウンセリング ３年 ２
子育て支援実践 １～４年 ２

保育の表現技術
音楽あそびの実践 ４年 ２
体育あそびの実践 ４年 ２
造形あそびの実践 ４年 ２

保育実習
※保育実習Ⅱ 保育実習Ⅱ（保育所） ４年 ２

※どちらか
　選択必修

保育実習指導Ⅱ 保育実習指導Ⅱ（保育所） ４年 １
※保育実習Ⅲ 保育実習Ⅲ（施設） ４年 ２
保育実習指導Ⅲ 保育実習指導Ⅲ（施設） ４年 １
本学における必要単位数合計 ９

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

教養科目

外国語、体育以外の科目

児童文学 １～４年 ２

左の科目から
６単位必修

文章読解 １～４年 ２
国語表現法 １～４年 ２
口頭表現法 １～４年 ２
レポート・論文のまとめ方 １～４年 ２
音楽一般 １～４年 ２
美術一般 １～４年 ２
哲学 １～４年 ２
世代論 １～４年 ２
心理学 １～４年 ２
日本国憲法 １～４年 ２
社会学 １～４年 ２
学校と地域（学校安全を含む） １～４年 ２

外国語
専門基礎英語Ⅰ／英語ⅠＡ※１ １年 １

左の科目から
２単位必修

専門基礎英語Ⅱ／英語ⅠＢ※１ １年 １
専門応用英語Ⅰ／英語ⅡＡ※１ ２年 １
専門応用英語Ⅱ／英語ⅡＢ※１ ２年 １

体育に関する実技

スポーツ健康科学実技ⅠＡ １～４年 １

左の科目から
１単位必修

スポーツ健康科学実技ⅠＢ １～４年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＡ １～４年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＢ １～４年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＡ １～４年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＢ １～４年 １

体育に関する講義
危機管理と救急法 １～４年 ２ 左の科目から

２単位必修健康教育学※２ １年 ２
生涯スポーツ論※２ ２／３年※１ ２

本学における必要単位数合計 ��
※１　「20��・20�2年度入学生用／20��年度入学生用」となります。
※２　健康教育学・生涯スポーツ論は健康スポーツ学科開放科目となります。
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2009～2010年度入学生用

⑷保育士指定科目
保育士資格を取得するためには、下記の①②③の条件をすべて満たさなければなりません。

①必修科目
下記別表第１の科目56単位をすべて修得しなければなりません。

（別表第１）
省令 本学開講科目

系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数

保育の本質・
目的の理解に
関する科目

社会福祉 社会福祉学原論Ⅰ １学年 ２
社会福祉援助技術 社会福祉援助技術演習Ⅰ ２学年 ２
児童福祉 児童福祉論Ⅰ １学年 ２

保育原理 保育原理ⅠＡ １学年 ２
保育原理ⅠＢ １学年 ２

養護原理 養護原理 １・２学年 ２

教育原理 教育基礎論Ⅰ １学年 ２
教育基礎論Ⅱ １学年 ２

保育の対象の
理解に関する
科目

発達心理学 発達心理学 ２学年 ２
教育心理学 教育心理学 ２学年 ２

小児保健
小児保健Ⅰ ２学年 ２
小児保健Ⅱ ２学年 ２
小児保健実習 ２学年 １

小児栄養 小児栄養（実習を含む） ２学年 ２
精神保健 精神保健Ⅰ １学年 ２
家族援助論 家族援助論 １・２学年 ２

保育の内容・
方法の理解に
関する科目

保育内容

保育内容の指導・研究（ことば） ２学年 １
保育内容の指導・研究（環境） ２学年 １
保育内容の指導・研究（健康） ２学年 １
保育内容の指導・研究（人間関係） ２学年 １
保育内容の指導・研究（音楽表現） ３学年 １
保育内容の指導・研究（造形表現） ３学年 １
保育内容の指導・研究（身体表現） ３学年 １
保育内容の指導・研究（総論） ３学年 １

乳児保育 乳児保育Ⅰ ２学年 １
乳児保育Ⅱ ２学年 １

障害児保育 障害児保育 ３学年 １
養護内容 養護内容 ２学年 １

基礎技能 基礎技能

基礎技能（造形）Ⅰ １学年 １
基礎技能（造形）Ⅱ ２学年 １
基礎技能（音楽）Ⅰ １学年 １
基礎技能（音楽）Ⅱ ２学年 １
基礎技能（体育）Ⅰ １学年 １
基礎技能（体育）Ⅱ ２学年 １

保育実習 保育実習 保育実習Ⅰ ２学年 ５
総合演習 総合演習 子ども支援学演習ⅢＡ ３学年 ２

本学における必要単位数合計 56

保
育
士

2010年度入学生用

　⑸保育士指定科目

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数

保育の本質・
目的の理解に
関する科目

社会福祉 社会福祉学原論Ⅰ １年 ２
社会福祉援助技術 社会福祉援助技術演習Ⅰ ２年 ２
児童福祉 児童福祉論Ⅰ １年 ２

保育原理 保育原理ⅠＡ １年 ２
保育原理ⅠＢ １年 ２

養護原理 養護原理 １・２年 ２

教育原理 教育基礎論Ⅰ １年 ２
教育基礎論Ⅱ １年 ２

保育の対象の
理解に関する
科目

発達心理学 発達心理学 ２年 ２
教育心理学 教育心理学 ２年 ２

小児保健
小児保健Ⅰ ２年 ２
小児保健Ⅱ ２年 ２
小児保健実習 ２年 １

小児栄養 小児栄養（実習を含む） ２年 ２
精神保健 精神保健Ⅰ １年 ２
家族援助論 家族援助論 １・２年 ２

保育の内容・
方法の理解に
関する科目

保育内容

保育内容の指導・研究（ことば） ２年 １
保育内容の指導・研究（環境） ２年 １
保育内容の指導・研究（健康） ２年 １
保育内容の指導・研究（人間関係） ２年 １
保育内容の指導・研究（音楽表現） ３年 １
保育内容の指導・研究（造形表現） ３年 １
保育内容の指導・研究（身体表現） ３年 １
保育内容の指導・研究（総論） ３年 １

乳児保育 乳児保育Ⅰ ２年 １
乳児保育Ⅱ ２年 １

障害児保育 障害児保育 ３年 １
養護内容 養護内容 ２年 １

基礎技能 基礎技能

基礎技能（造形）Ⅰ １年 １
基礎技能（造形）Ⅱ ２年 １
基礎技能（音楽）Ⅰ １年 １
基礎技能（音楽）Ⅱ ２年 １
基礎技能（体育）Ⅰ １年 １
基礎技能（体育）Ⅱ ２年 １

保育実習 保育実習 保育実習Ⅰ ２年 ５
総合演習 総合演習 子ども支援学演習ⅢＡ ３年 ２

本学における必要単位数合計 56
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資
格

2009～2010年度入学生用

②選択科目
下記別表第２から、「保育実習」３単位を含み、11単位を修得しなければなりません。
（別表第２　選択必修科目）

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

保育の本質・目的の理解に関する科目
児童福祉論Ⅱ １～４学年 ２
保育原理Ⅱ ４学年 ２
子どもの権利論 １～４学年 ２

保育の対象の理解に関する科目
心理発達支援論 ３学年 ２
障害児支援論 ２学年 ２
子ども・家族ケア論 ３・４学年 ２

保育の内容・方法の理解に関する科目

保育指導法Ⅰ ３学年 ２
保育指導法Ⅱ ３学年 ２
乳児保育Ⅲ ４学年 １
保育カウンセリング演習 ４学年 ２
保育臨床相談 ３学年 ２
子育て支援実践 １～４学年 ２

基礎技能
レクリエーション援助技術 ３学年 ２
音楽援助技術 ４学年 ２
体育援助技術 ４学年 ２

保育実習 ※保育実習Ⅱ 保育実習Ⅱ ３学年 ３ ※�どちらか
選択必修※保育実習Ⅲ 保育実習Ⅲ ３学年 ３

本学における必要単位数合計 11

③一般教養的科目
別表第１、別表第２の他に、下記の表に従って11単位を修得しなければなりません。

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

教養科目

外国語、体育以外の科目

児童文学 １～４学年 ２

左の科目から
６単位必修

文章読解 １～４学年 ２
文章表現／国語表現法※１ １～４学年 ２
口頭コミュニケーション法／口頭表現法※１ １～４学年 ２
資料研究法／レポート・論文のまとめ方※１ １～４学年 ２
音楽一般 １～４学年 ２
美術一般 １～４学年 ２
哲学 １～４学年 ２
世代論 １～４学年 ２
心理学 １～４学年 ２
日本国憲法 １～４学年 ２
社会学 １～４学年 ２
学校と地域（学校安全を含む） １～４学年 ２

外国語
専門基礎英語Ⅰ １学年 １

左の科目から
２単位必修

専門基礎英語Ⅱ １学年 １
専門応用英語Ⅰ ２学年 １
専門応用英語Ⅱ ２学年 １

体育に関する実技

スポーツ健康科学実技ⅠＡ １～４学年 １

左の科目から
１単位必修

スポーツ健康科学実技ⅠＢ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＡ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＢ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＡ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＢ １～４学年 １

体育に関する講義
救急法／危機管理と救急法※１ １～４学年 ２ 左の科目から

２単位必修健康教育学※２ １学年 ２
生涯スポーツ論※２ ２学年 ２

本学における必要単位数合計 11
※１　「2009年度入学生用科目名／2010年度入学生用科目名」となります。
※２　健康教育学・生涯スポーツ論は健康スポーツ学科開放科目となります
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2009～2010年度入学生用

②選択科目
下記別表第２から、「保育実習」３単位を含み、11単位を修得しなければなりません。
（別表第２　選択必修科目）

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

保育の本質・目的の理解に関する科目
児童福祉論Ⅱ １～４学年 ２
保育原理Ⅱ ４学年 ２
子どもの権利論 １～４学年 ２

保育の対象の理解に関する科目
心理発達支援論 ３学年 ２
障害児支援論 ２学年 ２
子ども・家族ケア論 ３・４学年 ２

保育の内容・方法の理解に関する科目

保育指導法Ⅰ ３学年 ２
保育指導法Ⅱ ３学年 ２
乳児保育Ⅲ ４学年 １
保育カウンセリング演習 ４学年 ２
保育臨床相談 ３学年 ２
子育て支援実践 １～４学年 ２

基礎技能
レクリエーション援助技術 ３学年 ２
音楽援助技術 ４学年 ２
体育援助技術 ４学年 ２

保育実習 ※保育実習Ⅱ 保育実習Ⅱ ３学年 ３ ※�どちらか
選択必修※保育実習Ⅲ 保育実習Ⅲ ３学年 ３

本学における必要単位数合計 11

③一般教養的科目
別表第１、別表第２の他に、下記の表に従って11単位を修得しなければなりません。

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

教養科目

外国語、体育以外の科目

児童文学 １～４学年 ２

左の科目から
６単位必修

文章読解 １～４学年 ２
文章表現／国語表現法※１ １～４学年 ２
口頭コミュニケーション法／口頭表現法※１ １～４学年 ２
資料研究法／レポート・論文のまとめ方※１ １～４学年 ２
音楽一般 １～４学年 ２
美術一般 １～４学年 ２
哲学 １～４学年 ２
世代論 １～４学年 ２
心理学 １～４学年 ２
日本国憲法 １～４学年 ２
社会学 １～４学年 ２
学校と地域（学校安全を含む） １～４学年 ２

外国語
専門基礎英語Ⅰ １学年 １

左の科目から
２単位必修

専門基礎英語Ⅱ １学年 １
専門応用英語Ⅰ ２学年 １
専門応用英語Ⅱ ２学年 １

体育に関する実技

スポーツ健康科学実技ⅠＡ １～４学年 １

左の科目から
１単位必修

スポーツ健康科学実技ⅠＢ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＡ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＢ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＡ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＢ １～４学年 １

体育に関する講義
救急法／危機管理と救急法※１ １～４学年 ２ 左の科目から

２単位必修健康教育学※２ １学年 ２
生涯スポーツ論※２ ２学年 ２

本学における必要単位数合計 11
※１　「2009年度入学生用科目名／2010年度入学生用科目名」となります。
※２　健康教育学・生涯スポーツ論は健康スポーツ学科開放科目となります
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2009～2010年度入学生用

②選択科目
下記別表第２から、「保育実習」３単位を含み、11単位を修得しなければなりません。
（別表第２　選択必修科目）

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

保育の本質・目的の理解に関する科目
児童福祉論Ⅱ １～４学年 ２
保育原理Ⅱ ４学年 ２
子どもの権利論 １～４学年 ２

保育の対象の理解に関する科目
心理発達支援論 ３学年 ２
障害児支援論 ２学年 ２
子ども・家族ケア論 ３・４学年 ２

保育の内容・方法の理解に関する科目

保育指導法Ⅰ ３学年 ２
保育指導法Ⅱ ３学年 ２
乳児保育Ⅲ ４学年 １
保育カウンセリング演習 ４学年 ２
保育臨床相談 ３学年 ２
子育て支援実践 １～４学年 ２

基礎技能
レクリエーション援助技術 ３学年 ２
音楽援助技術 ４学年 ２
体育援助技術 ４学年 ２

保育実習 ※保育実習Ⅱ 保育実習Ⅱ ３学年 ３ ※�どちらか
選択必修※保育実習Ⅲ 保育実習Ⅲ ３学年 ３

本学における必要単位数合計 11

③一般教養的科目
別表第１、別表第２の他に、下記の表に従って11単位を修得しなければなりません。

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

教養科目

外国語、体育以外の科目

児童文学 １～４学年 ２

左の科目から
６単位必修

文章読解 １～４学年 ２
文章表現／国語表現法※１ １～４学年 ２
口頭コミュニケーション法／口頭表現法※１ １～４学年 ２
資料研究法／レポート・論文のまとめ方※１ １～４学年 ２
音楽一般 １～４学年 ２
美術一般 １～４学年 ２
哲学 １～４学年 ２
世代論 １～４学年 ２
心理学 １～４学年 ２
日本国憲法 １～４学年 ２
社会学 １～４学年 ２
学校と地域（学校安全を含む） １～４学年 ２

外国語
専門基礎英語Ⅰ １学年 １

左の科目から
２単位必修

専門基礎英語Ⅱ １学年 １
専門応用英語Ⅰ ２学年 １
専門応用英語Ⅱ ２学年 １

体育に関する実技

スポーツ健康科学実技ⅠＡ １～４学年 １

左の科目から
１単位必修

スポーツ健康科学実技ⅠＢ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＡ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＢ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＡ １～４学年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＢ １～４学年 １

体育に関する講義
救急法／危機管理と救急法※１ １～４学年 ２ 左の科目から

２単位必修健康教育学※２ １学年 ２
生涯スポーツ論※２ ２学年 ２

本学における必要単位数合計 11
※１　「2009年度入学生用科目名／2010年度入学生用科目名」となります。
※２　健康教育学・生涯スポーツ論は健康スポーツ学科開放科目となります
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省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

保育の本質・目的の理解に関する科目
児童福祉論Ⅱ １～４年 ２
保育原理Ⅱ ４年 ２
子どもの権利論 １～４年 ２

保育の対象の理解に関する科目
心理発達支援論 ３年 ２
障害児支援論 ２年 ２
子ども・家族ケア論 ３・４年 ２

保育の内容・方法の理解に関する科目

保育指導法Ⅰ ３年 ２
保育指導法Ⅱ ３年 ２
乳児保育Ⅲ ４年 １
保育カウンセリング演習 ４年 ２
保育臨床相談 ３年 ２
子育て支援実践 １～４年 ２

基礎技能
レクリエーション援助技術 ３年 ２
音楽援助技術 ４年 ２
体育援助技術 ４年 ２

保育実習 ※保育実習Ⅱ 保育実習Ⅱ ３年 ３ ※どちらか
　選択必修※保育実習Ⅲ 保育実習Ⅲ ３年 ３

本学における必要単位数合計 ��

省令 本学開講科目
系列 教科目 左に対応して開設されている教科目 配当学年 単位数 備考

教養科目

外国語、体育以外の科目

児童文学 １～４年 ２

左の科目から
６単位必修

文章読解 １～４年 ２
国語表現法 １～４年 ２
口頭表現法 １～４年 ２
レポート・論文のまとめ方 １～４年 ２
音楽一般 １～４年 ２
美術一般 １～４年 ２
哲学 １～４年 ２
世代論 １～４年 ２
心理学 １～４年 ２
日本国憲法 １～４年 ２
社会学 １～４年 ２
学校と地域（学校安全を含む） １～４年 ２

外国語
専門基礎英語Ⅰ １年 １

左の科目から
２単位必修

専門基礎英語Ⅱ １年 １
専門応用英語Ⅰ ２年 １
専門応用英語Ⅱ ２年 １

体育に関する実技

スポーツ健康科学実技ⅠＡ １～４年 １

左の科目から
１単位必修

スポーツ健康科学実技ⅠＢ １～４年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＡ １～４年 １
スポーツ健康科学実技ⅡＢ １～４年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＡ １～４年 １
スポーツ健康科学実技ⅢＢ １～４年 １

体育に関する講義
危機管理と救急法 １～４年 ２ 左の科目から

２単位必修健康教育学※１ １年 ２
生涯スポーツ論※１ ２年 ２

本学における必要単位数合計 ��
※１　健康教育学・生涯スポーツ論は健康スポーツ学科開放科目となります
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　⑹保育士資格取得スケジュール

　　下記のスケジュールはあくまでも予定のため前後する場合もあります。詳細は授業時や掲示等の指
示に従ってください。

＜２年次＞

２年次　資格ガイダンス４月

保育実習ⅠＡ（施設）�2日間　（２月～３月予定）２月

＜３年次＞

３年次　資格ガイダンス４月上旬

保育実習ⅠＢ（保育所）�2日間　（８月～９月予定）９月下旬

５月 保育実習Ⅱ（保育所）・保育実習Ⅲ（施設）選択アンケート

＜４年次＞

４年次　資格ガイダンス４月上旬

保育士証の受取（５月下旬～６月下旬予定）
※登録事務処理センターより発送されます。

８月中旬 保育実習Ⅱ（保育所）又は保育実習Ⅲ（施設）�2日間（８月～９月予定）

��月上旬 保育士一括登録説明会／一括登録手続き

＜１年次＞

１年次　資格ガイダンス／個人票提出４月

保育所見学ガイダンス（※１年ゼミにて実施）６月

保育所見学（※１年ゼミにて実施）９月

保育所見学振り返り（※１年ゼミにて実施）�0月

2011～2013年度入学生用
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A.D.I.･ガイドライン 本学開講科目 配当学年 単位数 備考
フィットネス概論 フィットネス概論 １～４年 ２
機能解剖学 解剖学Ⅰ １年 ２
運動生理学（含む臨床生理学） 運動生理学Ⅰ ２年 ２
体力学 測定評価 ２～４年 ２
運動処方 運動処方（含運動負荷試験） ３／３・４年 ２ ※１
運動障害 運動傷害と予防 １～４／２～４年 ２ ※１
トレーニング法 トレーニング基礎論 １～４／２～４年 ２ ※１
栄養学（基礎栄養学・運動栄養学） スポーツと栄養 ３／３・４年 ２ ※１
エクササイズ概論（エアロビックダンス）
（アクア） フィットネス概論 １～４年 －

プログラム構成実習 エアロビクス実習Ａ １年 １

指導実習･/･本人の実技技術実習 エアロビクス実習Ｂ １～４年 １
エアロビクス指導法演習 ２～４年 １

本学における必要単位数合計 �9
※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。

５．A.D.I.（エアロビックダンスエクササイズインストラクター）（生活支援学科・健康スポーツ学科）

　⑴資格の内容
　　A.D.I.･資格認定試験は、厚生労働省認可の公益法人である･JAFA＝公益社団法人日本フィットネス

協会が、エアロビックダンス（エアロビクス）の指導者の資質向上のため、�988年８月に開始した
ものです。資格認定試験は、筆記試験と実技試験で構成されており、筆記試験で指導者として知っ
ておいてほしい理論を、実技試験で実際プログラムを作り指導する力を確認します。

　　この資格を取得していると、理論的な知識（解剖学や生理学、栄養学、運動処方など）や実技指導
能力を備えていることの証明になり、スポーツクラブや病院、福祉施設などで資格を生かすことが
可能です。スポーツクラブなどでは、管理職を目指すベテランのインストラクターが受験する資格
ですが、本学では下記の条件を満たすことで資格を取得することができます。A.D.I.･受験用の実技
（５分間）ばかりではなく、現場で通用する実技能力を日々磨くように心がけてください。

　⑵科目一覧
　　下記の科目�9単位すべて修得しなければなりません。

　⑶資格の取得方法
　　（社）日本フィットネス協会の評価担当者により行われる本検定（学内実技検定）（３年次または
４年次）に合格し、上記の単位をすべて修得することで、A.D.I.･資格認定試験の実技試験が免除さ
れ、筆記試験受験資格（１年間有効）が得られます（受験料�0,000円）。実技・筆記試験合格者には、
A.D.I.･の登録資格が与えられ（登録料�0,000円）、A.D.I.･資格認定インストラクターの名称使用を許
可されます。

　　なお、本検定（学内実技検定）を受験するためには、上記の単位をすべて修得（または履修中）し、
養成講座を受講していることが必須となります。詳細は、資格ガイダンス時に確認してください。
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⑷Ａ.Ｄ.Ｉ.　資格取得スケジュール

以下のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
ガイダンス・諸手続きについては、随時、学内掲示版およびインターネット「東洋大学Web 情報
システム」で掲示します。

＜１年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス（概要説明）

⇩

　９月上旬 資格ガイダンス（１～３年生対象）―資格概要説明―

＜２年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

⇩

　９月上旬 資格ガイダンス（１～３年生対象）―資格概要説明―

＜３・４年次　春学期＞

　４月上旬 資格ガイダンス（３・４年生対象）―養成講座の募集について－

⇩

　４月中旬 養成講座募集期間

⇩

　７月中旬 本検定（学内実技検定）受験希望調査

⇩

　９月中旬 本検定の実施、養成講座修了

筆記試験受験資格取得（１年間有効）

＜３・４年次　秋学期＞

　９月下旬 資格ガイダンス（３・４年生対象）―養成講座の募集について－

⇩

　10月中旬 養成講座募集期間

⇩

　12月中旬 本検定（学内実技検定）受験希望調査

⇩

　１月初旬 本検定の実施、養成講座修了

筆記試験受験資格取得（１年間有効）

３・４年次の春学期と秋学期については、同一サイクルのスケジュールとなります。
筆記試験受験資格の取得の機会は、年に２回あります。
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Ａ.

Ｄ.

Ｉ.

　⑷A.	D.	I.　資格取得スケジュール

　　下記のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
　　ガイダンス・諸手続きについては、随時中央掲示板およびToyoNet-Gで掲示します。

養成講座（４月～７月）

養成講座（�0月～１月）�0月上旬
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６．健康運動指導士（健康スポーツ学科）

　⑴資格の内容
　　健康運動指導士の役割は、あらゆる人々への安全で効果的な運動プログラムの作成と指導であり、
指導中心の健康運動実践指導者と連携した健康づくりのための運動支援です。今日では、メタボ
リックシンドロームの予防、生活習慣病ハイリスク者への運動指導、少子高齢社会を踏まえた介護
予防の運動指導の専門家として必要性が増しており、メディカルスタッフと連携した健康運動指導
士への期待が高まっています。

　　現在、健康運動指導士の約６割は、フィットネスクラブ、医療機関、老人福祉施設、健康増進施設
等に就業し、健康づくり関連の業務に従事しています。

　⑵科目一覧
　　下記の本学開講科目をすべて修得しなければなりません。
　　入学年度により本学における必要単位数が異なります。

科目名 本学開講科目 配当学年 単位数 備考
１．健康づくり施策概論 健康科学概論 １年 ２

２．健康管理概論 医学一般 １～４年 ２
スポーツ医学 ２年 ２

３．生活習慣病（成人病） 医学一般 １～４年 －

４．運動生理学 運動生理学Ⅰ ２年 ２
運動生理学Ⅱ ２年 ２

５．機能解剖とバイオメカニクス
　　（運動・動作の力源）

解剖学Ⅰ １年 ２

機能解剖学Ⅰ ２年 ２ 20�2年度以前
入学生のみ

機能解剖学Ⅱ ２年 ２
バイオメカニクス演習 ２／３・４年 １ ※１

６．健康づくり運動の理論
フィットネス概論 １～４年 ２
トレーニング基礎論 １～４／２～４年 ２ ※１
発育・発達・加齢論 ２年 ２

７．運動障害と予防 スポーツ医学 ２年 －
８．体力測定と評価 測定評価 ２～４年 ２

９．健康づくり運動の実際

トレーニング実習 ２年 １
エアロビクス実習Ａ １年 １
エアロビクス指導法演習 ２～４年 １
アクアビクス指導法演習 ２～４年 １
高齢者健康スポーツ指導法演習 ２／３・４年 １ ※１
健康産業施設等現場実習 ４年 １

�0．救急処置
スポーツ救急法演習 １～４年 ２ 20�2年度以前

入学生のみ

スポーツ医学 ２年 － 20��年度
入学生のみ

��．運動プログラムの管理 フィットネス概論 １～４年 －
運動処方（含運動負荷試験） ３・４年 ２

�2．運動負荷試験 運動処方（含運動負荷試験） ３・４年 －
��．運動行動変容の理論と実際 コーチング概論 ２年 ２
��．運動と心の健康増進 コーチング概論 ２年 －
�5．栄養摂取と運動 スポーツと栄養 ３・４年 ２

本学における必要単位数合計 �9
（�5）

（･）内は20��年度
入学生のみ

※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。
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　⑶関連科目の紹介　～履修推奨科目～
　　健康運動指導士の受験資格を目指す学生に対し、下記の関連科目の履修を推奨いたします。
　　関連科目の修得の有無は受験資格の取得の可否に影響はありませんが、受験資格取得を目指す学生
は積極的に履修するよう心がけてください。

NO 科目名 配当学年 単位数 備考

１ 運動傷害と予防 １～４／２～４年 ２ ※

２ トレーニングプログラミング演習Ⅰ ２年 １ 20�2年度以前
入学生のみ

３ トレーニングプログラミング演習Ⅱ ３年 １ 20�2年度以前
入学生のみ

４ トレーニングプログラミング演習 ３・４年 ２ 20��年度
入学生のみ

５ 危機管理と救急法 １～４年 ２

※「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。

　⑷健康産業施設等現場実習
　　スポーツクラブや自治体所有の運動施設など、運動指導の現場（健康産業施設等）において７日間･
の実習を行う必要があります。実習では、運動プログラムの作成と指導について学ぶとともに健康･
産業施設等における業務全般を体験します。

　⑸テキスト購入
　　健康運動指導士の受験を目指す学生は、以下のテキストを購入してください（任意）。
　　テキストは一般書店での取扱いがないため、大学で予約販売期間を設けて一括購入します。
　　全学年の学生が購入できますので、当該資格取得希望者は検討してみてください。詳細は掲示板お
よびToyoNet-Gにて掲示します。

　　（参考）テキスト名　：健康運動指導士養成講習会（養成校）テキスト
　　　　　　テキスト販売：毎年５月頃（予定）
　　　　　　テキスト代　：１セット￥��,000-

　⑹資格の取得方法
　　左記の本学開講科目をすべて修得し、かつ卒業見込みがある場合、「健康運動指導士認定試験」の
受験資格を得られます。認定試験に合格し、公益財団法人健康・体力づくり事業財団に登録を行う
ことにより「健康運動指導士」の資格が取得できます。
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⑹健康運動指導士　資格取得スケジュール

以下のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
ガイダンス・諸手続きについては、随時、学内掲示版およびインターネット「東洋大学Web 情報
システム」で掲示します。

＜１年次～２年次＞

４月に実施される資格ガイダンスに出席し、資格の概要を理解のうえ、左記の必要科目を履修し
てください。テキストは毎年５月に３年生を対象に販売しますが、１・２年次からの購入も可能
です。早くから購入の上、学習を進めることも良いですが、テキストの改訂がある可能性があり
ます。

＜３年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

⇩

　５月中旬 テキスト販売（筆記試験用）

＜４年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

⇩

　７月中旬 希望調査（受験）ガイダンス

⇩

　10月上旬 受験案内の配布
健康産業施設等現場実習ガイダンス
「健康産業施設等現場実習」履修登録

⇩

　10月下旬 現場実習料払込　31,500円（別途保険料210円）

⇩

　12月下旬 現場実習期間

資格ガイダンス－受験申込ガイダンス－

⇩

　１月上旬 受験申込み　受験料15,000円
証明書手数料（受験申込・成績証明書）納入

⇩

　２月下旬 卒業・資格単位充足者発表確認

⇩

　３月下旬 試験（４月中旬合格発表）

⇩

＜卒業後＞

　４月中旬 合格発表　登録料　24,000円（５年間有効）

⇩

５年後の更新のためには、所定の講習会の受講と更新料21,000円が必要です。

健
康
運
動

指
導
士

　⑺健康運動指導士　資格取得スケジュール

　　下記のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
　　ガイダンス・諸手続きについては、随時中央掲示板およびToyoNet-Gで掲示します。

　　 ＜１年次～２年次＞
　　４月に実施される資格ガイダンスに出席し、資格の概要を理解のうえ、左記の必要科目を履修して
ください。テキストは毎年５月に３・４年生を対象に販売しますが、１・２年次からの購入も可能
です。早くから購入の上、学習を進めることも良いですが、テキストは改訂される可能性がありま
す。

※５年後に更新する際に、所定の講習会の受講と更新料2�,000円が必要です。
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科目名 本学開講科目 配当学年 単位数 備考
１．健康づくり施策概論 健康科学概論 １年 ２

医学一般 １～４年 ２
２．運動生理学 運動生理学Ⅰ ２年 ２
３．機能的解剖とバイオメカニクス 解剖学Ⅰ １年 ２

フィットネス概論 １～４年 ２
４．栄養摂取と運動 スポーツと栄養 ３・４年 ２
５-１．体力測定と評価（講義） 測定評価 ２～４年 ２
５-２．体力測定と評価（実習） 測定評価 ２～４年 －
６．健康づくりと運動プログラム 運動処方（含運動負荷試験） ３・４年 ２
７．運動指導の心理学的基礎 コーチング概論 ２年 ２
８-１．健康づくり運動の実際
　　　 ウォーキング エアロビクス指導法演習 ２～４年 １
８-２．健康づくり運動の実際
　　　 ジョギング エアロビクス指導法演習 ２～４年 －
８-３．健康づくり運動の実際
　　　 エアロビックダンス エアロビクス実習Ａ １年 １
８-４．健康づくり運動の実際
　　　 水泳・水中運動 アクアビクス指導法演習 ２～４年 １
８-５．健康づくり運動の実際
　　　 レジスタンスエクササイズ トレーニング実習 ２年 １
８-６．健康づくり運動の実際
　　　 ストレッチング トレーニング実習 ２年 －
８-７．健康づくり運動の実際
　　　 ウォーミングアップとクー

リングダウン、体操
トレーニング実習 ２年 －

９-１．運動障害と予防・救急処置
運動傷害と予防 １～４年 ２ 20�2年度以前

入学生のみ
医学一般 １～４年 － 20�2年度以前

入学生のみ

９-２．運動障害と予防・救急処置
スポーツ救急法演習 １～４年 ２ 20�2年度以前

入学生のみ
スポーツ医学 ２年 ２ 20��年度

入学生のみ
本学における必要単位数合計 26

（2�）
（･）内は20��
年度入学生用

※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」

７．健康運動実践指導者（生活支援学科・健康スポーツ学科）

　⑴資格の内容
　　健康運動実践指導者は、健康づくりのための運動指導者に与えられる資格の一つです。医学的基礎
知識、運動生理学の知識、健康づくりのための運動指導の知識・技能等をもち、健康づくりを目的
として作成された運動プログラムに基づき、ジョギング、エアロビックダンス、水泳および水中運
動等のエアロビック・エクササイズ、ストレッチング、筋力、筋持久力トレーニング等の補強運動
の実践指導を行うことが出来ると認められた者に与えられます。

　　この健康運動実践指導者として登録している人達の主な職場は健康増進センター・保健所・保健セ
ンター、病院・老人福祉施設・介護保健施設、アスレチッククラブ・フィットネスクラブなどとな
ります。この資格を有することにより、健康づくりを目指した運動実践のスペシャリストとして認
められ、地方自治体、企業での健康づくりの専門家、福祉施設、病院、アスレチッククラブ等での
健康づくりの専門家として就職することが考えられます。

　⑵科目一覧
　　下記の本学開講科目を受験年度の春学期までにすべて修得しなければなりません。
　　※20��年度から健康運動実践指導者のカリキュラム改訂が行われたことに伴い、資格取得に必要な

単位数が変更になっています。
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　⑶テキスト購入
　　健康運動実践指導者の受験を目指す学生は、以下のテキストの購入してください（任意）。
　　テキストは一般書店での取扱いがないため、大学で予約販売期間を設けて一括購入します。
　　全学年の学生が購入できますので、当該資格取得希望者は検討してみてください。詳細は掲示板お
よびToyoNet-Gにて掲示します。

　　（参考）テキスト名　：健康運動実践指導者用テキスト
　　　　　　テキスト販売：毎年５月頃（予定）
　　　　　　テキスト代　：１冊　￥�,500-

　⑷資格の取得方法
　　左記単位をすべて修得することにより「健康運動実践指導者認定試験」の受験資格が得られます
（在学中のみ有効）。在学中に全ての単位を修得しなければ、養成校において受験資格を得たと認め
られません。認定試験に合格し、公益財団法人日本健康・体力づくり事業財団に登録を行うことで
「健康運動実践指導者」の資格を取得できます。なお、認定試験は３年生以上で必要科目を修得し
ていれば受験することができます。

　⑸健康運動実践指導者　資格取得スケジュール

　　下記のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
　　詳細は、随時中央掲示板およびToyoNet-Gで掲示します。

９月下旬 資格ガイダンス　１～３年対象
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⑶資格の取得方法
左記単位をすべて修得することにより「健康運動実践指導者認定試験」の受験資格が得られます（在
学中のみ有効）。在学中に全ての単位を修得しなければ、養成校において受験資格を得たと認めら
れません。認定試験に合格し、財団法人日本健康・体力づくり事業財団に登録を行うことで「健康
運動実践指導者」の資格を取得できます。なお、認定試験は３年生以上で26単位を修得していれば
受験することができます。

⑷健康運動実践指導者　資格取得スケジュール

以下のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
ガイダンス・諸手続きについては、随時、学内掲示版およびインターネット「東洋大学Web 情報
システム」で掲示します。

＜１・２年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス（概要説明）

＜３・４年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

⇩

　５月中旬 テキスト販売

⇩

　５月下旬 受験希望調査　ガイダンス１（３，４年）

⇩

　７月中旬 受験希望調査　ガイダンス２（３，４年）

⇩

　９月上旬 受験料納入（３，４年）

⇩

　９月下旬 学内講習会実施

⇩

　11月下旬 実技試験実施（学外）

⇩

　１月下旬 筆記試験実施（学外）
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⑶資格の取得方法
左記単位をすべて修得することにより「健康運動実践指導者認定試験」の受験資格が得られます（在
学中のみ有効）。在学中に全ての単位を修得しなければ、養成校において受験資格を得たと認めら
れません。認定試験に合格し、財団法人日本健康・体力づくり事業財団に登録を行うことで「健康
運動実践指導者」の資格を取得できます。なお、認定試験は３年生以上で26単位を修得していれば
受験することができます。

⑷健康運動実践指導者　資格取得スケジュール

以下のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
ガイダンス・諸手続きについては、随時、学内掲示版およびインターネット「東洋大学Web 情報
システム」で掲示します。

＜１・２年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス（概要説明）

＜３・４年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

⇩

　５月中旬 テキスト販売

⇩

　５月下旬 受験希望調査　ガイダンス１（３，４年）

⇩

　７月中旬 受験希望調査　ガイダンス２（３，４年）

⇩

　９月上旬 受験料納入（３，４年）

⇩

　９月下旬 学内講習会実施

⇩

　11月下旬 実技試験実施（学外）

⇩

　１月下旬 筆記試験実施（学外）
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⑶資格の取得方法
左記単位をすべて修得することにより「健康運動実践指導者認定試験」の受験資格が得られます（在
学中のみ有効）。在学中に全ての単位を修得しなければ、養成校において受験資格を得たと認めら
れません。認定試験に合格し、財団法人日本健康・体力づくり事業財団に登録を行うことで「健康
運動実践指導者」の資格を取得できます。なお、認定試験は３年生以上で26単位を修得していれば
受験することができます。

⑷健康運動実践指導者　資格取得スケジュール

以下のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
ガイダンス・諸手続きについては、随時、学内掲示版およびインターネット「東洋大学Web 情報
システム」で掲示します。

＜１・２年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス（概要説明）

＜３・４年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

⇩

　５月中旬 テキスト販売

⇩

　５月下旬 受験希望調査　ガイダンス１（３，４年）

⇩

　７月中旬 受験希望調査　ガイダンス２（３，４年）

⇩

　９月上旬 受験料納入（３，４年）

⇩

　９月下旬 学内講習会実施

⇩

　11月下旬 実技試験実施（学外）

⇩

　１月下旬 筆記試験実施（学外）
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８．障害者スポーツ指導者（生活支援学科・健康スポーツ学科）

⑴資格の内容
この資格は、障害者のスポーツ振興と競技力向上に当たる指導者の資質と指導力の向上を図り、指
導活動の促進と指導体制を確立するために、昭和60年に「財団法人日本障害者スポーツ協会」によ
り制定されました。障害者スポーツ指導者の種類には、スポーツ指導員（初級・中級・上級）とス
ポーツコーチが設けられていますが、ライフデザイン学部では初級スポーツ指導員の資格を取得す
ることができます。初級スポーツ指導員の役割は、「高度なスポーツ技術の指導よりも、障害者の
障害内容に基づいた健康や安全管理を重視し、スポーツの喜びや楽しさを理解させることを重点と
する」とされています。
障害者または障害児の生活習慣病予防、さらには生きがいや QOL（Quality of Life：人生の質）を
考えたときレクリェーションやスポーツ活動は彼らにとって非常に重要な活動となります。しかし
ながら、障害児・者のための施設などは医療や介護の専門家が中心となって構成されていることが
多く、スポーツの指導者が不足しているのが現状です。今後、我が国が真の福祉国家を目指して行
く際、広く求められる資格の一つであると考えられています。

⑵科目一覧
下記の科目７単位すべて修得しなければなりません。

指定科目 本学開講科目 配当学年 単位数
障害者福祉施策と障害者スポーツ

障害者スポーツ論 ２学年 ２
ボランティア論
障害者スポーツの意義と理念
全国障害者スポーツ大会概要
障害者スポーツ指導者制度について
安全管理 スポーツ救急法演習 １～４学年 ２
障害の理解とスポーツ 障害者福祉論 ２学年 ２
障害に応じたスポーツの工夫・実施 障害者スポーツ指導法演習Ⅰ ２学年 １
障害者との交流 別途指導 －

本学における必要単位数合計 ７

⑶資格の取得方法
初級スポーツ指導員の資格取得のためには⑵に示した７単位を修得することが必要となります。申
請には所定の資格取得申請書、調査書および認定・申請手続料（5,000円）が必要です。さらに、
認定は特定非営利活動法人日本障害者スポーツ指導者協議会に入会し会員となることが条件とされ
ているため、年会費（3,500円）も必要です。

障
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者

ス
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ツ

　⑴資格の内容

　⑵科目一覧

指定科目 本学開講科目 配当学年 単位数 備考
障害者福祉施策と障害者スポーツ

障害者スポーツ論 ２年 ２
ボランティア論
障害者スポーツの意義と理念
全国障害者スポーツ大会概要
障害者スポーツ指導者制度について

安全管理
スポーツ救急法演習 １～４年 ２ 20�2年度以前

入学生のみ

スポーツ医学 ２年 ２ 20��年度
入学生のみ

障害の理解とスポーツ 障害者福祉論 ２・３年 ２

障害に応じたスポーツの工夫・実施
障害者スポーツ指導法演習Ⅰ ２年 １ 20�2年度以前

入学生のみ

障害者スポーツ指導法演習 ３・４年 １ 20��年度
入学生のみ

障害者との交流 別途指導 －
本学における必要単位数合計 ７

　⑶障害者との交流
　　障害者との交流とは、スポーツ活動をしている障害者当事者の体験談を聞くことや、スポーツ活動
現場に出かけ障害者とのふれあいを体験することを目的としています。

　　具体的な内容や方法、注意事項等は「障害者スポーツ指導者」関連科目の授業にて指示します。

　⑷資格の取得方法
　　初級スポーツ指導員の資格取得のためには⑵に示した７単位を修得することが必要となります。申
請には所定の資格取得申請書、調査書および認定・申請手続料（5,000円）が必要です。さらに、
認定は特定非営利活動法人日本障害者スポーツ指導者協議会に入会し会員となることが条件とされ
ているため、年会費（�,500円）も必要です。
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⑷障害者スポーツ指導者　資格取得スケジュール

以下のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
ガイダンス・諸手続きについては、随時、学内掲示版およびインターネット「東洋大学Web 情報
システム」で掲示します。

＜１年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス（概要説明）

＜３年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

＜４年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

⇩

　12月上旬 申請希望者調査

⇩

　１月中旬 申請書・調査書提出・申請料支払

⇩

　２月下旬 卒業単位充足者発表（資格取得条件充足の確認）

⇩

　３月下旬 卒業式時　資格証授与（申込者のみ）
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⑷障害者スポーツ指導者　資格取得スケジュール

以下のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
ガイダンス・諸手続きについては、随時、学内掲示版およびインターネット「東洋大学Web 情報
システム」で掲示します。

＜１年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス（概要説明）

＜３年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

＜４年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

⇩

　12月上旬 申請希望者調査

⇩

　１月中旬 申請書・調査書提出・申請料支払

⇩

　２月下旬 卒業単位充足者発表（資格取得条件充足の確認）

⇩

　３月下旬 卒業式時　資格証授与（申込者のみ）
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⑷障害者スポーツ指導者　資格取得スケジュール

以下のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
ガイダンス・諸手続きについては、随時、学内掲示版およびインターネット「東洋大学Web 情報
システム」で掲示します。

＜１年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス（概要説明）

＜３年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

＜４年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

⇩

　12月上旬 申請希望者調査

⇩

　１月中旬 申請書・調査書提出・申請料支払

⇩

　２月下旬 卒業単位充足者発表（資格取得条件充足の確認）

⇩

　３月下旬 卒業式時　資格証授与（申込者のみ）

諸
資
格

ス
ポ
ー
ツ

障
害
者

　⑸障害者スポーツ指導者　資格取得スケジュール

　　下記のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
　　詳細は、随時中央掲示板およびToyoNet-Gで掲示します。
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必要科目 本学開講科目 配当学年 単位数 備考
理論科目 レクリエーション理論 レクリエーション論 ２年 ２ 必修

実技科目 レクリエーション実技
レクリエーション実習 ２年 １ 左の科目から

２単位
選択必修

高齢者・障害者レクリエーション演習 ３年 １
福祉レクリエーション ２年 ２

実習科目

現場実習
（学外実習）

ボランティア実習※１ １～４年 １

左の科目から
２単位
選択必修

ボランティア活動※２ １～４年 ２
インターンシップ実習※１ ３・４年 １
インターンシップ※２ ３・４年 ２
健康産業施設等現場実習 ４年 １
社会福祉援助技術現場実習 ３年 ４
精神保健福祉援助技術実習 ３年 ４
介護福祉実習Ⅰ １年 ２
保育実習Ⅰ※３ ２年 ５
保育実習ⅠＡ（施設）※４ ２年次 ２
保育実習ⅠＢ（保育所）※４ ３年次 ２
教育実習Ⅰ（事前・事後指導を含む） ４年 ５
教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含む） ４年 ３
教育実習Ⅲ（事前・事後指導を含む） ４年 ５
養護実習（事前・事後指導を含む） ４年 ５

現場実習
（事業参加）

各都道府県レクリエーション
協会主催事業及び本学指定事
業の２回の参加（うち１回は
協会主催事業必須）

－ －

本学における必要単位数合計 ６
※１　20�2年度以前入学生用科目となります。
※２　20��年度入学生用科目となります。
※３　20�0年度入学生用科目となります。
※４　20��年度以降入学生用科目となります。

９．レクリエーション・インストラクター（生活支援学科・健康スポーツ学科）

　⑴資格の内容
　　レクリエーション・インストラクターの資格は、公益財団法人日本レクリエーション協会公認指導
者資格制度として昭和58年にスタートしました。この資格は、㈶日本レクリエーション協会が「課
程認定校制度」のなかで公認指導者養成カリキュラムの単位を修得することにより与えられます。
レクリエーション・インストラクターは、対象者に合わせた多様なレクリエーション活動を支援す
る人材として、幼児教育施設、各種スポーツ施設、福祉や医療機関等の様々な領域に有効な資格で
す。

　　レクリエーション・インストラクターの資格を取得することにより自身が生活を楽しむと同時に卒
業後の進路を考える分野で「レクリエーションの心」、「多くの人との交流」が役に立ちます。

　⑵科目一覧
　　下記の表に従って、６単位を修得しなければなりません。
　　また、６単位に加えて、単位対象外の現場実習（事業参加）が必須になります。
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⑷資格の取得方法
資格取得に必要な理論・実技・現場実習の単位を修得すれば資格申請ができます。

⑸レクリエーション・インストラクター　資格取得スケジュール

以下のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
ガイダンス・諸手続きについては、随時、学内掲示版およびインターネット「東洋大学Web 情報
システム」で掲示します。

＜１～３年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス（概要説明）

⇩

　９月下旬 １・２年ガイダンス

＜４年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

⇩

　９月下旬 成績発表、資格登録

⇩

　11月下旬 資格登録申請書の提出（仮登録）

⇩

　１月下旬 登録申請料納入（16,000円）、登録申請書（課程認定校用）の提出

⇩

　２月下旬 卒業単位充足者発表（資格取得条件充足の確認）

⇩

　３月下旬 卒業式時　資格証授与（登録者のみ）
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　⑶現場実習（事業参加）
　　現場実習は、「理論」と「実技」の学習を踏まえて、実際にそれらがどのように使われているのか
ということを体験的に学習するために行われます。また、「事業参加」は、授業の一環として学外
の行事やイベントに参加し、より実践力を身につけることを目的としたものです。

　　「事業参加」の具体的な内容や方法、注意事項等は「レクリエーション論」または「レクリエーショ
ン実習」「福祉レクリエーション」の授業にて指示します。

　⑷資格の取得方法
　　資格取得に必要な理論・実技・現場実習の単位を修得すれば資格申請ができます。

　⑸レクリエーション・インストラクター　資格取得スケジュール

　　下記のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
　　詳細は、随時中央掲示板およびToyoNet-Gで掲示します。
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10．第一種衛生管理者（健康スポーツ学科）

　⑴業務
　　衛生管理者制度は、医師だけで事業場の衛生管理を行うことは困難であり、保健指導員を行うこと･
ができる専門職が必要であるとの考え方から、昭和22年の労働基準法の制定によって創設されたも･
のです。衛生管理者は、常時50人以上200人以下の労働者を使用する事業場では１人、同様に200人･
を超え500人以下の労働者を抱える事業場では２人の有資格者を置かなければならないと義務づけ･
られています。

　　第一種衛生管理者の主な職務は、職場における労働衛生の管理、職場における作業環境の管理（有･
害物質の管理や換気、照明等の日常点検等）、作業管理（労働者の疲労やストレスの把握等）、健康･
管理（職場における健康診断や健康づくり活動への協力）、労働衛生教育などで、「労働条件、労働･
環境の衛生的改善と疾病の予防処置等を担当し、事業場の衛生全般の管理をする者」と位置づけら･
れています。第一種衛生管理者は厚生労働省認定の国家資格であり、免許状取得に際しては、在･
住する都道府県の労働基準局から授与されます。

　⑵科目一覧
　　下記の表に従って、�2単位すべてを修得しなければなりません。

分野 本学開講科目 配当学年 単位数 備考

労働衛生

労働衛生Ⅰ ３・４年 ２
労働衛生Ⅱ ３・４年 ２
公衆衛生学Ⅰ １年 ２
公衆衛生学Ⅱ ２～４年 ２
健康科学概論 １年 ２
健康政策と行政 ３／３・４年 ２ ※

スポーツ救急法演習 １～４年 ２ 20�2年度以前
入学生のみ

スポーツ医学 ２年 ２ 20��年度
入学生のみ

労働生理

運動生理学Ⅰ ２年 ２
運動生理学Ⅱ ２年 ２
解剖学Ⅰ １年 ２
解剖学Ⅱ １年 ２
生理生化学Ⅰ／生理・生化学Ⅰ １年 ２ ※
生理生化学Ⅱ／生理・生化学Ⅱ １年 ２ ※

関係法令
労働基準法 ３・４年 ２
労働安全衛生法Ⅰ ３・４年 ２
労働安全衛生法Ⅱ ３・４年 ２

本学における必要単位数合計 �2
※「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。

　⑶資格の取得方法
　　本学ライフデザイン学部健康スポーツ学科を卒業することと、当該資格取得のための科目のすべて
を履修し、その単位修得をすることが必要となります。その上で、所定の手続きを経て、卒業後在
住する都道府県の労働基準局にて申請、授与されます。
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⑷第一種衛生管理者　資格取得スケジュール

以下のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
ガイダンス・諸手続きについては、随時、学内掲示版およびインターネット「東洋大学Web 情報
システム」で掲示します。

＜１～３年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス（概要説明）

＜４年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

⇩

　９月下旬 資格取得希望者調査ガイダンス実施、成績発表

⇩

　１月下旬 証明書発行料支払期間

⇩

　２月下旬 卒業単位充足者発表（資格取得条件充足の確認）

⇩

　３月下旬 卒業式時　単位修得証明書授与（申込者のみ）

⇩

卒業後、各自で住民票のある都道府県の労働基準局に申請してください。
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⑷第一種衛生管理者　資格取得スケジュール

以下のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
ガイダンス・諸手続きについては、随時、学内掲示版およびインターネット「東洋大学Web 情報
システム」で掲示します。

＜１～３年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス（概要説明）

＜４年次＞

　４月上旬 資格ガイダンス

⇩

　９月下旬 資格取得希望者調査ガイダンス実施、成績発表

⇩

　１月下旬 証明書発行料支払期間

⇩

　２月下旬 卒業単位充足者発表（資格取得条件充足の確認）

⇩

　３月下旬 卒業式時　単位修得証明書授与（申込者のみ）

⇩

卒業後、各自で住民票のある都道府県の労働基準局に申請してください。
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　⑷第一種衛生管理者　資格取得スケジュール

　　下記のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
　　詳細は、随時中央掲示板およびToyoNet-Gで掲示します。

資格ガイダンス・資格登録
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11．公認スポーツ指導者（健康スポーツ学科）

⑴資格の内容
公益財団法人日本体育協会が認定している「公認スポーツ指導者制度」では、指導対象者の違いや
環境によって各種の資格が存在します。
具体的には、地域におけるスポーツ指導の資格として「スポーツリーダー」、地域スポーツクラブ
や学校、商業施設等で競技別の専門的な指導資格として「指導員（上級指導員）―コーチ（上級コ
ーチ）―教師（上級教師）」、地域スポーツクラブや公共施設、民間の商業施設等で身体づくりの実
技指導資格として「ジュニアスポーツ指導員―スポーツプログラマー」、スポーツ医科学の知識を
もとに健康管理や競技能力向上の援助等の資格として「アスレティックトレーナー」、総合型地域
スポーツクラブなどでマネージメントを担当する資格として「アシスタントマネジャー・クラブマ
ネジャー」などがあります。

専 門

共 通Ⅳ
共 通Ⅲ
共 通Ⅱ
共 通Ⅰ

専 門

共 通Ⅳ
共 通Ⅲ
共 通Ⅱ
共 通Ⅰ

専 門
共 通Ⅱ
共 通Ⅰ

専 門
共 通Ⅱ
共 通Ⅰ

専 門
共 通Ⅰ

専 門
共 通Ⅰ

専 門
共 通Ⅰ

専 門

共 通Ⅰ共 通Ⅰ

上級コーチ

コーチ 教師

上級教師

上級指導員

指導員 クラブマネジャーアシスタント
マネジャー

ジュニアスポーツ指導員スポーツリーダー

スポーツプログラマー

アスレティックトレーナー

専 門
共 通Ⅲ
共 通Ⅱ
共 通Ⅰ

専 門
共 通Ⅲ
共 通Ⅱ
共 通Ⅰ

専 門
共 通Ⅲ
共 通Ⅱ
共 通Ⅰ

⑵科目一覧
右記の科目26単位すべてを修得しなければなり
ません。

⑶資格の取得方法
上記の各資格については、共通して学ぶべき内
容としての「共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」と各資
格特性に応じた「専門講習」に分けられています。
資格取得方法については、日本体育協会主催の
共通科目、専門講習を受講しなければなりませ
んが、本学では右記の科目26単位を修得して卒
業した学生については「共通科目Ⅰ」、「共通科
目Ⅱ」の受講が免除されます（スポーツリーダ
ーについては資格取得）。
その他の「共通科目Ⅲ・Ⅳ」、「専門講習」につ
いては、日本体育協会の講習を受講しなければ
なりません。講習を受講し、検定試験を合格し
た後、登録することによって各資格が認定され
ます。

本学開講科目 配当学年 単位数
スポーツ史Ⅰ ２学年 ２
スポーツ医学 ２学年 ２
スポーツ人類学 ２学年 ２
スポーツ心理学 ３学年 ２
スポーツマネージメント ２～４学年 ２
運動生理学Ⅰ ２学年 ２
トレーニング基礎論 １～４学年 ２
運動傷害と予防 １～４学年 ２
スポーツ救急法演習 １～４学年 ２
スポーツ政策論 ３学年 ２
スポーツと栄養 ３学年 ２
発育・発達・加齢論 ２学年 ２
高齢者健康スポーツ論 ２学年 ２
本学における必要単位数合計 26

公
認　

ス
ポ
ー
ツ

　⑴資格の内容

　⑵資格の取得について
　　上記の各資格については共通して学ぶべき内容としての「共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」と各資格特性
に応じた「専門講習」に分けられています。各資格取得方法については、通常、日本体育協会主催
の共通科目、専門講習を受講しなければなりませんが、本学では、「共通科目Ⅰ・Ⅱ」の受講が免
除されるため、健康スポーツ学科の学生は４年次に修了証明書の発行手続きを行うことで、卒業と
同時に「スポーツリーダー」の資格を取得できます。

　　なお、スポーツリーダー以外の資格取得を希望する学生は、上記の表のとおり各資格に必要な講習
を受講し、検定試験を受け合格し、登録することによって資格認定されます。

　　※公認スポーツ指導者の資格取得方法について、見直しが行われ、20��年度より変更されました。
これは、全ての入学年度の学生へ適用されます。
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　⑶公認スポーツ指導者　資格取得スケジュール

　　下記のスケジュールは、資格取得スケジュールの参考となります。
　　詳細は、随時、中央掲示板およびToyoNet-Gで掲示します。

資格ガイダンス（概要説明）

＜１年次＞

＜４年次＞

４月上旬

希望調査ガイダンス実施、成績発表、資格登録９月下旬

自動証明書発行機にて修了証明書発行料（6,�00円）支払１月下旬

卒業式　資格証授与３月下旬
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12．建築士（一級・二級・木造）

⑴資格
一級建築士および二級・木造建築士の資格は、2009年度入学生より指定科目制による受験資格の取
得となります。以下の指定科目の単位を修得し、卒業した者が、受験資格を得られます。

①一級建築士
一級建築士は、国土交通大臣管轄の国家資格で、建築物の設計・工事監理をはじめ、建築物の調
査鑑定、建築の申請、建築工事の指導監査、法に基づく手続きの代行など、その業務は建築全般
に関する広範囲にわたります。一級建築士は建築用途、規模に関わらず設計や工事監理を行うこ
とができます。

②二級建築士
二級建築士は、国土交通大臣管轄の国家資格で、延べ面積500平方メートル以下の建築物の設計、
工事監理などの業務を行う建築技術者として認められます。住宅メーカーや建築関連企業などに
所属して、住宅や街づくりに関するアイデアを提案・実行できます。

③木造建築士
木造建築士は、各都道府県知事が認定する国家資格で、１～２階建てで延べ面積300平方メート
ル以下の木造建築物の設計・工事監理を行う専門家を認定する資格です。

⑵分野ごとの必要単位数および建築実務経験年数

指定科目 一級建築士 二級・木造建築士
建築設計製図 ７単位 ５単位
建築計画 ７単位

７単位建築環境工学 ２単位
建築設備 ２単位
構造力学 ４単位

６単位建築一般構造 ３単位
建築材料 ２単位
建築生産 ２単位 １単位
建築法規 １単位 １単位
⒜指定科目の最低必要単位数 30単位 20単位
⒝「⒜指定科目の最低必要単位数」
を超えた単位数 適宜 適宜

⒜＋⒝＝本学における必要単位数 60単位 50単位 40単位 40単位 30単位 20単位
建築実務の経験年数　※ ２年 ３年 ４年 ０年 １年 ２年
※修得単位数によって、受験資格取得に必要な建築実務経験年数が異なります。

建
築
士

12．建築士（一級・二級・木造）（人間環境デザイン学科）

　⑴資格
　　一級建築士および二級・木造建築士の資格は、以下の指定科目の単位を修得し、卒業した者が、受
験資格を得られます。

　　①一級建築士
　　　一級建築士は、国土交通大臣管轄の国家資格で、建築物の設計・工事監理をはじめ、建築物の調

査鑑定、建築の申請、建築工事の指導監査、法に基づく手続きの代行など、その業務は建築全般
に関する広範囲にわたります。一級建築士は建築用途、規模に関わらず設計や工事監理を行うこ
とができます。

　　②二級建築士
　　　二級建築士は、国土交通大臣管轄の国家資格で、延べ面積500平方メートル以下の建築物の設計、

工事監理などの業務を行う建築技術者として認められます。住宅メーカーや建築関連企業などに
所属して、住宅や街づくりに関するアイデアを提案・実行できます。

　　③木造建築士
　　　木造建築士は、各都道府県知事が認定する国家資格で、１～２階建てで延べ面積�00平方メート

ル以下の木造建築物の設計・工事監理を行う専門家を認定する資格です。

　⑵分野ごとの必要単位数および建築実務経験年数
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⑶科目一覧
下記の表に従って、必要単位を修得してください。

指定科目の分類 本学開講科目 配当学年 単位数

建築設計製図

総合デザインⅠ ２学年 ３
総合デザインⅡ ２学年 ３
CAD演習Ⅱ ２学年 ２
環境デザイン演習ⅠＡ ３学年 ３
環境デザイン演習ⅠＢ ３学年 ３
環境デザイン演習ⅡＡ ４学年 ２

建築計画

建築のデザインⅠ／建築歴史意匠Ａ�※１ １学年 ２
建築のデザインⅡ／建築歴史意匠Ｂ�※１ ２学年 ２
住居計画 ２学年 ２
生活空間計画 ２学年 ２
環境デザイン／建築設計論�※１ ３／３・４学年�※２ ２
まちづくり計画 ３／３・４学年�※２ ２
空間設計計画／建築空間構成論�※１ ３・４学年 ２
医療福祉建築計画 ３・４学年 ２
ユニバーサルデザイン特別講義Ａ�※３ ２学年 ２
福祉住環境コーディネート論 ３／３・４学年�※２ ２
ハウジング １～４学年 ２

建築環境工学 環境計画 ２学年 ２
建築設備 設備計画 ３・４学年 ２

構造力学 構造力学 ２学年 ２
材料力学 ３・４学年 ２

建築一般構造 構法計画 ３・４学年 ２
構法計画演習 ３・４学年 １

建築材料 材料・素材一般 １学年 ２
建築生産 建築生産 １学年 ２
建築法規 建築・都市法規 ２学年 ２

その他

デザイン基礎Ⅰ １学年 ２
デザイン基礎Ⅱ １学年 ２
ユニバーサルデザイン概論 １学年 ２
CAD演習Ⅰ １学年 ２
都市の計画・デザイン １／２学年�※２ ２
環境デザイン演習ⅡＢ ４学年 ２
ランドスケープデザイン ３・４学年 ２
まちづくり １～４学年 ２
本学における必要単位数合計 ※４

※１　「2009年度入学生用科目名／2010年度以降入学生用科目名」となります。
※２　「2009年度入学生用配当学年／2010年度以降入学生用配当学年」となります。
※３　�「ユニバーサルデザイン特別講義Ａ」は2009年度入学生のための科目です。2010年度以降入学生は「ユ

ニバーサルデザイン特別講義」を建築計画分野の単位に含めることはできません。
※４�　�修得単位数によって、受験資格取得に必要な建築実務経験年数が異なります。
　　　詳細は⑵を参照してください。
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　⑶科目一覧

指定科目の分類 本学開講科目 配当学年 単位数 備考

建築設計製図

総合デザインⅠ／人間環境デザイン基礎演習Ⅲ ２年 ３ ※１
総合デザインⅡ／人間環境デザイン総合演習 ２年 ３ ※１
CAD･演習Ⅱ ２年 ２
環境デザイン演習ⅠＡ／空間デザイン演習ⅠＡ ３年 ３ ※１
環境デザイン演習ⅠＢ／空間デザイン演習ⅠＢ ３年 ３ ※１
環境デザイン演習ⅡＡ／空間デザイン演習ⅡＡ ４年 ２ ※１

建築計画

建築歴史意匠Ａ･ １年 ２
建築歴史意匠Ｂ･ ２年 ２
住居計画 ２年 ２
生活空間計画 ２年 ２
建築設計論･ ３・４年 ２
まちづくり計画／都市計画論 ３・４年 ２ ※１
建築空間構成論･ ３・４年 ２
医療福祉建築計画 ３・４年 ２
福祉住環境コーディネート論／福祉住環境コーディネート論Ａ ３・４年 ２ ※１

ハウジング １～４年 ２ 20�2年度以降
入学生のみ

建築環境工学 環境計画 ２年 ２
建築設備 設備計画 ３・４年 ２

構造力学
構造力学 ２年 ２
材料力学 ３・４年 ２

建築一般構造

構法計画 ３・４年 ２
構法計画演習／構法計画演習Ａ ３・４年 １

構法計画演習Ｂ ３・４年 １ 20��年度
入学生のみ

建築材料 材料・素材一般 １年 ２
建築生産 建築生産 １年 ２
建築法規 建築・都市法規 ２年 ２

その他

デザイン基礎Ⅰ／人間環境デザイン基礎演習Ⅰ １年 ２ ※１
デザイン基礎Ⅱ／人間環境デザイン基礎演習Ⅱ １年 ２ ※１
ユニバーサルデザイン概論 １年 ２
CAD･演習Ⅰ １年 ２
都市の計画・デザイン／都市・まちのデザイン ２年 ２ ※１
環境デザイン演習ⅡＢ／空間デザイン演習ⅡＢ ４年 ２ ※１
ランドスケープデザイン ３・４年 ２
まちづくり １～４年 ２
本学における必要単位数合計 ※２

※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。
※２　修得単位数によって、受験資格取得に必要な建築実務経験年数が異なります。
　　　詳細は⑵を参照してください。
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13．人間環境デザイン学科で推奨する資格

　　　人間環境デザイン学科では財団法人建築技術教育普及センターによるインテリアプランナー、社
団法人インテリア産業協会によるインテリアコーディネーター、東京商工会議所が認定している福
祉住環境コーディネーター、カラーコーディネーター、その他、関連する各種団体が認定している
さまざまな資格取得を推奨しています。

　　　これら資格制度は、毎年少しずつその実施要領が変わっていきますので、受験時における各種試･
験実施団体・機関の広報に十分注意してください。

　　１．インテリアプランナー
　　　インテリアプランナーは、財団法人建築技術教育普及センター主催による認定資格で、インテリ･

アの企画・設計から工事監理まで、インテリアデザイン全般に関する業務をトータルに実践する･
専門家を認定する資格です。受験資格は、卒業後インテリアに関する一定の実務経験を有する者･
とされています。

　　２．インテリアコーディネーター
　　　インテリアコーディネーターは、社団法人インテリア産業協会主催による認定資格で、住宅をよ･

り美しく暮らしやすい生活の場とするため、家具や住宅設備などのインテリアを選択し、空間の･
コーディネートを行う専門家です。受験資格は、年齢・性別・学歴・職業・経験を問いませんの･
で、本学在学中より受験可能な資格です。

　　３．福祉住環境コーディネーター
　　　福祉住環境コーディネーターは、東京商工会議所が主催している検定試験で、住宅のバリアフリ･

ー化、福祉用具、介護用品、家具などの商品開発や販売などに関わる技術をもつ資格です。目的･
は、高齢者や障害者が安心して自立した生活を送れる住環境の整備充実と改善ですが、あらゆる･
環境に関する知識が問われるので、幅広い知識が必要となります。資格は１～３級まであり、３･
級は福祉と住環境および関連分野の基礎知識、２級は各専門職と連携して具体的な解決策を提案･
できる能力が必要とされています。１級は、新築や住宅改修の具体的なプランニングができ、安･
全で快適なまちづくりへの参画など、広い範囲で活動できる能力が問われます。受験資格は特に･
ありませんが、１級は受験時に２級の資格を取得していることが条件です。

　　４．カラーコーディネーター
　　　カラーコーディネーターは、東京商工会議所が主催している色彩関連の検定試験で、１～３級が･

あり、３級と２級の検定試験では色彩の物理学や生理学、心理学、測色学といった総合的な知識･
を問われ、１級は色彩学の応用知識、ファッション色彩、商品色彩、環境色彩の中から一つを選･
択することになっています。受験資格は特にありません。

　　５．福祉情報技術コーディネーター
　　　福祉情報技術コーディネーターは、障害者や高齢者のためのパソコン環境整備と技術指導ができ･

る指導者の能力を認定する試験で、㈶全日本情報学習振興協会が主催しています。資格は１級・
２級・３級の３ランクに分かれています。受験資格は�8才以上とされています。
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14．社会福祉主事

⑴資格の内容
社会福祉主事は、福祉事務所の相談業務を担当する職員の資格ですが、下記の「社会福祉主事の資
格に関する指定科目」のうちから「３科目以上を修得」した者に任用資格が認められています。し
かし、地方公務員として採用されなければ、この資格を生かすことはできません。なお、この資格
を基礎とし、実務経験を経れば、児童福祉司等に任用されます。また最近では、民間福祉施設の職
員採用条件として、社会福祉主事任用資格が求められることが多くなっています。

⑵資格の取得方法
大学において、社会福祉に関する科目を修めて卒業することで得られます。

⑶修得すべき科目
下記の社会福祉主事の資格に関する指定科目のうちから３科目以上を修得する必要があります。
なお、※の指定科目については、本学開講科目のすべてを修得しなければなりません。

〈社会福祉主事の資格に関する科目〉
指定科目 本学開講科目

社会福祉概論※ 社会福祉学原論Ⅰ
社会福祉学原論Ⅱ

社会福祉援助技術論※ 社会福祉援助技術論Ⅰ
社会福祉援助技術論Ⅱ

社会保障論※ 社会保障論Ⅰ
社会保障論Ⅱ

児童福祉論※ 児童福祉論Ⅰ
児童福祉論Ⅱ

家庭福祉論 家族援助論
保育理論 保育原理ⅠＡ（保育原理Ⅰ）

保育原理ⅠＢ（該当科目なし）
保育原理Ⅱ

身体障害者福祉論　 障害者福祉論
精神障害者保健福祉論※ 精神保健福祉論Ⅰ

精神保健福祉論Ⅱ
老人福祉論 高齢者福祉論
地域福祉論※ 地域福祉論Ⅰ

地域福祉論Ⅱ

指定科目 本学開講科目
法学 法学
経済学 経済学
心理学 心理学
社会学 社会学
教育学 教育基礎論Ⅰ

教育基礎論Ⅱ
公衆衛生学 公衆衛生学Ⅰ

公衆衛生学Ⅱ
医学一般 医学一般
リハビリテーション論 リハビリテーション論
看護学 看護学Ⅰ

看護学Ⅱ
看護学Ⅲ

介護概論※ 介護福祉援助概論Ⅰ
介護福祉援助概論Ⅱ

栄養学 生活と栄養

※（　）内は2011年度以降入学生の科目名
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14．社会福祉主事（全学科）

　⑴資格の内容
　　社会福祉主事は、福祉事務所の相談業務を担当する職員の資格ですが、下記の「社会福祉主事の資
格に関する指定科目」のうちから「３科目以上を修得」した者に任用資格が認められています。し
かし、地方公務員として採用されなければ、この資格を生かすことはできません。なお、この資格
を基礎とし、実務経験を経れば、児童福祉司等に任用されます。また最近では、民間福祉施設の職
員採用条件として、社会福祉主事任用資格が求められることが多くなっています。

　⑵資格の取得方法
　　大学において、社会福祉主事に関する科目を修めて卒業することで得られます。

　⑶修得すべき科目
　　下記の社会福祉主事の資格に関する指定科目のうちから３科目以上を修得する必要があります。
　　なお、※の指定科目については、本学開講科目のすべてを修得しなければなりません。

家族援助論（家庭支援論）

（　）内は20��年度以降入学生の科目名
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Ⅳ．教職課程
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生活支援学科
生活支援学専攻

生活支援学科
子ども支援学専攻

健康スポーツ
学科

人間環境デザイン
学科 備考 ページ

１．教育職員免許状取得について Ｐ�76

２．教育実習 Ｐ�79

３．介護等体験 Ｐ�80

４．教育職員免許状所得スケジュール Ｐ�8�

５．教育職員免許状の必要科目（全免許共通） Ｐ�82

５－①「免許法施行規則第66条の６に定める科目」（全免許共通） Ｐ�8�
②
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」・③
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」・④
「
教
科
ま
た
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」

幼稚園教諭
１種免許状 － 資格取得 － －

20��～20��年度入学生 Ｐ�8�
20�0年度入学生 Ｐ�86

高等学校教諭
１種免許状（福祉） 資格取得 － － － ※１ Ｐ�88

中学校教諭
１種免許状（保健） － － 資格取得 － ※２ Ｐ�90

高等学校教諭
１種免許状（保健） － － 資格取得 － Ｐ�92

中学校教諭
１種免許状（保健体育） － － 資格取得 － ※２ Ｐ�9�

高等学校教諭
１種免許状（保健体育） － － 資格取得 － Ｐ�96

養護教諭１種 － － 資格取得 － Ｐ�98

高等学校教諭
１種免許状（工業） － － 資格取得 Ｐ200

高等学校教諭
１種免許状（工芸） － － － 資格取得 Ｐ202

※１　社会福祉士受験資格取得希望者のみ取得可能です。
※２　介護等体験への参加が必須（Ｐ�80参照）です。

ライフデザイン学部で取得できる教育職員免許状
　ライフデザイン学部では、下記の表に記載されている教育職員免許状を取得することができます。教
育職員免許状の取得に関しては、資格登録（※）、所定の手続、指定された科目の単位修得等、条件を
満たすことが必須です。手続きに１つでも不備があったり、教育職員免許状取得に必要な科目が１科目
でも不足していると、免許状は授与されません。また、必要な科目の履修は、科目履修が可能な学年
で、早めに履修してください。不明な点は朝霞事務課教務担当窓口に相談してください。
※免許状取得希望者は、履修登録期間中にToyoNet-Gにて資格登録が必須です。詳細は学期初めに配布
される「履修登録のしおり」で確認してください。
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１．教育職員免許状取得について
　⑴教職課程を学ぶにあたって
･ 東洋大学教職課程運営委員長
･ 藤本　典裕

　　　本学の学祖井上円了は哲学館の創設にあたり「諸学の基礎は哲学にあり」の理念の下、「先入観
や偏見にとらわれず、物事の本質に迫る仕方で、論理的・体系的に深く考える人間」「社会の課題
に自主的・主体的に取組み、よき人間関係を築いていける人間」の育成をめざした。そして特に「教
育家と宗教家」の養成に力を入れた。このように本学は創設以来、教員養成を重視し、この分野の
伝統と実績を有する大学であり、多くの卒業生が教員として全国の学校で活躍している。

　　　これから教職課程を履修し、教員免許状を取得して教員になろうと志す学生にはまずこのことを
しっかりと自覚してほしい。

　　　言うまでもなく、教員になるためには教員免許状の取得が必要である。免許状の取得に関する諸
事項は教育職員免許法に定められており、本学もこれに基づいて教職課程教育を実施している。

　　　教職課程に属する科目の多くは、各学科の卒業に必要な科目とは別に履修し単位を修得しなけれ
ばならない。従って、教職課程を履修する学生は、他の学生よりも多くの科目を履修しなければな
らず、学修に費やす時間もそれだけ多くなる。１年次からの計画的な履修と学修が求められる。そ
の詳細については、教職課程ガイダンスに参加して説明を聞くとともに、この「履修要覧」を熟読
してほしい。

　　　教員になるためには、担当する教科に関する知識を豊富に持つことが必要となることは言うまで
もない。しかしそれだけでは教員として十分とは言えない。教員は成長・発達の途上にある児童・
生徒を指導し、ともに学ぶ存在である。教員の言動は、時として、子どもの将来を大きく左右する
こともある。その意味で教員というのは恐ろしい職業である。しかし同時に、教員は子どもの成長
を直接目にし、それを助け、ともに喜び合えるやりがいのある職業でもある。

　　　ある教育学者が次のようなことを問うている。「あなた（教員）は何の権利があって他人の子ど
もを教育するなどという大それたことができるのか」。

　　　この問に答えることは簡単ではない。しかし「他人の子ども」を教育するという「大それた事」
を職業とすることを、子どもから、保護者から、そして社会から、許されるだけの準備を大学生活
のなかでしておくことが、最低限の義務である。

　　　教員をめざす学生には、大学の授業で学ぶことはもちろん、サークル活動、ボランティア活動、
趣味、アルバイトなど、さまざまな経験をしながら、自分自身を成長させることを期待したい。豊
かな人間性を持った信頼に足る教員をめざしてほしい。

　⑵免許状の種類
　　①幼稚園教諭１種免許状
　　　幼稚園とは学校教育法に「幼児を保育し、適当な環境を与えて、その心身の発達を助長するこ

と」を目的と定められている教育機関です。幼稚園教諭は、幼児との信頼関係を十分に築き、幼
児と共によりよい教育環境を創造するように努めなければなりません。家族との連携を図りなが
ら、幼稚園生活を通して生きる力の基礎を育成するように努め、健康、人間関係、言葉、表現、
環境の５つの領域に関わる活動を通して、幼児の保育をつかさどるのが幼稚園教諭の仕事となり
ます。また近年では、子どもの保護者や地域の子育て支援にも従事します。

　　②高等学校教諭１種免許状（福祉）
　　　日本における福祉ニーズの高まりと人間性豊かな教育の必要性から、200�年度実施の高等学校学

習指導要領において、専門教科「福祉」が創設されました。福祉科の目標は、「社会福祉に関す
る基礎的・基本的な知識と技術を総合的、体験的に習得させ、社会福祉の理念と意義を理解させ
るとともに、社会福祉に関する諸課題を主体的に解決し、社会福祉の増進に寄与する創造的な能
力と実践的な態度を育てる。」こととされており、高等学校教諭１種免許状（福祉）はこれに伴っ
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て設けられた新しい免許です。

　　③中学校教諭１種免許状（保健）、高等学校教諭１種免許状（保健）
　　　保健の教育は、「個人生活における健康・安全に関する理解を通して、生涯を通じて自らの健康

を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる」ことを目的としています。しかし実際の中
学・高等学校での学習は「保健体育」として保健体育の教諭が担当していることが多く、体育実
技を中心にしたスポーツ教育がなされており、保健の教育が十分になされていない傾向があるの
が現状です。今後、その必要性が増加すると考えられる健康問題解決のための保健学習や健康指
導の面からの教育が重大な使命を持っており、「保健」教育が重要視されなければならないこと
は明らかです。「保健」の教員は保健学習および健康指導における健康教育の専門家として中・
高等学校で中心的役割を担うことになります。

　　④中学校教諭１種免許状（保健体育）、高等学校教諭１種免許状（保健体育）
　　　保健体育の教育は「心と身体を一体として捉え、運動や健康・安全についての理解と運動の合理

的な実践を通して、積極的に運動に親しむ資質や能力を育てるとともに、健康の保持増進のため
の実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かな生活を営む態度を育てる」ことが目的とされ
ています。中・高等学校において、いわゆる「部活」でスポーツ競技指導が中心になっている保
健体育の教員が少なくありません。保健体育の教員はすべての生徒に対して、「身体運動を親し
む資質や能力を育て、健康の保持増進をはかり、明るく豊かな生活を営む態度を育てる」こと
が、その職務の中心です。そのことを十分に理解して、保健体育の教員になってもらいたいと思
います。部活でスポーツ競技を指導することが主たる職務ではないのです。本学部では幅広い知
識を身につけ、人間的に魅力のある教員になってもらいたいと思います。

　　⑤養護教諭１種免許状
　　　養護教諭とは小学校・中学校・高等学校に勤務する、いわゆる「保健室」の先生です。教科教育

に携わらず（法改正で保健科の教科教育をも担当できるようになりましたが、現場の学校教育で
は教科教育を担任することは少ない）に、不登校やいじめ問題を持った児童・生徒のたまり場的
場所の運営教員のように思われますが、養護教諭はこの他に「性の逸脱行動」、「虐待」、「薬物乱
用」、「感染症」などに対する取り組みを含む幅広い健康相談活動を通して、児童・生徒に「生涯
を通じて心身共に健康で生きる力」を育むための教育を行います。すなわち、学校保健に関わっ
て中心となる教員です。したがって、養護教諭としての技能・教育力の向上はもちろんですが、
人間的魅力のある教員であることが求められることから、大学での幅広い勉強をしてほしいと思
います。

　　⑥高等学校教諭１種免許状（工業）
　　　「工業」という教科は、「工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社

会における工業の意義や役割を理解させるとともに、環境に配慮しつつ、工業技術の諸問題を主
体的、合理的に解決し、社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる」ことを目的と
されています。工業高校で教員となるために必要となります。

　　⑦高等学校教諭１種免許状（工芸）
　　　「工芸」という教科は芸術分野に属し、生徒の個性を活かした創造的な活動を行い、生涯にわ

たって芸術を愛好する心情を育てるために設置されています。具体的には小学校・中学校から連
綿と続く図画工作・美術の授業の延長線上において、作品を制作することで自己表現をする素晴
らしさや、作品を鑑賞することで長い人類の歴史の中ではぐくまれてきた美意識や伝統・文化に
ついて指導します。
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　⑶教育職員免許状取得条件
　　免許状を取得するためには、まず基礎資格として「学士の学位を有すること」（卒業に必要な単位
を修得し、卒業すること）が要求されます。したがって、免許状取得のための単位は修得できたも
のの、卒業ができなかったということにならないよう４年間の履修計画を立ててください。

　　また、それぞれの免許で「免許法施行規則第66の６に定める科目」「教職に関する科目」「教科に関
する科目」「教科又は教職に関する科目」という区分ごとに、修得しなければならない単位数が決
められており、１単位でも不足すると免許状は取得できません。

　　※近年、教員採用試験等で中学校教諭・高等学校教諭両方の教育職員免許状を取得（見込）してい
ることが採用試験受験の条件、または有利になる傾向があります。したがって、できる限り中学
校教諭、高等学校教諭両方の教育職員免許状を取得することが望まれます。

　　※教育職員免許状を取得するために必要な科目は、４年間で履修かつ修得できるように配置されて
いるため、４年間の履修計画を入念に立て、１年次より必要な科目を履修かつ修得することが重
要です。２年次ないし３年次から修得を目指しても４年次終了（卒業）までに教育職員免許状を
取得することは難しいため注意してください。

　⑷教職実践演習について
　　20�0年度入学生から、教育職員免許状取得のためには４年次秋学期の必修科目として「教職実践演

習」の履修が必要とされています。この科目は、全学年を通じた教職に関する「学びの軌跡の集大
成」と言えるものであり、学生が身に付けた資質・能力が有機的に統合され、教員として最低限必
要な資質・能力が形成されたかを確認することを目的としています。しかし、この確認は４年次秋
学期になってはじめて行うのではなく、１年次から継続的に自らの教職への意志や適性を問いつづ
けることで成り立っています。従って、教員をめざす学生は１年次から意識的・意欲的に教職課程
の学びを継続し、学修の成果と課題を記録しておくことが求められています。本学では「教職パス
ポート」を用意してその一助としています。

　⑸教職パスポート
　　教職課程を履修する学生は４年間の継続的、系統的な学びの流れを目に見える形にした『教職パス
ポート』を大切に保管・活用することが求められます。１年次秋学期に配布する『教職パスポート』
は４年間にわたる教職課程の学びを記録し、課題を遂行するために活用するためのものです。紛失
や破損の無いように、４年間自己管理を徹底してください。教職関連の各種行事や授業等で記録・
活用することになります。この管理と活用が「教職実践演習」履修の条件の一つとなります。なお、
２年次終了時点で「教職パスポート」の中間点検を行い、必要に応じて指導・助言を行います。教
職への適性が疑われる場合には進路の変更を促すこともあります。そのためしっかりとした自覚を
もって学修に取り組んでください。

　⑹教育職員免許状一括申請
　　所定の単位を修得し、所定の手続きを行った学生には、卒業と同時に教育職員免許状が授与されま
す。本来免許状は各人が大学を卒業後に、その居住する都道府県の教育委員会へ申請をして授与さ
れるものです。しかし卒業と同時に教職に就く学生の便宜を図るため、大学ごとに取りまとめて一
括して免許状の申請手続きをすることになっています。４年次に、一括申請手続きについてガイダ
ンスを行いますので、必ず参加してください。

　⑺教員免許状更新制について
　　2009年４月１日から教員免許状更新制が導入され、教員免許状に�0年間の有効期限が設けられるこ

とになりました。�0年ごと�0時間の免許状更新講習（筆記試験、実技試験等を含む）を受け、修了
認定されることによって有効期間が更新されます。その際、教職に就いていない場合は免許状更新
講習を受講することはできません。教職に就く見通しが立った場合には、講習を受けて修了を認定
された後、免許状の再交付を受けることができます。
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２．教育実習
　⑴教育実習について
　　教育実習は、大学で学んだ教育理論や技術をもとに、教育実習校（幼稚園・小学校・中学校・高等
学校）での教育実践を通して、教育の意味や教職のあり方など、学校教育の全領域について学習す
るものです。教育実習は４年次に開講され、大学において行う事前指導の後、幼稚園教諭・中学校
教諭・養護教諭は４週間（学校によっては３週間の場合もあります）、高等学校教諭は２週間の実
習を行います。実習終了後は、大学において事後指導として、実習体験の発表や感想文の提出、ア
ンケート調査などが行われます。

　　教育実習を行う学校には、実習前年度のうちに実習の内諾を受けておく必要があります。３年次の
４月に、次年度教育実習を行うためのガイダンスを実施しますので、必ず出席してください。

　　教育実習については、参加条件が設定されていますので、確認の上、必要条件を満たすよう履修計
画や手続きを進めてください。

　　なお、近年、教育実習に際してトラブルが増加しています。その多くは学生の準備不足、教壇に立
つという意識の欠如に起因しています。こうしたトラブルを防ぐため、本学では教育実習参加に際
しては、教育実習期間中は教育実習に専念することなどの内容を含む誓約書に署名・捺印の上、提
出した学生のみ教育実習を認めています。

　⑵教育実習参加条件
　　教育実習に参加するためには、教壇に立って授業を行うために必要な学力を有することおよび、教
育実習指導教員の指導のもとに教育実習生としてふさわしい行動をとれる人物であることが求めら
れます。ライフデザイン学部では以下のとおり実習参加条件を定めており、この条件がひとつでも
欠けると、教育実習に参加できませんので１年生のうちから計画的に学習をしてください。

　　 ・３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに、下記の条件を満たしていなければなりません。
　①卒業に必要な単位を100単位以上修得していること。
　②１～３年次に配当された「教職に関する科目」および「教科に関する科目」の必修科目の
うち●のついた科目をすべて修得していること。

　　※幼稚園教論の免許状希望者については、これに該当しません。
　③「保健体育（中学校教諭および高等学校教諭）」の免許状希望者については、
　　「教科に関する科目」のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄで示された科目群ごとに指定されている選択必修科
目の条件を満たしていること。

　　※該当する学生は、科目の詳細（Ｐ195、Ｐ197参照）を必ず確認してください。
・４年次に大学で実施される健康診断を受診していること。
　　※大学で実施される健康診断を受診できない場合、医療機関で受診し、その結果を実習開

始以前に大学に提出しなければなりません。
・在学中に抗体検査を受診し、陰性と判定された場合には必要な予防接種を受けていること。
・妊娠中もしくは出産して１年以内でないこと。

　　また、学業成績・学修態度等から総合的にみて、教育職員として適格性を欠くと本学において判定
された場合、実習参加を認めないこともあります。これらの判定のために、教育実習の実施に先
立って、担当教員と面接等を行う場合もあります。

　　「教育実習Ⅰ・Ⅱ」については、受講する学生自身実習校（母校など）を開拓することになります。
実習校の内諾を得ることができなかった者、教育実習に関する所定の手続きをしていない者及び、
教育実習費を納入していない者も、教育実習への参加を認めません。

　⑶教育実習に関する手続き・掲示について
　　教育実習に参加する学生は、中央掲示板またはToyoNet-Gに掲示される要領に従い、遺漏のないよ
う手続きをしなければなりません。

　　詳細は「４．教育職員免許状取得スケジュール」（Ｐ�8�）を確認してください。
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３．介護等体験
　⑴介護等体験について
　　中学校教諭免許取得希望者は、３年次に社会福祉施設および特別支援学校で計７日間以上、高齢者
や障害者に対する介護、介助、交流等の体験を行う必要があります。この介護等体験を行うには、
大学のガイダンスに出席し、その後所定の手続きを経ることで参加が可能となります。ただし、介
護等体験を行う適格性を欠くと本学において判定された場合、参加を認めないこともあります。な
お、社会福祉協議会および教育委員会への申請は大学が一括して行います。

　⑵ライフデザイン学部での対象者
　　中学校教諭１種免許状（保健）・（保健体育）取得希望者
　　ただし以下に該当する場合、介護等体験は不要となります。
　　・介護に関する専門的な知識を有すると認められた者
　　　保健師・助産師・看護師・准看護師・養護学校教諭免許状取得者・理学療法士・作業療法士・社

会福祉士・介護福祉士・義肢装具士の資格を有する者
　　・身体上の障害により介護等体験を行うことが困難な者（障害の程度が１級～６級の者）

　⑶介護等体験に関する手続きおよび日程
　　ガイダンス・手続きは下記日程で実施を予定しています。

３年次（４月）
第１回説明会
介護等体験申込み（介護等体験希望者は、必ず指定期間内に申込書類を朝
霞事務課教務担当窓口に提出すること。）

３年次（４月） 第１回事前指導

３年次（５月上旬）
第２回説明会
介護等体験費用および保険料の納入（体験に必要な費用の納入は、必ず指
定期間内に自動証明書発行機で納入すること。）

３年次（５月下旬） 第２回事前指導
３年次（６月以降） 介護等体験開始（当日は、日誌やその他提出書類が必要となります。）

　　※なお、申込手続きを怠った者、ガイダンス等を欠席した者は当該年度における体験への参加を認
めません。

　　また、原則として、申込み後の参加辞退は受け付けません。介護等体験参加に際しては中学校の教
員志願の意思を熟考し、責任を持って申込みをしてください。

　⑷時期
　　３年次（夏季・冬季休暇期間および土・日・祝祭日含む。）
　　　特別支援学校での体験　　　　　　　　　　　２日間
　　　社会福祉施設での体験　　　　　　　　　　　５日間
　　・日程は社会福祉協議会および教育委員会により決定されます。個人的な要望は受けられません。
　　・それぞれの受入先での体験の日程は連続しません。
　　・一度決定した日程に関して、個人的な要望による変更は一切できません。

　⑸内容
　　・学校、施設の利用者の介護・介助（入浴・排泄等含む）
　　・学校、施設の利用者との交流（話し相手）、学習活動の指導・援助
　　・学校、施設が実施する行事（学園祭・バザー・遠足、サークル活動等）の補助
　　・学校、施設の掃除、洗濯等の作業
　　特別支援学校事例…授業参観・作業学習補助・学校行事補助等（プール実習・マラソン大会等）
　　社会福祉施設事例…車椅子補助・点字の勉強・送迎バスへの添乗・サークル活動の補助等
　　※介護等体験にあたり、事前に特別支援学校や社会福祉施設の概要について学ぶことは重要です

が、実習と異なり専門的な技術、知識を求められることはありません。
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４．教育職員免許状取得スケジュール
　このスケジュールはあくまでも予定のため、時期が多少前後することがあります。必ず掲示板または
ToyoNet-Gを確認してください。
学年 主な科目の履修 スケジュール

１年 ・日本国憲法
・スポーツ健康科学実技
・外国語コミュニケーション
・情報リテラシーⅠ／Ⅱ
・教職の意義等に関する科目
・教育の基礎理論に関する科目

履修登録・資格登録･ （４月・�0月）
抗体検査受診･ （４月）

希望者登録ガイダンス･ （��月）
→以後、追加・変更・辞退の際は必ず届け出ること。
教職パスポート配布･ （��月）

２年 ・生徒指導、教育相談及び進路指導等
に関する科目

履修登録・資格登録･ （４月・�0月）
希望登録変更の受付･ （４月・�0月）
スポーツ実習・指導法希望科目調査･ （４月）
→「保健体育」希望者のみ

教職パスポート中間点検･ （２月）

３年 ・教育課程及び指導法に関する科目 履修登録・資格登録･ （４月・�0月）
希望登録変更の受付･ （４月・�0月）
定期健康診断受診･ （４月）
実習校内諾獲得に向けたガイダンス･ （４月）

※第１回介護等体験ガイダンス･ （４月上旬）
　→介護等体験申込
　→体験料・保険料の納入
※第２回介護等体験ガイダンス･ （４月下旬）
　→体験先決定
※第３回介護等体験ガイダンス･ （５月）
※介護等体験開始･ （６月～１月）
※介護等体験報告書提出
　→体験終了後２週間以内

内諾獲得に向けた手続き（学校訪問等）･ （４～８月）
教育実習校の内諾獲得状況の報告･ （～９月）

東京都公立学校教育実習希望者申込み･ （～９月中旬）
東京都公立学校教育実習受入可否確認･ （�2月）
看護学実習（養護のみ）･ （�2月）

教育実習参加条件充足者発表･ （３月）

４年 ・教育実習
・養護実習
・教職実践演習

履修登録・資格登録･ （４月・�0月）
教育(養護)実習事前ガイダンス･ （４月）
定期健康診断の受診･ （４月）

教育実習にむけた誓約書の提出･ （４月）
教育実習料の納入･ （４月）

教育実習、養護実習･ （４月～�2月頃）

実習日誌の提出･ （実習終了後～１月中旬）
→実習終了後１ヶ月以内に提出すること。

教育職員免許状一括申請ガイダンス･ （�0月）
教育職員免許状一括申請手続き・申請料納入･ （�0月）

単位充足者発表･ （２月）
資格取得者発表･ （２月）

免許状交付･ （卒業式）

※の介護等体験に関するスケジュールは、中学校教諭を希望する学生のみ参加必須となります。

教
職
課
程
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５．教育職員免許状の必要科目　（全免許共通）

　　それぞれの免許・区分ごとに、下表に従って、単位を修得しなければなりません。

　　基礎資格と免許法における最低修得単位数

免許状の種類 基礎資格
免許法における最低修得単位数

免許法施行規
則第66条の６
に定める科目

教職に関する
科目　　　　

教科（養護）
に関する科目

教科（養護）ま
たは教職に関す
る科目　　　　

幼稚園教諭
１種免許状

学士の学位を
有すること

８ �5 ６ �0
中学校教諭
１種免許状 ８ �� 20 ８
高等学校教諭
１種免許状 ８ 2� 20 �6
養護教諭
１種免許状 ８ 2� 28 ７

※上記の「免許法における最低修得単位数」と、「本学における最低修得単位数」は異なります。
※本学の学生は、「本学における最低修得単位数」を修得しなければなりません。次頁以降の「教職に関する
科目」「教科（養護）に関する科目」一覧表で確認してください。
※「教科（養護）に関する科目」及び「教職に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得単位数を超
えて修得した科目の単位数）を「教科（養護）又は教職に関する科目」として換算することができます。

「教職に関する科目」「教科（養護）に関する科目」一覧表の注意事項
　　「○」「●」のついている科目は免許取得のための必修科目です。
　　○は　免許取得のための必修科目
　　●は　３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目（Ｐ�79参照）

高等学校教諭１種免許状（工業）免許を希望する際の注意事項
　　教育職員免許法附則第��項により、「教科に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得単位
数を超えて修得した科目の単位数）は「教職に関する科目」として換算することができます。

　　極端な場合、「教職に関する科目」を全く履修することなしに「教科に関する科目」の単位を59単
位修得するだけで免許状を取得することができますが、「教職に関する科目」の単位を修得してお
くことが望まれます。

　　※「教職に関する科目」の免許法における最低修得単位数（2�単位）以上に修得した単位数を「教
科に関する科目」の必要単位数として換算することはできませんので、注意してください。

全
免
許
共
通
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①「免許法施行規則第66条の６に定める科目」（全免許共通）

免許法施行規則に定める
科目及び単位数 左記に対応する本学開講科目

科目 単位数 授業科目 配当学年 単位数
日本国憲法 ２ ○日本国憲法 １～４年 ２

体育 ２

　スポーツ健康科学実技ⅠＡ １～４年 １
　スポーツ健康科学実技ⅠＢ １～４年 １
　スポーツ健康科学実技ⅡＡ １～４年 １
　スポーツ健康科学実技ⅡＢ １～４年 １
　スポーツ健康科学実技ⅢＡ １～４年 １
　スポーツ健康科学実技ⅢＢ １～４年 １
　健康教育学 １年 ２
　生涯スポーツ論 ２／３年※１ ２

外国語コミュニ
ケーション ２

　専門基礎英語Ⅰ／英語ⅠＡ※１ １年 １
　専門基礎英語Ⅱ／英語ⅠＢ※１ １年 １
　専門応用英語Ⅰ／英語ⅡＡ※１ ２年 １
　専門応用英語Ⅱ／英語ⅡＢ※１ ２年 １
　英語Ⅰ／英語ⅢＡ※１ １～４年 １
　英語Ⅱ／英語ⅢＢ※１ １～４年 １
　TOEIC･ⅠA １～４年 １
　TOEIC･ⅠB １～４年 １
　TOEIC･ⅡA １～４年 １
　TOEIC･ⅡB １～４年 １

情報機器の操作 ２ 　情報リテラシーⅠ １年 ２
　情報リテラシーⅡ １年 ２

免許法における
最低修得単位数 ８ 本学における最低修得単位数合計 ８

○は免許取得のための必修科目
※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。

全
免
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―幼稚園教諭１種免許状　（子ども支援学専攻の学生のみ）―

②「教職に関する科目」

　　〈幼稚園教諭１種免許状〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数

教職の意義等に関する
科目 ２ ○教職概論 １年 ２

教育の基礎理論に関す
る科目 ６

○幼児教育基礎論Ⅰ １年 ２
○幼児教育基礎論Ⅱ １年 ２
○教育心理学 ２年 １
○発達心理学 ２年 ２
　教育法規 １～４年 ２

教育課程及び指導法に
関する科目 �8

○保育内容総論 ３年 １
○幼児教育論Ⅰ ２年 ２
○幼児教育論Ⅱ ２年 ２
○保育内容演習（ことば） ２年 １
○保育内容演習（音楽表現） ３年 １
○保育内容演習（造形表現） ３年 １
○保育内容演習（身体表現） ３年 １
○保育内容演習（環境） ２年 １
○保育内容演習（健康） ２／３年※１ １
○保育内容演習（人間関係） ２年 １
○保育指導法 ３年 ２
○保育教育課程論 ３年 ２
○幼児教育方法（情報機器の活用を含む） ３年 ２

生徒指導、教育相談及
び進路指導等に関する
科目

２ ○幼児理解と保育カウンセリング ３年 ２

教職実践演習 ２ ○教職実践演習（幼稚園） ４年 ２
教育実習 ５ ○教育実習Ⅲ（事前・事後指導を含む） ４年 ５
免許法における
最低修得単位数 �5 本学における最低修得単位数合計 �6

○は免許取得のための必修科目
※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」

2011年度以降入学生用
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③「教科に関する科目」

　　〈幼稚園教諭１種免許状〉
免許法施行規則に規定す
る科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数

国語

６

　児童文学 １～４年 ２
　国語表現法 １～４年 ２
　文章読解 １～４年 ２
　口頭表現法 １～４年 ２
○保育表現技術（言語） ２年 １

算数 ※本学では該当科目はありません

生活 　生活と家族 １～４年 ２
　学校と地域（学校安全を含む） １～４年 ２

音楽

○保育表現技術Ⅰ（音楽） １年 １
○保育表現技術Ⅱ（音楽） ２年 １
　音楽一般 １～４年 ２
　音楽あそびの実践 ４年 ２

図画工作
○保育表現技術（造形） １年 １
　造形あそびの実践 ４年 ２
　美術一般 １～４年 ２

体育
○保育表現技術Ⅰ（体育） １年 １
○保育表現技術Ⅱ（体育） ２年 １
　体育あそびの実践 ４年 ２

免許法における
最低修得単位数 ６ 本学における最低修得単位数合計 ６

○は免許取得のための必修科目

④「教科又は教職に関する科目」

免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

�0 ②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －
※②「教職に関する科目」及び③「教科に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得単位数を超えて
修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。

2011年度以降入学生用
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―幼稚園教諭１種免許状　（子ども支援学専攻の学生のみ）―

②「教職に関する科目」

　　〈幼稚園教諭１種免許状〉
免許法施行規則に規定する科目

区分及び単位数
左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数

教職の意義等に関する
科目 ２ ○教職概論 １年 ２

教育の基礎理論に関す
る科目 ６

○教育基礎論Ⅰ １年 ２
○教育基礎論Ⅱ １年 ２
○教育心理学 ２年 ２
　教育法規 １～４年 ２

教育課程及び指導法に
関する科目 �8

○保育内容の指導・研究（総論） ３年 １
○幼児教育論Ⅰ ２年 ２
○幼児教育論Ⅱ ２年 ２
○保育内容の指導・研究（ことば） ２年 １
○保育内容の指導・研究（音楽表現） ３年 １
○保育内容の指導・研究（造形表現） ３年 １
○保育内容の指導・研究（身体表現） ３年 １
○保育内容の指導・研究（環境） ２年 １
○保育内容の指導・研究（健康） ２年 １
○保育内容の指導・研究（人間関係） ２年 １
○保育指導法Ⅰ ３年 ２
○保育指導法Ⅱ ３年 ２
○幼児教育方法（情報機器の活用を含む） ３年 ２

生徒指導、教育相談及
び進路指導等に関する
科目

２
○発達心理学 ２年 ２

○保育臨床相談 ３年 ２
教職実践演習 ２ ○教職実践演習（幼稚園） ４年 ２
教育実習 ５ ○教育実習Ⅲ（事前・事後指導を含む） ４年 ５
免許法における最低修
得単位数 �5 本学における最低修得単位数合計 �7

○は免許取得のための必修科目

2010年度入学生用
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③「教科に関する科目」

　　〈幼稚園教諭１種免許状〉
免許法施行規則に規定す
る科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数

国語

６

　児童文学 １～４年 ２
　国語表現法 １～４年 ２
　文章読解 １～４年 ２
　口頭表現法 １～４年 ２

算数 ※本学では該当科目はありません

生活 　生活と家族 １～４年 ２
　学校と地域（学校安全を含む） １～４年 ２

音楽

○基礎技能（音楽Ⅰ） １年 １
○基礎技能（音楽Ⅱ） ２年 １
　音楽一般 １～４年 ２
　音楽援助技術 ４年 ２

図画工作
○基礎技能（造形Ⅰ） １年 １
○基礎技能（造形Ⅱ） ２年 １
　美術一般 １～４年 ２

体育

○基礎技能（体育Ⅰ） １年 １
○基礎技能（体育Ⅱ） ２年 １
　レクリエーション援助技術 ３年 ２
　体育援助技術 ４年 ２

免許法における
最低修得単位数 ６ 本学における最低修得単位数合計 ６

○は免許取得のための必修科目

④「教科又は教職に関する科目」

免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

�0
人権と生活 １～４年 ２
道徳教育の研究 ３年 ２
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、②「教職に関する科目」及び③「教科に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得
単位数を超えて修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。

2010年度入学生用
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―高等学校教諭１種免許状（福祉）
（生活支援学専攻の学生で社会福祉士受験資格取得を目指す学生のみ）―

　　　高校１種（福祉）の免許状取得を希望する学生は、社会福祉士の受験資格取得を目指すことが条
件となります。また、免許状取得のために実習施設が制限されるなど、履修や実習に際して制限が
加わります。各自の将来や進路を考え、教職課程を履修してください。

②「教職に関する科目」

　　〈高等学校教諭１種免許状（福祉）〉
免許法施行規則に規定す
る科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

教職の意義等に
関する科目 ２ ●教職概論 １年 ２

教育の基礎理論
に関する科目 ６

●教育基礎論Ⅰ １年 ２
●教育基礎論Ⅱ １年 ２
●教育心理学 １年 ２
　教育法規 １～４年 ２

教育課程及び指導
法に関する科目 ６

●福祉科指導法Ⅰ ３年 ２
●福祉科指導法Ⅱ ３年 ２
●特別活動の研究 ３年 ２
●教育方法研究
（情報機器の活用を含む） ３年 ２

　教育評価 １～４年 ２
生徒指導、教育相
談及び進路指導等
に関する科目

４
●生徒指導論
（進路指導論を含む） ３年 ２

●教育相談 ２年 ２
教職実践演習 ２ ○教職実践演習（中・高） ４年 ２

教育実習
３ ○教育実習Ⅱ

（事前・事後指導を含む） ４年 ３

２ ●教育実習基礎講義 ３年 ２ 20��年度
入学生のみ

免許法における
最低修得単位数 2� 本学における最低修得単位数合計 25（27）（･）内は20��年度入学生用
●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
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免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

�6
人権と生活 １～４年 ２
道徳教育の研究 ３年 ２
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、②「教職に関する科目」及び③「教科に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得
単位数を超えて修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。

③「教科に関する科目」

　　〈高等学校教諭１種免許状（福祉）〉
免許法施行規則に規定する科

目区分及び単位数
左記に対応する本学開講科目

授業科目 配当学年 単位数 備考

社会福祉学（職業指導
を含む。） １

●社会福祉の基礎 １年 ２
●社会福祉学原論Ⅰ １年 ２
●社会福祉学原論Ⅱ １年 ２
　社会福祉発達史 １年 ２
　社会保障論Ⅰ ２・３年 ２
　社会保障論Ⅱ ２・３年 ２
　地域福祉論Ⅰ ２・３年 ２
　地域福祉論Ⅱ ２・３年 ２

高齢者福祉、児童福祉
及び障害者福祉 １

●高齢者福祉論 ２・３年 ２
●児童福祉論Ⅰ １年 ２
　児童福祉論Ⅱ １～４年 ２
●障害者福祉論 ２・３年 ２

社会福祉援助技術 １

●社会福祉援助技術論Ⅰ １年 ２
●社会福祉援助技術論Ⅱ ２年 ２
　社会福祉援助技術論Ⅲ ２年 ２
　社会福祉援助技術論Ⅳ ３年 ２
　社会福祉援助技術演習Ⅰ ２年 ２
　社会福祉援助技術演習Ⅱ ２年 ２
　社会福祉援助技術演習Ⅲ ３年 ２
　社会福祉援助技術演習Ⅳ ３年 ２
　社会福祉援助技術演習Ⅴ ４年 ２

介護理論及び介護技術 １ ●介護福祉援助技術の基礎 ２年 ２

社会福祉総合実習
（社会福祉援助実習及び
社会福祉施設等におけ
る介護実習を含む。）

１

●社会福祉援助技術現場実習･※ ３年 ４
　介護福祉実習Ⅰ １年 ２
　介護福祉実習Ⅱ ２年 ３
　介護福祉実習Ⅲ ３年 ３
　介護福祉実習Ⅳ ４年 ２

人体構造及び日常生活
行動に関する理解 １

○医学一般 １年 ２
20��年度以降
入学生のみ

○こころとからだのしくみⅠ １～４年 ２
○こころとからだのしくみⅡ １～４年 ２
○こころとからだのしくみⅢ １～４年 ２

加齢及び障害に関する
理解 １

○発達と老化の理解 １～４年 ２
20��年度以降
入学生のみ

○障害の理解 １～４年 ２
○認知症の理解Ⅰ １～４年 ２
○認知症の理解Ⅱ １～４年 ２

免許法における
最低修得単位数 20 本学における最低修得単位数合計 22（�8） （　）内は

20��年度以降入学生用

●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
※「社会福祉援助技術現場実習」において、「老人福祉法に規定する施設、身体障害者福祉法に規定する施設、･
知的障害者福祉法に規定する施設」のいずれかで実習を行う必要があります。施設種別の希望調査の際に、･
必ず上記のいずれかの施設で希望し、教職希望者である旨を明記してください。

④「教科又は教職に関する科目」
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―中学校教諭１種免許状（保健）　（健康スポーツ学科の学生のみ）―

②「教職に関する科目」

　　〈中学校教諭１種免許状（保健）〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

教職の意義等に関する
科目 ２ ●教職概論 １年 ２

教育の基礎理論に関す
る科目 ６

●教育基礎論Ⅰ １年 ２
●教育基礎論Ⅱ １年 ２
●教育心理学 １年 ２
　教育法規 １～４年 ２

教育課程及び指導法に
関する科目 �2

●保健科教育論Ⅰ ２年 ２
●保健科教育論Ⅱ ２年 ２
●保健科指導法Ⅰ ３年 ２
●保健科指導法Ⅱ ３年 ２
●道徳教育の研究 ３年 ２
●特別活動の研究 ３年 ２
●教育方法研究
（情報機器の活用を含む） ３年 ２

　教育評価 １～４年 ２
生徒指導、教育相談及
び進路指導等に関する
科目

４
●生徒指導論
（進路指導論を含む） ２年 ２

●教育相談 ２年 ２
教職実践演習 ２ ○教職実践演習（中・高） ４年 ２

教育実習
５ ○教育実習Ⅰ

（事前・事後指導を含む） ４年 ５

２ ●教育実習基礎講義 ３年 ２ 20��年度
入学生のみ

免許法における
最低修得単位数 �� 本学における最低修得単位数合計 ��（�5）（･）内は20��年度入学生用
●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
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③「教科に関する科目」

　　〈中学校教諭１種免許状（保健）〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

生理学及び栄養学 １

●生理生化学Ⅰ／生理・生化学Ⅰ １年 ２ ※１
●生理生化学Ⅱ／生理・生化学Ⅱ １年 ２ ※１
　生理生化学実習／生理・生化学実習 ２年 １ ※１
○運動生理学Ⅰ ２年 ２
○運動生理学Ⅱ ２年 ２
　運動生理学実習 ２年 １
　測定評価 ２～４年 ２
　スポーツと栄養 ３／３・４年 ２ ※１
●生活と栄養 １～３年 ２

衛生学及び公衆衛生学 １
●公衆衛生学Ⅰ １年 ２
　公衆衛生学Ⅱ ２～４年 ２
　公衆衛生学実習 ２年 １

学校保健（小児保健、
精神保健、学校安全及
び救急処置を含む。）

１

●小児保健（含学校保健） ２年 ２
　発達病態生理学／小児・思春期病態生理学 ３／３・４年 ２ ※１
●精神保健Ⅰ １年 ２
　精神保健Ⅱ １年 ２
　発育・発達・加齢論 ２年 ２

●スポーツ救急法演習 １～３年 ２ 20�2年度以前
入学生のみ

●危機管理と救急法※２ １～３年 ２ 20��年度
入学生のみ

免許法における
最低修得単位数 20 本学における最低修得単位数合計 20

●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。
※２　「危機管理と救急法」は20�2年度以前入学生が単位を修得しても、教科に関する科目に充当することは

できません。

④「教科又は教職に関する科目」

免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

８ 人権と生活 １～４年 ２
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、②「教職に関する科目」及び③「教科に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得
単位数を超えて修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。
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―高等学校教諭１種免許状（保健）　（健康スポーツ学科の学生のみ）―

②「教職に関する科目」

　　〈高等学校教諭１種免許状（保健）〉
免許法施行規則に規定する科

目区分及び単位数
左記に対応する本学開講科目

授業科目 配当学年 単位数 備考
教職の意義等に関する
科目 ２ ●教職概論 １年 ２

教育の基礎理論に関す
る科目 ６

●教育基礎論Ⅰ １年 ２
●教育基礎論Ⅱ １年 ２
●教育心理学 １年 ２
　教育法規 １～４年 ２

教育課程及び指導法に
関する科目 ６

　保健科教育論Ⅰ ２年 ２
　保健科教育論Ⅱ ２年 ２
●保健科指導法Ⅰ ３年 ２
●保健科指導法Ⅱ ３年 ２
●特別活動の研究 ３年 ２
●教育方法研究
（情報機器の活用を含む） ３年 ２

　教育評価 １～４年 ２
生徒指導、教育相談及
び進路指導等に関する
科目

４
●生徒指導論
（進路指導論を含む） ２年 ２

●教育相談 ２年 ２
教職実践演習 ２ ○教職実践演習（中・高） ４年 ２

教育実習
３

　教育実習Ⅰ
（事前・事後指導を含む） ４年 ５

１科目選択必修　教育実習Ⅱ
（事前・事後指導を含む） ４年 ３

２ ●教育実習基礎講義 ３年 ２ 20��年度
入学生のみ

免許法における
最低修得単位数 2� 本学における最低修得単位数合計 25（27）（･）内は20��年度入学生用
●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
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③「教科に関する科目」

　　〈高等学校教諭１種免許状（保健）〉
免許法施行規則に規定す
る科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

「生理学、栄養学、
微生物学、解剖学」 １

●生理生化学Ⅰ／生理・生化学Ⅰ １年 ２ ※１
●生理生化学Ⅱ／生理・生化学Ⅱ １年 ２ ※１
　生理生化学実習／生理・生化学実習 ２年 １ ※１
○運動生理学Ⅰ ２年 ２
○運動生理学Ⅱ ２年 ２
　運動生理学実習 ２年 １
　スポーツと栄養 ３／３・４年 ２ ※１
　測定評価 ２～４年 ２
●生活と栄養 １～３年 ２
●解剖学Ⅰ １年 ２
●解剖学Ⅱ １年 ２
　解剖学実習 ２年 １
　機能解剖学Ⅰ ２年 ２
　機能解剖学Ⅱ ２年 ２

衛生学及び公衆衛
生学 １

●公衆衛生学Ⅰ １年 ２
　公衆衛生学Ⅱ ２～４年 ２
　公衆衛生学実習 ２年 １

学校保健（小児保
健、精神保健、学
校安全及び救急処
置を含む。）

１

●小児保健（含学校保健） ２年 ２
　発達病態生理学／小児・思春期病態生理学 ３／３・４年 ２ ※１
●精神保健Ⅰ １年 ２
　精神保健Ⅱ １年 ２
　発育・発達・加齢論 ２年 ２

●スポーツ救急法演習 １～３年 ２ 20�2年度以前
入学生のみ

●危機管理と救急法※２ １～３年 ２ 20��年度
入学生のみ

免許法における
最低修得単位数 20 本学における最低修得単位数合計 22

●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。
※２　「危機管理と救急法」は20�2年度以前入学生が単位を修得しても、教科に関する科目に充当することは

できません。

④「教科又は教職に関する科目」

免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

�6
人権と生活 １～４年 ２
道徳教育の研究 ３年 ２
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、②「教職に関する科目」及び③「教科に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得
単位数を超えて修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。
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―中学校教諭１種免許状（保健体育）　（健康スポーツ学科の学生のみ）―

②「教職に関する科目」

〈中学校教諭１種免許状（保健体育）〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

教職の意義等に関する
科目 ２ ●教職概論 １学年 ２

教育の基礎理論に関す
る科目 ６

●教育基礎論Ⅰ １学年 ２
●教育基礎論Ⅱ １学年 ２
●教育心理学 １学年 ２
　教育法規 １～４学年 ２

教育課程及び指導法に
関する科目 12

●保健体育科教育論Ⅰ ２学年 ２
●保健体育科教育論Ⅱ ２学年 ２
●保健体育科指導法Ⅰ ３学年 ２
●保健体育科指導法Ⅱ ３学年 ２
●道徳教育の研究 ３学年 ２
●特別活動の研究 ３学年 ２
●教育方法研究
（情報機器の活用を含む） ３学年 ２

　教育評価 １～４学年 ２
生徒指導、教育相談及
び進路指導等に関する
科目

４
●生徒指導論
（進路指導論を含む） ２学年 ２

●教育相談 ２学年 ２

総合演習 ２ ○総合演習 ４学年

２

※�2009年度
　入学生のみ

教職実践演習 ２ ○教職実践演習（中・高） ４学年
※�
2010年度以降
入学生のみ

教育実習 ５ ○教育実習Ⅰ
（事前・事後指導を含む） ４学年 ５

免許法における
最低修得単位数 31 本学における最低修得単位数合計 33

●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
※2010年度の「教職実践演習」の導入に伴い、入学年度により必要な科目が異なります。

中
　
学

（
保
健
体
育
）

免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

教職の意義等に関する
科目 ２ ●教職概論 １年 ２

教育の基礎理論に関す
る科目 ６

●教育基礎論Ⅰ １年 ２
●教育基礎論Ⅱ １年 ２
●教育心理学 １年 ２
　教育法規 １～４年 ２

教育課程及び指導法に
関する科目 �2

●保健体育科教育論Ⅰ ２年 ２
●保健体育科教育論Ⅱ ２年 ２
●保健体育科指導法Ⅰ ３年 ２
●保健体育科指導法Ⅱ ３年 ２
●道徳教育の研究 ３年 ２
●特別活動の研究 ３年 ２
●教育方法研究
（情報機器の活用を含む） ３年 ２

　教育評価 １～４年 ２
生徒指導、教育相談及
び進路指導等に関する
科目

４
●生徒指導論
（進路指導論を含む） ２年 ２

●教育相談 ２年 ２
教職実践演習 ２ ○教職実践演習（中・高） ４年 ２

教育実習
５ ○教育実習Ⅰ
（事前・事後指導を含む） ４年 ５

２ ●教育実習基礎講義 ３年 ２ 20��年度
入学生のみ

免許法における最低修
得単位数 �� 本学における最低修得単位数合計 ��（�5）（･）内は20��年度入学生用
●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
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③「教科に関する科目」

〈中学校教諭１種免許状（保健体育）〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

体育実技 １

●水泳実習 １～３学年 １
●スポーツ実習・指導法（陸上） ３学年 １
●スポーツ実習・指導法（器械運動） ３学年 １
▲スポーツ実習・指導法（サッカー） ２学年 １  �※４科目の

うち２科目
選択必修

▲スポーツ実習・指導法（バレーボール） ２学年 １
▲スポーツ実習・指導法（テニス） ２学年 １
▲スポーツ実習・指導法（バドミントン） ２学年 １
▲スポーツ実習・指導法（剣道） ２学年 １  �※４科目の

うち１科目
選択必修

▲エアロビクス指導法演習 ２～３学年 １
▲エアロビクス実習Ｂ １～３学年 １
▲ダンス実習 １～３学年 １
　アクアビクス指導法演習 ２～４学年 １
　レクリエーション実習 ２学年 １

「体育原理、体育心理学、体育経
営管理学、体育社会学」及び運動
学（運動方法学を含む。）

１
●スポーツ心理学 ３学年 ２
　健康社会と福祉 ２学年 ２
●運動学（運動方法学を含む） １～３学年 ２

「生理学（運動
生理学を含む。）」 １

●生理・生化学Ⅰ １学年 ２
●生理・生化学Ⅱ １学年 ２
　生理生化学実習 ２学年 １
○運動生理学Ⅰ ２学年 ２
○運動生理学Ⅱ ２学年 ２
　運動生理学実習 ２学年 １
　測定評価 ２～４学年 ２
　スポーツと栄養 ３学年 ２
●生活と栄養 １～３学年 ２

衛生学及び公衆衛生学 １
●公衆衛生学Ⅰ １学年 ２
　公衆衛生学Ⅱ ２～４学年 ２
　公衆衛生学実習 ２学年 １

学校保健（小児保健、
精神保健、学校安全及
び救急処置を含む。）

１

●小児保健（含学校保健） ２学年 ２
　発達病態生理学 ３学年 ２
●精神保健Ⅰ １学年 ２
　精神保健Ⅱ １学年 ２
　発育・発達・加齢論 ２学年 ２
●スポーツ救急法演習 １～３学年 ２

免許法における
最低修得単位数 20 本学における最低修得単位数合計 28

●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
▲は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する選択必修科目
○は免許取得のための必修科目
※�「スポーツ実習・指導法」「運動学（運動方法学を含む）」は保健体育免許状取得希望者のみを対象とした
科目です。卒業単位に含めることはできず、履修できるのは教育職員免許状取得希望者のみとなります。
履修方法は別途ガイダンスにて指示します。

④「教科又は教職に関する科目」

免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

８

カウンセリング １～４学年 2 2009年度入学生のみ
ボランティア論 １～４学年 2 2009年度入学生のみ
人権と生活 １～４学年 2
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、「教科に関する科目」及び「教職に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得単位数
を超えて修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。

（
保
健
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育
）

中
　
学
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③「教科に関する科目」

〈中学校教諭１種免許状（保健体育）〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

体育実技 １

●水泳実習 １～３学年 １
●スポーツ実習・指導法（陸上） ３学年 １
●スポーツ実習・指導法（器械運動） ３学年 １
▲スポーツ実習・指導法（サッカー） ２学年 １  �※４科目の

うち２科目
選択必修

▲スポーツ実習・指導法（バレーボール） ２学年 １
▲スポーツ実習・指導法（テニス） ２学年 １
▲スポーツ実習・指導法（バドミントン） ２学年 １
▲スポーツ実習・指導法（剣道） ２学年 １  �※４科目の

うち１科目
選択必修

▲エアロビクス指導法演習 ２～３学年 １
▲エアロビクス実習Ｂ １～３学年 １
▲ダンス実習 １～３学年 １
　アクアビクス指導法演習 ２～４学年 １
　レクリエーション実習 ２学年 １

「体育原理、体育心理学、体育経
営管理学、体育社会学」及び運動
学（運動方法学を含む。）

１
●スポーツ心理学 ３学年 ２
　健康社会と福祉 ２学年 ２
●運動学（運動方法学を含む） １～３学年 ２

「生理学（運動
生理学を含む。）」 １

●生理・生化学Ⅰ １学年 ２
●生理・生化学Ⅱ １学年 ２
　生理生化学実習 ２学年 １
○運動生理学Ⅰ ２学年 ２
○運動生理学Ⅱ ２学年 ２
　運動生理学実習 ２学年 １
　測定評価 ２～４学年 ２
　スポーツと栄養 ３学年 ２
●生活と栄養 １～３学年 ２

衛生学及び公衆衛生学 １
●公衆衛生学Ⅰ １学年 ２
　公衆衛生学Ⅱ ２～４学年 ２
　公衆衛生学実習 ２学年 １

学校保健（小児保健、
精神保健、学校安全及
び救急処置を含む。）

１

●小児保健（含学校保健） ２学年 ２
　発達病態生理学 ３学年 ２
●精神保健Ⅰ １学年 ２
　精神保健Ⅱ １学年 ２
　発育・発達・加齢論 ２学年 ２
●スポーツ救急法演習 １～３学年 ２

免許法における
最低修得単位数 20 本学における最低修得単位数合計 28

●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
▲は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する選択必修科目
○は免許取得のための必修科目
※�「スポーツ実習・指導法」「運動学（運動方法学を含む）」は保健体育免許状取得希望者のみを対象とした
科目です。卒業単位に含めることはできず、履修できるのは教育職員免許状取得希望者のみとなります。
履修方法は別途ガイダンスにて指示します。

④「教科又は教職に関する科目」

免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

８

カウンセリング １～４学年 2 2009年度入学生のみ
ボランティア論 １～４学年 2 2009年度入学生のみ
人権と生活 １～４学年 2
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、「教科に関する科目」及び「教職に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得単位数
を超えて修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。

（
保
健
体
育
）

中
　
学

免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

８
人権と生活 １～４年 ２
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、②「教職に関する科目」及び③「教科に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得
単位数を超えて修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。

免許法施行規則に
規定する科目区分
及び単位数　　　

左記に対応する本学開講科目

授業科目 配当学年 単位数
20�0～　
20�2年度
入学生　

20��年度
入学生　 備考

体育実技 �

水泳実習 �～�年 � ●
スポーツ実習・指導法（水泳） 2年 � ●
スポーツ実習・指導法（陸上） �年 � ● ●
スポーツ実習・指導法（器械運動） �年 � ● ●
スポーツ実習・指導法（サッカー） 2年 � A A

　Aから
　２科目
　選択必修

スポーツ実習・指導法（バレーボール） 2年 � A A
スポーツ実習・指導法（テニス） 2年 � A A
スポーツ実習・指導法（バドミントン） 2年 � A A
スポーツ実習・指導法（バスケットボール） 2年 � A
スポーツ実習・指導法（剣道） 2年 � B Ｃ

　B・C・Dから
　それぞれ
　１科目ずつ
　選択必修

スポーツ実習・指導法（柔道） 2年 � Ｃ
スポーツ実習・指導法（ダンス） 2年 � Ｄ
エアロビクス指導法演習 2～�年 � B Ｄ
エアロビクス実習B �～�年 � B Ｄ
ダンス実習 �～�年 � B
アクアビクス指導法演習 2～�年 �
レクリエーション実習 2年 �

「体育原理、体育心理学、体育
経営管理学、体育社会学」及び
運動学（運動方法学を含む。）」

�
スポーツ心理学 �年 2 ● ●
健康社会と福祉 2／�年 2 ※１
運動学（運動方法学を含む） �～�年 2 ● ●

「生理学（運動生
理学を含む。） �

生理生化学Ⅰ/生理・生化学Ⅰ �年 2 ● ● ※１
生理生化学Ⅱ/生理・生化学Ⅱ �年 2 ● ● ※１
生理生化学実習/生理・生化学実習 2年 � ※１
運動生理学Ⅰ 2年 2 ○ ○
運動生理学Ⅱ 2年 2 ○ ○
運動生理学実習 2年 �
測定評価 2～�年 2
スポーツと栄養 �／�・�年 2
生活と栄養 �～�年 2 ● ●

衛生学及び公衆衛
生学 �

公衆衛生学Ⅰ �年 2 ● ●
公衆衛生学Ⅱ 2～�年 2
公衆衛生学実習 2年 �

学校保健（小児保
健、精神保健、学
校安全及び救急処
置を含む。）

�

小児保健（含学校保健） 2年 2 ● ●
発達病態生理学／小児・思春期病態生理学 �／�・�年 2 ※１
精神保健Ⅰ �年 2 ● ●
精神保健Ⅱ �年 2
発育・発達・加齢論 2年 2
スポーツ救急法演習 �～�年 2 ●
危機管理と救急法 �～�年 2 － ● ※２

免許法における最
低修得単位数 20 本学における最低修得単位数 28（29） （･）内は20��年度

入学生用
●　は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄは３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する選択必修科目
○　は免許取得のための必修科目
「スポーツ実習・指導法」「運動学（運動方法学を含む）は保健体育免許状取得希望者のみを対象とした科目です。
卒業単位に含めることはできず、履修できるのは教員免許状取得希望者のみとなります。
なお、Ａの「スポーツ実習・指導法」は２年次春学期のガイダンスにてクラス分けを行います。
※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。
※２　危機管理と救急法は、20�2年度以前入学生が単位を修得しても、教科に関する科目に充当することはできません。

⎫
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⎜
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―高等学校教諭１種免許状（保健体育）　（健康スポーツ学科の学生のみ）―

②「教職に関する科目」

〈高等学校教諭１種免許状（保健体育）〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

教職の意義等に関する
科目 ２ ●教職概論 １学年 ２

教育の基礎理論に関す
る科目 ６

●教育基礎論Ⅰ １学年 ２
●教育基礎論Ⅱ １学年 ２
●教育心理学 １学年 ２
　教育法規 １～４学年 ２

教育課程及び指導法に
関する科目 ６

　保健体育科教育論Ⅰ ２学年 ２
　保健体育科教育論Ⅱ ２学年 ２
●保健体育科指導法Ⅰ ３学年 ２
●保健体育科指導法Ⅱ ３学年 ２
●特別活動の研究 ３学年 ２
●教育方法研究
（情報機器の活用を含む） ３学年 ２

　教育評価 １～４学年 ２
生徒指導、教育相談及
び進路指導等に関する
科目

４
●生徒指導論
（進路指導論を含む） ２学年 ２

●教育相談 ２学年 ２

総合演習 ２ ○総合演習 ４学年

２

※�2009年度
　入学生のみ

教職実践演習 ２ ○教職実践演習（中・高） ４学年
※�
2010年度以降
入学生のみ

教育実習 ３

　教育実習Ⅰ
（事前・事後指導を含む） ４学年 ５

１科目選択必修　教育実習Ⅱ
（事前・事後指導を含む） ４学年 ３

免許法における
最低修得単位数 23 本学における最低修得単位数合計 25

●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
※2010年度の「教職実践演習」の導入に伴い、入学年度により必要な科目が異なります。

高
　
校

（
保
健
体
育
）

免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

教職の意義等に関する
科目 ２ ●教職概論 １年 ２

教育の基礎理論に関す
る科目 ６

●教育基礎論Ⅰ １年 ２
●教育基礎論Ⅱ １年 ２
●教育心理学 １年 ２
　教育法規 １～４年 ２

教育課程及び指導法に
関する科目 ６

　保健体育科教育論Ⅰ ２年 ２
　保健体育科教育論Ⅱ ２年 ２
●保健体育科指導法Ⅰ ３年 ２
●保健体育科指導法Ⅱ ３年 ２
●特別活動の研究 ３年 ２
●教育方法研究
（情報機器の活用を含む） ３年 ２

　教育評価 １～４年 ２
生徒指導、教育相談及
び進路指導等に関する
科目

４
●生徒指導論
（進路指導論を含む） ２年 ２

●教育相談 ２年 ２
教職実践演習 ２ ○教職実践演習（中・高） ４年 ２

教育実習
３

　教育実習Ⅰ
（事前・事後指導を含む） ４年 ５

１科目選択必修　教育実習Ⅱ
（事前・事後指導を含む） ４年 ３

２ ●教育実習基礎講義 ３年 ２ 20��年度
入学生のみ

免許法における
最低修得単位数 2� 本学における最低修得単位数合計 25（27）（･）内は20��年度入学生用
●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
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③「教科に関する科目」

〈高等学校教諭１種免許状（保健体育）〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

体育実技 １

●水泳実習 １～３学年 １
●スポーツ実習・指導法（陸上） ３学年 １
●スポーツ実習・指導法（器械運動） ３学年 １
▲スポーツ実習・指導法（サッカー） ２学年 １  �※４科目の

うち２科目
選択必修

▲スポーツ実習・指導法（バレーボール） ２学年 １
▲スポーツ実習・指導法（テニス） ２学年 １
▲スポーツ実習・指導法（バドミントン） ２学年 １
▲スポーツ実習・指導法（剣道） ２学年 １  �※４科目の

うち１科目
選択必修

▲エアロビクス指導法演習 ２～３学年 １
▲エアロビクス実習Ｂ １～３学年 １
▲ダンス実習 １～３学年 １
　アクアビクス指導法演習 ２～４学年 １
　レクリエーション実習 ２学年 １

「体育原理、体育心理学、体
育管理学、体育社会学」及び
運動学（運動方法学を含む。）

１
●スポーツ心理学 ３学年 ２
　健康社会と福祉 ２学年 ２
●運動学（運動方法学を含む） １～３学年 ２

「生理学（運動生理学
を含む。）」 １

●生理・生化学Ⅰ １学年 ２
●生理・生化学Ⅱ １学年 ２
　生理生化学実習 ２学年 １
○運動生理学Ⅰ ２学年 ２
○運動生理学Ⅱ ２学年 ２
　運動生理学実習 ２学年 １
　スポーツと栄養 ３学年 ２
　測定評価 ２～４学年 ２
●生活と栄養 １～３学年 ２
●解剖学Ⅰ １学年 ２
●解剖学Ⅱ １学年 ２
　解剖学実習 ２学年 １
　機能解剖学Ⅰ ２学年 ２
　機能解剖学Ⅱ ２学年 ２

衛生学及び公衆衛生学 １
●公衆衛生学Ⅰ １学年 ２
　公衆衛生学Ⅱ ２～４学年 ２
　公衆衛生学実習 ２学年 １

学校保健（小児保健、
精神保健、学校安全及
び救急処置を含む。）

１

●小児保健（含学校保健） ２学年 ２
　発達病態生理学 ３学年 ２
●精神保健Ⅰ １学年 ２
　精神保健Ⅱ １学年 ２
　発育・発達・加齢論 ２学年 ２
●スポーツ救急法演習 １～３学年 ２

免許法における
最低修得単位数 20 本学における最低修得単位数合計 32

●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
▲は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する選択必修科目
○は免許取得のための必修科目
※�「スポーツ実習・指導法」「運動学（運動方法学を含む）」は保健体育免許状取得希望者のみを対象とした
科目です。卒業単位に含めることはできず、履修できるのは教育職員免許状取得希望者のみとなります。
履修方法は別途ガイダンスにて指示します。

④「教科又は教職に関する科目」

免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

16

カウンセリング １～４学年 2 2009年度入学生のみ
ボランティア論 １～４学年 2 2009年度入学生のみ
人権と生活 １～４学年 2
道徳教育の研究 ３学年 2
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、「教科に関する科目」及び「教職に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得単位数
を超えて修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。

（
保
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体
育
）

高
　
校

- 191 -

健
康
ス
ポ
ー
ツ

③「教科に関する科目」

〈高等学校教諭１種免許状（保健体育）〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

体育実技 １

●水泳実習 １～３学年 １
●スポーツ実習・指導法（陸上） ３学年 １
●スポーツ実習・指導法（器械運動） ３学年 １
▲スポーツ実習・指導法（サッカー） ２学年 １  �※４科目の

うち２科目
選択必修

▲スポーツ実習・指導法（バレーボール） ２学年 １
▲スポーツ実習・指導法（テニス） ２学年 １
▲スポーツ実習・指導法（バドミントン） ２学年 １
▲スポーツ実習・指導法（剣道） ２学年 １  �※４科目の

うち１科目
選択必修

▲エアロビクス指導法演習 ２～３学年 １
▲エアロビクス実習Ｂ １～３学年 １
▲ダンス実習 １～３学年 １
　アクアビクス指導法演習 ２～４学年 １
　レクリエーション実習 ２学年 １

「体育原理、体育心理学、体
育管理学、体育社会学」及び
運動学（運動方法学を含む。）

１
●スポーツ心理学 ３学年 ２
　健康社会と福祉 ２学年 ２
●運動学（運動方法学を含む） １～３学年 ２

「生理学（運動生理学
を含む。）」 １

●生理・生化学Ⅰ １学年 ２
●生理・生化学Ⅱ １学年 ２
　生理生化学実習 ２学年 １
○運動生理学Ⅰ ２学年 ２
○運動生理学Ⅱ ２学年 ２
　運動生理学実習 ２学年 １
　スポーツと栄養 ３学年 ２
　測定評価 ２～４学年 ２
●生活と栄養 １～３学年 ２
●解剖学Ⅰ １学年 ２
●解剖学Ⅱ １学年 ２
　解剖学実習 ２学年 １
　機能解剖学Ⅰ ２学年 ２
　機能解剖学Ⅱ ２学年 ２

衛生学及び公衆衛生学 １
●公衆衛生学Ⅰ １学年 ２
　公衆衛生学Ⅱ ２～４学年 ２
　公衆衛生学実習 ２学年 １

学校保健（小児保健、
精神保健、学校安全及
び救急処置を含む。）

１

●小児保健（含学校保健） ２学年 ２
　発達病態生理学 ３学年 ２
●精神保健Ⅰ １学年 ２
　精神保健Ⅱ １学年 ２
　発育・発達・加齢論 ２学年 ２
●スポーツ救急法演習 １～３学年 ２

免許法における
最低修得単位数 20 本学における最低修得単位数合計 32

●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
▲は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する選択必修科目
○は免許取得のための必修科目
※�「スポーツ実習・指導法」「運動学（運動方法学を含む）」は保健体育免許状取得希望者のみを対象とした
科目です。卒業単位に含めることはできず、履修できるのは教育職員免許状取得希望者のみとなります。
履修方法は別途ガイダンスにて指示します。

④「教科又は教職に関する科目」

免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

16

カウンセリング １～４学年 2 2009年度入学生のみ
ボランティア論 １～４学年 2 2009年度入学生のみ
人権と生活 １～４学年 2
道徳教育の研究 ３学年 2
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、「教科に関する科目」及び「教職に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得単位数
を超えて修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。

（
保
健
体
育
）

高
　
校

免許法における最
低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

�6
人権と生活 １～４年 ２
道徳教育の研究 ３年 ２
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、②「教職に関する科目」及び③「教科に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得
単位数を超えて修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。

免許法施行規則に
規定する科目区分
及び単位数　　　

左記に対応する本学開講科目

授業科目 配当学年 単位数
20�0～　
20�2年度
入学生　

20��年度
入学生　 備考

体育実技 �

水泳実習 �～�年 � ●
スポーツ実習・指導法（水泳） 2年 � ●
スポーツ実習・指導法（陸上） �年 � ● ●
スポーツ実習・指導法（器械運動） �年 � ● ●
スポーツ実習・指導法（サッカー） 2年 � A A

　Aから
　２科目
　選択必修

スポーツ実習・指導法（バレーボール） 2年 � A A
スポーツ実習・指導法（テニス） 2年 � A A
スポーツ実習・指導法（バドミントン） 2年 � A A
スポーツ実習・指導法（バスケットボール） 2年 � A
スポーツ実習・指導法（剣道） 2年 � B Ｃ

　B・C・Dから
　それぞれ
　１科目ずつ
　選択必修

スポーツ実習・指導法（柔道） 2年 � Ｃ
スポーツ実習・指導法（ダンス） 2年 � Ｄ
エアロビクス指導法演習 2～�年 � B Ｄ
エアロビクス実習B �～�年 � B Ｄ
ダンス実習 �～�年 � B
アクアビクス指導法演習 2～�年 �
レクリエーション実習 2年 �

「体育原理、体育心理学、体育
経営管理学、体育社会学」及び
運動学（運動方法学を含む。）」

�
スポーツ心理学 �年 2 ● ●
健康社会と福祉 2／�年 2 ※１
運動学（運動方法学を含む） �～�年 2 ● ●

「生理学（運動生
理学を含む。） �

生理生化学Ⅰ/生理・生化学Ⅰ �年 2 ● ● ※１
生理生化学Ⅱ/生理・生化学Ⅱ �年 2 ● ● ※１
生理生化学実習/生理・生化学実習 2年 � ※１
運動生理学Ⅰ 2年 2 ○ ○
運動生理学Ⅱ 2年 2 ○ ○
運動生理学実習 2年 �
測定評価 2～�年 2
スポーツと栄養 �／�・�年 2 ※１
生活と栄養 �～�年 2 ● ●
解剖学Ⅰ �年 2 ● ●
解剖学Ⅱ �年 2 ● ●
解剖学実習 2年 �
機能解剖学Ⅰ 2年 2
機能解剖学Ⅱ 2年 2

衛生学及び公衆衛
生学 �

公衆衛生学Ⅰ �年 2 ● ●
公衆衛生学Ⅱ 2～�年 2
公衆衛生学実習 2年 �

学校保健（小児保
健、精神保健、学
校安全及び救急処
置を含む。）

�

小児保健（含学校保健） 2年 2 ● ●
発達病態生理学／小児・思春期病態生理学 �／�・�年 2 ※１
精神保健Ⅰ �年 2 ● ●
精神保健Ⅱ �年 2
発育・発達・加齢論 2年 2
スポーツ救急法演習 �～�年 2 ●
危機管理と救急法 �～�年 2 － ● ※２

免許法における最
低修得単位数 20 本学における最低修得単位数 �2（��） （･）内は20��年度

入学生用
●　は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄは３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する選択必修科目
○　は免許取得のための必修科目
「スポーツ実習・指導法」「運動学（運動方法学を含む）は保健体育免許状取得希望者のみを対象とした科目です。
卒業単位に含めることはできず、履修できるのは教員免許状取得希望者のみとなります。
なお、Ａの「スポーツ実習・指導法」は２年次春学期のガイダンスにてクラス分けを行います。
※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。
※２　危機管理と救急法は、20�2年度以前入学生が単位を修得しても、教科に関する科目に充当することはできません。

⎫
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⎜
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―養護教諭１種免許状　（健康スポーツ学科の学生のみ）―

②「教職に関する科目」

　　〈養護教諭１種免許状〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

教職の意義等に関する
科目 ２ ●教職概論 １年 ２

教育の基礎理論に関す
る科目 ４

●教育基礎論Ⅰ １年 ２
●教育基礎論Ⅱ １年 ２
●教育心理学 １年 ２
　教育法規 １～４年 ２

教育課程及び指導法に
関する科目 ４

●養護教育論 ２年 ２
●道徳教育の研究 ３年 ２
●特別活動の研究 ３年 ２
●教育方法研究
（情報機器の活用を含む） ３年 ２

　教育評価 １～４年 ２
生徒指導、教育相談及
び進路指導等に関する
科目

４
●生徒指導論 ２年 ２

●教育相談 ２年 ２

教職実践演習 ２ ○教職実践演習
（養護教諭） ４年 ２

養護実習
５ ○養護実習

（事前・事後指導を含む） ４年 ５

２ ●教育実習基礎講義 ３年 ２ 20��年度
入学生のみ

免許法における
最低修得単位数 2� 本学における最低修得単位数合計 27（29）（･）内は20��年度入学生用
●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
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③「養護に関する科目」

　　〈養護教諭１種免許状〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

衛生学及び公衆衛生学
（予防医学を含む。） ４

●公衆衛生学Ⅰ １年 ２
　公衆衛生学Ⅱ ２～４年 ２
　公衆衛生学実習 ２年 １
●医学一般 １～３年 ２

学校保健 ２
●小児保健（含学校保健） ２年 ２
　発達病態生理学／小児・思春期病態生理学 ３／３・４年 ２ ※１
　発育・発達・加齢論 ２年 ２

養護概説 ２ ●養護概説 １～３年 ２ ※２
健康相談活動の理論及
び方法 ２ ●健康科学概論 １年 ２

　健康管理学 ２～４年 ２
栄養学（食品学を含む。） ２ 　スポーツと栄養 ３／３・４年 ２ ※１

●生活と栄養 １～３年 ２

解剖学及び生理学 ２

●解剖学Ⅰ １年 ２
●解剖学Ⅱ １年 ２
　解剖学実習 ２年 １
●生理生化学Ⅰ／生理・生化学Ⅰ １年 ２ ※１
●生理生化学Ⅱ／生理・生化学Ⅱ １年 ２ ※１
　生理生化学実習／生理・生化学実習 ２年 １ ※１
○運動生理学Ⅰ ２年 ２
○運動生理学Ⅱ ２年 ２
　運動生理学実習 ２年 １
　機能解剖学Ⅰ ２年 ２
　機能解剖学Ⅱ ２年 ２

「微生物学、免疫学、
薬理概論」 ２ ●免疫と薬理 １～３年 ２

精神保健 ２ ●精神保健Ⅰ １年 ２
　精神保健Ⅱ １年 ２

看護学（臨床実習及び
　救急処置を含む。） �0

●看護学Ⅰ １～３年 ２ ※２
●看護学Ⅱ １～３年 ２ ※２
●看護学Ⅲ １～３年 ２ ※２
●看護学実習 ３年 ２ ※２
●スポーツ救急法演習 １～３年 ２ 20�2年度以前

入学生のみ
●危機管理と救急法※３ １～３年 ２ 20��年度

入学生のみ
免許法における
最低修得単位数 28 本学における最低修得単位数合計 �8

●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。
※２　「養護概説」「看護学Ⅰ」「看護学Ⅱ」「看護学Ⅲ」「看護学実習」は養護教諭免許状取得希望者のみを対

象とした科目です。卒業単位に含めることはできず、履修できるのは、養護教諭免許状取得希望者の
みとなります。

　　　「看護学実習」を履修するためには、「看護学Ⅰ」「看護学Ⅱ」「看護学Ⅲ」を事前に修得している必要
があります。

※３　「危機管理と救急法」は20�2年度以前入学生が単位を修得しても、教科に関する科目に充当することは
できません。

④「養護又は教職に関する科目」

免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

７ 人権と生活 １～４年 ２
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、②「教職に関する科目」及び③「養護に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得
単位数を超えて修得した科目の単位数）を「養護又は教職に関する科目」として換算することができます。
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―高等学校教諭１種免許状（工業）　（人間環境デザイン学科の学生のみ）―

②「教職に関する科目」

　　〈高等学校教諭１種免許状（工業）〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

教職の意義等に関する
科目 ２ 　教職概論 １年 ２

教育の基礎理論に関す
る科目 ６

　教育基礎論Ⅰ １年 ２
　教育基礎論Ⅱ １年 ２
　教育心理学 １年 ２
　教育法規 １～４年 ２

教育課程及び指導法に
関する科目 ６

　工業科指導法Ⅰ ３年 ２
　工業科指導法Ⅱ ３年 ２
　特別活動の研究 ３年 ２
　教育方法研究
（情報機器の活用を含む） ３年 ２

　教育評価 １～４年 ２
生徒指導、教育相談及
び進路指導等に関する
科目

４
　生徒指導論
（進路指導論を含む） ２年 ２

　教育相談 ２年 ２
教職実践演習 ２ 　教職実践演習（中・高） ４年 ２

教育実習
３ 　教育実習Ⅱ

（事前・事後指導を含む） ４年 ３

２ 　教育実習基礎講義 ３年 ２ 20��年度
入学生のみ

免許法における最低修
得単位数 2� 本学における最低修得単位数　※１ 2�（25）（･）内は20��年度入学生用
※１　教育職員免許法附則第��項により、「教科に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得単位数を

超えて修得した科目の単位数）は「教職に関する科目」として換算することができます。極端な場合、
「教職に関する科目」を全く履修することなしに「教科に関する科目」のうち、○のついた科目を含む
科目の単位を59単位と、免許法施行規則第66条の６に定める科目の単位を修得するだけで免許状を取
得することができますが、「教職に関する科目」の単位を修得しておくことが望まれます。

　　　なお、「教職に関する科目」の免許法における最低修得単位数（2�単位）以上に修得した単位数を「教
科に関する科目」の必要単位数として換算することはできませんので、注意してください。
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③「教科に関する科目」

　　〈高等学校教諭１種免許状（工業）〉
免許法施行規則に規定す
る科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

工業の関連科目 １

　デザイン基礎Ⅰ／人間環境デザイン基礎演習Ⅰ １年 ２ ※１
　総合デザインⅠ／人間環境デザイン基礎演習Ⅲ ２年 ３ ※１
○人間工学 １年 ２
　都市の計画・デザイン／都市・まちのデザイン ２年 ２ ※１
　建築生産 １年 ２
　材料・素材一般 １年 ２
　住居計画 ２年 ２
　建築・都市法規 ２年 ２
　生活空間計画 ２年 ２
　コンピュータ・グラフィックス･ ２年 ２
　環境計画 ２年 ２
　ヒューマンインターフェース ３・４／２年 ２ ※１
○安全工学 ３・４年 ２
　環境デザイン演習ⅠＡ／空間デザイン演習ⅠＡ ３年 ３ ※１
　環境デザイン演習ⅠＢ／空間デザイン演習ⅠＢ ３年 ３ ※１
　環境デザイン演習ⅡＡ／空間デザイン演習ⅡＡ ４年 ２ ※１
　環境デザイン演習ⅡＢ／空間デザイン演習ⅡＢ ４年 ２ ※１
　構造力学 ２年 ２
　建築空間構成論 ３・４年 ２
　構法計画 ３・４年 ２
　構法計画演習/構法計画演習Ａ ３・４年 １ ※１
　ランドスケープデザイン ３・４年 ２
　設備計画 ３・４年 ２
　材料力学 ３・４年 ２
　生活支援デザイン演習ⅠＡ／生活環境デザイン演習ⅠＡ ３年 ３ ※１
　生活支援デザイン演習ⅠＢ／生活環境デザイン演習ⅠＢ ３年 ３ ※１
　生活支援デザイン演習ⅡＡ／生活環境デザイン演習ⅡＡ ４年 ２ ※１
　生活支援デザイン演習ⅡＢ／生活環境デザイン演習ⅡＢ ４年 ２ ※１
　情報支援デザイン ３・４年 ２ 20�2年度以前

入学生のみ
　リハビリテーション工学 ３・４年 ２
　生活支援機器デザイン概論･ ２年･ ２
　生活支援機器デザイン各論･ ３・４年 ２
　生活支援ロボット工学 ３・４年 ２ 20�2年度以前

入学生のみ
職業指導 １ ○職業指導Ⅰ ３・４年 ２ ※２

○職業指導Ⅱ ３・４年 ２ ※２
免許法における最
低修得単位数 20 本学における最低修得単位数合計 20

○は免許取得のための必修科目
※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。
※２　「職業指導Ⅰ」「職業指導Ⅱ」は工業免許状取得希望者のみを対象とした科目です。卒業単位に含める

ことはできません。

④「教科又は教職に関する科目」

免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

�6
人権と生活 １～４年 ２
道徳教育の研究 ３年 ２
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、②「教職に関する科目」及び③「教科に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得
単位数を超えて修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。
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―高等学校教諭１種免許状（工芸）　（人間環境デザイン学科の学生のみ）―

②「教職に関する科目」

　　〈高等学校教諭１種免許状（工芸）〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

教職の意義等に関する
科目 ２ ●教職概論 １年 ２

教育の基礎理論に関す
る科目 ６

●教育基礎論Ⅰ １年 ２
●教育基礎論Ⅱ １年 ２
●教育心理学 １年 ２
　教育法規 １～４年 ２

教育課程及び指導法に
関する科目 ６

●工芸科指導法Ⅰ ３年 ２
●工芸科指導法Ⅱ ３年 ２
●特別活動の研究 ３年 ２
●教育方法研究
（情報機器の活用を含む） ３年 ２

　教育評価 １～４年 ２
生徒指導、教育相談及
び進路指導等に関する
科目

４
●生徒指導論
（進路指導論を含む） ２年 ２

●教育相談 ２年 ２
教職実践演習 ２ ○教職実践演習（中・高） ４年 ２

教育実習 ２ ●教育実習基礎講義 ３年 ２ 20��年度
入学生のみ

３ ○教育実習Ⅱ ４年 ３
免許法における最低修
得単位数 2� 本学における最低修得単位数合計 25（27）（･）内は20��年度入学生用
●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
○は免許取得のための必修科目
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③「教科に関する科目」

　　〈高等学校教諭１種免許状（工芸）〉
免許法施行規則に規定する
科目区分及び単位数

左記に対応する本学開講科目
授業科目 配当学年 単位数 備考

図法及び製図 １
　デザイン基礎Ⅱ／人間環境デザイン基礎演習Ⅱ １年 ２ ※１
　CAD･演習Ⅰ １年 ２
　CAD･演習Ⅱ ２年 ２

デザイン １

　総合デザインⅡ／人間環境デザイン総合演習 ２年 ３ ※１
　ユニバーサルデザイン各論／
　ユニバーサルデザイン各論A １年 ２ ※１

　建築歴史意匠Ａ １年 ２
　建築歴史意匠Ｂ･ ２年 ２
　建築設計論 ３・４年 ２
　情報デザインⅠ ３・４年 ２
　情報デザインⅡ ３・４年 ２
　情報メディアデザイン ３・４年 ２

工芸製作（プロダク
ト製作を含む。） １

●プロダクトデザイン基礎 １年 ２
　産業とプロダクトデザイン ２年 ２
　プロダクトデザインⅠ ３・４年 ２
　プロダクトデザインⅡ ３・４年 ２
　プロダクトデザイン演習ⅠＡ ３年 ３
　プロダクトデザイン演習ⅠＢ ３年 ３
　プロダクトデザイン演習ⅡＡ ４年 ２
　プロダクトデザイン演習ⅡＢ ４年 ２

工芸理論、デザイン理論
及び美術史（鑑賞並びに
日本の伝統工芸及びアジ
アの工芸を含む。）

１

　人間環境デザイン学概論 １年 ２
　ユニバーサルデザイン概論 １年 ２
●美術一般 １～３年 ２
　道具の歴史 ２年･ ２

免許法における最低
修得単位数 20 本学における最低修得単位数合計 20

●は３年次終了（教育実習に参加する前年度）までに修得する必修科目
※１　「20�2年度以前入学生用／20��年度入学生用」となります。

④「教科又は教職に関する科目」

免許法における
最低修得単位数 対応する本学開講科目 配当学年 単位数 備考

�6
人権と生活 １～４年 ２
道徳教育の研究 ３年 ２
②及び③の「免許法における最低修得単位数」を超える単位 －

※上記科目の他、②「教職に関する科目」及び③「教科に関する科目」の余剰分（免許法における最低修得
単位数を超えて修得した科目の単位数）を「教科又は教職に関する科目」として換算することができます。
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１．学籍
　⑴学籍
　　入学の手続を完了し、学生証の交付を受けた学生は、本学の在籍者としての身分を与えられること
になります。

　　①二重学籍の禁止
　　　本学に在籍しているにもかかわらず、他大学および本学の他学部・他学科に在籍（在学）するこ

とはできません。
　　②修業年限
　　　本学に学生として最低４年間（８セメスタ）在学し、所定の単位を修得しなければ卒業はできま

せん。
　　③在学年限
　　　卒業に必要な単位を修得するために連続して在学できる年数（在学年数）は、最長８年間（�6セ

メスタ）となります。ただし、休学期間の年数（学期）は在学年数に算入しません。
　　④セメスタ制
　　　ライフデザイン学部では１年を２学期に分けたセメスタ制を採用しています。このため、学期ご

とに休学等の学籍異動が可能です。
　　⑤変更届について
　　　入学手続時に提出した、学籍簿・学生データ登録用紙の内容に変更が生じた場合、朝霞事務課教

務担当窓口で所定の用紙に変更箇所を記入し、届け出なければなりません。特に学籍簿は学生の
身分を本学が証明する基礎となる重要な書類であり、永久保存され、厳重に保管されます。変更
が生じた場合はすみやかに届け出てください。

　　　主な変更事項は以下の通りです。

変更事項 注意事項（提出物等）
本人氏名変更（改姓・改名） 戸籍抄本
本人住所変更※
（電話番号の変更も含む） 留学生は（外国人）登録原票記載事項証明書

通学区間変更
保証人変更 保証人の署名・捺印必要
保証人住所変更※
（電話番号の変更も含む）
保証人勤務先変更※
緊急時連絡人変更
本籍地変更 住民票（本籍の記載があるもの）または戸籍抄本
※　ToyoNet-Gから変更の申請が可能です。

　⑵学生証
　　本学の入学手続を完了した学生に、学生証を交付します。
　　学生証は本学の学生としての身分を証明するものであるため、常に携帯し、次のような場合にはこ
れを提示しなければなりません。

　　・本学の教職員からの請求がある場合
　　・定期試験を受験する場合
　　・各種証明書や学生旅客運賃割引証明書（学割）等の交付を受ける場合
　　・通学定期乗車券や学生割引乗車券を購入する際と、それを利用して乗車または乗船し係員の請求

があった場合
　　※学生証は、学長印・学生本人の写真、裏面の有効期限の印字されたシールがないものは無効とな

ります。また、学生証は他人に貸与または譲渡することはできません。
　　　学生証がないと、各証明書の発行は受けられないのはもちろん、図書館の利用、定期試験の受

験、通学定期券の購入等もできません。

学　

籍
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　　①有効期限
　　　学生証の有効期限は１年間となります。進級手続期間内に学生証の有効期限の更新を受けなけれ

ばなりません。
　　②返還
　　　卒業または退学・除籍等、本学に籍がなくなった場合は、学生証を本学に返還しなければなりま

せん。
　　③再発行
　　　「紛失・汚損・破損」には十分注意してください。やむを得ず再発行になった場合は、下記の要

領に従って手続きをしてください。
　　　なお、学生証の再発行には、発行までに１週間かかり、手数料として2,000円が必要です。
　　　※申し込みキャンセルによる手数料の返金はできません。
　　　「紛失・汚損・破損」の場合
　　　　ア紛失の場合は朝霞事務課学生生活担当窓口で紛失物の届出を確認。
　　　　イ紛失物として届出がない、もしくは学生証自体を破損した場合は証明書発行機で学生証再発

行手数料を支払い、証明書発行願（申込書）を朝霞事務課教務担当窓口へ提出。
　　　　ウ１週間後、朝霞事務課教務担当窓口で学生証を受け取る。
　　　裏面シールのみ「紛失・汚損・破損」の場合
　　　　朝霞事務課学生生活担当窓口に学生証を持参し、学生証裏面シール再交付願を提出。
　　④暗証番号（パスワード）
　　　第三者に不正使用されないために、４桁の数字の暗証番号をオンライン入学手続時に登録してい

ます。就学手続時に届け出た暗証番号は、証明書発行機で証明書を発行する際に必要です。メモ
などを取り、必ず覚えておいてください。

　⑶学籍番号
　　入学手続を完了した学生には、�0桁の学籍番号が付与されます。この番号は学生証等に記載され、
転部・転科等の特別な理由がない限り卒業まで変わることはありません。

　　試験の答案用紙の提出、各種届出、各種証明書の申請等で必要となるので、正確に記憶しておいて
ください。

学部・学科・専攻コード
�A�� ライフデザイン学部　生活支援学科　生活支援学専攻
�A�2 ライフデザイン学部　生活支援学科　子ども支援学専攻
�A20 ライフデザイン学部　健康スポーツ学科
�A�0 ライフデザイン学部　人間環境デザイン学科

通し番号（学生により異なります）

例）�A�� �� 0250

入学年度（この場合は20��年度入学）
学部・学科・専攻コード（例はライフデザイン学部生活支援学科生活支援学専攻）
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　⑷進級
　　休学者が復学した場合等の特別な事情がない限り、原則として上級の学年に進級します。
　　学期初めの進級手続期間内に、当該年度の納付金を納入のうえ、進級手続を行い、学生証の有効期
限更新を受けなければなりません。

　⑸４年原級
　　本学に学生として最低４年間（８セメスタ）修学し、所定の単位を修得しなければ卒業はできませ
ん。

　　４年次終了までに所定の単位を修得できず、卒業できないことを４年原級といいます。
　　卒業に必要な単位を修得するために連続して在学できる年数（在学年数）は、最長で８年間（�6セ
メスタ）ですので、その年限までは４年生としての在学となります。

　　卒業できなかった学生は、朝霞事務課教務担当窓口にて許可願用紙を受け取り、必要事項を記入
し、保証人連署の上、朝霞事務課教務担当窓口に提出しなければなりません。

　　なお、ライフデザイン学部ではセメスタ制を実施しているため、セメスタ（学期）毎に上記の手続
きが必要となります。

　⑹休学
　　病気・家庭の事情・留学等の理由で、３ヶ月以上本学に修学できない場合は、教授会の許可を得て
休学することができます。

　　①期間
　　　春学期休学の場合：春学期の休学許可を受けた日から、当該学期の９月�0日まで
　　　秋学期休学の場合：秋学期の休学許可を受けた日から、当該学期の３月��日まで
　　　休学期間終了後は、所定の手続きにより復学しなければなりません。
　　　原則として連続した２セメスタを超える休学はできません。
　　②履修登録
　　　休学期間中の履修登録はすべて無効となります。
　　③休学手続
　　　休学を希望する場合は、朝霞事務課教務担当窓口で休学に関する説明を受け、許可願用紙に必要

事項を記入し、保証人連署の上、学生証を添えて朝霞事務課教務担当窓口へ提出してください。
　　　なお、病気等の場合には、医師の診断書等が必要となります。
　　　休学が教授会で許可された場合、本学から休学許可書を郵送します。
　　　休学の手続期間は、春学期休学の場合は６月�0日まで、秋学期休学の場合は�2月��日までとしま

す。また、次セメスタの休学希望者は、定期試験期間前までに朝霞事務課教務担当窓口に相談し
てください。

　　　※なお、これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし、やむを得ず本人が手続きできな
い場合には、事前に朝霞事務課教務担当窓口に相談してください。

　　④復学
　　　春学期休学の場合：�0月１日付で復学しなければなりません。
　　　秋学期休学の場合：４月１日付で復学しなければなりません。
　　⑤復学手続
　　　復学の対象者（当該学期休学者）には、朝霞事務課教務担当窓口から復学に必要な書類および納

付金振込用紙を休学学期末に郵送します。
　　　復学する場合、指定の期間内に許可願用紙に必要事項を記入し、保証人連署の上、学生証を添え

て朝霞事務課教務担当窓口へ提出してください。

　⑺退学
　　事情により本学での修学継続が困難な場合には、教授会の許可を得て退学することができます。
　　①退学手続
　　　退学を希望する場合は、保証人と十分相談の上で、朝霞事務課教務担当窓口で退学に関する説明
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を受け、許可願用紙に必要事項を記入し、保証人連署の上、学生証を添えて朝霞事務課教務担当
窓口へ提出してください。なお、病気等の場合には医師の診断書等が必要となります。

　　　また、これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし、やむを得ず本人が手続きできない
場合には、事前に朝霞事務課教務担当窓口に相談してください。

　　　退学が教授会で許可された場合、本学から退学許可書を郵送します。
　　②退学者の再入学
　　　退学者は、所属していた学部教授会の許可を得て再入学することができます。
　　　春学期再入学を希望する場合は１月末、秋学期再入学を希望する場合は７月末までに朝霞事務課

教務担当窓口で再入学に関する説明を受け、許可願用紙に必要事項を記入し、保証人連署の上、
朝霞事務課教務担当窓口へ提出してください。

　　　所属していた学部教授会で再入学が許可された場合は、該当学期開始の１日付で再入学すること
ができます。

　　　再入学者は退学時までに在学していた期間を含め８年間で卒業しなければなりません。
　　③再入学者の履修方法
　　　再入学する学年は、退学時の学年となりますが、単位の修得状況によって学年を繰り下げる場合

もあります。また、学科教育課程表は入学年度のものを適用しますが、単位の修得状況やカリ
キュラムの変更によっては、再入学する学年の学科教育課程表を適用する場合があります。再入
学者の履修方法については、再入学の手続き時に朝霞事務課教務担当窓口で説明します。不明な
点は朝霞事務課教務担当窓口へ問い合わせてください。

　　④懲戒による退学
　　　本学の規則に反し、または学生の本分に反する行為があった学生は、教授会の議を経て懲戒によ

る退学となる場合があります。
　　　この場合は、すみやかに学生証を本学に返還しなければなりません。

　⑻除籍
　　指定された期間内に納付金を納入しなかった学生・在学年数を超えた学生・休学期間を超えた学生・
新入生で指定された期間内に履修手続を行わなかった学生は除籍となり、学籍の抹消として処理さ
れ、本学の在籍者としての身分を失うことになります。

　　この場合、すみやかに学生証を本学に返還しなければなりません。
　　除籍になった場合は、本学から除籍通知書を郵送します。
　　①除籍者の再入学
　　　除籍者は、所属していた学部教授会の許可を得て再入学することができます。春学期再入学を希

望する場合は１月末、秋学期再入学を希望する場合は７月末までに朝霞事務課教務担当窓口で再
入学の説明を受け、許可願用紙に必要事項を記入し、保証人連署の上、朝霞事務課教務担当窓口
へ提出してください。

　　　所属していた学部教授会で再入学が許可された場合は、該当学期開始の１日付で再入学すること
ができます。

　　　再入学者は除籍時までに在学していた期間を含め８年間で卒業しなければなりません。
　　②再入学者の履修方法
　　　再入学する学年は、除籍時の学年となりますが、単位の修得状況によって学年を繰り下げる場合

もあります。また、学科教育課程表は入学年度のものを適用しますが、単位の取得状況やカリ
キュラムの変更によっては、再入学する学年の学科教育課程表を適用する場合があります。再入
学者の履修方法については、再入学の手続き時に朝霞事務課教務担当窓口で説明します。不明な
点は朝霞事務課教務担当窓口へ問い合わせてください。

　⑼転部・転科
　　本学内で他の学部・学科への転部・転科を希望する学生に対して選考試験を実施します。
　　第１部に所属する学生の場合は、第１部の他学部・他学科、および第２部の学部・学科への転部・
転科となります。
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　　第２部に所属する学生の場合は、第２部の他学部・他学科、および第１部の学部・学科への転部・
転科となります。

　　希望者は��月下旬に配布予定の試験実施要領をもとに手続きを行い、�2月下旬に実施予定の試験を
受験してください。また、合格発表は翌年の３月下旬に行う予定です。

　　試験実施要領と手続案内は例年�0月頃学内に掲示いたします。
　　詳細については朝霞事務課教務担当窓口へ問い合わせてください。学部・学科によっては転部・転
科試験を実施しない場合があります。

　⑽編入学
　　本学では卒業後に本学の他学部・学科への編入希望者に対して、編入学試験を実施しています。
　　試験の実施要領は、��月中旬頃入試課にて配布予定です。
　　編入学する学年は、原則として３年生となり、学科教育課程表も編入学する入学年度のものを適用
します。

　⑾科目等履修生
　　卒業後、特定の授業科目（例えば、教職科目等）について履修を希望する場合は、科目等履修生と
して授業科目の履修を許可される場合があります。

　　ただし、本学に在籍中は、科目等履修生として授業科目を履修することはできません。また科目等
履修生としてでは取得できない資格もあります。

　　なお、希望者は１月下旬に配布予定の募集要項をもとに手続きをとり、３月中旬（春学期履修生）・
９月上旬（秋学期履修生）実施予定の試験を受験してください。

　　また、合格発表は３月下旬（春学期履修生）・９月中旬（秋学期履修生）に行う予定です。
　　詳細については、中央掲示板及び朝霞事務課教務担当窓口にて確認してください。
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２．納付金に関する取扱い
　　「学費」と「その他の費用」を合わせて「納付金」と称します。「学費」は大学徴収分を指し、「そ
の他の費用」は預り金（受託徴収分）を指します。２年次以降は、入学金を除く納付金が毎年度必
要になります。

　⑴ライフデザイン学部納付金について
（単位：円）

学部 ライフデザイン学部

学科 生活支援学科・健康スポーツ学科 人間環境デザイン学科

入学年度 20�� 20�0～20�2 20�� 20�0～20�2

納
付
金

学費

入学金 250,000 － 250,000 －

授業料 800,000 800,000 850,000 850,000

一般施設設備資金 200,000 200,000 260,000 260,000

実験実習料 － － 70,000 70,000

その他
の費用

校友会費 5,000 5,000 5,000 5,000

甫水会費 5,000 5,000 5,000 5,000

学生課外活動育成会費 5,000 5,000 5,000 5,000

合　計 �,265,000 �,0�5,000 �,��5,000 �,�95,000
※その他の費用については、各団体からの依頼に基づき、本学が代理徴収しています。

　⑵納入期間について
　　①納付金は、４月期（春学期納入期間）に１年間分を全額一括納入することが原則です。ただし、

授業料・一般施設設備資金・実験実習料は、次の二期に分けて納入することができます。
　　　　第１期（春学期）納入期間　４月１日～４月25日
　　　　第２期（秋学期）納入期間　�0月１日～�0月�5日
　　　　（各年の曜日の関係により、納入期間が短縮される場合があります。）
　　②所定の納期までに納付金を納入しない学生は、学則第38条１項により、除籍とします。
　　③修学の意思がない場合は、納入期間内に退学許可願を朝霞事務課教務担当窓口に提出してくださ

い。
　　④修学の意思がありながら学期始めに休学する場合は、納入期間内に休学許可願を朝霞事務課教務

担当窓口に提出してください。
　　⑤やむを得ない事情で納入期限までに納付金を納入できない場合は、納入期間内に朝霞事務課学生

生活担当窓口に相談してください。

　⑶納入方法について
　　①入学手続時（１年次）に分割納入した場合、２回目の納入に使用する振込用紙は９月末に郵送し

ます。
　　②２年次以降は毎年３月末（全納用と分納１回目用）と９月末（分納２回目）に振込用紙を郵送し

ます。
　　③保証人に送られる本学所定の当該年度の振込用紙を使用して金融機関から振り込んでください。
　　④現金の郵送・大学窓口での取扱いは受け付けしません。
　　⑤納入された納付金は超過納入が明らかな場合を除き返還しません。
　　　※本人または保証人の住所に変更があった場合には、所定の変更手続を行ってください。
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　　　○納付金についての問い合わせ先　　　　朝霞事務課（学費担当）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0�8－�68－6�06
　　　○住所変更についての問い合わせ先　　　朝霞事務課（教務担当）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0�8－�68－6�0�

　⑷学籍異動における納付金の取扱いについて
　　休学　
　　⑴第１期（春学期）の納入期限までに休学を願い出た場合
　　　休学日を４月１日付として扱い、納付金のうち授業料・実験実習料については納入する必要はあ

りません。
　　　全額一括納入した場合は、第１期（春学期）の授業料・実験実習料および第２期（秋学期）分の

納付金を払い戻します。
　　⑵春学期中に休学する場合
　　　①春学期の途中で休学する場合、第１期（春学期）の納付金は払い戻しません。
　　　②全額一括納入した場合は、第２期（秋学期）分の納付金を払い戻します。
　　⑶第２期（秋学期）の納入期限までに休学を願い出た場合
　　　休学日を10月１日付として扱い、納付金のうち授業料・実験実習料は納入する必要はありません。
　　　第２期（秋学期）分の納付金を納入した場合は、第２期（秋学期）分の授業料・実験実習料を払

い戻します。
　　⑷秋学期中に休学する場合
　　　秋学期の途中で休学する場合、第２期（秋学期）の納付金は払い戻しません。

　　セメスタ連続休学　
　　セメスタを連続して休学する場合、次学期分の授業料・実験実習料を除く納付金は納入しなければ
なりません。

　　休学復学　
　　⑴休学者が復学する場合の納付金は、入学年度の額が適用されます。
　　⑵１セメスタ（半期）休学する場合、全額一括納入・分割納入の選択が可能な納入期は、第１期（春

学期）とします。
　　　第２期（秋学期）に復学する場合は、復学時に１セメスタ（半期）分の納付金を納入することに

なります。

　　退学　
　　⑴新学期の納入期限の末日までに退学を願い出た場合
　　　退学日を前学期の末日付として扱い、当該年度・学期の納付金を納入する必要はありません。
　　⑵春学期中に退学する場合
　　　①春学期の途中で退学する場合は、第１期（春学期）分の納付金は払い戻しません。
　　　②全額一括納入した場合は、第２期（秋学期）分の納付金は払い戻します。
　　⑶秋学期に退学する場合
　　　秋学期の途中で退学する場合は、第２期（秋学期）分の納付金は払い戻しません。

　　原級　
　　４年次で原級する場合の納付金は、当該年度正規４年次生の納付金を適用します。

　　再入学　
　　再入学する場合の納付金は、再入学する学年次生の納付金を適用します。ただし、入学金は、再入
学する年度の新入生の額の半額となります。
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　　転部・転科　
　　納付金は転部・転科先の学年の納付金を適用します。ただし、入学金は、転部・転科先との不足分
を納入することになります。

　　編入学　
　　編入学する場合の納付金は、編入学する年度の新入生の納付金を適用します。ただし、本学出身者
が編入学する場合、入学金は、編入学する年度の新入生の額の半額となります。

　　転入学　
　　転入学する場合の納付金は、転入学する年度の新入生の納付金を適用します。
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３．各種証明書
　　朝霞事務課では、以下の証明書を発行しています。証明書には、「証明書発行機」で発行するもの
と、「窓口」で発行するものがあります。

　⑴証明書発行機で発行される証明書
　　以下の証明書は証明書発行機での発行となります。
　　発行には学生証とパスワード（Ｐ206参照）が必要になります。

（20��年度現在）
種類 手数料（円） 発行可能学年 備考

在学証明書 �00 １～４年生
朝霞・白山・川越・板倉いずれの
キャンパスの発行機でも発行可能

成績証明書 �00 １～４年生
注１）健康診断証明書（本学書式） �00 １～４年生
卒業見込証明書 �00 ４年生
注１）健康診断証明書は、本学の当該年度の定期健康診断を受診した場合のみ発行可能です。

　⑵窓口で発行される証明書
　　以下の証明書の発行を申請する場合は、証明書発行機にて「証明書発行願」を購入し、朝霞事務課
教務担当窓口に提出してください。なお、発行までに１週間かかります。

（20��年度現在）
種類 手数料（円） 発行可能学年 備考

学生証再発行 2,000 １～４年生 詳細はＰ207を参照
教育職員免許状取得見込証明書 �00 ４年生
指定保育士養成施設卒業見込証明書 �00 ４年生
介護福祉士養成施設卒業見込証明書 �00 ４年生
単位修得証明書 �00 １～４年生
教養科目単位修得証明書（含司法試験用） �00 ４年生
教養科目単位修得見込証明書（含司法試験用） �00 ４年生
注１）人物証明書 200 ４年生
英文成績証明書 �,000 １～４年生
英文在学証明書 500 １～４年生
英文卒業見込証明書 500 １～４年生
その他の証明書 �00 １～４年生
※証明書申請後３ヶ月を経過しても受け取りのない場合は、無効として処分します。

注１）人物証明書は、演習・卒業論文担当教員との面接を行った後、後日朝霞事務課教務担当窓口にて発
行となります。発行手続きは以下のとおり行ってください。

　　　１．発行希望日の２週間前に朝霞事務課教務担当窓口に来室。
　　　２．演習・卒業論文担当教員と面接（面接内容を元に担当教員が人物証明書を作成）。
　　　　　※面接時に教員へ発行予定日を確認し、発行予定日以降に朝霞事務課教務担当窓口に来室。
　　　３．朝霞事務課教務担当窓口にて証明書手数料の入金および証明書の受取り。
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４．実習料
　　ライフデザイン学部では、履修科目等により下記の実習料が必要になります。納入時期や納入金額
は、入学年度により異なりますので、注意してください。納入の方法については別途指示します。

20�0年度以降入学生用 （20��年度現在）
種類 手数料（円） 備考

教育実習料 ３・４週間実習 �5,000 別途保険料2�0円※２週間実習 �0,000
介護等体験実習料 7,500 別途保険料2�0円※
看護学実習料 2,000 別途保険料2�0円※
健康産業施設等現場実習料 ��,500 別途保険料2�0円※
社会福祉援助技術現場実習料 �0,000

精神保健福祉援助技術実習料 �0,000 20��年度以前入学生用
�6,000 20�2年度以降入学生用

保育実習料（２年次） �5,000
保育実習料（３年次） �5,000
保育実習料（４年次） �5,000
介護福祉実習料（１年次） �0,000
介護福祉実習料（２年次） �5,000
介護福祉実習料（３年次） �5,000
介護福祉実習料（４年次） �0,000
※学外実習を行う学生は、全員が対人・対物損害賠償保険に加入する必要があります。加入期間は納入日～
年度末（�/��）までとなるため、年度内に１度保険加入を行うこととなります。
　年度内に複数の実習に参加する学生は、実習料納入と同時期に行う保険料納入時に注意してください。な
お、複数の実習に参加する場合でも、保険加入は１回のみで結構です。
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留学制度について
　本学では、世界中の大学と協定を締結し、国際交流を推進しています。夏季・春季休暇を利用した短
期語学セミナーから、�年間の交換留学まで、多彩な留学制度や大学独自の海外留学奨学金制度を用意
しています。

〔１〕交換留学制度と認定留学制度
　　　「東洋大学学生の留学に関する規程」第３条に基づき、本学の交換留学制度には、協定校・ISEP
交換留学制度及び認定留学制度があります。

　　※以下の情報は、20��年度４月現在の情報です。内容は変更する場合がありますので、随時学内掲示・国際
センターホームページ　http://www.toyo.ac.jp/international/･で最新の情報を確認してください。

１．交換留学制度
　　東洋大学では、現在6�大学と学術交流協定を締結し、また･ISEP（アイセップ）＊に加盟しています。
　　交換留学制度とは、アメリカ・イギリス・カナダ・オーストラリア・アイルランド・ドイツ・フラ
ンス・スイス・オランダ・韓国・中国の協定校、または米国の･ISEP･加盟校に学生を派遣し、同じ
くこれらの大学から交換留学生を本学に受け入れる制度です。

　　･＊･ISEP（International･Student･Exchange･Programs）とは？　世界中の･ISEP･加盟校間で学生交換留学を推
進する、非営利のコンソーシアム（世界的な大学連合組織）です。本学の交換留学の対象は、米国の･ISEP･
加盟校（約��0校）に限ります。

　⑴制度の特徴
　　①学籍と在学年数の取扱い
　　　交換留学は、休学することなく留学できます（留学中も本学に在籍していますので、留学期間は

在学年数に算入されます）。
　　②単位の認定
　　　留学期間中に修得した単位は、留学終了後、所属学科の教育課程表に照らし、科目の履修内容・

条件等が適合した場合は、卒業単位に認定されます（上限�8単位、卒業論文は除く）。
　　　「本学の修得単位」と「本学で認定された留学先大学の修得単位」により所属学部の卒業要件を

満たせば、４年間での卒業が可能となります。

　　　単位認定は、以下の手順で行われます。

留学終了後、国際センターにて留学先大学発行の「成績証明書」を受領する。
※大学により、発送される時期は異なります。

国際センターより配布される「交換留学単位認定願」に留学先で履修した科目・成
績を記入して、「成績証明書」、テキスト、シラバス等を朝霞事務課教務担当窓口
に提出し、単位認定を申請する。申請は、留学終了後、１ヶ月以内に行うこと。

申請が承認された場合、成績発表時に単位認定の結果（認定：Ｎ）が本
学の成績表に印字される。
（第Ⅰ期：４月、第Ⅱ期：�0月頃）

教授会で単位認定の可否について審議される。留学先大学から送付される成績証
明書等をもとに評価が決められ、単位認定科目・単位数が決定する。
認定科目を決定する際、担当教員と面談をする場合もある。
（第Ⅰ期：２月、第Ⅱ期：９～�0月頃）
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　　③留学にかかる費用
　　　留学先大学の授業料は、協定に基づき原則として免除されます。それ以外に係る経費はすべて自

己負担となります。国や地域により、留学に係る費用は異なります。実際にかかる費用の目安
は、国際センター発行の「留学の手引き」に掲載されています。

　　【自己負担費用】
　　　●東洋大学の学費（留学中も本学に在学しているため、学費は通常通り本学に納入してください）
　　　●渡航費
　　　●大学指定の海外旅行傷害保険料
　　　●留学先での寮費、食費、教材費、生活費等
　　　　＜ISEP･交換留学＞
　　　　　現地での大学寮費・食事代として、出発前に東洋大学へ85万円（日本円）を支払います。ま

た、ISEP･登録料（約４万円）がかかります。
　　　　＜その他の協定校へ留学する場合＞
　　　　　出発前または現地で大学寮費・食費を直接留学先の大学へ支払います。

　　④『東洋大学交換留学生奨学金』の支給
　　　交換留学生に選ばれた学生全員に、本学から「東洋大学交換留学生奨学金」を支給します（本学

の授業料相当額）。ただし、本学から他の奨学金（東洋大学第１・２・３種奨学金）が支給され
ている場合は、この奨学金は支給されません。また、減免措置を受けている私費留学生は、減免
後の授業料額となります。

　　　　○私費留学生は、「東洋大学私費外国人留学生授業料減免に関する規程」第６条に基づき、所
定の修業年度を限度とし、授業料が減免されています。交換留学で卒業が延期となり、所定
の修業年度を超えた場合の授業料については減免を受けられませんので注意してください。

　　　　○（独）日本学生支援機構の奨学金は、本学の奨学金ではありません。留学をする場合は、事
前に手続き等が必要になる場合がありますので、留学が決定次第、朝霞事務課学生生活担当
窓口へ申し出てください。

○単位認定について
派遣留学生は、留学先大学・大学院で取得した単位に関し、本学開講科目の単位としての認定
を申請できます。単位の認定は、留学先における履修科目の内容および時間数が本学開講の
対応科目と合致することが条件です。そのためには留学前に指導教員、所属学部の国際交流委
員、または朝霞事務課教務担当者と留学中の勉学計画について十分に話し合いをしておくこと
が重要です。単位認定は、教授会の審議を経て決定されます。

○認定の基準
１．留学先大学の授与した単位数にかかわらず、留学先大学で履修した科目の実質の授業時間
数を考慮して行います。

２．原則として、授業内容が本学開講科目と同様である必要があります。ただし、学科の内
規・慣行により、本学開講科目と異なる場合でも、認定される場合があります。
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　⑵募集概要
　　出願受付・選考時期は、７月（第Ⅰ期：オーストラリア・韓国）、��月（第Ⅱ期：アイルランド、

アメリカ、イギリス、カナダ、オランダ、スイス、中国、ドイツ、フランス）の年２回です。
　　必ず、出願する年度・時期の募集要項をご確認の上、出願してください。

　　①留学先大学・定員
　　　留学先大学・定員は、募集年度により異なります。出願する年度・時期の募集要項を国際センター

ホームページ（http://www.toyo.ac.jp/international/exsap/ag_j.html）にてご確認ください。
　　②出願資格
　　　出願時において、以下の３点を満たしていることが求められます。
　　　１．本学の学部・大学院生である者。
　　　　※原則として、学部４年生は、本学大学院受験予定の者。
　　　２．留学意欲が充分にあり、留学先大学で生活・勉強ができるレベルの語学能力を有する者。
　　　３．志望する大学の語学条件を満たしている者。
　　　　※語学条件は、留学先大学により異なります。出願する年度・時期の募集要項を国際センター

ホームページ（http://www.toyo.ac.jp/international/exsap/ag_j.html）にてご確認ください。
　　③留学期間
　　　・第Ⅰ期：２／３月～��／�2月　　　※留学期間は、留学先大学により異なる。
　　　・第Ⅱ期：８～９月～翌年４～７月　※留学期間は、留学先大学により異なる。
　　④出願受付・選考時期
　　　・第Ⅰ期：７月
　　　・第Ⅱ期：��月

２．認定留学制度
　　認定留学制度とは、協定校の枠にとらわれず、学位授与権のある海外の大学へ留学する制度です。
　　交換留学と同様、本学を休学することなく留学できます。
　　　出願・入学手続は、原則として各自で行いますので、留学に先立って十分な情報を収集し、綿密
な計画を立てることが不可欠です。

　⑴制度の特徴
　　①学籍と在学年数の取扱い
　　　認定留学は、休学することなく留学できます（留学中も本学に在学していますので、留学期間は

在学年数に算入されます）。
　　②単位の認定
　　　『１．交換留学制度　⑴制度の特徴』の「②単位の認定」と同様。
　　③留学にかかる費用
　　　東洋大学から奨学金が支給されます（④参照）が、留学にかかる費用はすべて自己負担となりま

す。留学する国や地域、大学により、費用は大幅に異なります。

　　【自己負担費用】
　　　●東洋大学の学費（留学中も本学に在学しているため、学費は通常通り本学に納入してください）。
　　　●留学先大学の学費
　　　●渡航費
　　　●大学指定の海外旅行傷害保険料
　　　●留学先での寮費、食費、教材費、生活費等

　　④『東洋大学認定留学生奨学金』の支給
　　　　認定留学生には、本学から「東洋大学認定留学生奨学金」を支給します（本学の授業料半額相

当）。ただし、本学から他の奨学金（東洋大学第１・２・３種奨学金）が支給されている場合は、
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この奨学金は支給されません。また、減免措置を受けている私費留学生は、減免後の授業料の半
額相当となります。

　　　※（独）日本学生支援機構の奨学金は、本学の奨学金ではありません。留学をする場合は、事前
に手続き等が必要になる場合がありますので、留学が決定次第、朝霞事務課学生生活担当窓口
へ申し出てください。

　⑵募集概要
１．派遣先国・大学 学位授与権のある海外の大学の中から、自由に選べます。

　○ISEP-Direct（アイセップ・ダイレクト）留学は、世界20カ国、
�0以上の･ISEP･加盟校で実施しており、申請すれば、本学では
認定留学となります。出願締切日や詳細は、ISEP･のホームペー
ジで確認してください。

　　http://www.isep.org/students/Programs/isep＿direct.asp
２．募集人数 若干名
３．願書配布 随時（国際センターホームページよりダウンロードできます）
４．応募締切 春学期終了後に出発する場合（８～�0月留学開始）：２月末日

秋学期終了後に出発する場合（２～４月留学開始）：��月末日
５．選考方法 書類審査・面接審査
６．合格発表 出願２～３ヶ月後
７．派遣期間 １学年度間以内
８．出願資格 出願時において、以下の①、②を満たしていること。

①本学の学部１～３年生、本学大学院進学予定の４年生であること。
②原則として、留学先大学からの入学許可書を入手していること。

　　●教務担当窓口での事前相談について
　　交換留学および認定留学をすることが決定した学生は、留学終了後、最短で卒業および諸資格取得
を可能にするために、履修・手続き上注意すべき点（継続履修及び学年進行に関わる科目、帰国後
の授業・成績等）について、必ず朝霞事務課教務担当窓口に相談してください。

〔２〕語学セミナー

１．語学セミナーについて
　　本学では、国際センター主催で夏季および春季休暇を利用した１～２ヶ月間の短期語学研修プログ
ラムを実施しています。語学研修、学生交流、ホームステイ等を通し、語学力の向上および異文化
理解を目的としています。

　　　語学セミナーに参加した学生は、所定の手続きにより単位認定を受けることが可能です。単位認
定の詳細については、「東洋大学語学セミナー参加学生に対する単位認定について」を確認してく
ださい。

　　※新規コースについては、単位認定対象コースとならない場合がありますので、募集年度のパンフ
レットを確認してください。

２．募集概要
　①応募資格
　　本学の学部、大学院生である者。
　　※語学力は問いません。
　　※春期語学セミナーについては、卒業年度生は参加できない場合がありますので、希望者は朝霞事

務課教務担当窓口までお問い合わせください。
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　②研修先・内容
　　　研修先・内容は、募集年度のパンフレットまたは、国際センターホームページ（http://www.
toyo.ac.jp/international/）にてご確認ください。

　　［参考］20�2年度国際センター主催語学セミナー実施国
　　　夏期：カナダ、アメリカ
　　　春期：アイルランド、オーストラリア、アメリカ

〔３〕協定校語学留学

協定校語学留学とは、本学の協定校が運営する付属語学学校へ語学留学するプログラムです。語学力の
向上を目的とし、海外の協定校語学学校で、語学を学びながら異文化体験をします。留学中も在籍とな
り、休学せずに留学が可能です。

１．制度の特徴
　①学籍と在学年数の取扱い
　　「交換留学制度」の「（１）①学籍と在学年数の取り扱い」と同様。

　②単位の認定
　　（単位認定科目）
　　・20�0年度以降入学生：「英米の文化とことば（２）」（中国語に関する該当科目はなし）
　　　上記以外の科目は単位認定できません。またすでに修得している場合は認定できません。
　　（単位認定方法）
　　・協定校語学留学に参加が決定した学生で、上記の科目の単位認定を希望する学生は、留学前の指

定期間内に「単位認定申請書」を提出してください。
　　・協定校語学留学に参加後、直近のセメスターの履修登録において、単位認定希望科目を履修登録

してください（授業に出席する必要はありません）。
　　　なお履修登録単位は、１セメスターの履修登録の上限単位数に含めます。
　　・単位認定希望科目の評価は、派遣先大学の成績評価を参照の上、Ｓ～Ｅの評価を行い、教授会に

て承認されます。結果については、履修登録を行った当該学期の成績発表時に記載されます。必
要に応じて本人との面接等を行う場合もあります。

　③費用
　　留学期間中、東洋大学と留学先大学の学費の両方を納入する必要があります。また、その他留学に
係る費用（渡航費、本学指定の海外旅行保険料、滞在費、生活費、教材費等）はすべて自己負担と
なります。費用は、留学する国や大学、期間により異なります。参考金額は、国際センターホーム
ページ（http://www.toyo.ac.jp/international/）でご覧ください。

２．募集概要
１．派遣先 本学の協定校が運営する付属語学学校

アメリカ、カナダ、アイルランド、イギリス　他
※詳細は国際センターWebページで確認してください。

２．募集人数 各コースとも�0名程度
３．願書配布 随時

※国際センターのホームページ（http://www.toyo.ac.jp/international/）
よりダウンロードできます）

４．派遣期間 ３ヶ月～１学期間
５．出願資格 出願時において、本学の学部生。語学条件は不問。
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１．学則（学籍に関する事項の抜粋）
第３章　修学等

第１節　修業年限
（在学年限）
第20条　卒業に必要な単位を修得するために在学できる年数（以下「在学年数」という。）は、通算し
て８年を限度とする。この場合において、休学年数は在学年数に算入しない。
２　再入学又は編入学をした者の在学年数は、前項の在学年数から再入学又は編入学までの通常の在学
の年数を控除した年数とする。

第４章　入学、退学、休学及び除籍等

第１節　入学、留学等
（入学の時期）
第24条　入学期は、学期の初日から30日以内とする。
（入学資格）
第25条　学部第１年次に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。
　一　高等学校を卒業した者
　二　通常の課程による12年の学校教育を終了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学

校教育を終了した者を含む。）
　三　外国において学校教育における12年の課程を修了した者、又はこれに準ずる者で文部科学大臣の

指定したもの
　四　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課

程を修了した者
　五　文部科学大臣が指定した者
　六　大学入学資格検定（平成17年１月31日規程廃止）に合格した者
　七　高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）により文部科学大臣の行う高等

学校卒業程度認定試験に合格した者
　八　その他本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、18歳に達したもの
（入学の志願・選考）
第26条　入学志願者は、所定の書式による入学願書を提出し、別表⑷の１に定める入学検定料を納入し、
かつ、選考試験を受けなければならない。
（入学手続）
第27条　入学を許可された者は、入学金を納入し、所定の書式により誓約書を提出しなければならな
い。
（保証人）
第28条　保証人は、父、母又はその他の成人者で独立の生計を営む者でなければならない。
２　保証人は、学生の在学中の一切の事項について責任を負う。
３　学生は、保証人を変更し、又はその氏名若しくは居住地に変更があったときは、速やかに変更届を
提出しなければならない。
（学生証）
第29条　入学手続きを終えた者には、学生証を交付する。
（編入学）
第30条　次の各号の一に該当する者が本学に編入学を希望するときは、選考の上、編入学を許可するこ
とができる。
　一　短期大学を卒業した者
　二　大学を卒業した者
　三　高等専門学校を卒業した者
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　四　専修学校の専門課程（文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）を修了した者
２　編入学に関する規程は、別に定める。
（転入学）
第31条　他の大学の学生が、その大学の許可を得て本学に転入学を願い出たときは、転入学を認めるこ
とができる。
２　転入学に関する規程は、別に定める。
（転部・転科）
第32条　学生が学部の他の部へ、又は他の学部・学科へ転部・転科を願い出たときは、選考の上、これ
を許可することができる。
２　転部・転科に関する規程は、別に定める。
（留学）
第33条　学生が外国の大学で学修することを願い出たときは、教授会の議を経て留学を許可することが
できる。
２　前項の許可を得て留学した期間は、在学年数に参入する。
（二重学籍の禁止）
第34条　学生は、他の学部・学科と又は他の大学と併せて在学することはできない。

第２節　休学、退学、転学及び除籍
（休学）
第35条　学生が引き続き３ヵ月以上修学できないときは、許可を得て、その学期を休学することができ
る。
２　休学は、連続する２学期限りとする。ただし、特別の事情がある場合は、教授会の議を経て、２学
期を超える期間の休学を許可することができる。ただし、休学の期間は、通算して８学期を超えるこ
とはできない。
３　休学期間中に休学の理由が消滅した場合において、復学を願い出たときは、教授会の議を経て、こ
れを許可することができる。
（退学）
第36条　退学しようとする者は、その理由を明確にして願い出て、許可を受けなければならない。
２　願いにより退学した者が、再入学を願い出たときは、教授会の議を経て、これを許可することがで
きる。
（転学）
第37条　学生が転学を願い出たときは、教授会の議を経て、これを許可することができる。
（除籍）
第38条　次に掲げる各号のいずれかに該当する者は、除籍する。
　一　授業料その他の学費を所定の期日までに納入しない者
　二　第20条に定める在学年数を超えた者
　三　第35条第２項に定める休学期間を超えた者
　四　新入生で指定された期限までに履修届を提出しないことその他本学において修学の意思がないと

認められる者
２　学生は、除籍されることにより、本学則及びその施行のために定められた規則に基づいて有する一
切の権利を失う。
３　第１項の規定（第２号及び第３号に掲げる者を除く。）により除籍された者が、再入学を願い出た
ときは、教授会の議を経て、これを許可することができる。

２．不正行為

　不正行為（本学の規則に反する行為、または学生の本分に反する行為）を試験において行った場合は、
学則第57条に則り処分されます。
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１．処分の種類
　処分は譴責、停学、無期停学とする。

２．処分とその対象となる不正行為
⑴譴責の対象となる行為
　①持ち込みが認められているものの貸借。
　②他人の答案の覗き見、答案を故意に他人に見せまたはそれを見る行為。
　③試験監督もしくは監督補助者からの注意を無視した行為。
　④その他、前各号の一つに準ずる行為。
⑵停学１ヵ月の対象となる行為
　①解答用紙を交換する行為。
　②許可されていないもの（カンニングペーパーおよびそれに類するもの）の持ち込み。
　③�書き込みを許可されていない持ち込み許可教材、机上、手掌等へ書き込みをしての受験、または、
これに類似する行為。

　④試験監督者または監督補助者からの注意に対する暴言。
　⑤その他、前各号の一つに準ずる行為。
⑶無期停学の対象となる行為
　①替玉受験。
　②在学中における再度の不正行為。
　③試験監督者または監督補助者からの注意に対する暴力行為。
　④その他、極めて悪質な行為。

３．処分に伴う措置
⑴処分の種別にかかわらず、不正行為のあった試験科目の単位は、当該年度（学期）において認定しな
い。また、上記「２．⑵」および「２．⑶」の停学の対象となる行為については、当該年度（学期）
の試験期間において実施される全ての試験科目の単位を認定しない。
⑵停学期間は当該学部で処分を決定した日（教授会開催日）の翌日から算定する。
⑶決定した処分内容については、不正行為者が所属する学部の学部長が、本人および保証人と面接の上、
通達する。
⑷停学期間中は、不正行為者に対してその所属学部が教育的指導を行う。
⑸「譴責の対象となる行為①および②」、「停学１ヵ月の対象となる行為①」、「無期停学の対象となる行
為①」の不正行為は、その当事者すべてが上記⑴～⑷の措置の対象となる。

４．不服申立て
　不正行為の指摘を受けた学生は、不服申立てをすることができる。

不
正
行
為

－226－



Ⅷ．研究室配置図

Ⅷ
．
研
究
室

－227－





- 336 -

２階（生活支援学科子ども支援学専攻）

研究管理棟

2 2 5 5

嶋﨑博嗣
2 2 5 6

内田塔子
2 2 5 7

小林英義
2 2 5 8

高橋直美
2 2 5 9

清水玲子 鈴木崇之
2 2 6 0 2 2 6 1

女子トイレ

給湯室

高橋健介
2 2 6 2

角藤智津子
2 2 6 3

伊藤美佳
2 2 6 4

中原美恵
2 2 6 5

鈴木佐喜子

2 2 6 8 2 2 6 72 2 7 0 2 2 6 92 2 7 2 2 2 7 1女子トイレ

階段

2 2 6 6

３階（人間環境デザイン学科）

男子
トイレ

女子
トイレ

倉庫

給湯室 ELV

髙橋儀平 内田祥士 川内美彦 神吉優美 人間環境デザイン学科
共同研究室

5 3 2 0 5 3 1 8 5 3 1 6 5 3 1 4

櫻井義夫
5 3 1 2 5 3 1 0

柏樹　良
5 3 0 6 5 3 0 2

実習指導室
実習指導助手室

5 3 1 9

人間環境デザイン学科
学習指導室

5 3 0 15 3 1 7

水村容子
5 3 0 7

髙橋良至
5 3 0 5

北　真吾
5 3 0 3

名取　発 米田郁夫 繁成　剛
5 3 1 5 5 3 1 3

奥村和正 池田千登勢

菅原麻衣子

5 3 1 1 5 3 0 9

４階（健康スポーツ学科）

男子
トイレ

女子
トイレ

倉庫

給湯室 ELV

鈴木哲郎 大迫正文 杉田記代子 石井隆憲 髙尾将幸 岩本紗由美 坂口正治
5 4 2 0 5 4 1 8 5 4 1 6 5 4 1 4 5 4 1 2 5 4 1 0 5 4 0 8

木内　明
5 4 0 6

古川　覚
5 4 0 4

松尾順一
5 4 0 2

健康スポーツ学科
共同研究室

5 4 1 9

健康スポーツ学科
学習指導室

5 4 0 1

齊藤恭平
5 4 1 7

井上治代
5 4 0 7

ニコラス・
ランバート

5 4 0 5

岩本　一
5 4 0 3

金子元彦 鈴木智子 神野宏司 菊地章太
5 4 1 5 5 4 1 3 5 4 1 1 5 4 0 9

大学院・研究棟

男子
トイレ

女子
トイレ

倉庫

給湯室

菊池義昭 野村豊子 渡辺裕美 柴田範子 的場智子

ELV

５階（生活支援学科生活支援学専攻）
552 0

生活支援学専攻
共同研究室

5 5 1 9

生活支援学専攻
学習指導室

5 5 0 1

5 5 1 8 5 5 1 6

稲沢公一

吉浦　輪
5 5 1 7

5 5 1 4 5 5 1 2 5 5 1 0 5 5 0 8

白石弘巳 山本美香 高野龍昭
5 5 1 5 5 5 1 3

本名　靖
5 5 1 1 5 5 0 9

5 5 0 6 5 5 0 4 5 5 0 2

5 5 0 7 5 5 0 5 5 5 0 3

是枝喜代治

本多まりえ

Ⅴ
．
研
究
室

荻野剛史

浜田雄介

淺間正通

嶺也守寛

高山静子 中原美惠
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ライフデザイン学部　2013年度　行事予定

春学期 秋学期
４月１日 月 就学手続 ９月21日 土 秋学期授業開始
　　２日 火 オリエンテーション 　　23日 月 振替休日（授業実施）
　　３日 水 オリエンテーション
　　４日 木 オリエンテーション 10月14日 月 体育の日（授業実施）
　　５日 金 オリエンテーション
　　６日 土 入学式 11月１日 金 大学祭準備日（休講）
　　８日 月 春学期授業開始 　　２日 土 大学祭（休講）／哲学堂祭
　　30日 火 休講 　　３日 日 大学祭

　　４日 月 振替休日（授業実施）
５月１日 水 休講 　　10日 日 TOEICテスト（２・３・４年生受験必須）
　　２日 木 休講 　　23日 土 創立記念日・勤労感謝の日（授業実施）
　　６日 月 振替休日（授業実施）

12月21日 土 12月授業終了
６月４日 火 スポーツ大会（休講） 　　24日 火 転部・転科試験／冬季休暇開始
　　６日 木 学祖祭（授業実施）

１月４日 土 冬季休暇終了
７月30日 火 春学期授業終了 　　６日 月 授業再開
　　31日 水 補講・集中講義 　　21日 火 補講・集中講義

　　22日 水 補講・集中講義
８月１日 木 春学期定期試験／補講・集中講義 　　23日 木 補講・集中講義
　　２日 金 春学期定期試験／補講・集中講義 　　24日 金 秋学期授業終了
　　３日 土 春学期定期試験／補講・集中講義 　　25日 土 秋学期定期試験／補講・集中講義
　　５日 月 春学期定期試験／補講・集中講義 　　27日 月 秋学期定期試験／補講・集中講義
　　６日 火 春学期定期試験／補講・集中講義 　　28日 火 秋学期定期試験／補講・集中講義
　　７日 水 春学期定期試験／補講・集中講義 　　29日 水 秋学期定期試験／補講・集中講義
　　８日 木 夏季休暇開始 　　30日 木 秋学期定期試験／補講・集中講義
　　29日 木 卒業単位充足者発表（９月卒業生） 　　31日 金 秋学期定期試験／補講・集中講義

９月20日 金 成績発表・夏季休暇終了 ２月１日 土 春季休暇開始／入学試験（入構禁止）
卒業式（９月卒業生） 　　３日 月 TOEIC-Bridgeテスト（１年生受験必須）

　　25日 火 卒業単位充足者発表（４年生）

３月１日 土 成績発表（１～３年生）
　　23日 日 卒業式

創立記念日
　明治20年９月16日創立者井上円了が本郷区竜岡
町麟祥院内に、「私立哲学館」を創立し、大正８年
11月23日に現在の中野区松ヶ丘の哲学堂で東洋大
学創立記念式典を挙行、以後11月23日を創立記念
日として定めています。

学祖祭
　創立者井上円了の命日（６月６日）で、毎年蓮
華寺で行われます。

哲学堂祭
　四聖（釈迦、孔子、ソクラテス、カント）を祭
る行事で、毎年11月第１土曜日に哲学堂で行われ
ます。

2013年３月　印刷
2013年４月　発行

編集
発行 東洋大学ライフデザイン学部

表紙デザイン 人間環境デザイン学科　深澤　江莉

〒351-8510　埼玉県朝霞市岡48-1

ライフデザイン学部統一英語力テスト
　東洋大学では国際化推進のための教育の一貫
として、TOEICテストを実施しています。こ
のテストは全学生受験必須となり、１年生は
４月と２月に１回ずつTOEIC-Bridgeテストを、
２～４年生は11月にTOEICテストを受験する
必要があります。
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